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第 1 章 CICS Db2 インターフェースの概要

このセクションでは、Db2 への CICS® インターフェースについて概説します。

概要: CICS を Db2 に接続する方法
CICS とともに CICS Db2 接続機能が提供されています。 CICS Db2 接続機能に
より、CICS 環境で実行中の CICS アプリケーションが Db2 データにアクセスで
きます。

CICS は、トランザクションまたはシステムの障害発生時に Db2 と CICS のデー
タのリカバリーを調整します。

CICS Db2 接続機能は、CICS と Db2 との全体の接続を作成します。CICS アプリ
ケーションは、この接続を使用して Db2 にコマンドおよび要求を発行します。
CICS と Db2 の間の接続は、いつでも作成または終了できます。また、CICS と
Db2 はそれぞれ個別に開始および停止できます。 CICS の接続先となる個別の
Db2 サブシステムを指定できます。あるいは、(DB2® バージョン 7 以降を使用し
ている場合は) グループ接続機能を使用して、Db2 が接続対象として Db2 サブシ
ステムのデータ共用グループの任意のアクティブ・メンバーを選択するように設定
できます。また、CICS が Db2 に自動的に接続および再接続するように設定するオ
プションもあります。 Db2 システムは、複数の CICS システムで共用できます
が、各 CICS システムは一度に 1 つの Db2 サブシステムにしか接続できません。

CICS Db2 接続は、3 つの異なる CICS リソース定義を使用して定義できます。こ
れらは、DB2CONN (Db2 接続定義)、DB2ENTRY (Db2 エントリー定義)、および
DB2TRAN (Db2 トランザクション定義) です。 CICS Db2 接続を開始する前に、
DB2CONN リソース定義をインストールする必要があります。 (このリソース定義
を DB2CONN システム初期設定パラメーターと混同しないでください。このパラ
メーターは、CICS が初期化中に Db2 接続を自動的に開始するかどうかを指定する
ものです。) また、DB2ENTRY 定義や、必要に応じて DB2TRAN 定義を作成し
て、重要なトランザクションが優先されるように設定することもできます。 概要:
CICS Db2 接続の定義方法には、これらのリソース定義についての詳細情報が記載
されています。

接続コマンドは、CICS Db2 接続機能の状況を表示および制御し、CICS 提供トラ
ンザクション DSNC を使用して発行されます。接続コマンドは以下のとおりで
す。

v STRT - Db2 への接続を開始します

v STOP - Db2 への接続を停止します

v DISP - スレッドの状況を表示したり、統計を表示したりします

v MODI - Db2 への接続の特性を変更します

v DISC - スレッドを切断します

CICS と Db2 の間の接続は、マルチスレッド接続です。 CICS と Db2 との全体の
接続内で、Db2 にアクセスするアクティブな CICS トランザクションごとに、スレ
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ッド (Db2 への個別接続) が存在します。スレッドにより、各 CICS トランザクシ
ョンは、コマンド・プロセッサーやアプリケーション計画 (アプリケーション・プ
ログラムの SQL 要求の内容や、それらの要求に応じたサービスを提供するために
最も効率的な方法を Db2 に通知する情報) などの Db2 リソースにアクセスしま
す。スレッドの仕組みについて詳しくは、概要: スレッドの動作方法を参照してくだ
さい。

CICS 環境で稼働するアプリケーション・プログラムが、そのプログラムで最初の
SQL 要求を発行すると、CICS および Db2 はその要求を以下のように処理しま
す。

v 言語インターフェース (アプリケーション・プログラムとリンク・エディットさ
れる DSNCLI スタブ) が、CICS リソース・マネージャー・インターフェース
(RMI) を呼び出します。

v RMI は、要求を処理し、CICS Db2 接続機能のタスク関連ユーザー出口 (TRUE)
に制御を渡します。このモジュールは、タスクごとに Db2 を呼び出します。

v CICS Db2 接続機能は、トランザクションのスレッドをスケジュールします。こ
のステージで、Db2 は許可を検査し、適切なアプリケーション計画を見つけま
す。

v Db2 が制御を獲得し、CICS Db2 接続機能は、Db2 サービスが要求に対応して
いる間待機します。

v SQL 要求が完了すると、Db2 は要求されたデータを CICS Db2 接続機能に戻し
ます。

v CICS が再度制御を獲得し、CICS Db2 接続機能は、CICS アプリケーション・
プログラムにデータを渡して、制御を返します。

Db2 アドレス・スペース
Db2 には、異なるいくつかのアドレス・スペースが必要です。

図 1 には、それらのアドレス・スペースが示されています。

以下のように、各種のタスクが異なるアドレス・スペースで実行されます。

図 1. Db2 アドレス・スペース
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DSN1MSTR
さまざまなシステム関連機能を実行するシステム・サービス用。

DSN1DBM1
ユーザーが作成したデータベース内の大部分の構造を操作するデータ・サー
ビス用。

DSN1DIST
リモート要求にサポートを提供する分散データ機能用。

IRLMPROC
Db2 ロックを制御する内部リソース・ロック・マネージャー (IRLM) 用。

DSN1SPAS
ユーザー作成 SQL 用の分離実行環境を提供するストアード・プロシージャ
ー用。

概要: スレッドの働き
個々の CICS トランザクションには、Db2 にアクセスするための独自のスレッドが
必要です。

スレッドは、トランザクションがスレッドを必要としたとき、つまりアプリケーシ
ョンが最初の SQL 要求またはコマンド要求を発行した時点で作成されます。トラ
ンザクションは、スレッドを使用して、Db2 が管理するリソースにアクセスしま
す。トランザクションで、使用する必要があるすべてのリソースにアクセスしたた
めにスレッドが不要になると、スレッドは解放されます (通常は、同期点完了後)。
スレッドの作成にはプロセッサー・リソースが使用されるため、スレッドが解放さ
れると、CICS Db2 接続機能は、別のトランザクションがスレッドを必要としてい
るかどうかをチェックします。別のトランザクションがスレッドを待機している場
合、CICS Db2 接続機能は、そのトランザクションが Db2 にアクセスするために
既存のスレッドを再使用します。スレッドを必要とするトランザクションがなくな
ったら、ユーザーがスレッドを一定期間保護 (保持) することを要求していない限
り、スレッドは終了します。保護されたスレッドは、その一定期間内に別のトラン
ザクションがスレッドを要求した場合に再使用されます。要求されなかった場合、
保護する時間が経過したら、スレッドは終了します。

スレッドにはさまざまなタイプがあり、スレッドのタイプごとに一度にアクティブ
にできるスレッド数の制限を設定できます。これにより、CICS Db2 の全体の接続
により処理に過剰な負荷がかからないようにします。DSNC トランザクションを使
用して発行された Db2 コマンドには、特殊なタイプのスレッドが使用されます。
また、速い応答時間を必要とするトランザクションなど、特殊な要件を持つ CICS
トランザクションに対して特殊なスレッドを定義することもできます。必要とする
タイプのスレッドを使用できない場合にトランザクションが取るべきアクションを
定義できます。適切なタイプのスレッドが使用可能になるまで待機するか、プー
ル・スレッドと呼ばれる汎用スレッドを使用するか、異常終了するかを定義できま
す。

CICS Db2 接続機能によって提供されているスレッドのタイプは、以下のとおりで
す。
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コマンド・スレッド
コマンド・スレッドは、DSNC トランザクションを使用して Db2 にコマン
ドを発行するために CICS Db2 接続機能により予約されています。これら
のコマンドは Db2 に渡されないため、CICS Db2 接続機能自体に作用する
コマンドには使用されません。コマンド・スレッドを使用できない場合、コ
マンドは自動的にプールにオーバーフローして、プール・スレッドを使用し
ます。コマンド・スレッドは、DB2CONN 定義のコマンド・スレッド・セ
クションで定義されます。

エントリー・スレッド 
エントリー・スレッドは、速い応答時間を必要とするトランザクションや特
殊なアカウンティング要求を持つトランザクションなど、特殊要件を持つト
ランザクション用に特別に定義されたスレッドです。特殊な CICS トラン
ザクションにエントリー・スレッドを提供するよう CICS Db2 接続機能に
指示することができます。さまざまなトランザクションで必要とされるさま
ざまなタイプのエントリー・スレッドを定義し、それらの各タイプのエント
リー・スレッド数の制限を設定できます。トランザクションがエントリー・
スレッドの使用を許可されているにもかかわらず、適切なエントリー・スレ
ッドが使用可能でない場合、トランザクションは、エントリー・スレッド定
義でのユーザー選択に従って、プールにオーバーフローしてプール・スレッ
ドを使用するか、適切なエントリー・スレッドを待機するか、異常終了しま
す。

一定数の各タイプのエントリー・スレッドを保護できます。解放されたエン
トリー・スレッドが保護スレッドの場合、このスレッドは即時に終了しませ
ん。一定期間保持され、この期間中に別の CICS トランザクションが同じ
タイプのエントリー・スレッドを要求した場合に、再利用されます。これに
より、各トランザクションでのスレッドの作成および終了に関連するオーバ
ーヘッドがなくなります。保護されていないエントリー・スレッドは、
CICS トランザクションがこのスレッドの解放後にこのスレッドを使用する
よう待機していないかぎり、即時に終了します。

エントリー・スレッドは、DB2ENTRY 定義を使用して定義できます。

プール・スレッド
プール・スレッドはエントリー・スレッドまたは Db2 コマンド・スレッド
を使用しないすべてのトランザクションおよびコマンドで使用されます。プ
ール・スレッドはトランザクションが少量の場合、およびエントリー・スレ
ッドまたは Db2 コマンド・スレッドを取得できないオーバーフロー・トラ
ンザクションの場合に使用します。プール・スレッドは、このスレッドを使
用するように待機している CICS トランザクションが存在しない場合は、
即時に終了します。プール・スレッドは、DB2CONN 定義のプール・スレ
ッド・セクションで定義されます。

さまざまなタイプのスレッドの作成方法、使用方法、および終了方法について詳し
くは、How threads are created, used, and terminatedを参照してください。

各スレッドは、CICS に属しているスレッド・タスク制御ブロック (スレッド TCB)
の下で実行されます。CICS と Db2 は、接続制御ブロックをスレッド TCB にリン
クします。 CICS と DB2 は、これらの接続制御ブロックを使用して Db2 へのス
レッドを管理し、スレッドに関する情報をお互いに伝達します。Db2 接続制御ブロ
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ックは、Db2 内のスレッドを制御します。 CSUB という CICS 接続制御ブロック
は、Db2 接続制御ブロックへのポインターとして機能します。 CSUB には、スレ
ッドが必要になったときに CICS が Db2 接続制御ブロックを呼び出すために必要
な情報が含まれています。 Db2 では、これらの接続制御ブロックを「エージェン
ト構造」と呼びます。

CICS が Db2 サブシステムに接続している間、 CICS Db2 タスク関連ユーザー出
口 (タスクごとに Db2 を呼び出すモジュール) がオープン API として自動的に使
用可能になり、オープン・トランザクション環境 (OTE) を使用できるようになりま
す。

CICS Db2 接続機能がスレッドを実行するために使用する TCB には、オープン
TCB とサブタスク TCB の 2 つのタイプがありますが、この資料では、これら両
方のタイプの TCB を「スレッド TCB」と呼んでいます。多くの場合、これらの 2
つのタイプのスレッド TCB の特性の相違により、CICS Db2 接続の操作に違いが
発生することはありません。スレッド TCB のタイプの相違により CICS Db2 接続
の動作が変わるような状況においては、2 つのタイプが区別されます。スレッド
TCB についての詳しい技術情報については、スレッド TCB (タスク制御ブロック)
を参照してください。

オープン・トランザクション環境のスレッド TCB
CICS が DB2 バージョン 7 以降、または JDBC 2.0 以降に接続される場合、オー
プン・トランザクション環境が使用されます。この環境では、CICS Db2 接続機能
はスレッド TCB として、特別に作成されたサブタスク TCB ではなく、オープン
TCB (L8 モード) を使用します。

オープン TCB は、Db2 リソースへのアクセス以外の、その他のタスクを実行しま
す。オープン・トランザクション環境では、CICS Db2 タスク関連ユーザー出口
は、CICS のメイン TCB ではなく、オープン TCB で実行されます。Db2 要求を
行ったアプリケーション・プログラムがスレッド・セーフである場合は、オープン
TCB でも実行できます。(オープン・トランザクション環境でのアプリケーション・
プログラムについて詳しくは、スレッド・セーフ・プログラミングにより CICS
Db2 アプリケーションが OTE を使用できるようにするを参照してください)。

オープン TCB は、CSUB および Db2 接続制御ブロックに永続的に関連付けられ
るわけではありません。CICS Db2 接続機能は、使用可能な任意の CSUB および
Db2 接続制御ブロック、つまり、使用可能な任意のスレッドにそれらを関連付ける
ことができます。オープン TCB で Db2 への接続が不要になると、スレッド、
CSUB、および Db2 接続制御ブロックから TCB は関連付け解除 (解放) されま
す。その後、Db2 でタスクを実行するために、別のオープン TCB がそのスレッ
ド、CSUB、および Db2 接続制御ブロックを使用できます。

再利用される前にスレッドが終了されると、CSUB および Db2 接続制御ブロック
はシステムで使用可能なままになります。既存のスレッドを使用できない場合に、
オープン TCB が Db2 に接続する必要がある場合、CICS Db2 接続機能は未使用
の CSUB および Db2接続制御ブロックとオープン TCB を関連付け、それらを再
利用して、Db2 に対して新しいスレッドを実行できます。
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図 2 には、オープン・トランザクション環境でスレッド TCB が動作する仕組みが
まとめられています。

図 2 のシチュエーション 1 は、オープン・トランザクション環境で Db2 にアク
セスするためにスレッドを使用する CICS を示しています。 CICS Db2 タスク関
連ユーザー出口がリソース・マネージャー・インターフェース (RMI) によって呼び
出され、オープン TCB で動作しています。CICS Db2 接続機能によって CSUB お
よび Db2 接続制御ブロックがオープン TCB に関連付けられています。Db2 接続
制御ブロックには、Db2 へのスレッドがあります。スレッドに関連付けられたプラ
ンが Db2 に保持されています。

シチュエーション 2 は、現在使用されていないが、保護されているスレッドを示し
ています。CSUB および Db2 接続制御ブロックは相互にまだリンクされており、
スレッドを 1 つ持ちますが、それらに接続されているオープン TCB はありませ
ん。このスレッドは再使用できます。

シチュエーション 3 は、スレッドが終了した後に残るアセンブリーを示していま
す。この CSUB および Db2 接続制御ブロックは再使用できます。それらには、新
しいスレッドが必要です。
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図 2. オープン・トランザクション環境のスレッド TCB
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シチュエーション 4 は、再使用可能なオープン TCB を示しています。CICS Db2
接続機能はこれらのオープン TCB を使用して、CSUB および Db2 接続制御ブロ
ック・アセンブリーをそれらに関連付け、Db2 に対してスレッドを実行できます。

概要: CICS アプリケーション・プログラムが Db2 にアクセスできるよう
にする

Db2 にアクセスする CICS アプリケーション・プログラムは、通常の CICS アプ
リケーション・プログラムと同じように作成しなければなりません。また、Db2 バ
インド・プロセスを経てアプリケーション・プランを生成する必要があります。

このタスクについて

Db2 バインド・プロセスはアプリケーション・プラン (しばしば単に「プラン」と
呼ばれる) を生成します。各プランには、そのプランを使用するアプリケーショ
ン・プログラム内のすべての SQL ステートメントが、バインドされた形式で含ま
れています。それらのアプリケーション・プログラムは実行時にプランを使用する
ことで、Db2 データにアクセスできます。

プランは Db2 で保持され、Db2 への各スレッドはプランに関係します。各タイプ
のスレッドが使用する計画は、DB2CONN 定義 (プール・スレッドの場合) または
スレッドの DB2ENTRY 定義 (エントリー・スレッドの場合) で指定されます。特
定のタイプのスレッドのプランには、そのタイプのスレッドを使用して Db2 にア
クセスするすべてのアプリケーション・プログラム内の SQL ステートメントが、
バインドされた形式で含まれていなければなりません。プランを明示的に指定する
ことも、動的プラン出口を指定することもできます。動的プラン出口とは、そのタ
イプのスレッドを要求したトランザクションに使用するプランを決定するルーチン
のことです。

Db2 にアクセスする CICS アプリケーション・プログラムの準備
DB にアクセスする CICS アプリケーション・プログラムに対してさまざまな処理
を行うことで、DBRM を構築し、アプリケーション・ロード・モジュールを作成し
た後で、バインド・プロセスに入ることができます。

このタスクについて

8 ページの図 3 は、Db2 にアクセスする CICS アプリケーション・プログラムを
準備するためのステップを示しています。

最初のステップは、プログラムを Db2 プリコンパイラーで処理することです。
Db2 プリコンパイラーは、プログラムの各 SQL ステートメントについての情報を
含むデータベース要求モデル (DBRM) を作成します。

2 番目、3 番目、および 4 番目のステップは、(Db2 にアクセスするかどうかに関
わらず) すべての CICS アプリケーション・プログラムを準備するための通常のプ
ロセスです。 2 番目のステップは、プログラムを CICS コマンド言語変換プログラ
ムで処理することです。 3 番目のステップは、プログラムをコンパイルまたはアセ
ンブルすることです。 4 番目のステップは、(CICS Db2 言語インターフェース・
モジュール DSNCLI を含む) 必要なインターフェースを使ってプログラムをリン
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ク・エディットすることです。ステップ 2、3、4 の結果として、プログラムの実行
を可能にするアプリケーション・ロード・モジュールが生成されます。これらのス
テップの詳細については、CICS Db2 プログラムの準備を参照してください。

ステップ 1 で作成された DBRM 内の情報をプログラムで使用できるようにするに
は、追加ステップが必要です。この 5 番目のステップは、バインド・プロセスで
す。バインド・プロセスでは Db2 が必要です。また、プログラムによる Db2 デー
タ・アクセスを可能にするアプリケーション・プランを生成するために DBRM を
使用します。バインド・プロセスの説明については、 9 ページの『バインド・プロ
セス』を参照してください。

COBOL および PL/I 用のいずれかの Language Environment® 準拠コンパイラー
を使用している場合、上記のいくつかのステップを 1 つのタスクに結合することが
できます。これらのコンパイラーには CICS コマンド言語変換プログラム、および
(ご使用の Db2 のバージョンによっては) SQL ステートメント・コプロセッサーが
組み込まれているためです。詳しくは、CICS Db2 プログラムの準備を参照してく
ださい。

図 3. Db2 にアクセスする CICS アプリケーション・プログラムを準備するステップ
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バインド・プロセス
Db2 にアクセスする CICS アプリケーションを実行可能にするには、バインド・プ
ロセスを行う必要があります。

バインド・プロセスを行うには、以下のものが必要です。

v Db2

v アプリケーション内の各プログラム用に Db2 プリコンパイラーで生成される
DBRM (データベース要求モジュール)。

DBRM には、Db2 プリコンパイラーがアプリケーション・プログラムから抽出し
た SQL ステートメントが含まれます。バインド・プロセスで DBRM 内の SQL
ステートメントは、SQL ステートメントの実行時に Db2 で使われる制御構造に変
換され、こうして作動可能な (「バインドされた」) 形式になります。結果としてで
きる成果物を 1 つのパッケージにすることも、アプリケーション・プランの中に直
接入れることもできます (『計画、パッケージ、および動的計画出口』を参照して
ください)。このようなプロセス全体を DBRM の「バインド」と呼びます。バイン
ドについて詳しくは、Db2 for z/OS 製品資料内の『Db2 for z/OS のプログラミ
ング』を参照してください。CICS Db2 環境でのバインド・プロセス中に選択すべ
きオプションの詳細については、プログラムのバインド・オプションと考慮事項を
参照してください。

計画、パッケージ、および動的計画出口
アプリケーション計画により、実行時にアプリケーション・プログラムから Db2
データにアクセスできます。計画には、アプリケーション・プログラムから作成さ
れた DBRM に由来する、バインド済みで操作可能な形式の SQL ステートメント
が含まれています。また、計画はアプリケーション・プロセス全体を、それが使用
される Db2 のローカル・インスタンスに関連付けます。

DBRM からの操作可能な SQL ステートメントを計画に直接配置することができま
す。その場合、DBRM は計画にバインドされています。あるいは、単一の DBRM
からの操作可能な SQL ステートメントを含むパッケージに (BIND PACKAGE コ
マンドを使用して) DBRM をバインドすることもできます。関連するパッケージは
コレクションにグループ化できます。その後、パッケージ・リストにパッケージ名
またはコレクション名を含め、パッケージ・リストを計画にバインドすることがで
きます。単一の計画に、パッケージ・リストと、計画に直接バインドされた DBRM
の両方を含めることができます。単一の CICS アプリケーションからの DBRM を
使用して計画を作成したり、複数のアプリケーションからの DBRM を使用して単
一の計画を作成することができます。計画とパッケージのさまざまな設計の利点お
よび欠点については、CICS アプリケーションと Db2 計画およびパッケージの間の
関係の設計で説明します。

アプリケーション計画は、作成するだけでなく、維持する必要もあります。計画を
使用して、1 つ以上のアプリケーション・プログラムで SQL ステートメントを変
更する場合は、変更されるアプリケーション・プログラムの DBRM を再作成する
必要があります。古いバージョンの DBRM を直接計画にバインドした場合は、変
更プログラムと未変更プログラムの両方について、その計画に直接バインドされた
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すべての DBRM を識別し、それらすべてを計画に再度バインドする必要がありま
す。 DBRM を計画にバインドしている間は、アプリケーションは Db2 にアクセ
スするために計画を使用することはできません。ただし、変更されたアプリケーシ
ョン・プログラム用の古いバージョンの DBRM をパッケージにバインドしてか
ら、計画のパッケージ・リストにパッケージ (またはパッケージを含むコレクショ
ン) の名前を含めた場合は、他のパッケージや直接バインドされた DBRM を計画
に再度バインドする必要はありません。変更されたアプリケーション・プログラム
の新規バージョンの DBRM は、古いバージョンと同じ名前のパッケージにバイン
ドしてください。計画を再度バインドする必要はありません。新規バージョンのパ
ッケージは検出されます。パッケージを変更している間は、アプリケーション・プ
ログラムは引き続き、計画に直接バインドされた DBRM と他のパッケージを使用
できます。計画の保守について詳しくは、プログラム変更後に何をバインドするか
を参照してください。

Db2 に送信されたスレッドはそれぞれ計画に関連します。スレッドについて詳しく
は、 3 ページの『概要: スレッドの働き』を参照してください。各タイプのスレッ
ドが使用する計画は、DB2CONN 定義 (プール・スレッドの場合) またはスレッド
の DB2ENTRY 定義 (エントリー・スレッドの場合) で指定されます。 CICS は、
アプリケーションが Db2 にアクセスするためのスレッドの使用を要求する際に、
そのタイプのスレッドに関連付けられている計画の名前を Db2 に知らせ、Db2 は
その計画を見つけます。各タイプのスレッドの定義では、特定の計画を指定するこ
とも、動的計画出口 (スレッドを要求したトランザクションで使用する計画を判別
するルーチン) を指定することもできます。

プール・スレッドまたはエントリー・スレッドの定義で特定の計画を指定した場合
は、そのタイプのスレッドを使用するすべてのトランザクションでその計画を使用
する必要があります。エントリー・スレッド・タイプを使用できるトランザクショ
ンは、スレッドの DB2ENTRY および DB2TRAN 定義で指定されます。スレッド
の DB2ENTRY 定義で特定の計画を指定する場合、それらすべてのトランザクショ
ン ID で実行される可能性があるすべてのアプリケーション・プログラムからの
DBRM が同じ計画にバインドされるか、同じ計画にリストされるパッケージにバイ
ンドされる必要があります。それらのトランザクション ID で実行されるいずれか
のアプリケーション・プログラムからの DBRM が計画に直接バインドされてお
り、それらのアプリケーション・プログラムのいずれかで SQL ステートメントを
変更すると、計画に直接バインドされたすべての DBRM を再度バインドしている
間、計画全体がアクセス不能になります。これは、計画の保守時には、トランザク
ションがそのタイプのエントリー・スレッドを使用できないことを意味します。
Db2 にアクセスするどの CICS アプリケーションでもプール・スレッドを使用する
可能性があるので、DB2CONN 定義でプール・スレッドに特定の計画を指定する場
合には、それらすべてのアプリケーションからの DBRM を使用して、計画を準備
し、保守する必要があります。 DBRM のいずれかが計画に直接バインドされてい
る場合は、計画全体が保守時にアクセス不能となり、どのトランザクションもプー
ル・スレッドを使用できなくなります。

計画を保守している間にさまざまなスレッドが使用不可にならないようにするため
の方法は 2 つあります。最善の解決策は、DBRM を計画に直接バインドせずに、
パッケージを使用してバインドすることです。各 DBRM をパッケージとしてバイ
ンドし、計画のパッケージ・リストに組み込む場合、個々のパッケージを保守して
いる間も計画には引き続きアクセス可能です。特定のプログラムで保守作業を行っ
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ている間は、そのプログラムを含む計画が引き続きアクセス可能なので、それらの
計画に関連するプール・スレッドまたはエントリー・スレッドは引き続き使用可能
です。これは、スレッドごとに特定の計画を安全に指定できることを意味します。
パッケージの使用を開始する場合は、パッケージの実装方法の詳細について、Db2
パッケージの使用およびDb2 for z/OS 製品資料内の『Db2 for z/OS のプログラ
ミング』を参照してください。

Db2 でパッケージが使用できるようになる前に開発された代替解決策は、動的計画
出口を使用することです。動的計画出口を使用するということは、スレッドのタイ
プごとに特定の計画を指定する必要がないことを意味します。したがって、特定の
計画が保守時にアクセス不能な場合でも、スレッドは引き続き使用可能です。この
解決策を実行するには、(それぞれが少数の密接に関連したプログラムからの
DBRM を含む) CICS アプリケーション用の多数の小さな計画を作成します。次
に、スレッドのタイプごとに DB2CONN または DB2ENTRY 定義の PLAN 属性
に計画名を指定する代わりに、PLANEXITNAME 属性に出口プログラムを指定しま
す。アプリケーション・プログラムがその最初の SQL ステートメントを発行し、
特定のタイプのスレッドが要求されると、スレッド定義で指定した出口プログラム
がそのアプリケーション・プログラム用に使用する計画を選択します。特定の計画
が保守時にアクセス不能な場合、その計画を必要とするアプリケーション・プログ
ラムはスレッドを使用できませんが、他のアプリケーション・プログラムは独自の
計画で同じタイプのスレッドを使用できます。ただし、あるタイプのスレッドの特
定のインスタンスが、使用するアプリケーション・プログラム用にいったん作成さ
れると、そのスレッド・インスタンスは動的計画出口で選択された計画に関連付け
られます。スレッドを再使用する別のアプリケーション・プログラムでは、その同
じ計画を使用する必要があります。動的計画出口でアプリケーション・プログラム
用の別の計画を選択する場合は、正しい計画で別のスレッドを検索または作成する
必要があります。これにより、スレッド再使用の機会が少なくなります。動的計画
出口について詳しくは、動的計画出口を参照してください。
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第 2 章 CICS Db2 接続の定義

CICS Db2 接続の構造とパフォーマンスは、DB2CONN、DB2ENTRY、および
DB2TRAN オブジェクトを定義するときに決定されます。

このタスクについて

DB2CONN、DB2ENTRY、および DB2TRAN オブジェクトは、CICS Db2 接続の
グローバル属性、CICS トランザクションと Db2 リソース (アプリケーション計画
とコマンド・プロセッサーを含む) の間の関係、各タイプのスレッドの属性、およ
び各トランザクションが使用できるスレッドのタイプを記述します。

概要: CICS Db2 接続の定義方法
CICS Db2 接続の定義には、DB2CONN (Db2 接続定義)、DB2ENTRY (Db2 エン
トリー定義)、および DB2TRAN (Db2 トランザクション定義) という 3 つの異な
る CICS リソース定義が関与します。

CICS Db2 接続は、CICS と Db2 との間の全体的な接続と、スレッドと呼ばれる個
々の接続から成ります。これらのリソース定義を使用して、全体的な接続の属性
と、さまざまなタイプのスレッドの属性を定義できます。キー・トランザクション
用に特別に定義したエントリー・スレッドがある場合は、CICS Db2 接続機能に対
して、どの CICS トランザクションがそれらのスレッドを使用できるのかを知らせ
ることができます。

CICS に対して DB2CONN、DB2ENTRY、および DB2TRAN オブジェクトを定義
する方法はいくつかあります。以下のことを行うことができます。

v IBM® CICS Explorer® を使用して DB2CONN、DB2ENTRY、および
DB2TRAN オブジェクトを定義してインストールします。

v CICSPlex SM を使用してオブジェクトを定義します。

v RDO を使用して DB2CONN、DB2ENTRY、および DB2TRAN オブジェクトを
定義してインストールします。

v CICS バッチ・ユーティリティー DFHCSDUP を使用してオブジェクトを定義し
ます。

各オブジェクトの有効範囲は以下のとおりです。

DB2CONN

DB2CONN は CICS Db2 接続のメイン定義です。CICS Db2 接続を開始するため
には、DB2CONN リソース定義をインストールしておく必要があります。
DB2CONN 定義を使用して以下の項目を定義します。

v 全体的な CICS Db2 接続の属性は以下のとおりです。

– CICS が接続する Db2 サブシステム、または CICS が接続するアクティブ・
メンバーを Db2 が取得する Db2 サブシステムのデータ共有グループ。
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– Db2 への接続が失敗した場合に CICS が自動的に再接続をするかどうか、お
よび、グループ接続機能を使用する場合に CICS が同じ Db2 サブシステム
に再接続するかどうか。

– CICS Db2 接続機能がスレッドにサインオンするための汎用許可 ID (スレッ
ドに関して他に許可が必要ない場合)。

– CICS が Db2 に対するスレッドの実行のために一度に使用できる TCB の総
数の限度。

– 保護されたスレッドが終了するまでの存続時間。

– スレッドが終了するまでに再利用できる回数の限度。

– エラー・メッセージを CICS に伝達する方法、およびスレッドが失敗した場
合にトランザクションが行う処理の内容。

– メッセージおよび統計の送信先。

v コマンド・スレッドの属性は以下のとおりです。コマンド・スレッドは、DSNC
トランザクションが Db2 コマンド の実行に使用する特殊スレッドです。

– CICS が一度に使用できるコマンド・スレッド数の限度。

– コマンド・スレッドが要求されたときに Db2 が検査する 許可 ID のタイプ
(例えば、ユーザー ID、トランザクション ID、および汎用 CICS Db2 接続
機能 ID など)。

v プール・スレッドの属性は以下のとおりです。プール・スレッドは、トランザク
ションが特別なコマンドまたはエントリー・スレッドを実行する必要がない場
合、またはトランザクションが使用する特殊スレッドが残っていない場合に使用
する汎用スレッドです。

– プール・スレッドが要求されたときに Db2 が検査する 許可 ID のタイプ
(例えば、ユーザー ID、トランザクション ID、および汎用 CICS Db2 接続
機能 ID など)。

– CICS メイン TCB に対するスレッド TCB の相対的な優先度。

– CICS が一度に使用できるプール・スレッド数の限度。

– トランザクションがプール・スレッドを取得できない場合に、取得するまで
待機するか、異常終了するか。

– プール・スレッドに使用するアプリケーション計画出口または動的計画出口
(計画、パッケージ、および動的計画出口を参照してください)。

– トランザクションがスレッドを使用している間のどの時点で Db2 アカウンテ
ィング・レコードを作成するか。

– デッドロックがある場合に、トランザクションがスレッドを使用して行った
変更をロールバックするかどうか。

CICS に一度にインストールできる DB2CONN 定義は 1 つだけです。また、シス
テムにインストールするすべての DB2ENTRY 定義および DB2TRAN 定義は、
DB2CONN 定義に関連付けられます。 DB2CONN 定義を破棄する場合は、すべて
の DB2ENTRY 定義および DB2TRAN 定義も破棄されます。CICS が Db2 に接続
されている間は、DB2CONN 定義を破棄して他の定義をインストールすることはで
きません。
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DB2CONN リソース定義と DB2CONN システム初期設定パラメーターを混同しな
いでください。後者は CICS が初期設定時に自動的に Db2 接続を開始するかどう
かを指定するものです。

CICS Db2 接続は、1 つの DB2CONN 定義がインストールされていれば開始でき
ます。接続を確立するために DB2ENTRY 定義および DB2TRAN 定義は必要あり
ません。このようにすると、キー・トランザクション用の特殊スレッド (エントリ
ー・スレッド) はありません。すべてのトランザクションがプールの汎用スレッド
を使用し、最も重要なトランザクションが Db2 への各自の接続を行うのに、最も
重要でないトランザクションと同じだけ待機しなければなりません。重要なトラン
ザクションが優先されるようにするには、それらの DB2ENTRY を作成し、必要で
あれば DB2TRAN 定義も作成します。

DB2ENTRY

さまざまなタイプのエントリー・スレッドを定義するために、数多くの DB2ENTRY
定義をセットアップすることができます。指定したトランザクションでエントリ
ー・スレッドを使用することで、Db2 リソースへの優先的なアクセス権限 (または
特殊なアクセス権限) を得ることができます。実質的には、それらのトランザクシ
ョンだけが使用できるいくつかのスレッドを予約することになります。また、各種
エントリー・スレッドのいくつかを保護することもできます。これによって集中的
に使用されるトランザクションのパフォーマンスが改善されます。

DB2ENTRY 定義では、DB2ENTRY に関連付けられている特定のトランザクショ
ン、またはトランザクションのグループを (後者の場合はワイルドカードを使用し
て) 指定したり、その中で定義されているエントリー・スレッドのタイプを使用し
たりすることができます。これらのトランザクションがスレッドを要求すると、そ
のタイプのエントリー・スレッドが (使用可能であれば) CICS Db2 接続機能によっ
てそれらのトランザクションに与えられます。他のトランザクションで同じタイプ
のエントリー・スレッドを使用する場合は、それらのトランザクション用の
DB2TRAN 定義を作成できます。これによって、それらのトランザクションが特定
の DB2ENTRY に関連付けられていることを CICSに知らせます。

各 DB2ENTRY 定義を使用して以下の項目を定義できます。

v このタイプのエントリー・スレッドを使用できるトランザクション、またはトラ
ンザクションのグループ (後者の場合は名前にワイルドカードを使用して定義す
る)。

v このタイプのエントリー・スレッドの属性は以下のとおりです。

– このタイプのエントリー・スレッドが要求されたときに Db2 が検査する許可
ID のタイプ (例えば、ユーザー ID、トランザクション ID、汎用 CICS Db2
接続機能 ID)。

– CICS メイン TCB に対するスレッド TCB の相対的な優先度。

– CICS が一度に使用できるこのタイプのエントリー・スレッド数の限度。

– 使用されていないときに一定期間保護される、このタイプのエントリー・ス
レッドの数。
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– DB2ENTRY に関連付けられているトランザクションがこのタイプのエントリ
ー・スレッドを取得できない場合に、このタイプのエントリー・スレッドを
待機するか、オーバーフローしてプール・スレッドを使用するか、異常終了
するか。

– このタイプのエントリー・スレッドに使用するアプリケーション計画出口ま
たは動的計画出口 (計画、パッケージ、および動的計画出口を参照してくださ
い)。

– トランザクションがスレッドを使用している間のどの時点で Db2 アカウンテ
ィング・レコードを作成するか。

– デッドロックがある場合に、トランザクションがスレッドを使用して行った
変更をロールバックするかどうか。

DB2ENTRY は、トランザクションがそのタイプのエントリー・スレッドを使用して
いる間は、破棄することができません。まず使用不可にして DB2ENTRY のアクテ
ィビティーを停止してから、破棄します。DB2ENTRY を破棄する場合、それと関連
付けられている DB2TRAN は「孤立」し、そこにリストされているトランザクショ
ンはプール・スレッドを使用することになります。

コマンド・レベル・インタープリター・トランザクションである CECI を使用して
アプリケーション・プログラムの CICS コマンドの構文を検査する場合、その状況
では CICS はトランザクション ID CECI を使用して一致する DB2ENTRY 定義が
ないかを検査することに留意してください。ご使用のアプリケーション・プログラ
ム用の DB2ENTRY をセットアップしてあり、CECI の使用時にそれを複製する場
合は、CECI トランザクションと同じプロパティーを指定して DB2ENTRY をセッ
トアップします。

DB2TRAN

DB2TRAN 定義を使用して、追加のトランザクションと特定の DB2ENTRY を関連
付けることができます。そのようにすると、トランザクションはそのタイプのエン
トリー・スレッドを使用します。特定のトランザクションにインストールできる
DB2TRAN 定義は 1 つだけです。各 DB2TRAN 定義で、以下の項目を指定しま
す。

v DB2ENTRY の名前。

v 特定の DB2ENTRY に関連付けられていてこのタイプのエントリー・スレッドを
使用できるトランザクション、またはトランザクションのグループ(後者の場合は
名前にワイルドカードを使用して指定する)。

これらのトランザクションがスレッドを要求すると、CICS Db2 接続機能は、それ
らが特定の DB2ENTRY に関連付けられていることを認識し、DB2ENTRY 定義そ
のものに指定されているトランザクションのように扱います。

Db2 グループ接続機能の使用
CICS と Db2 の接続を定義する場合、CICS を特定の Db2 サブシステムに接続す
ることを選択できます。

16 CICS TS for z/OS: Db2 ガイド

http://www.ibm.com/support/knowledgecenter/SSGMCP_5.5.0/fundamentals/database/dfhtk6o.html


このタスクについて

DB2CONN 定義で DB2ID 属性を使用して、その Db2 サブシステムの名前を指定
できます。ただし、Db2 以降を使用する DB2 バージョン 7 サブシステムが複数あ
る場合は、Db2 のグループ接続機能を使用して、指定したサブシステム 1 つだけ
でなく、任意のサブシステムに CICS を接続することができます。

グループ接続は Db2 機能の 1 つであり、特定の 1 つの Db2 サブシステムではな
く、複数の Db2 サブシステムを含むデータ共用グループの任意のメンバーに CICS
を接続することを可能にします。グループ接続機能は、CICS への接続に使用するロ
ーカル MVS™ イメージ上でアクティブなグループ・メンバーを 1 つ選択します
(他の MVS イメージ上でアクティブなメンバーは選択対象になりません)。

グループ接続機能を使用するには、以下のようにします。

手順
1. DB2CONN 定義の DB2GROUPID 属性を使用して、グループ接続機能をアク

ティブにします。DB2ID 属性を使用して個々の Db2 サブシステムの ID を指
定するのではなく、Db2 サブシステムのグループを表すグループ接続名を指定
します。 DB2 バージョン 10 では、サブグループの接続名を使用して、グルー
プのサブセットを指定することもできます。グループ接続とは、DB2GROUPID
を指定することで複数のクローン AOR で 1 つの共通の DB2CONN 定義を使
用できることを意味します。そして、CICS はデータ共用グループまたはサブグ
ループのいずれかのアクティブなメンバーに接続します。DB2CONN 定義を作
成してインストールする方法については、DB2CONN リソースを参照してくだ
さい。

2. CICS と Db2 の間の接続が切断された場合に未確定の作業単位を解決するため
の DB2CONN 定義の RESYNCMEMBER 属性を指定します。 接続が切断され
た場合、一般には、CICS は同じ Db2 サブシステムに再接続するのではなく、
Db2 サブシステムのデータ共有グループの別のメンバーを選択します。つま
り、CICS が最初に接続した Db2 サブシステムに未確定の作業単位が保持され
た場合、その作業単位を解決できません。RESYNCMEMBER 属性とその設定方
法については、未確定作業単位 (UOW) の解決を参照してください。

3. 接続が確立された後、INQUIRE DB2CONN DB2ID() コマンドを使用して、データ共
用グループのどのメンバーが現行の接続用に選択されたかを調べます。

4. CICS を特定の Db2 サブシステムに接続させたい場合は、グループ接続をオー
バーライドします。 例えば、CICS を「xyz」という ID の Db2 サブシステム
に接続させるには、次を使用して DB2ID を指定します。

v SET DB2CONN DB2ID(xyz) コマンド

v DSNC STRT xyz コマンド (DSNC STRT を参照)

上記の方法はどちらも、インストール済みの DB2CONN 定義に DB2ID を設定
してグループ接続をオーバーライドします。

タスクの結果

上記のステップで DB2ID を指定すると、インストール済みの DB2CONN 定義の
DB2GROUPID 属性が無効になります。グループ接続の使用に戻すには、SET
DB2CONN DB2GROUPID() コマンドを使用して、DB2GROUPID 属性を再設定します。
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ただし、INITPARM=(DFHD2INI=db2id ) システム初期設定パラメーターでの DB2ID
の指定は、グループ接続をオーバーライドしません。DB2GROUPID が DB2CONN
定義の中で設定されている場合、INITPARM 設定は無視されます。このパラメーター
について詳しくは、INITPARM システム初期設定パラメーターを参照してくださ
い。

MAXOPENTCBS システム初期設定パラメーターおよび TCBLIMIT
CICSDb2 接続は、ユーザーが定義する DB2CONN、DB2ENTRY、および
DB2TRAN オブジェクトだけでなく、システム初期設定パラメーター
MAXOPENTCBS の影響も受けます。MAXOPENTCBS は、CICS 領域で同時に使
用できる L8 または L9 モードのオープン TCB の総数を制御します。

CICS が Db2 に接続する場合、CICS は L8 および L9 モードのオープン TCB を
使用して Db2 内でスレッドを実行するので、MAXOPENTCBS は重要です。L8 お
よび L9 モードのオープン TCB は、OPENAPI オプションで有効にされるタスク
関連ユーザー出口で使用するために予約されています。それらのユーザー出口に、
CICS Db2 のタスク関連ユーザー出口も含まれています。

オープン・トランザクション環境では、この CICS Db2 タスク関連ユーザー出口が
Db2 内でスレッドを実行するために使用できる L8 および L9 モードのオープン
TCB の数が、DB2CONN 定義の TCBLIMIT 属性によって制御されます。
TCBLIMIT の値に達すると、CICS Db2 タスク関連ユーザー出口は
MAXOPENTCBS で制御されるプールから TCB を取得することはできますが、そ
の TCB を使用して Db2 内でスレッドを実行できるようになるまで待機します。別
のタスクが L8 または L9 モードの TCB を使用した Db2 内でのスレッド実行を
停止し、スレッド実行のために使用されている TCB の数が TCBLIMIT を下回る
と、待機していたタスクが独自の L8 または L9 モード TCB を使用して Db2 内
でスレッドを実行できるようになります。しかし、MAXOPENTCBS の値に達した
場合は、CICS 領域でそれ以上の L8 および L9 モードのオープン TCB は許可さ
れないため、CICS Db2 タスク関連ユーザー出口は、使用する L8 または L9 モー
ド TCB を取得することさえできなくなります。別のタスクが L8 モード TCB ま
たは L9 モード TCB (OPENAPI プログラムで使用するもの) を解放し、それが
MAXOPENTCBS で制御されるプールに戻されるまで、待機しなければなりませ
ん。L8 TCB が解放された場合、タスクはその TCB を使用できます。解放された
ものが L9 TCB であった場合、CICS はその TCB を「スチール」します。つま
り、L9 TCB を切り離し、その代わりに L8 TCB を接続してタスクで使用できるよ
うにします。

Db2 ワークロードに対応できる十分な数の L8 および L9 モード・オープン TCB
を確保するために、MAXOPENTCBS システム初期設定パラメーターの制限を、
DB2CONN 定義の TCBLIMIT 属性に設定する制限よりも大きい値にしてくださ
い。MAXOPENTCBS が TCBLIMIT より小さいと、TCBLIMIT に達する前にシス
テムの L8 および L9 モード・オープン TCB が不足する可能性があります。CICS
が Db2 に接続したときに、SIT の MAXOPENTCBS 設定値が DB2CONN 定義の
TCBLIMIT 設定より小さいことを CICS Db2 接続機能が検出すると、警告メッセ
ージ DFHDB2211 が出されます。この警告メッセージを受け取った場合は、
MAXOPENTCBS 制限を調整してください。
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また、トランザクション分離がアクティブな状態で実行する場合は、
MAXOPENTCBS をタスク最大数 (MXT) 以上の値に設定してください。その設定
により、誤ったサブスペースに割り振られている TCB が原因で TCB スチーリン
グが発生する可能性を最小化できます。

SQL 処理時に何が起きるか
SQL 呼び出しを行う CICSトランザクションの処理で発生する Db2 の主なアクテ
ィビティーは、スレッド作成、SQL 処理、コミット処理、スレッド解放、およびス
レッド終了です。

トランザクションごとに、主に以下のアクティビティーが実行されます。各アクテ
ィビティーで行われる正確な処理は、DB2CONN および DB2ENTRY オプショ
ン、BIND オプション、およびパッケージの使用有無によって決まります。

スレッドの作成
スレッド作成時には、いくつかのアクティビティーが実行されます。例えば、プラ
ン許可検査があります。これは必ず実行されます。

スレッド作成時には、指定された BIND オプションに応じて以下のアクティビティ
ーが実行されます。

v サインオンする。

v スレッドの最大数を検査する。

v アプリケーション・プランの場合は、スケルトン・カーソル表 (SKCT) とヘッダ
ーを環境記述マネージャー (EDM) プールにロードする (それらがプールにまだ
存在しない場合)。

v カーソル表 (CT) に SKCT ヘッダーのコピーを作成する。

v プラン許可検査を実行する。

アプリケーション・プランの制御ブロックである SKCT は、いくつかのセクション
に分かれています。SKCT のヘッダーおよびディレクトリーには制御情報が保管さ
れています。SQL セクションには、アプリケーションから渡された SQL ステート
メントが保管されています。プランを実行するスレッドごとに、SKCT のコピーで
ある CT が作成されます。スレッド作成時には、ヘッダーとディレクトリーのみが
ロードされます (それらが EDM プールにまだ存在しない場合)。

スレッド作成時に、SQL セクションのプラン・セグメントが CT にコピーされるこ
とはありません。対応する SQL ステートメントが実行されるときに、SQL セクシ
ョンがセクション単位でコピーされます。RELEASE(DEALLOCATE) を指定した保
護スレッドの場合、すべてのセグメントが CT にコピーされるまで、CT のサイズ
は増加します。

トランザクションの SQL ステートメントをプランではなくパッケージにバインド
した場合、Db2 は SKCT ではなくスケルトン・パッケージ表 (SKPT) を、CT で
はなくパッケージ表 (PT) を使用します。SKPT は最初の SQL ステートメントが実
行されるときに割り振られます。スレッドの作成時には割り振られません。
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SQL 処理
処理される SQL ステートメントごとに、いくつかのアクティビティーが実行され
ます。これらのアクティビティーは、スレッドの再利用オプションや BIND オプシ
ョンに応じて異なります。

v 新しい許可 ID でスレッドを再利用するトランザクションの最初の SQL 呼び出
しでは、以下のアクションが実行される場合があります。

– サインオン

– 許可検査

v SKCT の SQL セクションをロードする (このセクションがまだ EDM プールに
存在しない場合)。

v SKCT の SQL セクションのコピーを CT に作成する (コピーがまだ存在しない
場合)。

v 参照されている TS ロックを取得する (まだ取得していない場合)。

v EDM プールに DBD をロードする (まだ存在しない場合)。

v SQL ステートメントを処理する。

SQL ステートメントがパッケージに含まれている場合は、SKPT のディレクトリー
とヘッダーがロードされます。バインディング・プランの SKCT および CT の場
合と同様に、PT はスレッドの作成時ではなくステートメントの実行時に割り振られ
ます。

コミット処理
コミット時には、ページ・ロックや TS ロックの解放など、いくつかのアクティビ
ティーが実行されます。

コミット時には、BIND オプションに応じて以下のアクティビティーが実行されま
す。

v ページ・ロックを解放する

v RELEASE(COMMIT) が指定されている場合:

– TS ロックを解放する

– CT ページを解放する

スレッド解放
トランザクションは、使用しているスレッドをさまざまに異なるタイミングで解放
します。そのタイミングは、端末向けトランザクションかどうかによって、また、
指定されているオプションによって異なります。

トランザクションが端末向けである場合、または非端末向け▌1▐ で DB2CONN に
NONTERMREL=YES が指定されている場合、スレッドはタスク終了 (EOT) だけで
なく SYNCPOINT でも解放されます。このため、多数の SYNCPOINTS を発行す
るトランザクションには保護スレッドを使用すると効率的です (BIND オプション
ACQUIRE(USE) および RELEASE(DEALLOCATE) と組み合わせる場合)。その場
合、以下のアクティビティーを実行するリソースが、同期点ごとに保存されます。

v スレッドの終了と開始。

v TS ロックの解放と獲得。
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v プランのセグメントの解放と CT へのコピー。

以下の場合は、SYNCPOINT 時にスレッドは解放されません。

v 保留カーソルがオープンである。

v 特定の Db2 変更可能特殊レジスターが初期値ではない。これらの特殊レジスタ
ーは、Db2 for z/OS 製品資料内の『SQL: Db2 の言語』にリストされていま
す。

v Db2 変更可能特殊レジスター CURRENT DEGREE が、CICS タスクの存続期
間中に絶えず変化する。

トランザクションが端末向けでなく、NONTERMREL=NO を指定した場合、スレ
ッドはタスク終了時 (EOT) にのみ解放されます。EXEC CICS SYNCPOINT コマンドの
後にスレッドを再利用するために保護スレッドを使用する必要はありません。ただ
し、使用頻度が高いトランザクションである場合は、保護スレッドを使用すること
もできます。BIND オプション ACQUIRE(USE) と RELEASE(DEALLOCATE) を
指定すると、多数の同期点を持つ端末向けトランザクションと同じ利点を得ること
ができます。

注: ▌1▐ 非端末向けトランザクションとは、端末に関連付けられていないトランザク
ションです。

スレッド終了
スレッド終了時には、TS ロックの解放や作業ストレージの解放など、いくつかのア
クティビティーが実行されます。

スレッド終了時には、BIND オプションに応じて以下のアクティビティーが実行さ
れます。

v RELEASE(DEALLOCATE) が指定されている場合:

– TS ロックを解放する

– CT ページを解放する

v 作業ストレージを解放する

スレッドの作成、使用、および終了
CICS Db2 接続機能では、コマンド・スレッド、エントリー・スレッド、およびプ
ール・スレッドという 3 種類の主なスレッドが使用されます。スレッドの作成、使
用、および終了には特定の規則が適用されます。

CICS を Db2 に接続すると、CICS Db2 接続機能が既に実行されているオープン
TCB が、スレッド TCB になります。スレッドを実行する必要が生じると、CICS
Db2 接続機能は、使用したい Db2 接続制御ブロックおよびスレッドをこのオープ
ン TCB に関連付けます。すると、そのオープン TCB がスレッドを実行します。
不要になったスレッドはオープン TCB から切り離されます。そして、Db2 接続制
御ブロックとスレッドは別のオープン TCB で再利用できるようになります。

スレッドの作成、使用および終了には、以下の一般的な規則が適用されます。

v CICS が Db2 に接続されていて、オープン TCB がスレッド TCB として使用
されている場合、SQL 要求を Db2 に渡すためには、トランザクション用に使用
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可能なスレッドが存在しなければなりません。オープン TCB は自らをスレッド
に関連付けるとスレッド TCB になります。この状態はスレッドから自らを切り
離すまで続きます。

v スレッドが作成され、新しい許可 ID の別のトランザクションがスレッドを再利
用しようとすると、Db2 はその新しい許可 ID の許可検査を行います。

v 端末向けトランザクションは、通常、同期点およびタスク終了時点でスレッドを
解放します。保持カーソルが開いた状態である場合、または変更可能な特殊レジ
スターが初期状態でない場合、スレッドは同期点で解放されません。

v 非端末向けトランザクションはタスク終了時点でのみスレッドを解放します
(DB2CONN で NONTERMREL=YES が指定されている場合を除く)。

v トランザクションがスレッドを解放すると、そのスレッドは、同じプランを指定
していて同じ DB2ENTRY に定義されている別のトランザクションで再利用でき
るようになります。プール・スレッドは、同じプランを指定しており、プール・
スレッドを使用している待機 (キューに入っている) トランザクションで再利用
可能になります。

v 無保護スレッドは、そのスレッドを待機している (キューに入っている) 別のト
ランザクションがない限り、解放されるとすぐに終了します。

v 保護スレッドは、連続する 2 回の消去サイクルにわたって使用されなければ、
終了します。デフォルトの設定では、この平均は約 45 秒です。この値は、
DB2CONN の PURGECYCLE パラメーターで変更できます。

v スレッドを使用している CICS タスクがパージまたは強制パージされる時点で
Db2 でアクティブなスレッドは、取り消されて終了します。

v DB2CONN の REUSELIMIT パラメーターは、スレッドを終了させる前に再使
用できる最大回数を指定します。再利用の制限は、プールと DB2ENTRY の両方
の無保護スレッド、および DB2ENTRY の保護スレッドに適用されます。

v THREADWAIT パラメーターは、エントリー・スレッドまたはコマンド・スレ
ッドが不足している場合に、スレッド要求をキューに入れるのか、異常終了する
のか、またはプール・スレッドに送信するのかを定義します。
THREADWAIT=POOL の代わりに THREADWAIT=YES が指定されている場
合、トランザクションはプール・スレッドに送信されないでキューに入れられま
す。THREADWAIT=YES を使用すると、スレッドの初期化と終了時のオーバー
ヘッドがなくなります。エントリー・スレッドの不足のためにトランザクション
が待機させられる場合、CICS Db2 接続機能はトランザクションをキューに入れ
ます。このキューに入れる方法の利点は、エントリー・スレッドが作業の現行部
分を終了すると、次のトランザクションが即時に継続されることです。

v TCBLIMIT は Db2 スレッドを実行するために使用できる TCB の最大数を指定
し、これにより、アクティブな Db2 スレッドの最大数を制限します。
THREADLIMIT はアクティブな Db2 スレッドの最大数を指定します。
THREADLIMIT は動的に変更されます。CTHREAD は ZPARMS に指定され、
Db2 全体の並行スレッドの数を定義します。TSO ユーザー、CICS および
IMS™ システム、および Db2 にアクセスしているその他のシステムからのすべ
てのアクティブ・スレッドの合計が CTHREAD を超えないようにする必要があ
ります。そうしないと、応答時間が予測不能になることがあります。応答時間が
予測不能になると、CICS Db2 接続機能の「create thread」要求が Db2 によっ
てキューに入れられ、スレッドが使用可能になるまで CICS トランザクションが
待ち状態になります。
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CICS は、CICS 領域が稼動中に一度に保持できる L8 または L9 モード TCB
の総数を管理します。オープン TCB プール内の L8 および L9 モード TCB の
最大数は、MXT または MAXOPENTCBS システム初期設定パラメーターのどち
らかによって制御されます。MAXOPENTCBS システム初期設定パラメーターが
指定された場合、それによってオープン TCB プールの値が設定されます。
MAXOPENTCBS システム初期設定が指定されない場合、CICS は CICS 領域に
対して指定されたタスクの最大数 (MXT 値) に基づいて、L8 および L9 モード
のオープン TCB プールの制限を自動的に設定します。このとき、公式 (2 * MXT

値) + 32 を使用します。オープン・トランザクション環境では、Db2 内でスレ
ッドを実行するために CICS Db2 タスク関連ユーザー出口がこれらのオープン
TCB をいくつ使用できるかを、TCBLIMIT が制御します。CICS で設定したこ
の制限に達すると、CICS 領域内ではそれ以上のオープン TCB が許可されず、
CICS Db2 タスク関連ユーザー出口はオープン TCB を取得して使用できなくな
ります。

CICS を Db2 にリンクする各スレッドは、CICS アドレス・スペース内の TCB
に対応しています。アドレス・スペース単位の TCB 数が多すぎる場合は、アク
ティブ TCB を識別するために MVS ディスパッチャーが TCB をスキャンしま
す。多数の TCB が存在する場合は、プロセッサー時間が著しく損なわれること
があります。ただし、Db2 ワークロードを満たすために使用できる TCB 数が少
なすぎる場合は、トランザクションは TCB を取得するために待機する必要があ
ります。

TCBLIMIT 値を大きくするか、または同じ Db2 システムにアクセスする別の
CICS システムを設定すると、Db2 の CTHREAD パラメーターを大きくする必
要が生じることがあります。

エントリー・スレッドが保護環境の場合は、アプリケーション計画数を検討し、
可能であれば、計画サイズおよびセキュリティーの問題を調整する間に使用頻度
の高い計画を結合して、計画数を削減します。最初は、計画ごとに 1 つのスレ
ッドから開始する必要があります。トランザクションを大量に処理する環境で
は、トランザクションのスレッド占有時間に予測トランザクション・レートを掛
けて、初期値を見積もることができます。例えば、占有時間が 0.2 秒で、トラン
ザクション・レートが 20 トランザクション/秒の場合 (0.2 x 20)、初期スレッ
ド数は 3 から 4 となります。

保護エントリー・スレッド
保護エントリー・スレッドは、DB2ENTRY パラメーター PROTECTNUM(n) および
THREADLIMIT(n) を使用して定義します。

保護エントリー・スレッドが推奨されるものを次に示します。

v あらゆるタイプの大量のトランザクション

v 多数のコミットがある端末向けトランザクション

v 多数のコミットがある非端末向けトランザクション (DB2CONN に
NONTERMREL=YES を指定した場合)

保護エントリー・スレッドは、次のように作成され、使用されて終了します。
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TCB 接続
CICS が Db2 に接続されていて、オープン・トランザクション環境を使用
している場合、CICS Db2 接続機能を呼び出す前に、新規および既存のオー
プン TCB が CICS タスクに割り当てられます。CICS によって自動的に設
定された L8 および L9 モードのオープン TCB の数の制限に達すると、そ
れ以上はオープン TCB を作成できなくなり、オープン TCB が利用できる
ようになるまで、タスクは CICS ディスパッチャー待機状態に入ります。
タスクが終了すると、オープン TCB は CICS ディスパッチャーによって
管理されるオープン TCB のプールに返されます。

スレッドの作成
スレッドは、既存のスレッドが使用できない場合にのみ作成されます。タス
クに使用できるスレッドがない場合、THREADLIMIT を超過していなけれ
ば、新規スレッドが作成されて、そのタスクのオープン TCB に関係付けら
れます。 TCBLIMIT に達している場合は、それ以上の数のオープン TCB
を DB2ENTRY のスレッド TCB として使用することはできません。

スレッド終了
保護スレッドの現在の数が PROTECTNUM 値より少ない場合、スレッドが
解放されたときに、キューに入っている新しい処理がなければ、そのスレッ
ドには保護のマークが付けられます。そうでない場合、スレッドは終了しま
す。保護スレッドは、連続する 2 回の消去サイクルにわたって使用されな
ければ、終了します。

スレッドの再利用
同じ DB2ENTRY を使用する他のトランザクションはスレッドを再利用で
きます (スレッドがある場合)。一般に、スレッドは PURGECYCLE 値に基
づき、解放された後約 45 秒間アクティブな状態を維持するからです。

プールへのオーバーフロー
THREADWAIT=POOL を指定した場合、THREADLIMIT の値を超過する
と、スレッドに対する要求がプールに転送されます。プールにオーバーフロ
ーしたトランザクションは、DB2CONN 定義でプール・スレッドに対して
指定された PRIORITY、THREADLIMIT、および THREADWAIT 属性に
よって制御されるため、DB2ENTRY 定義で指定されたそれらの属性は無視
されます。エントリー・スレッドに対して DB2ENTRY 定義で指定されて
いる残りの属性、つまり ACCOUNTREC、AUTHID または
AUTHTYPE、DROLLBACK、および PLAN または PLANEXITNAME
は、引き続きトランザクションに適用されます。DB2ENTRY 定義の
PROTECTNUM 属性は、プールにオーバーフローしたトランザクションに
はもはや関係がないので、この設定は無視されます。

クリティカル・トランザクションの無保護エントリー・スレッド
クリティカル・トランザクションの無保護エントリー・スレッドは、DB2ENTRY パ
ラメーター PROTECTNUM(0) および THREADLIMIT(n) を使用して定義します。

これは、次のトランザクションに対して推奨するタイプの定義です。

v 高速な応答時間が必要であるが、非常に少量であるために保護スレッドを使用で
きないクリティカル・トランザクション

v 並行性が限定されたトランザクション
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スレッドの再利用が可能なトランザクション・レートである場合には、並行性が限
定されたトランザクションにも保護スレッドを使用できます。

クリティカル・トランザクションの無保護エントリー・スレッドは、次のように作
成され、使用されて、終了します。

TCB 接続
CICS Db2 接続機能が開始していても、スレッドと TCB は接続されていま
せん。

TCB はスレッドで必要な場合にのみ接続されます。

スレッドの作成
スレッドはトランザクションで必要な場合にのみ作成されます。

CICS が Db2 に接続されている場合 (そのため CICS がオープン・トラン
ザクション環境を使用している場合) に、使用できるスレッドがないが、オ
ープン TCB をこの DB2ENTRY のスレッド TCB として使用できる場合、
THREADLIMIT を超過していなければ、新規スレッドが作成されて、その
タスクのオープン TCB に関係付けられます。TCBLIMIT に達している場
合は、それ以上の数のオープン TCB を DB2ENTRY のスレッド TCB とし
て使用することはできません。

スレッド終了
スレッドは、キューに入っているトランザクションがなければ、解放される
とすぐに終了します。

スレッドの再利用
同じ DB2ENTRY を使用するように指定されている他のトランザクション
は、使用可能なスレッドがあれば、それを再利用できます。再利用が行われ
るのは、トランザクションがスレッドを待機しているときに、スレッドが利
用可能になった場合のみです。

プールへのオーバーフロー
THREADWAIT=POOL が指定されている場合、THREADLIMIT の値を超
過すると、スレッドに対する要求がプールに転送されます。プールにオーバ
ーフローしたトランザクションは、DB2CONN 定義でプール・スレッドに
対して指定された PRIORITY、THREADLIMIT、および THREADWAIT
属性によって制御されるため、DB2ENTRY 定義で指定されたそれらの属性
は無視されます。エントリー・スレッドに対して DB2ENTRY 定義で指定
されている残りの属性、つまり ACCOUNTREC、AUTHID または
AUTHTYPE、DROLLBACK、および PLAN または PLANEXITNAME
は、引き続きトランザクションに適用されます。DB2ENTRY 定義の
PROTECTNUM 属性は、プールにオーバーフローしたトランザクションに
はもはや関係がないので、この設定は無視されます。

並行性が限定されたトランザクションに対してプールへのオーバーフローを
許可するべきではないことに注意してください。

バックグラウンド・トランザクションの無保護エントリー・スレッ
ド

無保護エントリー・スレッドは、DB2ENTRY パラメーター PROTECTNUM(0)、
THREADLIMIT(0)、および THREADWAIT(POOL) を使用して定義します。
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無保護エントリー・スレッドは、高速な応答時間が必要でない少量のトランザクシ
ョンに推奨されます。すべてのトランザクションはプール・スレッドを使用するよ
うに強制されます。

バックグラウンド・トランザクションの無保護エントリー・スレッドは、次のよう
に作成され、使用されて、終了します。

TCB 接続
THREADLIMIT=0 であるため、このスレッド定義でサブタスクのスレッド
TCB が接続されることはありません。プール・スレッド TCB (または、オ
ープン・トランザクション環境ではオープン TCB) が使用されます。この
エントリー定義に関連するすべてのアクティビティーは、プール内のスレッ
ドおよび TCB を使用することを強制されます。そのため、トランザクショ
ンはプールの PRIORITY、THREADLIMIT、および THREADWAIT パラ
メーターによって制御されます。エントリー・スレッドに指定した PLAN
および AUTHID/AUTHTYPE 値はトランザクションに保持されます。

スレッドの作成
トランザクションにスレッドが必要な場合、プールの THREADLIMIT 値に
達していなければ、プールにスレッドが作成されます。

スレッド終了
スレッドが解放されたときに、スレッドのキューに入っているトランザクシ
ョンが存在しなければ、スレッドは終了します。

スレッドの再利用
同じプランを使用する他のトランザクションは、利用可能になったスレッド
を再使用できます。

プール・スレッド
プール・スレッドは、DB2CONN パラメーター THREADLIMIT(n) で定義します。

プール・スレッドが使用される状況には、以下の 4 つがあります。

1. あるトランザクションが、DB2ENTRY または DB2TRAN に指定されていない
のに、SQL 要求を出した場合。このトランザクションは、デフォルトのプール
を使用し、そのプールに指定されているプランを使用します。

2. あるトランザクションが DB2ENTRY または DB2ENTRY を参照する
DB2TRAN に指定されているのに、その DB2ENTRY に THREADLIMIT(0) と
THREADWAIT(POOL) が指定されているために、プールの使用を強制された場
合。このトランザクションは、DB2ENTRY に指定されているプランを使用しま
す。

3. あるトランザクションが DB2ENTRY または DB2ENTRY を参照する
DB2TRAN に指定されているのに、THREADLIMIT 値を超過したためにプール
にオーバーフローした場合 (THREADWAIT=POOL)。このトランザクション
は、DB2ENTRY に指定されているプランを使用します。

4. あるトランザクションが DB2ENTRY または DB2ENTRY を参照する
DB2TRAN に指定されているのに、その DB2ENTRY が無効にされている場
合。DISABLEDACT キーワードが POOL に設定されているので、プール・ス
レッドが使用されます。このトランザクションは、プールに指定されているプラ
ンを使用します。
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プール・スレッドは常に無保護スレッドです。

プール・スレッドは、次のように作成され、使用されて、終了します。

TCB 接続
CICS Db2 接続機能が開始していても、スレッドと TCB は接続されていま
せん。

TCB はスレッドで必要な場合にのみ接続されます。

スレッドの作成
スレッドはトランザクションで必要な場合にのみ作成されます。

スレッド終了
スレッドは、キューに入っているトランザクションがなければ、解放される
とすぐに終了します。

スレッドの再利用
同じプランを使用する他のトランザクションは、利用可能になったスレッド
を再使用できます。プールで再利用が行われるのは、スレッドのキューがあ
り、そのキューの最初のトランザクションが、解放されるスレッドで使用さ
れていたのと同じプランを要求している場合に限られます。

最適なパフォーマンスのためのスレッド・タイプの選択
パフォーマンスを最適化するために、トランザクションのセットに対して使用する
スレッドのタイプと、対応するプランの BIND パラメーターを選択してください。

スレッド・タイプと BIND パラメーターを一緒に選択することが重要です。いくつ
かのアクティビティーは、BIND パラメーターによって、特定のスレッドまたはト
ランザクションに関係するかどうかが決まるからです。詳しくは、 29 ページの
『最適なパフォーマンスのための BIND オプションの選択』を参照してください。

使用可能なスレッドのタイプは、以下のとおりです。

保護エントリー・スレッド
保護エントリー・スレッドが推奨されるものを次に示します。

v あらゆるタイプの大量のトランザクション

v 多数のコミットがある端末向けトランザクション

v 多数のコミットがある非端末向けトランザクション (DB2CONN に
NONTERMREL=YES を指定した場合)

詳細については、 21 ページの『スレッドの作成、使用、および終了』を参
照してください。

クリティカル・トランザクションの無保護エントリー・スレッド
クリティカル・トランザクションの無保護エントリー・スレッドが推奨され
るものを次に示します。

v 高速な応答時間が必要であるが、非常に少量であるために保護スレッド
を使用できないクリティカル・トランザクション

v 並行性が限定されたトランザクション

スレッドの再利用が可能なトランザクション・レートである場合には、並行
性が限定されたトランザクションにも保護スレッドを使用できます。
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バックグラウンド・トランザクションの無保護エントリー・スレッド
バックグラウンド・トランザクションの無保護エントリー・スレッドは、高
速な応答時間が必要でない少量のトランザクションに推奨されます。すべて
のトランザクションはプール・スレッドを使用するように強制されます。

保護スレッドを使用すると (エントリー・スレッドの DB2ENTRY 定義に
PROTECTNUM=n を指定する)、スレッドの作成と終了に要するリソースを減らせ
るため、パフォーマンスが向上します。保護スレッドは、トランザクションが完了
しても終了されず、同じ DB2ENTRY に関連付けられている次のトランザクション
で再利用することができます。保護スレッドを使用すると、トランザクションごと
にスレッドを作成および終了するために要する作業がほとんどなくなります。パフ
ォーマンスのために、できる限り保護エントリー・スレッドを使用することをお勧
めします。特に、使用頻度の高いトランザクションや、多数の SYNCPOINTS を実
行するトランザクションがある場合にはお勧めします。例外は、使用頻度が低いト
ランザクションの場合です。このようなトランザクションでは、保護されたスレッ
ドであっても、トランザクションが行われていない間にスレッドが終了する可能性
があります。

アカウンティングの観点から見ると、状況は異なります。アカウンティング・レコ
ードは、スレッドが終了するたびに、また新たにユーザーがサインオンするたびに
作成されます。つまり、常に同じスレッドが活動中で、ユーザー ID が変更される
こともなければ、アカウンティング・レコードは 1 つしか作成されません。このレ
コードには、同じスレッドを使用するすべてのトランザクションについて要約され
た値が記録されますが、特定のトランザクションに値を割り当てることはできませ
ん。この問題に対処するには、ACCOUNTREC(UOW) を指定してアカウンティン
グ・レコードを作業単位ごとに分けるか、または ACCOUNTREC(TASK) を指定し
て CICSタスクごとにアカウンティング・レコードを分けます。CICS Db2 環境で
のアカウンティングについて詳しくは、『モニター』の『CICS Db2 環境のアカウ
ンティングとモニター』を参照してください。

複数のトランザクションを、同じ DB2ENTRY を使用するように指定することがで
きます。すべてのトランザクションで同じプランを使用するのが理想的です。少量
トランザクションは、独自の DB2ENTRY を使用できます。その場合、スレッドが
再利用される可能性はないので、PROTECTNUM=0 を指定する必要があります。代
わりに、いくつかの少量トランザクションを同じ DB2ENTRY のグループにして、
PROTECTNUM=n を指定する方法もあります。このようにすると、スレッドの使
用率が向上し、オーバーヘッドが減少します。

スレッドが作成されるときと、スレッドが新規ユーザーによって再利用されるとき
には、許可検査が実行されます。セキュリティー検査のオーバーヘッドを回避でき
ることは、保護スレッドを使用することのパフォーマンス上の利点の一つです。つ
まり、パフォーマンスの観点からすると、PROTECTNUM>0 が指定された同じ
DB2ENTRY を使用するように定義されたすべてのトランザクションは、同じ許可
ID を使用する必要があります。少なくとも、AUTHTYPE パラメーターに
TERM、OPID、および USERID を指定しないようにする必要があります。これら
の値は同じトランザクションでもインスタンスごとに異なることが多いからです。
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DB2CONN、DB2ENTRY、BIND の各オプションを調和させることは重要です。詳
しくは、『DB2CONN、DB2ENTRY、および BIND オプションの調整』を参照し
てください。

最適なパフォーマンスのための BIND オプションの選択
プランに関する BIND オプションを選択するときには、そのプランに関連付けられ
るトランザクションで使われるスレッド・タイプと調和させて選ぶ必要がありま
す。

バインド・プロセスの概要については、バインド・プロセスを参照してください。
スレッド・タイプの選択の指針については、 27 ページの『最適なパフォーマンス
のためのスレッド・タイプの選択』を参照してください。

また、バインド・オプション VALIDATE はパフォーマンスに影響を与える可能性
があります。CICS 環境では VALIDATE(BIND) を使用してください。詳しくは、
プログラムのバインド・オプションと考慮事項を参照してください。

DB2CONN、DB2ENTRY、BIND の各オプションを調和させることは重要です。詳
しくは、『DB2CONN、DB2ENTRY、および BIND オプションの調整』を参照し
てください。

DB2CONN、DB2ENTRY、および BIND オプションの調整
DB2CONN、DB2ENTRY、および BIND オプションは、さまざまに組み合わせる
ことができます。

パフォーマンスを最適化するために必要な作業のうち最も重要な作業の 1 つは、ト
ランザクション・セットで 1 つ以上の保護スレッドを使用するかどうかを決めるこ
とです。 27 ページの『最適なパフォーマンスのためのスレッド・タイプの選択』
に、この作業についてのアドバイスを詳細に記載しています。次に、SQL トランザ
クションの処理で発生する主なアクティビティーに関連する処理の総量を最小化す
るために、BIND パラメーターを定義することを検討します。詳しくは、『最適な
パフォーマンスのための BIND オプションの選択』を参照してください。

一般に、DB2CONN、DB2ENTRY、および BIND オプションの初期値は、表 1 に
示す値に設定することをお勧めします。トランザクションによっては他の組み合わ
せのほうがパフォーマンスが向上する場合もあります。トランザクションのタイプ
ごとに、推奨されるスレッド・タイプと BIND オプションを示します。トランザク
ションのプールへのオーバーフローについての推奨事項も記載します。

表 1. 推奨される DB2CONN、DB2ENTRY および BIND オプションの組み合わせ

トランザクションの説明 スレッド・タイプ オーバーフロー ACQUIRE RELEASE

大量 (すべてのタイプ) 保護エントリー 注 1 USE DEALLOCATE

端末向け、コミット多数 (およ
び NONTERMREL=YES の場合
の非端末)

保護エントリー 注 2 USE DEALLOCATE

少量、短い応答時間が求められ
る

無保護エントリー はい USE COMMIT
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表 1. 推奨される DB2CONN、DB2ENTRY および BIND オプションの組み合わせ (続き)

トランザクションの説明 スレッド・タイプ オーバーフロー ACQUIRE RELEASE

少量、限定的な並行性 無保護エントリー Never USE COMMIT

少量、短い応答時間は求められ
ない

プール 適用外 USE COMMIT

非端末向け、多数のコミットあ
り (NONTERMREL=NO)

注 3 注 3 USE DEALLOCATE

注:

1. Yes。ただし、頻繁に発生しないように十分な数のエントリー・スレッドを定義してください。

2. Yes。ただし、プールにオーバーフローした場合、保護スレッドは使用されません。

3. スレッドは EOT まで保持されます。短いトランザクションにはプール・スレッドを使用してください。長時間実
行するトランザクションには、エントリー・スレッドを使用することを検討してください。

29 ページの表 1 の「限定的な並行性」とは、同時に実行できるトランザクション
数が限られていることを意味します。 n=1 という特殊なケースがあります。このケ
ースでは、トランザクションは直列化されます。その場合も、トランザクション・
レートが十分に高く、保護スレッドを使用することが有効であれば、保護スレッド
を使用できます。プールへのオーバーフローを許可した場合、トランザクションは
制御できません。スレッドの数を制限してトランザクションを強制的にキューに入
れるよりも、特定のクラスで実行するトランザクションの数を制限する CICS メカ
ニズムを使用することをお勧めします。

29 ページの表 1 に示すように、一般には、いくつかの DB2CONN 、
DB2ENTRY、および BIND オプションの組み合わせをお勧めします。しかし、状
況によっては他の組み合わせも使用できます。

表 2 に、DB2CONN、 DB2ENTRY、および BIND の指定の組み合わせとして推
奨される 3 セットについて、SQL 要求の処理で発生するアクティビティーをまと
めています。この表では、許可 ID を変更せずに保護スレッドを使用することで得
られるパフォーマンス上の利点も説明しています。表中では、次のようなマークで
必須アクティビティーを表しています。

X 必須のアクティビティー

(1) 新規許可 ID の場合にのみ必須

(2) SQL セクションがまだ EDM プールにない場合にのみ必須

(3) SQL セクションがまだカーソル・テーブルにない場合にのみ必須

表 2. DB2CONN、DB2ENTRY、および BIND の指定に応じて SQL 要求の処理で発生するアクティビティー

アクティビティー型 保護スレッド 無保護スレッド

ACQUIRE(USE)
RELEASE(DEALLOCATE)

ACQUIRE(USE)
RELEASE(COMMIT)

ACQUIRE(USE)
RELEASE(DEALLOCATE)

スレッドごとの
アクティビティ

ー

トランザクショ
ンごとのアクテ

ィビティー

トランザクションごと
のアクティビティー

トランザクションごとのア
クティビティー

スレッドの作成: X X X
SIGNON X (1) X X
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表 2. DB2CONN、DB2ENTRY、および BIND の指定に応じて SQL 要求の処理で発生するアクティビティー (続き)

アクティビティー型 保護スレッド 無保護スレッド

ACQUIRE(USE)
RELEASE(DEALLOCATE)

ACQUIRE(USE)
RELEASE(COMMIT)

ACQUIRE(USE)
RELEASE(DEALLOCATE)

スレッドごとの
アクティビティ

ー

トランザクショ
ンごとのアクテ

ィビティー

トランザクションごと
のアクティビティー

トランザクションごとのア
クティビティー

許可検査 X (1) X X
SKCT ヘッダーのロード X X X
CT ヘッダーのロード X X X
すべての TS ロックの獲
得

X X X

すべての DBD のロード X X X

SQL ステートメントごと:
SKCT SQL セクション
のロード

(2) (2) (2)

CT コピーの作成 (3) X X
すべての TS ロックの獲
得

X X

すべての DBD のロード X X

コミット:
ページ・ロックの解放 X X X
TS ロックの解放 X
CT ページの解放 X

スレッドの終了: X X X
TS ロックの解放 X X X
CT ページの解放 X X
作業ストレージの解放 X X X
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第 3 章 CICS Db2 での管理

この情報では、CICS Db2 接続機能の操作について説明します。

CICS Db2 接続機能の開始
CICS Db2 接続機能は、初期設定時に自動的に開始するか、手動で開始することが
できます。

このタスクについて

CICS 初期設定時の自動接続
以下のいずれかの方法で CICS を構成し、初期設定時に CICS と Db2 間
の自動接続が確立されるようにすることができます。

v SIT に、または SIT の指定変更として DB2CONN=YES を指定する

v PLTPI の DFHDELIM ステートメントの後にプログラム DFHD2CM0
を指定する

v PLTPI の DFHDELIM ステートメントの後に、EXEC CICS SET DB2CONN
CONNECTED コマンドを発行するユーザー作成プログラムを指定する

手動接続
以下のいずれかの方法で、CICS と Db2 間の接続を手動で確立することが
できます。

v DSNC STRT コマンドを使用する

v CEMT SET DB2CONN CONNECTED コマンドを使用する

v EXEC CICS SET DB2CONN CONNECTED コマンドを発行するユーザー・アプ
リケーションを実行する

CICS Db2 接続機能の停止
CICS Db2 接続機能 (以降、CICS-Db2 接続) は、静止停止または強制停止すること
ができます。

このタスクについて

静止停止は、Db2 を現在使用しているすべての CICS トランザクションが完了する
のを待ちます。

強制停止では、Db2 を現在使用しているすべての CICS トランザクションは強制的
にパージされます。

CICS 終了時の自動切断
CICS Db2 接続機能の開始中、CICS Db2 タスク関連ユーザー出口 (TRUE) は、
SHUTDOWN オプションを指定して使用可能化されます。つまり、CICS がシャッ
トダウンされると、CICS は自動的に TRUE を呼び出し、CICS Db2 接続をシャッ
トダウンします。
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このタスクについて

CICS DB2 TRUE は、CICS の静止シャットダウン中に呼び出されると接続機能の
静止停止を開始します。同様に、CICS を即時シャットダウンすると、接続機能の強
制シャットダウンが TRUE によって開始されます。CICS がキャンセルされると、
接続機能のシャットダウンは TRUE によって開始されません。

手動の切断
いくつかの方法で、CICS を Db2 から切断することができます。

このタスクについて

CICS と Db2 との間の接続は、以下のいずれかの方法を使用して停止または切断で
きます。

v DSNC STOP コマンドを使用する。

DSNC STOP コマンドについては、 52 ページの『DSNC STOP』を参照してく
ださい。

v CEMT SET DB2CONN NOTCONNECTED コマンドを使用する。

v EXEC CICS SET DB2CONN NOTCONNECTED コマンドを発行する、CICS
提供の CDBQ トランザクションを実行する。

CDBQ トランザクションは、プログラム DFHD2CM2 を実行します。このトラ
ンザクションは、端末から直接実行するか、EXEC CICS START コマンドを使
用して実行できます。端末にはメッセージは出力されません。ただし、CICS
Db2 アダプターは、シャットダウン・プロシージャーの一部として一時データに
メッセージを出力します。

v EXEC CICS SET DB2CONN NOTCONNECTED FORCE コマンドを発行す
る、CICS 提供の CDBF トランザクションを実行する。

CDBF トランザクションは、プログラム DFHD2CM3 を実行します。このトラ
ンザクションは、端末から直接実行するか、EXEC CICS START コマンドを使
用して実行できます。端末にはメッセージは出力されません。ただし、CICS
Db2 アダプターは、シャットダウン・プロシージャーの一部として一時データに
メッセージを出力します。

v EXEC CICS SET DB2CONN NOTCONNECTED コマンドを発行するユーザ
ー・アプリケーションを実行する。

未確定作業単位 (UOW) の解決
未確定作業単位 (UOW) は、トランザクションが同期点処理を実行している時、つ
まり　EXEC CICS SYNCPOINT コマンドまたは EXEC CICS RETURN コマンドの処理中
に、CICS、Db2、またはシステム全体で障害が起こった時に発生します。未確定
UOW は、通常、CICS と Db2 との間の接続が再確立された時に解決されます。

複数のリカバリー可能リソースが関連している場合、CICS は、UOW のコミット
を試行する際に 2 フェーズ・コミット・プロトコルを使用します。フェーズ 1 の
PREPARE 呼び出しに「はい」と応答してから、フェーズ 2 時点の COMMIT 呼
び出しまたは BACKOUT 呼び出しを受信するまで、Db2は、UOW の結果に関し
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て未確定になります。この時に障害が発生すると、Db2 は、UOW に関して未確定
のままとなります。Db2 は未確定の UOW を持ち、CICS に再同期を依頼する必要
があります。

Db2 と単一の CICS システムのみが作業単位に関連している状態では、CICS は常
にコーディネーターとなります。その他のシステムが関連している場合、例えば、
LU6.2 通信リンクを用いている場合は、ローカル CICS システムではなく、リモー
ト CICS システムが、作業単位の全体コーディネーターである可能性があります。
この状態では、Db2 とローカル CICS システムの両方が、UOW の結果について未
確定である可能性があります。この状態で障害が起こると、トランザクションの定
義に応じて、ローカル CICS システムは作業単位を中断する可能性があります。そ
の後、その作業単位は、未確定で中断されていると見なされます。

未確定 UOW は、通常、CICS と Db2 との間の接続が再確立された時に自動的に
解決されます。CICS と Db2 は、未確定 UOW に関する情報を交換します。つま
り、CICSは Db2 に対し、UOW がバックアウトされたか、またはコミットされた
かを通知します。UOW が未確定で中断されている場合、この情報の交換は、リモ
ート・コーディネーターが CICS に結果を通知するまで据え置かれます。ただし、
グループ接続を使用している場合、CICS は、別の Db2 サブシステムに再接続し、
前に接続された Db2 サブシステムによって保留されている未確定 UOW に関する
情報を交換できない可能性があります。この問題を解決するためには、DB2CONN
定義の RESYNCMEMBER 属性が使用されます。

グループ接続を使用した未確定 UOW の解決
グループ接続を使用していて、CICS と Db2 との間の接続が切断された場合、
CICS は、同じ Db2 サブシステムに再接続せず、Db2 サブシステムのデータ共用
グループ内の別のメンバーを選択する可能性があります。つまり、CICS が接続した
最初の Db2 サブシステムによって未確定 UOW が保留されている場合、それらは
解決されません。

この問題を解決するために、CICS は、接続した最後の Db2 データ共用グループ・
メンバーのヒストリーを維持します。そのヒストリーは、カタログされ、ウォー
ム・スタート、緊急時再始動、およびコールド・スタートが行われても維持されま
す (ただし、初期始動は除きます)。Db2 への接続または再接続中、CICS Db2 接続
機能は、このヒストリーを確認し、接続した最後の Db2 データ共用グループ・メ
ンバーについて未解決 UOW 情報が保留されているかどうかをチェックし、以下の
アクションを実行します。

v 未解決の UOW 情報が保留されておらず、CICS が緊急時再始動を実行していな
い場合、グループ接続は正常に作動し、接続に対してデータ共用グループの任意
のアクティブ・メンバーを選択します。CICS が緊急時再始動を実行している場
合、CICS は、最後に接続したメンバーに接続しようとします。

v 未解決 UOW 情報が保留されている場合、次のアクションは、DB2CONN 定義
の RESYNCMEMBER 属性に対して選択した設定によって決まります。

– RESYNCMEMBER が YES に設定されており、最後に記録された Db2 デー
タ共用グループ・メンバーとの再同期が必要であることを示している場合、
CICS はグループ接続機能を無視し、CICS Db2 接続機能は、 その最後に接
続した Db2 データ共用グループ・メンバーに再接続できるまで待って、未確
定の作業単位を解決します。未確定で中断されている UOW は、CICS 自体
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がこの時点ではそれらの UOW を解決できないため、このプロセスには含ま
れません。それらの UOW の再同期は、CICS がそのリモート・コーディネ
ーターと再同期したときに生じます。

– (おそらくできるだけ早く再接続したいという理由から) RESYNCMEMBER
が NO に設定されている場合、CICS は、最後に記録された Db2 データ共
用グループ・メンバーへの再接続を 1 回試行します。この試行が成功する
と、未確定 UOW (未確定で中断している UOW を除く) を解決できます。
成功しないと、CICS はグループ接続を使用して Db2 データ共用グループの
任意のアクティブ・メンバーに接続します。すると、最後に記録されたメン
バーに未解決の未確定 UOW がある可能性があることを示す警告メッセージ
DFHDB2064 が発行されます。

RESYNCMEMBER の設定については、DB2CONN リソースを参照してください。
RESYNCMEMBER オプションは、SET DB2CONN RESYNCMEMBER コマンドを使用して
も設定できます。

Db2 restart-light を使用した未確定作業単位の解決
CICS は、Db2 で提供されている、拡張された DB2 バージョン 8 restart-light 機
能をサポートしています。

restart-light モードは、CICS システムがグループ接続 (Db2 グループ接続機能の使
用を参照) を使用するよう構成されている、MVS システム障害が発生した際のシス
テム間再始動を対象としています。DB2 バージョン 7 では、Db2 restart-light 機
能により、Db2 データ共用メンバーは、最小のストレージ占有スペースで再始動
し、保持されているロックを解放してから、正常に終了することができました。し
かし、これが適用されるのは、未完了の作業単位だけであり、未確定の作業単位に
は適用されませんでした。DB2 バージョン 8 では、この機能は未確定作業単位を
含むように拡張されました。これにより、CICS システムは、未確定作業単位を再同
期する目的で、Db2 restart-light サブシステムに接続することが可能になります。
Db2 ではピア・リカバリーがサポートされない、つまり、ある Db2 サブシステム
が別の Db2 サブシステムの代わりに未確定作業単位を再同期することができない
ため、この機能は特に有用です。

典型的なシナリオでは、MVS LPAR で障害が起こると、システム間再始動を開始
することができます。システム間再始動では、別の LPAR 上で、障害が発生した
CICS システムが再始動され、その LPAR 上で、障害が発生した Db2 サブシステ
ムが restart-light モードで起動されます。DB2CONN 定義の RESYNCMEMBER
(YES) および STANDBYMODE(RECONNECT) を使用して、CICS システムがグル
ープ接続を使用するように構成されており、Db2 内に未解決の未確定作業単位があ
ると想定します。Db2 restart-light サブシステムは初期化し、未完了の UOW に対
する保持ロックを解放し、未確定 UOW について CICS との再同期を待ちます。
各 CICS システムが初期化し、未完了の作業単位があるかどうか、および
RESYNCMEMBER(YES) が指定されているかどうかを検出します。これらの条件が
両方とも TRUE の場合、CICS システムはグループ接続を無視し、Db2
restart-light サブシステムである、最後の Db2 サブシステムに再接続します。これ
で、未確定 UOW が再同期されましたが、新しいトランザクションは Db2 へのア
クセスを許可されません。Db2 restart-light サブシステムですべての未確定 UOW
が解決されると、Db2 restart-light サブシステムは終了します。CICS システム
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は、STANDBYMODE(RECONNECT) を使用して定義されているため、Db2
restart-light サブシステムが終了すると待機モードに入り、Db2 への再接続を試行
します。これで、すべての未確定作業単位が解決されたため、RESYNCMEMBER
は適用されず、グループ接続を使用できます。CICS システムは、通常のアクティブ
な Db2 サブシステムに再接続します。

未確定 UOW の再同期情報のリカバリー
CICS は、再同期に必要な、UOW に関する情報をシステム・ログに維持していま
す。再同期情報は、ウォーム・スタート、緊急時再始動、およびコールド・スター
トが行われても CICS によって維持されます。

CICS の初期始動が行われると、システム・ログが初期化され、すべての情報が消失
し、前の作業単位に関するすべての情報が削除されるため、再同期情報は失われま
す。CICS の初期始動が必要になることはめったにありません。CSD からリソース
を再インストールする場合は、コールド・スタートを使用してください。コール
ド・スタートでは、再同期情報はすべてリカバリー可能です。特に、前の CICS の
ウォーム・シャットダウンで、再同期が未完了であることを示すメッセージ
DFHRM0131 が発行された場合は、CICS の初期始動を行わないようにしてくださ
い。

Db2 の再同期が必要な時に CICS が初期始動されると、CICS Db2 接続が再確立さ
れた時に、再同期に失敗した各 UOW に対してメッセージ DFHDB2001 が出力さ
れます。そして、その UOW は、DB2 RECOVER INDOUBT コマンドを使用して Db2
で再同期する必要があります。

CICS Db2 接続機能の管理
CICS と Db2 との間の接続の状況は、CEMT コマンド、および CICS Db2 接続機
能によって提供されるコマンドを使用して管理できます。CEMT によって提供され
る同じ機能は、EXEC CICS の INQUIRE コマンドおよび SET コマンドを介して
も使用可能です。

このタスクについて

使用可能な機能の要約を以下に示します。

CEMT INQUIRE および SET DB2CONN
これらのコマンドを使用して、接続とその属性、およびスプール・スレッドとコ
マンド・スレッドの属性の全体的な状況を照会および設定することができます。
CEMT INQUIRE DB2CONNおよびCEMT SET DB2CONNを参照してくださ
い。

CEMT INQUIRE および SET DB2ENTRY
これらのコマンドを使用して、特定のトランザクションまたはトランザクショ
ン・セットによって使用されるスレッドを定義する特定の DB2ENTRY の属性
を照会および設定できます。CEMT INQUIRE DB2ENTRYおよびCEMT SET
DB2ENTRYを参照してください。

CEMT INQUIRE および SET DB2TRAN
これらのコマンドを使用して、どのトランザクション ID がどの DB2ENTRY
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を使用しているかを調査および変更します。CEMT INQUIRE DB2TRANおよび
CEMT SET DB2TRANを参照してください。

DSNC DISC (disconnect)
この CICS Db2 接続コマンドを使用して、現在接続されているスレッドを、ト
ランザクションに使用されなくなった時点ですぐに終了することができます。ア
クティブ・スレッドの場合、これは、トランザクションがそのスレッドを解放し
た時 (通常、同期点時) を意味します。保護スレッドは、現在トランザクション
によって使用されておらず、通常、2 回の保護スレッドのパージ・サイクルの後
に再使用されていない場合に解放されるスレッドです。DSNC DISCONNECT
コマンドは、パージ・サイクルをあらかじめ阻止し、スレッドを即時終了させま
す。DSNC DISCONNECT コマンドについて詳しくは、 44 ページの『DSNC
DISCONNECT』を参照してください。

DSNC DISP (display)
この CICS Db2 接続コマンドは、特定のプラン、特定のトランザクション、ま
たはすべてのプランとトランザクションのアクティブ・スレッドの状況を表示す
るために使用できます。詳しくは、 45 ページの『DSNC DISPLAY』を参照し
てください。

また、DSNC DISP コマンドは、CICS 端末に CICS Db2 統計を表示します。
これらの統計は、CICS COLLECT STATISTICS コマンドと CICS PERFORM
STATISTICS コマンドを使用して取得できる CICS Db2 統計のサブセットにす
ぎません。これらの統計は、すべての CICS 統計と同じリセット特性の影響を
受けます。

DSNC DISP STAT コマンドの詳細については、 48 ページの『DISPLAY
STATISTICS 出力』を参照してください。使用可能な、完全な CICS Db2 統計
について詳しくは、『Reference』の『CICS Db2 統計』を参照してください。

DSNC MODI (modify)
この CICS Db2 接続コマンドは、非送信請求メッセージの送信先、および
DB2ENTRY で許可されるスレッドの数、あるいはプール・スレッドまたはコマ
ンド・スレッドで許可されるスレッドの数を変更するために使用できます。この
機能は、これらの属性、および DB2CONN、DB2ENTRY、または DB2TRAN
のすべての属性の変更を可能にする、記載されている CEMT コマンドによって
置き換えられます。詳しくは、 50 ページの『DSNC MODIFY』を参照してく
ださい。

Db2 コマンドの入力
CICS とDb2 との間の接続が確立されたら、CICS によって許可される端末ユーザ
ーは、DSNC トランザクションを使用してコマンドを Db2 サブシステムに経路指
定できます。

このタスクについて

DSNC トランザクションを使用してコマンドを Db2 サブシステムに経路指定する
コマンドは、以下のように定義されます。

DSNC -DB2command

38 CICS TS for z/OS: Db2 ガイド

http://www.ibm.com/support/knowledgecenter/SSGMCP_5.5.0/reference/transactions/dfha7ls.html
http://www.ibm.com/support/knowledgecenter/SSGMCP_5.5.0/reference/transactions/dfha7q1.html
http://www.ibm.com/support/knowledgecenter/SSGMCP_5.5.0/reference/statistics/dfht3_stats_db2.html


コマンドは、処理のために Db2 にルーティングされます。Db2 は、入力されたコ
マンドを発行する権限がユーザーにあるかどうかをチェックします。応答は、送信
側の CICS ユーザーにルーティングされます。Db2 コマンドを CICS Db2 接続機
能のコマンドから区別するために、コマンド認識文字 (CRC) としてハイフン (-) を
使用する必要があります。このコマンド認識文字は、コマンドの送信先である Db2
サブシステムを識別するためには使用されません。 このコマンドは、CICS が現在
接続されている Db2 サブシステムに送信されます。図 4 は、CICS Db2 接続機能
コマンドを示しています。これらは、DSNC トランザクションおよび Db2 コマン
ドを使用するために CICS の許可が必要です。DSNC -DB2COMMAND について
詳しくは、 42 ページの『DSNC トランザクションの使用による Db2 へのコマン
ドの発行』を参照してください。

Db2 アカウンティング、統計、および調整のための SMF の開始
Db2 は独自の計測機能を使用して、CICS Db2 スレッドが終了するたびに、および
CICS Db2 サインオンのたびに、システム管理機能 (SMF) タイプ 101 アカウンテ
ィング・レコードを生成します。また、Db2 サブシステム・ベースで Db2 統計を
保持するために Db2 は、SMF タイプ 100 レコードの生成も行います。パフォー
マンスおよびグローバル・トレース・レコードは、SMF タイプ 102 レコードとし
て生成されます。

このタスクについて

Db2 によって生成される SMF レコードは、以下の方法で SMF データ・セットに
送信することができます。

v Db2 のインストール時にアカウンティング・データまたは統計データ、あるいは
その両方が必要であることを指定する。

図 4. CICS Db2 接続機能コマンドといくつかの Db2 コマンドの例

第 3 章 CICS Db2 での管理 39



これを行うために、初期設定マクロ DSN6SYSP の MON、SMFACCT または
SMFSTAT が YES に設定されます。詳細については、Db2 11 for z/OS の資料
を参照してください。

v レコードを作成するように SMF を活動化する。

タイプ 100、101、および 102 レコードの項目を SYS1.PARMLIB の既存の
SMF メンバー (SMFPRMxx ) 項目に追加します。

v Db2 トレースを開始する。

初期設定マクロ DSN6SYSP のパラメーターを設定するか、特定のトレースおよ
び開始するクラスを指定して Db2 -START TRACE コマンドを使用すること
で、Db2 トレースの開始を Db2 の起動時に行うことができます。後者の方法で
は、アカウンティング・データ、統計データ、およびパフォーマンス・データの
記録を周期的に開始できます。

アカウンティング、モニター、またはパフォーマンスの目的で記録されたデータか
ら Db2 によってレポートが生成されることはありません。独自のレポートを生成
するには、このデータを処理するための独自のプログラムを作成するか、 Db2
Performance Monitor (DB2PM) プログラム製品を使用することができます。

Db2 アカウンティング、統計、および調整のための GTF の開始
アカウンティング・データ、統計データ、およびパフォーマンス・データを SMF
に記録する代わりに、または記録することに加えて、Db2 を使用してこのデータを
汎用トレース機能 (GTF) に送ることができます。 Db2 には、-START TRACE コ
マンドと -STOP TRACE コマンドがあります。これらは、DSNC トランザクショ
ンを使用して CICS 端末から発行することができます。

このタスクについて

以下のコマンドを DSNC トランザクションとともに使用して、トレースの有効範
囲、トレースの宛先、およびトレースの制約を指定します。

トレースの有効範囲
Db2 サブシステム・アクティビティーの場合は GLOBAL、パフォーマンスの
場合は PERF、アカウンティングの場合は ACCTG、統計の場合は STAT、また
はモニター・アクティビティーの場合は MONITOR にこれを設定します。

トレースの宛先
GTF (主記憶域内)、または SMF。

トレースの制約
特定の計画、許可 ID、クラス、場所、およびリソース・マネージャー。

CICS Db2 用の CICS 提供トランザクション
CICS は、Db2 とのインターフェースを管理するために使用できるいくつかのトラ
ンザクションを提供しています。
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CEMT

使用可能な CEMT オプションは次のとおりです。

v CEMT INQUIRE DB2CONN

v CEMT SET DB2CONN

v CEMT INQUIRE DB2ENTRY

v CEMT SET DB2ENTRY

v CEMT INQUIRE DB2TRAN

v CEMT SET DB2TRAN

これに相当する EXEC CICS INQUIRE および EXEC CICS SET コマンドについては、
システム・コマンドで説明されています。

INQUIRE DB2TRAN コマンドでは PLAN オプションと PLANEXITNAME オプショ
ンを使用することができます。これにより、指定されたトランザクションまたはト
ランザクションのセットでどの計画が使用されるか、また指定された計画をどのト
ランザクションが使用するかが単一ステップで分かります。

DSNC

DSNC トランザクションを使用して、以下を実行できます。

v Db2 コマンドを CICS 端末から入力します。

v スレッドが解放されるときに終了するようにします (DSNC DISCONNECT)。

v CICS Db2 インターフェースを使用してトランザクションに関する情報を表示
し、統計を表示します (DSNC DISPLAY)。

v 非送信請求メッセージの宛先を変更し、DB2ENTRY、プール、またはコマンドで
使用されるアクティブ・スレッドの数を変更します (DSNC MODIFY)。

v CICS Db2 インターフェースをシャットダウンします (DSNC STOP)。

v CICS Db2 インターフェースを開始します (DSNC STRT)。

DSNC トランザクションはプログラム DFHD2CM1 を実行します。このプログラ
ムは、CICS Db2 接続機能コマンドおよび Db2 コマンドの両方を処理します。
Db2 コマンドを CICS Db2 接続機能コマンドと区別するために、Db2 コマンドで
はハイフン (-) 文字を入力します。この文字は Db2 サブシステム認識文字ではな
く、コマンド認識文字です。 CICS が接続できる Db2 サブシステムは一度に 1 つ
だけなので、これは Db2 サブシステムを定義する文字に関係なく常に - です。
CICS から異なる Db2 サブシステム認識文字を使用する必要はなく、デフォルトの
- 文字だけを使用します。

DFHD2CM1 を DSNC 以外のトランザクションによって活動化することもできま
す。このため、各 CICS Db2 接続機能コマンド、および各 Db2 コマンドに対して
それぞれ異なるトランザクション・コードを提供することができます。これによ
り、異なるレベルのセキュリティーを各コマンドに適用することが可能になりま
す。
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サンプル・グループ DFH$DB2 で提供されている、CICS Db2 の代
替トランザクション定義

CICS Db2 接続機能コマンドの代替トランザクション定義は、以下の名前で提供さ
れています。

v DISC

v DISP

v STRT

v STOP

v MODI

Db2 コマンドの代替トランザクション定義も、以下の名前で提供されています。

-ALT -CAN -ARC
-DIS -MOD -REC
-RES -SET -STA
-STO -TER

DSNC トランザクションの使用による Db2 へのコマンドの発行
DSNC トランザクションを使用して、Db2 コマンドを CICS から入力することが
できます。

環境

このコマンドは、CICS 端末からのみ発行できます。

構文

DSNC 構文

►► DSNC
destination

db2-command ►◄

省略語

関連トランザクション定義を CICS Db2 サンプル・グループ DFH$DB2 からイン
ストールする場合、Db2 コマンドで DSNC を省略することができます。例え
ば、-DIS トランザクション定義をインストールするとします。

DSNC -DIS THD(*)

これは、次のように省略できます。

-DIS THD(*)

サンプル CICS Db2 グループ DFH$DB2 には、Db2 コマンドを発行するための以
下のトランザクション定義が含まれています。

-ALT -ARC -CAN
-DIS -MOD -REC
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-RES -SET -STA
-STO -TER

Authorization

DSNC を使用して Db2 コマンドを発行する際、DSNC トランザクションの実行に
必要なトランザクション接続セキュリティー以外に必要な CICS の許可はありませ
ん。ただし、Db2 特権は必要です。 CICS セキュリティーの詳細については、
CICS DB2 環境でのセキュリティーを参照してください。

パラメーターの説明

destination
表示情報を受け取る別の端末を識別します。この端末は CICS に対して定義さ
れ、基本マッピング・サポート (BMS) によってサポートされた有効な端末でな
ければなりません。

db2-command
CICS 端末から入力する Db2 コマンドを正確に指定します。先頭にハイフンを
指定する必要があります。

使用上の注意

画面スクロール
BMS ページング・サポートを使用して、端末からの DSNC Db2 コマンドのス
クロールをサポートできます。例えば、SIT キーワードを以下のように指定しま
す。

PGCHAIN=X/,

PGCOPY=C/,

PGPURGE=T/,

PGRET=P/,

SKRPF7='P',

SKRPF8='N',

SIT キーワードとパラメーターについて詳しくは、システム初期設定パラメータ
ーの説明と要約を参照してください。

例

Db2 コマンド -DISPLAY THREAD を CICS 端末から発行して、アプリケーショ
ン ID IYK4Z2G1 を持つ CICS のスレッドを表示します。

DSNC -DISPLAY THREAD(IYK4Z2G1)
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DSNC DISCONNECT
CICS Db2 接続機能コマンドの DSNC DISCONNECT を使用してスレッドを切断しま
す。このコマンドを使用すると、通常のトランザクションによって共用されている
リソースの解放を手動で制御できるため、Db2 ユーティリティーなどの特殊目的プ
ロセスはリソースに排他的にアクセスすることができます。

環境

このコマンドは、CICS 端末からのみ発行できます。

構文

DISC 構文

►► DSNC DISConnect plan-name ►◄

省略語

DSNC DISC または DISC (CICS Db2 サンプル・グループ DFH$DB2 の DISC
トランザクションを使用)。

Authorization

このコマンドへのアクセスは、トランザクション DSNC に対する CICS トランザ
クション接続セキュリティー検査、およびリソース DB2CONN に対する CICS コ
マンド・セキュリティー検査を使用して制御できます。このコマンドには READ
アクセス権限が必要です。

CICS セキュリティーの詳細については、CICS DB2 環境でのセキュリティーを参
照してください。

パラメーターの説明

plan-name
有効なアプリケーション・プランを指定します。

DSNV401I : DISPLAY THREAD REPORT FOLLOWS -
DSNV402I : ACTIVE THREADS -
NAME ST A REQ ID AUTHID PLAN ASID TOKEN
IYK4Z2G1 N 3 JTILLI1 00BA 0
IYK4Z2G1 T 3 ENTRXC060001 CICSUSER TESTC06 00BA 16
IYK4Z2G1 T 3 POOLXP050002 CICSUSER TESTP05 00BA 17
IYK4Z2G1 T * 6 COMDDSNC0003 JTILLI1 00BA 18
DISPLAY ACTIVE REPORT COMPLETE
DSN9022I : DSNVDT '-DIS THREAD' NORMAL COMPLETION
DFHDB2301 07/09/98 13:36:36 IYK4Z2G1 DSNC DB2 command complete.

図 5. DSNC -DISPLAY コマンドの出力例
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使用上の注意

スレッドの作成の防止
コマンド DSNC DISCONNECT は、トランザクションのためにスレッドが
作成されることを防止しません。このコマンドは、現在接続されているスレ
ッドがトランザクションによって使用されなくなった時点で、それらのスレ
ッドをすぐに終了させるだけです。トランザクションを中断し、スレッドを
より迅速に取り消すには、Db2 CANCEL THREAD コマンドを使用できま
す。

TRANCLASS の MAXACTIVE 設定を使用して、CICS 内で特定のプラン
ID に関連付けられているトランザクションを停止できます。これにより、
トランザクションの新しいインスタンスがスレッドを再作成することが防止
されます。

保護されたスレッドの代替
再バインドを行うためや、データベースに対してユーティリティーを実行す
るために、プランを割り振り解除したい場合があります。保護されたスレッ
ドを使用している場合は、EXEC CICS SET DB2ENTRY(entryname )
THREADLIMIT(0) を使用します。または、DSNC DISCONNECT ではな
く、DSNC MODIFY を使用して、すべてのスレッドをプールに送信しま
す。保護されたスレッドは、2 回のパージ・サイクル中に自然に終了しま
す。DB2CONN の PURGECYCLE 属性を参照してください。

例

以下のようにして、プラン TESTP05 のアクティブおよび保護されたスレッドを切
断します。

DSNC DISC TESTP05

DSNC DISPLAY
CICS Db2 接続機能コマンド DSNC DISPLAY を使用して、アクティブな CICS Db2
スレッドとそれを使用している CICS トランザクションに関する情報を表示した
り、DB2ENTRY リソースや DB2CONN リソースに関連した統計情報を表示した
りすることができます。

環境

このコマンドは、CICS 端末からのみ発行できます。

DFHDB2021 07/09/98 13:46:29 IYK4Z2G1 The disconnect command is complete.

図 6. DSNC -DISCONNECT コマンドの出力例
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構文

DISPLAY 構文

►► DSNC DISPlay PLAN - planname -
TRANsaction - transactionID -
STATistics

destination
►◄

省略語

DSNC DISP または DISP (CICS Db2 サンプル・グループ DFH$DB2 の DISP ト
ランザクションを使用)。

Authorization

このコマンドへのアクセスは、トランザクション DSNC に対する CICS トランザ
クション接続セキュリティー検査、およびリソース DB2CONN に対する CICS コ
マンド・セキュリティー検査を使用して制御できます。このコマンドには READ
アクセス権限が必要です。

CICS セキュリティーの詳細については、CICS DB2 環境でのセキュリティーを参
照してください。

パラメーターの説明

PLAN planname

planname のスレッドに関する情報を表示します。planname は、情報の表示対象
である有効なプラン名です。

planname を指定しない場合 (またはアスタリスク * を指定した場合) は、すべ
てのアクティブ・スレッドの情報が表示されます。

例えば、次のコマンドは、アクティブなすべての CICS Db2 プラン ID に関す
る情報を表示し、表示情報を MTO2 として指定された別の端末に送信します。

DSNC DISP PLAN * MTO2

Tran transactionID

スレッド情報の表示対象であるトランザクション ID が含まれます。
transactionID は、スレッド情報が表示される有効なトランザクション ID で
す。

トランザクション ID を指定しない場合、すべてのアクティブ・スレッドの情
報が表示されます。

例えば、次のコマンドは、アクティブなすべての CICS Db2 トランザクション
に関する情報を表示します。

DSNC DISP TRAN

STAT
それぞれの CICS Db2 リソース定義に関連付けられた統計カウンターを表示し
ます。これらのカウンターは、Db2 に対する、CICS Db2 接続機能の使用可能
接続の使用状況に関するものです。
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コマンド EXEC CICS COLLECT STATISTICS および EXEC CICS PERFORM
STATISTICS などの標準の CICS 統計インターフェースを使用したり、
DFH0STAT サンプル・プログラムを使用したりして、より詳細な CICS Db2
統計セットを取得できることに留意してください。

destination

要求された情報を受信する別の端末を指定します。destination は、要求された表
示情報を受信する別の端末の ID です。この端末は CICS に対して定義され、
基本マッピング・サポート (BMS) によってサポートされた有効な端末でなけれ
ばなりません。

コマンド内でオプション宛先の前には、オプション・プラン名またはトランザク
ション ID が指定されていることがあるため、各パラメーターは、名前または
端末 ID のいずれかとして、固有であり、別々に識別可能である必要がありま
す。1 つのパラメーターのみが入力されている場合は、最初に、それがプラン名
かトランザクション ID かを確認するための検査が行われ、その後に宛先とし
て検査されます。プラン名またはトランザクション ID であり、また有効な端
末 ID でもある文字ストリングを使用するには、名前パラメーターと宛先パラ
メーターの両方を使用して、必要な端末に必要な情報を表示する必要がありま
す。

要求された表示情報を受信するための代替宛先が指定されると、以下のメッセー
ジが要求端末に送信されます。

DFHDB2032 date time applid alternate destination display command complete

使用上の注意

CICS Db2 接続機能はアクティブだが、Db2 サブシステムはアクティブでない間
に、CICS からこのコマンドを発行すると、サブシステムが作動可能でないことの明
確な標識なしに統計表示が作成されます。

CICS メッセージ・ログにメッセージ DFHDB2037 が表示され、接続機能が Db2
の開始を待っていることを示します。

DISPLAY PLAN または TRAN の出力
DSNC DISPLAY PLAN コマンドまたは DSNC DISPLAY TRANSACTION コマンドの出力に
は、DB2ENTRY 名、*POOL、または *COMMAND (DSNC コマンド呼び出しの場合) が
含まれます。

48 ページの図 7 は、DSNC DISPLAY (PLAN または TRANSACTION) コマンドの出力例
を示しています。作成された各スレッドについて、出力は、DSNC コマンド呼び出
しの DB2ENTRY の名前、またはプールの場合は *POOL 、あるいは *COMMAND を表
示します。
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「S」という名前の列は、スレッドの状況を示しており、以下の値を取ることができ
ます。

* スレッドは、作業単位内でアクティブで、現在 Db2 で実行中です。

A スレッドは、作業単位内でアクティブですが、現在 Db2 で実行されていませ
ん。

I スレッドは非アクティブです。このスレッドは、新しい作業を待機している保護
されたスレッドです。

スレッドに関連付けられた PLAN が表示されます (コマンド・スレッドにはプラン
はありません)。

「PRI-AUTH」フィールドには、スレッドにより使用された 1 次許可 ID が表示さ
れます。「SEC-AUTH」フィールドには、そのスレッドの 2 次許可 ID (存在する
場合) が表示されます。

「CORRELATION」フィールドには、12 バイトのスレッド相関 ID が表示されま
す。これは、eeeettttnnnn の形式になっています。eeee は COMD、POOL、ENTR
のいずれかで、それぞれ、コマンド・スレッド、プール・スレッド、DB2ENTRY ス
レッドであることを示しています。tttt はスレッド ID、nnnn は固有の番号です。

注: Db2 に渡される相関 ID は、CICS 接続機能が Db2 にサインオンを発行するこ
とによってのみ変更されます。複数のトランザクションにわたって一定のままであ
る 1 次許可 ID を使用して、スレッドによってサインオンの再使用が行われた場合
(例えば、AUTHID(name) を使用して)、1 つだけのサインオンが発生します。この
インスタンスで、相関 ID 内の tttt は、実行中のトランザクション ID と一致しま
せん。これは、最初のサインオンが発生したときのトランザクションの ID です。

スレッドが作業単位内でアクティブである場合、CICS トランザクション名とそのタ
スク番号が表示され、その後に CICS ローカル作業単位 ID が表示されます。

この表示で使用される相関 ID は、DISPLAY LOCK などの Db2 コマンドでも出
力されます。例えば、この表示を、ロックを表示するコマンドと一緒に使用する
と、どの CICS タスクが Db2 内でロックを保持しているかがわかります。

DISPLAY STATISTICS 出力
このトピックでは、DSNC DISPLAY STATISTICS コマンドの出力について説明しま
す。

DFHDB2013 07/09/98 15:26:47 IYK4Z2G1 Display report follows for threads
accessing DB2 DB3A
DB2ENTRY S PLAN PRI-AUTH SEC-AUTH CORRELATION TRAN TASK UOW-ID
*POOL A TESTC05 JTILLI1 POOLXC050001 XC05 01208 AEEEC0321ACDCE00
XC06 * TESTC06 JTILLI1 ENTRXC060003 XC06 01215 AEEEC0432F8EFE01
XP05 A TESTP05 JTILLI1 ENTRXP050002 XP05 01209 AEEEC03835230C00
XP05 I TESTP05 JTILLI1 ENTRXP050004
DFHDB2020 07/09/98 15:26:47 IYK4Z2G1 The display command is complete.

図 7. DSNC DISPLAY (PLAN または TRANSACTION) コマンドの出力例
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DB2ENTRY
DB2ENTRY の名前、または DSNC コマンド呼び出しの場合は
「*COMMAND」、またはプール統計の場合は「*POOL」。

PLAN
この項目に関連付けられているプラン名。 このフィールドに 8 個のアスタリス
クが表示されている場合は、該当するトランザクションが動的プラン割り振りを
使用していることを示します。コマンド・プロセッサー・トランザクション
DSNC には関連付けられているプランはありません。

項目に関連付けられているプラン名が動的に変更される場合、最後のプラン名
が、使用されるプラン名になります。

CALLS
この項目に関連付けられているトランザクションによって発行された SQL ステ
ートメントの合計数。

AUTHS
この項目に関連付けられているトランザクションのサインオン呼び出しの合計
数。サインオンは、新しいスレッドが作成されるか、または既存のスレッドが再
使用されるかを示しません。スレッドが再利用される場合、サインオンが行われ
るのは、許可 ID またはトランザクション ID が変更された場合のみになりま
す。

W/P
この項目のすべての使用可能スレッドが使用中だった回数です。この値は、この
項目の THREADWAIT の値によって異なります。THREADWAIT が POOL
に設定されている場合、W/P は、トランザクションがプールにオーバーフロー
した回数を示します。プールへのオーバーフローは、個別の DB2ENTRY の統
計にのみ現れ、プール統計には反映されません。

THREADWAIT が YES に設定されている場合、これは、(アクティブ・スレッ
ドの数が THREADLIMIT に達したために) トランザクションがスレッドを待機
しなければならなかった回数、または (スレッドを実行している、使用中の
TCB の数が TCBLIMIT に達したために) トランザクションが新しいスレッド
TCBを使用できなかった回数のいずれかを反映します。

HIGH
接続が開始されて以降の任意の時点で、この項目に関連付けられているトランザ
クションによって獲得されたスレッドの最大数。つまり、スレッドの最高水準点
です。

DFHDB2014 07/09/98 14:35:45 IYK4Z2G1 Statistics report follows for RCTJT
accessing DB2 DB3A

-----COMMITS----
DB2ENTRY PLAN CALLS AUTHS W/P HIGH ABORTS 1-PHASE 2-PHASE
*COMMAND 1 1 1 1 0 0 0
*POOL ******** 4 1 0 1 0 2 0
XC05 TESTP05 22 1 11 2 0 7 5
XP05 ******** 5 2 0 1 0 1 1
DFHDB2020 01/17/98 15:45:27 IYKA4Z2G1 The display command is complete.

図 8. DSNC DISPLAY STATISTICS コマンドの出力例
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注: CICS Transaction Server for OS/390® バージョン 1 リリース 2 より前の
CICS のリリースでは、HIGH 値には、スレッドを強制的に待機させられたト
ランザクション、またはプールに方向転換されたトランザクションも含まれてい
ました。CICS Transaction Server for OS/390 バージョン 1 リリース 2 以
降、HIGH 値は、項目で作成されたスレッドのみ を表すようになりました。

ABORTS
ロールバックされたリカバリー単位の合計数。これには、異常終了と同期点ロー
ルバック (-911 SQL コードによって生成された同期点ロールバックを含む) の
両方が含まれます。

COMMITS
この項目に関連付けられた Db2 トランザクションが実同期点または暗黙の
(EOT などの) 同期点に達するたびに、次の 2 つのフィールドの一方の値が増
加します。SQL 呼び出しを処理しないリカバリー単位は、この数には反映され
ません。

1-PHASE
この項目に関連付けられているトランザクションの単一フェーズ・コミット
の合計数。この合計数には、2 フェーズ・コミットは含まれません
(2-PHASE の説明を参照)。この合計数には、読み取り専用コミット、およ
び更新を実行したリカバリー単位の単一フェーズ・コミットも含まれます。
2 フェーズ・コミットは、アプリケーションが DB2 以外のリカバリー可能
リソースを更新した場合にのみ必要です。

2-PHASE
この項目に関連付けられているトランザクションの 2 フェーズ・コミット
の合計数。この数には、単一フェーズ・コミット・トランザクションは含ま
れません。

DSNC MODIFY
CICS Db2 接続機能コマンドの DSNC MODIFY を使用して、DB2CONN のメッ
セージ・キュー宛先、プールの THREADLIMIT 値、DSNC コマンド、または
DB2ENTRY を変更します。これらの変更は、CEMT あるいは EXEC CICS の SET
DB2CONN コマンドまたは SET DB2ENTRY コマンドを使用しても行うことがで
きます。

環境

このコマンドは、CICS 端末からのみ発行できます。

構文

MODIFY 構文

►► DSNC MODIFY DESTination old new
TRANsaction transaction-id integer

►◄

省略語

DSNC MODI または MODI (CICS Db2 サンプル・グループ DFH$DB2 の
MODI トランザクションを使用)。
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Authorization

このコマンドへのアクセスは、以下の CICS 許可検査を使用して制御できます。

v トランザクション DSNC に対するトランザクション接続セキュリティー。

v リソース DB2CONN に対するコマンド・セキュリティー。このコマンドには、
UPDATE アクセス権限が必要です。

v DB2ENTRY の属性を変更する DSNC MODIFY TRANSACTION コマンドの場
合。リソース DB2ENTRY と DB2TRAN に対するコマンド・セキュリティー検
査、および DB2ENTRY に対するリソース・セキュリティーもあります。このコ
マンドには、コマンド・セキュリティーのために、リソース DB2TRAN への
READ アクセス権限およびリソース DB2ENTRY への UPDATE アクセス権限
が必要です。さらに、リソース・セキュリティー・コマンドには、関連する特定
の DB2ENTRY への UPDATE アクセス権限も必要です。CICS セキュリティー
の詳細については、CICS DB2 環境でのセキュリティーを参照してください。

パラメーターの説明

DESTination
DB2CONN テーブルの MSGQUEUE パラメーターが変更され、「old」の宛先
ID が「new」の宛先 ID に置換されることを指定します。

old DB2CONN の MSGQUEUE に現在設定されている宛先 ID。

new 新しい宛先 ID。

TRANsaction transaction-ID integer

指定されたトランザクションまたはグループに関連付けられた THREADLIMIT
値を変更することを指定します。このコマンドは、トランザクション ID を使
用して、変更するプール、コマンド、または DB2ENTRY の THREADLIMIT
値を識別します。

v プールの THREADLIMIT 値を変更するには、CEPL のトランザクション
ID を使用する必要があります。

v コマンド・スレッドの THREADLIMIT 値を変更するには、DSNC のトラン
ザクション ID を使用する必要があります。

v DB2ENTRY の THREADLIMIT 値を変更するには、その DB2ENTRY を使
用するよう定義されているトランザクションのトランザクション ID を使用
します。

integer は、新しい最大値です。

使用上の注意

コマンド DSNC MODIFY TRANSACTION に指定される整数は、DB2CONN の
TCBLIMIT パラメーターに指定される値より大きくすることはできません。指定可
能な最低値はゼロです。

例

例 1 DB2CONN の MSGQUEUE パラメーターの仕様を MTO1 から MTO2 に
変更するには、以下のようにします。

DSNC MODI DEST MTO1 MTO2
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例 2 プール・スレッドの制限を 12 に変更するには、以下のようにします。

DSNC MODI TRAN CEPL 12

例 3 コマンド・スレッドの制限を 3 に変更するには、以下のようにします。

DSNC MODI TRAN DSNC 3

例 4 トランザクション XP05 によって使用される DB2ENTRY のスレッドの制
限を 8 に変更するには、以下のようにします。

DSNC MODI TRAN XP05 8

DSNC STOP
CICS Db2 接続機能コマンドの DSNC STOP を使用して接続機能を停止します。代わ
りに、CEMT または EXEC CICS SET DB2CONN NOTCONNECTED コマンドを発行して接続
機能を停止することもできます。

環境

このコマンドは、CICS 端末からのみ発行できます。

DFHDB2039 07/09/98 14:47:17 IYK4Z2G1 The error destinations are: MT02 ****
****.

図 9. DSNC MODIFY DESTINATION コマンドの出力例

DFHDB2019 07/09/98 14:49:28 IYK4Z2G1 The modify command is complete.

図 10. DSNC MODIFY TRANSACTION コマンド (プール・スレッド) の出力例

DFHDB2019 07/09/98 14:49:28 IYK4Z2G1 The modify command is complete.

図 11. DSNC MODIFY TRANSACTION コマンド (コマンド・スレッド) の出力例

DFHDB2019 07/09/98 14:49:28 IYK4Z2G1 The modify command is complete.

図 12. DSNC MODIFY TRANSACTION コマンド (DB2ENTRY スレッド制限の変更) の出力例
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構文

STOP 構文

►►
FORCE

DSNC STOP
QUIESCE

►◄

省略語

DSNC STOP または STOP (CICS Db2 サンプル・グループ DFH$DB2 の STOP
トランザクションを使用)。

Authorization

このコマンドへのアクセスは、トランザクション DSNC に対する CICS トランザ
クション接続セキュリティー検査、およびリソース DB2CONN に対する CICS コ
マンド・セキュリティー検査を使用して制御できます。このコマンドには、
UPDATE アクセス権限が必要です。

このコマンドには、UPDATE アクセス権限が必要です。CICS セキュリティーの詳
細については、CICS DB2 環境でのセキュリティーを参照してください。

パラメーターの説明

QUIESCE
現在実行中の CICS トランザクションが完了した後、CICS Db2 接続機能を停
止することを指定します。QUIESCE は、すべてのアクティブ・トランザクショ
ンが完了するのを待機するため、新しい UOW はスレッドを開始および獲得す
ることができます。

FORCE
実行中のトランザクションに関係なく、Db2 との接続を強制的に切断して
CICS Db2 接続機能を即時停止することを指定します。Db2 にアクセスしてい
る、現在実行中のトランザクションは強制的にパージされます。これには、前の
UOW で Db2 に更新をコミットしているが、現行の UOW ではまだ Db2 に
アクセスしていない可能性があるトランザクションが含まれます。

使用上の注意

DSNC STOP QUIESCE の場合、メッセージ DFHDB2012 が端末に出力されます。
その後、端末は、メッセージ DFHDB2025 が出力され、シャットダウンが完了する
までロックされたままになります。

DSNC STOP FORCE の場合、メッセージ DFHDB2022 が端末に出力されます。そ
の後、端末は、メッセージ DFHDB2025 が出力され、シャットダウンが完了するま
でロックされたままになります。

例

例 1 CICS Db2 接続機能を静止停止するには、以下のようにします。

DSNC STOP
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図 13 に示されている、DSNC STOP コマンドの結果として生じたメッセ
ージは、シャットダウンが完了した時に、図 14 に示されているメッセージ
に置き換えられます。

例 2 CICS Db2 接続機能を強制停止するには、以下のようにします。

DSNC STOP FORCE

図 15 に示されている、DSNC STOP FORCE コマンドの結果として生じた
メッセージは、シャットダウンが完了した時に、図 16 に示されているメッ
セージに置き換えられます。

この例では、グループ接続が使用されたため、Db2 サブシステムの名前と
そのグループの名前が表示されています。

DSNC STRT
DSNC STRT コマンドを使用して、CICS Db2 接続機能を開始します。CICS Db2 接
続機能は、CICS アプリケーション・プログラムが Db2 データベースにアクセスす
ることを許可します。代わりに、CEMT または EXEC CICS SET DB2CONN CONNECTED
コマンドを発行して、CICS アプリケーション・プログラムが Db2 データベースに
アクセスすることを許可します。

環境

このコマンドは、CICS 端末からのみ発行できます。

DFHDB2012 07/09/98 14:54:28 IYK4Z2G1 Stop quiesce of the CICS-DB2 attachment
facility from DB2 subsystem DB3A is proceeding.

図 13. DSNC STOP コマンドの出力例

DFHDB2025I 07/09/98 14:58:53 IYK4Z2G1 The CICS-DB2 attachment has disconnected
from DB2 subsystem DB3A

図 14. シャットダウンが完了した時の DSNC STOP の出力例

DFHDB2022 07/09/98 15:01:51 IYK4Z2G1 Stop force of the CICS-DB2 attachment
facility from DF2D is proceeding.

図 15. DSNC STOP FORCE コマンドの出力例

DFHDB2025I 07/09/98 15:10:55 IYK4Z2G1 The CICS-DB2 attachment has disconnected
from DB2 subsystem DF2D group DFP2

図 16. シャットダウンが完了した時の DSNC STOP FORCE の出力例
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構文

STRT 構文

►► DSNC STRT
ssid

►◄

省略語

DSNC STRT または STRT (CICS Db2 サンプル・グループ DFH$DB2 の STRT
トランザクションを使用)。

Authorization

このコマンドへのアクセスは、トランザクション DSNC に対する CICS トランザ
クション接続セキュリティー検査、およびリソース DB2CONN に対する CICS コ
マンド・セキュリティー検査を使用して制御できます。このコマンドには、
UPDATE アクセス権限が必要です。

CICS セキュリティーの詳細については、CICS DB2 環境でのセキュリティーを参
照してください。

パラメーターの説明

ssid
DB2CONN に指定されている Db2 サブシステム ID (DB2ID) または Db2 デ
ータ共用グループ ID (DB2GROUPID) を指定変更するための Db2サブシステ
ム ID を指定します。DSNC STRT コマンドには Db2 データ共用グループ ID
は指定できません。

使用上の注意

DSNC STRT コマンドが発行された時に DB2CONN がインストールされていない
場合、DB2CONN がインストールされていないことを示すエラー・メッセージ
DFHDB2031 が生成されます。CICS Db2 接続機能の開始を試行する前に、リソー
ス定義を CSD からインストールしておく必要があります。

DSNC STRT コマンドを発行し、Db2 サブシステム ID を指定すると、インストー
ルされている DB2CONN 定義内の DB2GROUPID がブランクになります。その後
にグループ接続を使用するには、(CEDA INSTALL コマンドまたは SET
DB2CONN コマンドを使用して) DB2GROUPID を再び設定する必要があります。

使用する Db2 サブシステムを判別するための階層は以下のようになります。

1. DSNC STRT コマンドに指定されている場合、サブシステム ID を使用しま
す。

2. インストールされている DB2CONN 内の DB2ID がブランクでない場合、その
DB2ID を使用します。

3. グループ接続には、インストールされている DB2CONN の DB2GROUPID を
使用します。

4. 最後にインストールされた DB2CONN 内の DB2ID と DB2GROUPID がブラ
ンクの時 (または後でブランクに設定されている時) は、INITPARM にサブシ
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ステム ID が指定されている場合、そのサブシステム ID を使用します。最後
にインストールされた DB2CONN にブランクの DB2ID およびブランクの
DB2GROUPID が含まれていた場合は、その後に DB2ID または
DB2GROUPID が SETコマンドを使用して変更された場合でも、開始時には、
常に INITPARM が使用されます。

5. デフォルトのサブシステム ID である DSN を使用します。

例

例 1 Db2 サブシステム ID (DB2ID) または Db2 データ共用グループ ID
(DB2GROUPID) を使用して、インストールされている DB2CONN から
CICS Db2 接続機能を開始するには、以下のようにします。

DSNC STRT

この例では、グループ接続が使用されているため、Db2 サブシステムの名
前およびそのグループの名前が表示されています。

例 2 インストールされている DB2CONN を使用するが、DB2CONN 内の Db2
サブシステム ID (DB2ID) または Db2 データ共用グループ ID
(DB2GROUPID) を Db2 サブシステム ID DB3A に置き換えて CICS Db2
接続機能を開始するには、以下のようにします。

DSNC STRT DB3A

グループ接続を使用しておらず、CICS Db2 接続機能の開始を試行した時に Db2
サブシステムがアクティブでない場合は、STANDBYMODE=NOCONNECT が
DB2CONN に指定されている場合、以下の出力を受け取ります。

STANDBYMODE=CONNECT または RECONNECT の場合、以下の出力を受け取
ります。

DFHDB2023I 07/09/98 15:06:07 IYK4Z2G1 The CICS DB2 attachment has connected to
DB2 subsystem DF2D group DFP2

図 17. DSNC STRT コマンドの出力例

DFHDB2023I 07/09/97 15:06:07 IYK4Z2G1 The CICS DB2 attachment has connected to
DB2 subsystem DB3A

図 18. DB3A を使用した DSNC STRT の出力例

DFHDB2018 07/09/98 15:14:10 IYK4Z2G1 DB3A DB2 subsystem is not active.

図 19. Db2 がアクティブでなく、STANDBYMODE=NOCONNECT の時の DSNC STRT の出力例

56 CICS TS for z/OS: Db2 ガイド



グループ接続を使用しており、CICS Db2 接続機能の開始を試行した時にデータ共
用グループ内にアクティブな Db2 サブシステムがない場合は、
STANDBYMODE=NOCONNECT が DB2CONN に指定されている場合、以下の出
力を受け取ります。

STANDBYMODE=CONNECT または RECONNECT の場合、以下の出力を受け取
ります。

DFHDB2037 07/09/98 15:15:42 IYK4Z2G1 DB2 subsystem DB3A is not active.
The CICS DB2 attachment facility is waiting.

図 20. Db2 がアクティブでなく、STANDBYMODE=CONNECT または RECONNECT の時の DSNC STRT の出力例

DFHDB2037 07/09/01 12:30:10 IYK2ZFV1 DB2 group DFP2 has no active members.

図 21. データ共用グループ内にアクティブな Db2 サブシステムがなく、STANDBYMODE=NOCONNECT の時の、
グループ接続での DSNC STRT の出力例

DFHDB2037 07/09/01 12:55:00 IYK2ZFV1 DB2 group DFP2 has no active members.
The CICS DB2 attachment facility is waiting.

図 22. データ共用グループ内にアクティブな Db2 サブシステムがなく、STANDBYMODE=CONNECT または
RECONNECT の時の、グループ接続での DSNC STRT の出力例
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第 4 章 Db2 のセキュリティー

CICS Db2 環境には、セキュリティー検査を実行できる 4 つの主なステージがあり
ます。

それら 4 つのステージは以下のとおりです。

v CICS ユーザーが CICS 領域にサインオンするとき。CICS サインオンでは、ユ
ーザーが有効なユーザー ID とパスワードを指定したことを確認することで、そ
のユーザーを認証します。

v CICS ユーザーが Db2 に関連している CICS リソースを使用または変更しよう
としているとき。このリソースは、以下のものである可能性があります:
DB2CONN、DB2ENTRY、または DB2TRAN のリソース定義。あるいは、デー
タを取得するために Db2 にアクセスする CICS トランザクション。あるいは、
CICS Db2 接続機能または Db2 自体にコマンドを発行する CICS トランザクシ
ョン。このステージでは、RACF® または同等の外部セキュリティー・マネージ
ャーによって管理される CICS セキュリティー・メカニズムを使用して、リソー
スへの CICS ユーザーのアクセスを制御できます。

v CICS 領域を Db2 に接続するとき、およびトランザクションが Db2 に送信され
たスレッドを取得するとき。CICS 領域とトランザクションの両方で Db2 に対
する許可 ID を提供する必要があり、これらの許可 ID は RACF または同等の
外部セキュリティー・マネージャーによって検証されます。

v CICS ユーザーが CICS トランザクションを使用して Db2 リソースを実行また
は変更しようとしているとき。これは、計画、Db2 コマンド、または動的 SQL
を実行するために必要なリソースである場合があります。このステージでは、
Db2 自体、あるいは RACF または同等の外部セキュリティー・マネージャーに
よって管理される Db2 のセキュリティー検査を使用して、リソースへの CICS
ユーザーのアクセスを制御できます。

また、RACF、あるいは同等の外部セキュリティー・マネージャーを使用して、
CICS と Db2 を構成するコンポーネントを無許可アクセスから保護することもでき
ます。この保護は、Db2 のデータベース、ログ、ブートストラップ・データ・セッ
ト (BSDS)、Db2 の範囲外のライブラリー、および CICS のデータ・セットとライ
ブラリーに適用できます。RACF で提供される保護を部分的に置き換えるものとし
て、VSAM パスワード保護を使用することもできます。詳しくは、CICS システ
ム・リソースのセキュリティーを参照してください。

注: ここでは、RACF は CICS で使用される外部セキュリティー・マネージャーと
して言及されています。明示的な RACF の例を除き、一般的な説明が、機能的に同
等のすべての非 IBM 外部セキュリティー・マネージャーに同様に適用されます。

60 ページの図 23 は、CICS Db2 環境で使用されるセキュリティー・メカニズム
を示しています。
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CICS での Db2 関連リソースへのアクセスの制御
外部セキュリティー・マネージャーおよび適切な CICS セキュリティー・メカニズ
ムを有効にすることによって、CICS 領域内の Db2 リソースへのアクセスを制御
し、リソースのセキュリティー検査を開始することができます。

このタスクについて

CICS ユーザーは、Db2 に関係する以下のアクティビティーを実行することが必要
になる場合があります。

図 23. CICS Db2 セキュリティー・メカニズムの概要
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v DB2CONN、DB2ENTRY、および DB2TRAN の各リソース定義の照会、変更、
作成、または破棄。

v Db2 にアクセスするトランザクションを使用したデータの取得、または DSNC
トランザクションの使用による CICS Db2 接続機能コマンドまたは Db2 コマン
ドの発行。

RACF または同等の外部セキュリティー・マネージャーを使用して、CICS 領域で
セキュリティー検査を実行します。ユーザーが保護リソースにアクセスしようとす
ると、CICS は外部セキュリティー・マネージャーを呼び出してセキュリティー検査
を実行します。 RACF は、ユーザーが CICS にサインオンするときに認証され
る、CICS ユーザーの ID を使用してセキュリティー検査を行います。ユーザー ID
が事前設定セキュリティーによって端末に永続的に関連付けられている場合を除
き、ユーザーが CICS にサインオンしない場合は、デフォルト・ユーザー ID が付
与されます。

CICS 領域に対する適切なセキュリティー・メカニズム (トランザクション接続セキ
ュリティー、リソース・セキュリティー、コマンド・セキュリティー、または代理
セキュリティー) を有効にします。

CICS セキュリティーの詳細については、保護の概要を参照してください。

DB2CONN、DB2TRAN、および DB2ENTRY リソース定義に対す
るユーザー・アクセスの制御

さまざまな CICS セキュリティー・メカニズムを有効にすることで、
DB2CONN、DB2TRAN、および DB2ENTRY の各リソース定義に対するユーザー
のアクセスを制御できます。

このタスクについて

以下のセキュリティー・メカニズムを使用して、Db2 リソース定義に対するユーザ
ー・アクセスを制御できます。

v CICS リソース・セキュリティー・メカニズムを使用して、特定のリソースにユ
ーザーがアクセスできるかを制御します。リソース・セキュリティーはトランザ
クション・レベルで実装されます。例えば、一部のユーザーに、特定の
DB2ENTRY 定義を変更させないようにすることができます。このセキュリティ
ー・メカニズムの使用法については、 62 ページの『リソース・セキュリティー
を使用して、DB2ENTRY リソース定義および DB2TRAN リソース定義へのア
クセスを制御する』の説明を参照してください。

v CICS コマンド・セキュリティー・メカニズムを使用して、Db2 関連リソースに
対してユーザーが特定の SPI コマンドを発行できるかを制御します。コマンド・
セキュリティーもトランザクション・レベルで実装されます。例えば、特定のユ
ーザーのみに、DB2ENTRY リソース定義に対して CREATE コマンドと
DISCARD コマンドを発行することを許可できます。このセキュリティー・メカ
ニズムの使用法については、 64 ページの『コマンド・セキュリティーを使用し
て、DB2CONN、DB2ENTRY、および DB2TRAN の各リソース定義に対する
SPI コマンドの発行を制御する』の説明を参照してください。

v CICS 代理セキュリティーおよび AUTHTYPE セキュリティーのメカニズムを使
用して、CICS が Db2 に提供する許可 ID をユーザーが変更できるかを制御し

第 4 章 Db2 のセキュリティー 61

http://www.ibm.com/support/knowledgecenter/SSGMCP_5.5.0/security/security.html


ます。許可 ID は、Db2 のセキュリティー検査に使用され、Db2 関連リソース
定義の AUTHID、COMAUTHID、AUTHTYPE および COMAUTHTYPE の各
属性と、CICS 領域の DB2CONN 定義の SIGNID 属性によって設定されます。
CICS は、許可 ID を変更を求めるユーザーが、リソース定義で指定された既存
の許可 ID に代わる役割を果たすことが許可されるかどうかを検査します。これ
らのセキュリティー・メカニズムの使用法については、 66 ページの『代理セキ
ュリティーおよび AUTHTYPE セキュリティーを使用して、CICS が DB2 に提
供する許可 ID へのアクセスを制御する』の説明を参照してください。

リソース・セキュリティーを使用して、DB2ENTRY リソース定義
および DB2TRAN リソース定義へのアクセスを制御する

CICS リソース・セキュリティー・メカニズムは、指定された CICS リソースへの
ユーザーのアクセスを制御します。例えば、このメカニズムを使用して、あるリソ
ース (例えば、特定の DB2ENTRY 定義) が特定のユーザーによって変更されない
ようにすることができます。

このタスクについて

CICS コマンド・セキュリティーは、ユーザーがリソースのタイプ (「すべての
DB2ENTRY 定義」など) に対して特定のアクションを実行しないようにすることは
できますが、リソース・タイプ内の個々の項目を保護することはできません。

CICS 領域には 1 つの DB2CONN 定義しかないため、リソース・セキュリティー
を使用して保護する必要はありません。コマンド・セキュリティーを使用して
DB2CONN 定義へのアクセスを制御できます。また、リソース・セキュリティーの
ために、DB2TRAN 定義はそれが参照する DB2ENTRY 定義の拡張と見なされ、そ
れだけでリソース・セキュリティーに定義されることはありません。ユーザーに
DB2ENTRY 定義へのアクセス権限を与える場合、それを参照する DB2TRAN 定義
へのアクセス権限も与えます。 (トランザクションが、DB2TRAN 定義が関連付け
られている DB2ENTRY の名前を変更する場合、二重セキュリティー検査が実行さ
れます。この検査で、DB2TRAN 定義が参照した古い DB2ENTRY と、これから参
照する新しい DB2ENTRY の両方を変更するユーザーの権限を確認します。) その
ため、リソース・セキュリティーでは、DB2ENTRY 定義を RACF に対して定義す
る必要のみがあります。

リソース・セキュリティーがトランザクションに対して有効にされている場合、外
部セキュリティー・マネージャーは、そのトランザクションに関連付けられている
ユーザー ID が、関係するリソースの変更を許可されているかどうかを検査しま
す。 リソース定義のセキュリティーには、このプロセスに関する詳細情報がありま
す。

リソース・セキュリティーを使用して Db2 関連リソースを保護するには、以下の
手順を実行します。

手順
1. RACF または同等の外部セキュリティー・マネージャーを有効にし、CICS 領域

でリソース・セキュリティーを有効にするには、CICS 領域のシステム初期設定
パラメーターとして SEC=YES を指定します。
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2. RACF で、Db2 関連のリソースを含める一般リソース・クラスを作成します。
メンバー・クラスとグループ化クラスが必要です。 CICS にデフォルトの
RACF リソース・クラス名があるのとは異なり、DB2ENTRY には IBM 提供の
デフォルトのクラス名はありません。RACF クラス記述子テーブル (CDT) のイ
ンストール定義部分 (モジュール ICHRRCDE) に新規のクラス記述子を追加し
て、ユーザー独自のインストール定義クラス名を作成します。この方法の例につ
いては、CICSTS55.CICS.SDFHSAMP のメンバー DFH$RACF で提供されてい
る、IBM 提供のサンプル・ジョブ、RRCDTE を参照してください。ここには、
XCICSDB2 というメンバー・クラスと、ZCICSDB2 というグループ化クラスの
例があります。この例は、CICS のデフォルトのリソース・クラス名と同じ命名
規則を使用します。Db2 関連のリソース定義に既存の CICS クラス名を使用し
ないでください。代わりに、同様の命名規則を使用して新しいクラス名を作成し
てください。

3. 作成したリソース・クラスで、DB2ENTRY 定義のプロファイルを定義します。
例えば、DB2ENTRY 名の番号を XCICSDB2 リソース・クラスに追加するに
は、RDEFINE コマンドを以下のように使用します。

RDEFINE XCICSDB2 (db2ent1, db2ent2, db2ent3.., db2entn) UACC(NONE)
NOTIFY(sys_admin_userid)

DB2ENTRY リソース定義を保護すると、関連する DB2TRAN 定義へのアクセ
スも保護されます。DB2TRAN はそれが参照する DB2ENTRY への拡張と見な
されるからです。そのため、リソース・セキュリティーを使用して、DB2CONN
定義を保護する必要はありません。

4. Db2 関連リソースのリソース・セキュリティーをアクティブにするには、CICS
領域のシステム初期設定パラメーターとして XDB2=name を指定します (ここ
で、name は、Db2 関連リソースに定義された一般リソース・クラス名です)。

5. リソース・セキュリティーを有効にしたい Db2 関連リソースが含まれるすべて
のトランザクションに対して、リソース定義で RESSEC=YES を指定します。
ユーザーがこれらのいずれかのトランザクションを使用して、保護されている
Db2 関連リソースの 1 つにアクセスしようとすると、RACF はユーザー ID
がそのリソースへのアクセスを許可されていることを確認します。

6. CICS ユーザーまたはユーザーのグループに、保護されている各 Db2 関連リソ
ースに対して適切なアクションを実行する権限を与えます。 ユーザーが
DB2ENTRY 定義に対してアクションを実行する権限を持っている場合、それに
関連付けられている DB2TRAN 定義に対して同じアクションを実行することが
自動的に許可されることを覚えておいてください。ユーザーが特定のアクション
を実行するために必要な権限は以下のとおりです。

INQUIRE コマンド
READ 権限が必要

SET コマンド
UPDATE 権限が必要

CREATE コマンド
ALTER 権限が必要

DISCARD コマンド
ALTER 権限が必要
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例えば、次のように PERMIT コマンドを使用して、クラス XCICSDB2 の保護
された DB2ENTRY である db2ent1 を UPDATE 権限で変更することをユーザ
ーのグループに許可できます。

PERMIT db2ent1 CLASS(XCICSDB2) ID(group1) ACCESS(UPDATE)

コマンド・セキュリティーを使用して、
DB2CONN、DB2ENTRY、および DB2TRAN の各リソース定義に
対する SPI コマンドの発行を制御する

CICS コマンド・セキュリティー・メカニズムを使用して、
DB2CONN、DB2ENTRY、および DB2TRAN の各リソース定義を保護します。

このタスクについて

CICS コマンド・セキュリティー・メカニズムは、Db2 関連リソースのタイプに対
して特定の SPI コマンドをユーザーが発行する機能を制御します。例えば、このメ
カニズムを使用して、どのユーザーが DB2ENTRY リソース定義に対して CREATE
コマンドおよび DISCARD コマンドを発行することが許可されるかを制御できま
す。リソース・セキュリティーとは異なり、CICS コマンド・セキュリティーは個々
の指定されたリソースを保護できません。これはリソースのタイプを保護するよう
に設計されています。コマンド・セキュリティーを使用して、DB2CONN リソース
定義、DB2ENTRY リソース定義、および DB2TRAN リソース定義を保護できま
す。

コマンド・セキュリティーがトランザクションに対して有効にされている場合、外
部セキュリティー・マネージャーは、そのトランザクションに関連付けられている
ユーザー ID が、そのコマンドを使用して関係するリソースのタイプを変更するこ
とを許可されているかどうかを検査します。CICS command securityには、このプ
ロセスに関する詳細情報があります。

特定のトランザクションに対してリソース・セキュリティーとコマンド・セキュリ
ティーの両方が有効にされている場合、RACF はユーザー ID に対して 2 つのセ
キュリティー検査を実行します。例えば、DB2ENTRY 定義 db2ent1 に対して
DISCARD を発行するユーザーがトランザクションに含まれている場合、RACF は
以下のことを検査します。

1. ユーザー ID が DB2ENTRY リソース・タイプに対して DISCARD コマンド
(ALTER 権限) を発行することが許可されている。

2. ユーザー ID が ALTER 権限を使用して DB2ENTRY 定義 db2ent1 にアクセ
スすることが許可されている。

コマンド・セキュリティーを使用して Db2 関連リソースを保護するには、以下の
手順を実行します。

手順
1. RACF または同等の外部セキュリティー・マネージャーを CICS 領域に対して

有効にするには、その領域のシステム初期設定パラメーターとして SEC=YES
を指定します。

2. Db2 リソース名 DB2CONN、DB2ENTRY、および DB2TRAN を CICS コマ
ンド用の IBM 提供の RACF リソース・クラスである CCICSCMD または
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VCICSCMD のいずれかにリソース ID として追加します。 あるいは、CICS
コマンドにユーザー定義の一般リソース・クラスを使用することもできます。コ
マンド・セキュリティー検査の対象となる CICS リソースでは、これについて
詳しく説明しています。 例えば、次のように、REDEFINE コマンドを使用して
デフォルト・クラス VCICSCMD に CMDSAMP というプロファイルを定義
し、ADDMEM オペランドを使用して Db2 リソース・タイプがこのプロファ
イルによって保護されることを指定できます。

RDEFINE VCICSCMD CMDSAMP UACC(NONE)
NOTIFY(sys_admin_userid)
ADDMEM(DB2CONN, DB2ENTRY, DB2TRAN)

3. コマンド・セキュリティーを CICS 領域に対して有効にするには、次のように
します。

a. CICS コマンド・プロファイルに IBM 提供の RACF リソース・クラス
CCICSCMD または VCICSCMD を使用した場合、その領域のシステム初
期設定パラメーターとして XCMD=YES を指定します。 YES を指定する
ことは、CCICSCMD および VCICSCMD が RACF のストレージ内のプロ
ファイルの作成に使用されることを意味します。

b. CICS コマンドにユーザー定義の一般リソース・クラスを使用した場合、そ
の領域の初期設定パラメーターとして XCMD=user_class を指定します (こ
こで、user_class はユーザー定義の一般リソース・クラスの名前です)。

4. コマンド・セキュリティーを有効にしたい Db2 関連リソースが含まれるすべて
のトランザクションに対して、リソース定義で CMDSEC=YES を指定します。
ユーザーがこれらのいずれかのトランザクションを使用して、保護されている
Db2 関連リソースの 1 つを変更しようとすると、RACF はユーザー ID がそ
のリソースのタイプに対してそのコマンドを発行することを許可されていること
を確認します。

5. CICS ユーザーまたはユーザーのグループに、Db2 関連リソースのそれぞれの
タイプに対して適切なコマンドを発行する権限を与えます。コマンド・セキュリ
ティーの場合、DB2TRAN リソース・タイプおよび DB2ENTRY リソース・タ
イプに関連する別個の権限を与える必要があります。また、DB2CONN リソー
ス・タイプ (すなわち、CICS 領域の DB2CONN 定義) を保護することもでき
ます。

ユーザーが特定のコマンドを発行するために必要な権限は以下のとおりです。

INQUIRE コマンド
READ 権限が必要

SET コマンド
UPDATE 権限が必要

CREATE コマンド
ALTER 権限が必要

DISCARD コマンド
ALTER 権限が必要

例えば、ステップ 2 の例のように CMDSAMP プロファイルに Db2 リソー
ス・タイプを定義した場合、次のように PERMIT コマンドを使用して、Db2
リソース・タイプに対して EXEC CICS INQUIRE コマンドを発行することを
ユーザーのグループに許可できます。
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PERMIT CMDSAMP CLASS(VCICSCMD) ID(operator_group) ACCESS(READ)

トランザクション内で、EXEC CICS QUERY SECURITY RESTYPE(SPCOMMAND) コマン
ドを、DB2CONN、DB2ENTRY、または DB2TRAN を指定する RESID パラメ
ーターとともに使用することで、ユーザー ID が Db2 リソース・タイプへのア
クセス権限を持っているどうか照会できます。

代理セキュリティーおよび AUTHTYPE セキュリティーを使用し
て、CICS が DB2 に提供する許可 ID へのアクセスを制御する

CICS 代理セキュリティー・メカニズムおよび AUTHTYPE セキュリティー・メカ
ニズムは、CICS が DB2 に提供する許可 ID をユーザーが変更する機能を制御しま
す。

このタスクについて

代理セキュリティーおよび AUTHTYPE セキュリティーを使用して、特定のユーザ
ーのみに許可 ID の変更が許可されるようにします。この許可 ID は DB2 独自の
セキュリティー検査に使用されます。代理セキュリティーおよび AUTHTYPE セキ
ュリティーは CICS 領域全体に対して設定され、許可 ID の変更を含むトランザク
ションはそれらの影響を受けます。

70 ページの『CICS 領域用および CICS トランザクション用に、許可 ID を Db2
に提供する』では、これらの許可 ID を選択および変更する方法が説明されていま
す。要約すると、CICS が DB2 に提供する許可 ID は、DB2 関連リソース定義で
は AUTHID 属性、COMAUTHID 属性、AUTHTYPE属性、および
COMAUTHTYPE 属性によって設定され、CICS 領域の DB2CONN 定義では
SIGNID 属性によって設定されます。許可 ID を変更するには、まず DB2CONN
定義および DB2ENTRY 定義を変更する権限が必要です。これらの定義はコマン
ド・セキュリティーまたはリソース・セキュリティーによって保護されている可能
性があります。代理セキュリティーは追加の保護レイヤーを提供します。代理セキ
ュリティーには DB2 に代わって機能する CICS が含まれており、許可 ID を変更
するユーザーがリソース定義で指定された既存の許可 ID の代理として機能するこ
とを許可されているかどうか検査するからです。

真の代理セキュリティーは、ユーザーが DB2CONN 定義または DB2ENTRY 定義
で SIGNID 属性、AUTHID 属性、または COMAUTHID 属性を変更しようとする
ときにセキュリティー検査を行います。これらの属性はすべて、プロセスが DB2
にサインオンするときに使用される許可 ID を指定します。CICS は、RACF の代
理ユーザー機能を使用して、この検査を実行します。代理ユーザーとは、他のユー
ザーのパスワードを知らなくてもそのユーザーに代わって作業を行う権限を持って
いるユーザーのことです。ユーザーが SIGNID 属性、AUTHID 属性、または
COMAUTHID 属性のいずれかを変更しようとすると、CICS は RACF を呼び出し
て、そのユーザーが SIGNID 属性、 AUTHID 属性、または COMAUTHID 属性
で現在指定されている許可 ID の代理として許可されていることを確認します。

AUTHTYPE 属性および COMAUTHTYPE 属性は、許可 ID そのものを指定する
のではなく、使用される許可の ID のタイプを提供するため、CICS は真の代理セ
キュリティーを使用できません。代わりに、AUTHTYPE セキュリティーと呼ばれ
るメカニズムを使用します。ユーザーが AUTHTYPE 属性または
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COMAUTHTYPE 属性のいずれかを変更しようとすると、CICS は RACF を呼び
出して、ユーザーが RACF FACILITY 一般リソース・クラスでリソース定義に対
して定義されているプロファイルによって許可されていることを確認します。
AUTHTYPE セキュリティーが真の代理セキュリティーでない場合でも、同じシス
テム初期設定パラメーターによって有効にされており、それを代理セキュリティー
に加えて使用する可能性があります。そのため、このトピックの説明には両方のタ
イプのセキュリティーのセットアップ方法が含まれています。

DB2CONN リソース定義および DB2ENTRY リソース定義が CICS のコールド・
スタートまたは初期始動の一環としてインストールされているときに、代理セキュ
リティーと AUTHTYPE セキュリティーが有効にされている場合、RACF は CICS
領域ユーザー ID に対して代理セキュリティー検査と AUTHTYPE セキュリティー
検査を行います。このようにして DB2CONN リソース定義および DB2ENTRY リ
ソース定義をインストールする場合、CICS 領域ユーザー ID がリソース定義で指
定された許可 ID の代理ユーザーとして定義されていること、およびそれが RACF
FACILITY 一般リソース・クラスの正しいプロファイルによって許可されているこ
とを確認してください。

CICS が DB2 に提供する許可 ID を保護するために代理セキュリティーおよび
AUTHTYPE セキュリティーを実装するには、以下の手順を実行します。

手順
1. RACF または同等の外部セキュリティー・マネージャーを CICS 領域に対して

有効にするには、その領域のシステム初期設定パラメーターとして SEC=YES
を指定します。

2. CICS 領域の代理セキュリティーおよび AUTHTYPE セキュリティーをアクテ
ィブにするには、その領域のシステム初期設定パラメーターとして
XUSER=YES を指定します。このシステム初期設定パラメーターは、両方のセ
キュリティー・メカニズムを有効にします。セキュリティー・メカニズムが有効
にされている場合、DB2CONN リソース定義および DB2ENTRY リソース定義
の SIGNID、AUTHID、COMAUTHID、AUTHTYPE、および
COMAUTHTYPE の各属性に対して機能する EXEC CICS SET コマンド、
CREATE コマンド、および INSTALL コマンドがトランザクションに含まれて
いるときはいつも、CICS は RACF を呼び出してセキュリティー検査を実行し
ます。 SIGNID 属性、AUTHID 属性、および COMAUTHID 属性の場合、
RACF は代理セキュリティー検査を実行し、AUTHTYPE 属性または
COMAUTHTYPE 属性の場合、RACF は AUTHTYPE セキュリティー検査を
実行します。

3. 代理セキュリティーのために、適切な CICS ユーザーまたはユーザーのグルー
プを、DB2CONN 定義および DB2ENTRY 定義の SIGNID 属性、AUTHID 属
性、または COMAUTHID 属性で指定された許可 ID の代理として定義する必
要があります。ユーザー ID を許可 ID の代理として定義するには、以下のよ
うにします。

a. RACF SURROGAT クラスに許可 ID のプロファイルを作成します。名前
の形式は authid.DFHINSTL とし、許可 ID は所有者として定義します。
例えば、DB2AUTH1 を SIGNID 属性、AUTHID 属性、または
COMAUTHID 属性で許可 ID として指定した場合、次のコマンドを使用し
てプロファイルを作成します。
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RDEFINE SURROGAT DB2AUTH1.DFHINSTL UACC(NONE) OWNER(DB2AUTH1)

b. 作成したプロファイルの READ 権限を適切な CICS ユーザーに付与するこ
とで、そのユーザーが許可 ID の代理として機能することを許可します。
例えば、ID が CICSUSR1 のユーザーに、許可 ID が DB2AUTH1 の代理
として機能することを許可し、そのために既存の許可 ID として
DB2AUTH1 を指定している SIGNID 属性、AUTHID 属性、または
COMAUTHID 属性をインストールあるいは変更するには、次のコマンドを
使用します。

PERMIT DB2AUTH1.DFHINSTL CLASS(SURROGAT) ID(CICSUSR1) ACCESS(READ)

SIGNID 属性、AUTHID 属性、または COMAUTHID 属性に指定されたす
べての許可 ID に対して、このプロセスを繰り返します。

c. SIGNID 属性、AUTHID 属性、または COMAUTHID 属性が CICS のコ
ールド・スタートまたは初期始動の一環として含まれる DB2CONN リソー
ス定義および DB2ENTRY リソース定義をインストールする必要がある場
合、それらの属性によって指定された許可 ID の代理として機能することを
CICS 領域ユーザー ID に許可します。 DB2CONN リソース定義および
DB2ENTRY リソース定義のデフォルトには、AUTHID 属性および
COMAUTHID 属性は含まれていません。インストール済みの DB2CONN
定義のデフォルト SIGNID は、CICS 領域のアプリケーション ID です。

4. AUTHTYPE セキュリティーのために、RACF FACILITY 一般リソース・クラ
スの DB2CONN リソース定義または DB2ENTRY リソース定義ごとにプロフ
ァイルを作成し、そのプロファイルに対する READ アクセス権限を適切な
CICS ユーザーまたはユーザーのグループに与える必要があります。(このプロ
セスは真の代理セキュリティー・メカニズムを模倣しますが、特定の許可 ID
の使用は含まれません。代わりに、各リソース定義を保護します。) 以下はその
方法です。

a. RACF FACILITY 一般リソース・クラスに DB2CONN リソース定義また
は DB2ENTRY リソース定義のプロファイルを作成します。名前の形式は
DFHDB2.AUTHTYPE.authname とします (ここで、authname は
DB2CONN リソース定義または DB2ENTRY リソース定義の名前です)。
例えば、DB2CONN1 という名前の DB2CONN リソース定義のプロファイ
ルを定義するには、次のコマンドを使用します。

RDEFINE FACILITY DFHDB2.AUTHTYPE.DB2CONN1 UACC(NONE)

b. 適切な CICS ユーザーに、作成したプロファイルに対する READ 権限を与
えます。 例えば、ID が CICSUSR2 のユーザーに、DB2CONN1 という名
前の DB2CONN リソース定義の AUTHTYPE 属性または
COMAUTHTYPE 属性をインストールあるいは変更することを許可するに
は、次のコマンドを使用します。

PERMIT DFHDB2.AUTHTYPE.DB2CONN1 CLASS(FACILITY) ID(CICSUSR2) ACCESS(READ)

このプロセスを DB2CONN リソース定義および DB2ENTRY リソース定義の
それぞれに対して繰り返します。また、AUTHTYPE 属性または
COMAUTHTYPE 属性が CICS のコールド・スタートまたは初期始動の一環と
して含まれる DB2CONN リソース定義および DB2ENTRY リソース定義をイ
ンストールする必要がある場合は、そのリソース定義のプロファイルの CICS
領域ユーザー ID に READ 権限を与えます。
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タスクの結果

Db2 関連の CICS トランザクションへのユーザー・アクセスの制
御

CICS トランザクション接続セキュリティー・メカニズムを使用して、データを取得
するために Db2 にアクセスする CICS トランザクション、DSNC トランザクショ
ン、および CICS Db2 接続機能コマンドと Db2 コマンドを発行する他のすべての
トランザクションに対するユーザーのアクセスを制御します。

このタスクについて

トランザクション接続セキュリティーが使用可能な場合、RACF または同等の外部
セキュリティー・マネージャーは、CICS ユーザーが要求したトランザクションを実
行する権限がその CICS ユーザーにあるかを検査します。

トランザクション接続セキュリティーを使用する Db2 関連トランザクションを保
護するには、トランザクション・セキュリティーの説明に従ってください。プロセ
スはすべての CICS トランザクションについて同じです。トランザクション接続セ
キュリティー・メカニズムに関する限り、Db2 関連トランザクションに特別な考慮
事項はありません。その指示は、以下の方法を示しています。

v トランザクション接続セキュリティーをアクティブ化するために、CICS 領域用
の適切なシステム初期設定パラメーターをセットアップする (トランザクション
接続セキュリティーを制御する CICS パラメーターを参照)。

v 保護したいトランザクションについて、トランザクション・プロファイルを
RACF に定義する (RACF profilesを参照)。

CICS Db2 接続機能コマンドと Db2 コマンドを発行する、DSNC 以外のトランザ
クションを定義した場合 (例えば、各コマンドを実行するための別個のトランザク
ションを定義した場合) には、これらのトランザクションも同様に RACF に定義す
ることを覚えておいてください。

どの CICS ユーザーが、Db2 にアクセスするトランザクションを使用できるかを制
御できるようになりました。トランザクション・プロファイル用のアクセス・リス
トに、適切なユーザー、またはユーザーのグループを READ 権限と共に追加して
ください。 RACF profilesには、これに関するいくつかの推奨事項があります。

CICS Db2 接続機能コマンドと Db2 コマンドを発行するトランザクションについ
て、以下の点に留意してください。

v CICS Db2 接続機能コマンドは、CICS と Db2 間の接続上で作動し、それらは
完全に CICS 内で実行されます。 Db2 コマンドは Db2 自体の中で作動し、そ
れらは Db2 に差し向けられます。 Db2 コマンドを CICS Db2 接続機能コマン
ドから区別するために、ハイフン (-) 文字を Db2 コマンドと一緒に入力しま
す。

v DSNC トランザクションへのアクセス権限がある場合、CICS は、すべての
CICS Db2 接続機能コマンドと Db2 コマンドを発行することを許可します。

v 個々の CICS Db2 接続機能コマンドと Db2 コマンドを実行するための別個のト
ランザクションを定義した場合は、別の CICS ユーザーに、これらのトランザク
ション・コードのサブセットに対する権限と、それに伴ってコマンドのサブセッ
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トに対する権限を与えることができます。例えば、何人かのユーザーに CICS
Db2 接続機能コマンドを発行する権限を与えるけれども Db2 コマンドについて
はそうしない、ということも可能です。CICS Db2 用の CICS 提供トランザクシ
ョン には、CICS Db2 接続機能コマンドと Db2 コマンドに対して CICS が供
給する、別個のトランザクション定義の名前があります。

CICS Db2 接続機能コマンドが Db2 に流れることはないので、それらは、これ以
上のセキュリティー検査の対象にはなりません。それらは CICS トランザクション
接続セキュリティーのみによって保護されます。ただし、Db2 コマンド、およびデ
ータを取得するために Db2 にアクセスする CICS トランザクションは、以下のよ
うに Db2 のセキュリティー・メカニズムによるそれ以降の段階のセキュリティー
検査の対象になります。

v トランザクションが Db2 にサインオンするときには、有効な許可 ID を Db2
に提供しなければなりません。許可 ID は RACF によって、または同等の外部
セキュリティー・マネージャーによって検査されます。

v トランザクションは Db2 コマンドを発行したり、Db2 データにアクセスしたり
するので、トランザクションが提供した許可 ID には、これらのアクションを
Db2 内で実行する権限が必要です。 Db2 では、GRANT ステートメントを使用
して、アクションを実行する権限を許可 ID に与えることができます。

加えて、CICS 領域自体、Db2 サブシステムに接続する権限が必要です。

『CICS 領域用および CICS トランザクション用に、許可 ID を Db2 に提供す
る』 には、Db2 サブシステムに接続するために CICS 領域に権限を与える方法
と、トランザクションに有効な許可 ID を提供する方法が記されています。

80 ページの『ユーザーに対する Db2 内のリソースへのアクセス許可』 には、ト
ランザクションが Db2 に提供した許可 ID に権限付与する方法が記されていま
す。

CICS 領域用および CICS トランザクション用に、許可 ID を Db2 に提供
する

CICS には、Db2 に許可 ID を提供する必要のある 2 つのタイプのプロセスがあり
ます。その 1 つは CICS 領域と Db2 の間の全体的な接続で、もう 1 つは Db2
へのスレッドを獲得する CICS トランザクションです。

このタスクについて

セキュリティーの目的で、Db2 では、データへのあらゆる形式のアクセスを表すた
めに「プロセス」という語を使用します。これは、ユーザーが直接 Db2 と対話す
るものと、CICS を含む他のプログラム経由でユーザーが Db2 と対話するもののど
ちらかになります。 Db2 に接続するプロセス、またはサインオンするプロセス
は、Db2 アドレス・スペースのセキュリティー検査に使用できる許可 ID という名
前の短い Db2 ID を、1 つ以上提供する必要があります。 すべてのプロセスは 1
次許可 ID を提供する必要があり、オプションとして 2 次許可 ID を 1 つ以上提
供することもできます。 Db2 特権および権限を 1 次または 2 次の許可 ID に付
与することができます。例えばユーザーは、2 次許可 ID を使用して表を作成する
ことができます。すると、その表はその 2 次許可 ID によって所有されます。同じ
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2 次許可 ID を Db2 に提供する他のすべてのユーザーは、その表に対して関連し
た特権を持ちます。ユーザーから特権を取り去るために、管理者はそのユーザーを
その許可 ID から切断することができます。

CICS には、Db2 に許可 ID を提供する必要のある、以下の 2 つのタイプのプロセ
スがあります。

v CICS 領域と Db2 との全体的な接続。これは CICS Db2 接続機能によって作成
されます。このプロセスは、Db2 の接続処理を行って Db2 に許可 ID を提供す
る必要があります。

v Db2 へのスレッドを獲得する CICS トランザクション。これらは例えば、Db2
データベースからデータを取り出すトランザクション、あるいは Db2 コマンド
を発行する DSNC トランザクションです。それぞれの CICS トランザクション
ごとに、Db2 から見える実際のプロセスはスレッド TCB です。これは、Db2
に入れるトランザクションのスレッドを制御するために CICS が使用するもので
す。これらのプロセスは、Db2 のサインオン処理を行って Db2 に許可 ID を提
供する必要があります。

接続処理およびサインオン処理の間に、Db2 は、Db2 アドレス・スペースで使用す
るプロセスのために、1 次および 2 次の許可 ID を設定します。デフォルトで
Db2 は、プロセスが提供した許可 ID を使用します。しかし、接続処理とサインオ
ン処理の両方には出口ルーチンが関与しており、これらの出口ルーチンは、1 次お
よび 2 次の許可 ID の設定にユーザーが影響を与えることを可能にします。 Db2
には、デフォルトの接続出口ルーチンとデフォルトのサインオン出口ルーチンがあ
ります。これらを独自の出口ルーチンに置き換えることができます。これを支援す
るために、サンプルの接続出口ルーチンとサインオン出口ルーチンが Db2 に付属
しています。

CICS 領域用の許可 ID を Db2 に提供する
CICS は、1 次許可 ID および 1 つ以上の 2 次許可 ID を Db2 に提供します。

このタスクについて

CICS Db2 接続機能で CICS 領域と Db2 の間の全体的な接続を作成する場合、そ
のプロセスには Db2 の接続処理が含まれます。 CICS 領域は、以下を提供するこ
とができます。

v 1 次許可 ID。 1 次許可 ID は、Db2 での CICS 領域の 1 次 ID になります。
CICS 領域と Db2 の間の接続の場合、Db2 の接続処理に最初に渡される 1 次許
可 ID を選択することはできません。これは、CICS 領域のユーザー ID です。
ただし、独自の接続出口ルーチンを作成することで、接続処理中に Db2 が設定
する 1 次 ID を変更できます。 RACF または同等の外部セキュリティー・マネ
ージャーがアクティブである場合、それに対して CICS 領域のユーザー ID が定
義されている必要があります。 72 ページの『CICS 領域用の 1 次許可 ID を
提供する』は、CICS 領域に対して指定できる 1 次許可 ID について説明してい
ます。

v 1 つ以上の 2 次許可 ID。 RACF グループの名前、またはグループのリスト
を、CICS 領域の 2 次許可 ID として使用できます。これを実行する場合、デフ
ォルトの Db2 接続出口ルーチン DSN3@ATH (1 次許可 ID を Db2 に渡すこ
とのみを行う) を置き換える必要があります。サンプル Db2 接続出口ルーチン
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DSN3SATH は、RACF グループの名前を 2 次許可 ID として Db2 に渡しま
す。あるいは、CICS 領域の 2 次 ID を設定する、独自の接続出口ルーチンを作
成できます。 73 ページの『CICS 領域用の 2 次許可 ID を提供する』は、
CICS 領域の 2 次許可 ID のセットアップ方法を説明しています。

CICS 領域用の 1 次許可 ID を提供する
Db2 に渡される 1 次許可 ID は、CICS が開始タスク、開始ジョブ、ジョブのいず
れとして稼働しているかによって異なります。

このタスクについて

CICS が Db2 から要求する接続タイプは、単一アドレス・スペース・サブシステム
(SASS) です。CICS 領域と Db2 の間の接続の場合、最初に Db2 の接続処理に渡
される 1 次許可 ID を選択することはできません。 CICS 領域の 1 次許可 ID と
して Db2 に渡される ID は次のいずれかです。

v CICS が開始タスクとして稼働している場合は、RACF 開始済みプロシージャ
ー・テーブル、ICHRIN03 から取得されたユーザー ID。

v CICS が開始ジョブとして稼働している場合は、STARTED 一般リソース・クラ
ス・プロファイルの STDATA セグメントのユーザー・パラメーター。

v CICS がジョブとして稼働している場合は、JOB カードの USER パラメーター
で指定されたユーザー ID。

CICS 領域が使用する可能性があるユーザー ID は、RACF または同等の外部セキ
ュリティー・マネージャー (外部セキュリティー・マネージャーがアクティブの場
合) に対して定義する必要があります。ユーザー ID を RACF に対して USER プ
ロファイルとして定義します。これを RESOURCE プロファイルとして定義するだ
けでは十分ではありません。

CICS 領域のユーザー ID を RACF に対して定義したら、以下のようにして Db2
へのアクセスを許可します。

1. 接続のタイプが単一アドレス・スペース・サブシステム (SASS) である Db2 サ
ブシステムのプロファイルを RACF クラス DSNR に定義します。例えば、次
の RACF コマンドでは、Db2 サブシステム DB2A への SASS 接続用のプロ
ファイルをクラス DSNR に作成します。

RDEFINE DSNR (DB2A.SASS) OWNER(DB2OWNER)

2. CICS 領域のユーザー ID が Db2 サブシステムにアクセスすることを許可しま
す。例えば、次の RACF コマンドでは、ユーザー ID が CICSHA11 の CICS
領域に Db2 サブシステム DB2A への接続を許可します。

PERMIT DB2A.SASS CLASS(DSNR) ID(CICSHA11) ACCESS(READ)

Db2 の接続出口ルーチンは、CICS 領域によって提供された 1 次許可 ID (ユーザ
ー ID) を取得し、それを CICS 領域の 1 次 ID として Db2 に設定します。デフ
ォルトの Db2 接続出口ルーチン DSN3@ATH とサンプルの Db2 接続出口ルーチ
ン DSN3SATH はどちらもこのように動作します。独自の接続出口ルーチンを作成
することによって、Db2 が設定する 1 次 ID を変更することができます。サンプ
ル接続出口ルーチン、および出口ルーチンの作成について詳しくは、Db2 for z/OS
製品資料内の『Db2 の保護』を参照してください。しかし、CICS 領域の 2 次許可
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ID を提供し、1 次許可 ID ではなく、それらの 2 次許可 ID に基づいて CICS 領
域に権限を付与する方がより簡単です。

CICS 領域用の 2 次許可 ID を提供する
CICS 領域が Db2 に接続するとき、1 次許可 ID に加えて、1 つ以上の 2 次許可
ID を Db2 に提供できます。CICS 領域が接続されている RACF グループまたは
グループのリストの名前を 2 次許可 ID として使用できます。これにより、CICS
領域ごとに考えられるすべての 1 次許可 ID に Db2 特権を付与する代わりに、
RACF グループに Db2 特権および権限を付与してから、複数の CICS 領域を同じ
グループに接続できます。

このタスクについて

CICS 領域が接続されている RACF グループまたはグループのリストの名前を
Db2 に 2 次許可 ID として提供するには、以下の手順を実行します。

手順
1. CICS が RACF を使用するようにするために、CICS 領域のシステム初期設定

パラメーターとして SEC=YES を指定します。

2. CICS 領域を適切な RACF グループまたはグループのリストに接続します。
RACF グループ・プロファイルを参照してください。

3. デフォルトの Db2 接続出口ルーチン DSN3@ATH を置き換えます。 この出口
ルーチンは接続処理中に駆動されます。デフォルトの接続出口ルーチンは 2 次
許可 IDをサポートしないため、それをサンプルのサインオン出口ルーチンであ
る DSN3SATH に置き換える必要があります。これは、Db2 に付属するもの
か、またはユーザー独自のルーチンです。DSN3SATH は Db2 SDSNSAMP ラ
イブラリー内のソースの形で出荷されるもので、それをベースにして独自のルー
チンを作成できます。 DSN3SATH は、CICS 領域が接続されている RACF グ
ループの名前を 2 次許可 ID として Db2 に渡します。「RACF グループ・リ
スト」オプションがアクティブである場合、DSN3SATH は、CICS 領域が接続
されているすべてのグループの名前を取得して、それらを 2 次許可 ID として
使用します。「RACF グループ・リスト」オプションがアクティブでない場
合、 DSN3SATH は、CICS 領域の現在接続されているグループの名前を唯一
の 2 次許可 ID として使用します。

タスクの結果

CICS 領域が Db2 に接続するときに、サンプルの接続出口ルーチンは CICS 領域
の 1 次許可 ID (領域のユーザー ID) を 1 次 ID として設定し、CICS 領域が接続
されている RACF グループの名前を 2 次 ID として設定します。

次のタスク

RACF グループの名前を 2 次許可 ID として Db2 に提供する代わりの方法とし
て、CICS 領域の 2 次許可 ID を設定する独自の接続出口ルーチンを作成すること
もできます。接続出口ルーチンの作成については、Db2 for z/OS 製品資料内の
『Db2 の保護』を参照してください。
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CICS トランザクション用の許可 ID を Db2 に提供する
CICS は Db2 に許可 ID を渡すことができるため、CICS は RACF を使用してい
る必要があります。また、SIT で SEC=YES が指定されている必要があります。こ
れは、CICS が RACF アクセス制御環境エレメント (ACEE) を Db2 に渡す必要が
あるためです。

このタスクについて

CICS トランザクションのスレッド TCB は、Db2 にサインオンして Db2 のサイ
ンオン処理を実行すると、以下を提供することができます。

v 1 次許可 ID。CICS トランザクションの場合、1 次許可 ID を選択できます。
これは CICS ユーザーのユーザー ID またはオペレーター ID、端末 ID、トラ
ンザクション ID のいずれか、または指定した ID にすることができます。1 次
許可 IDとして使用される ID は、DB2ENTRY 定義 (エントリー・スレッドの場
合) または DB2CONN 定義 (プール・スレッドおよびコマンド・スレッドの場
合) の属性によって決定されます。 75 ページの『CICS トランザクション用の
1 次許可 ID を提供する』は、CICS トランザクションの 1 次許可 ID を選択
する方法を説明しています。

v 1 つ以上の 2 次許可 ID。RACF グループまたはグループのリストの名前を 2
次許可 ID として使用できます。これには、個々の CICS ユーザーにそれぞれ
Db2 特権および権限を付与するのではなく、RACF グループにそれらを付与で
きるという利点があります。2 次許可 IDを使用するには、DB2ENTRY 定義の
AUTHTYPE 属性 (エントリー・スレッドの場合)、あるいは DB2CONN 定義の
AUTHTYPE 属性または COMAUTHTYPE 属性 (プール・スレッドまたはコマ
ンド・スレッドの場合) を使用して、GROUP オプションを指定します。また、
デフォルトの Db2 サインオン出口ルーチン DSN3@SGN を置き換える必要があ
ります。デフォルトのルーチンが 2 次許可 ID を Db2 に渡すことはないからで
す。GROUP オプションを指定する際に、1 次許可 ID がトランザクションに関
連付けられた CICS ユーザーのユーザー ID として自動的に定義されます。 78
ページの『CICS トランザクション用に 2 次許可 ID を提供する』では、2 次許
可 ID のセットアップ方法および使用方法を説明しています。

CICS トランザクションが Db2 に提供する許可 ID を選択する際の主要な考慮事項
は、Db2 アドレス・スペースでのセキュリティー検査用に選択したセキュリティ
ー・メカニズムです。このセキュリティー検査は、Db2 コマンド、計画、および動
的 SQL へのアクセスを対象とします。このセキュリティー検査が以下によって実
行されることを選択できます。

v Db2 内部セキュリティー。

v RACF または同等の外部セキュリティー・マネージャー。

v 一部は Db2、一部は RACF。

Db2 アドレス・スペース内の一部またはすべてのセキュリティー検査に RACF を
使用している場合、Db2 にサインオンする CICS トランザクションは、以下のいず
れかの方法で許可 ID を提供する必要があります。
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v スレッド (DB2ENTRY または DB2CONN) の適切な定義で
AUTHTYPE(USERID) または COMAUTHTYPE(USERID) を指定して、トラン
ザクションに関連付けられた CICS ユーザーのユーザー ID を 1 次許可 ID と
して Db2 に提供します。

v スレッド (DB2ENTRY または DB2CONN) の適切な定義で
AUTHTYPE(GROUP) または COMAUTHTYPE(GROUP) を指定して、トランザ
クションに関連付けられた CICS ユーザーのユーザー ID を 1 次許可 ID とし
て、RACF グループまたはグループのリストの名前を 2 次許可 ID として Db2
に提供します。

v スレッド (DB2ENTRY または DB2CONN) の適切な定義で AUTHTYPE(SIGN)
を指定し、DB2CONN の SIGNID 属性で CICS 領域ユーザー ID を指定し
て、 CICS 領域 ID を 1 次許可 ID として Db2 に提供します。

CICS 領域の RACF アクセス制御環境エレメント (ACEE) が、CICS Db2 接続機
能に影響を与えるような方法で変更される場合、サインオンが行われるまで Db2
は変更を認識しません。CEMT コマンドまたは EXEC CICS SET DB2CONN
SECURITY(REBUILD) コマンドを使用して、スレッドが次回再利用されるとき、ま
たはスレッドが既にサインオン済みの TCB で作成されるときに、CICS Db2 接続
機能が Db2 サインオンを発行するように指定できます。これにより、Db2 にセキ
ュリティー変更を認識させることができます。

CICS トランザクション用の 1 次許可 ID を提供する
CICS トランザクションのスレッド TCB が Db2 にサインオンするとき、Db2 に
1 次許可 ID を提供する必要があります。トランザクションがその 1 次許可 ID と
して使用する ID は、トランザクションが Db2 へのアクセスに使用するスレッド
のリソース定義内の属性によって決定されます。

このタスクについて

これは、同じタイプのスレッド (同じタイプのエントリー・スレッド、プール・ス
レッド、またはコマンド・スレッドのいずれか) を使用するすべてのトランザクシ
ョンが、同じタイプの 1 次許可 ID を使用する必要があることを意味します。各
CICS 領域で、以下に対して 1 次許可 ID を設定する必要があります。

v DB2ENTRY 定義を使用する、各タイプのエントリー・スレッド。

v DB2CONN 定義を使用するプール・スレッド。

v DB2CONN 定義を使用するコマンド・スレッド (DSNC トランザクションに使
用される)。

1 次許可 ID の設定を開始する前に、それを実行する権限があることを確認してく
ださい。 DB2CONN 定義または DB2ENTRY 定義を変更するための権限に加え、
CICS 領域に対して代理ユーザー検査が強制される場合 (つまり、システム初期設定
パラメーター XUSER が YES に設定されている場合)、Db2 許可 ID が関係する
操作を実行するための特殊権限を取得する必要があります。これらの操作は、
DB2ENTRY 定義または DB2CONN 定義上の
AUTHID、COMAUTHID、AUTHTYPE、または COMAUTHTYPE の各属性の変
更、および DB2CONN 定義上の SIGNID 属性の変更です。 66 ページの『代理
セキュリティーおよび AUTHTYPE セキュリティーを使用して、CICS が DB2 に
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提供する許可 ID へのアクセスを制御する』は、これらの操作を実行する権限をユ
ーザーに付与する方法を説明しています。

特定のタイプのスレッドに 1 次許可 ID を設定するには、次の 2 とおりの方法が
あります。

1. DB2ENTRY 定義の AUTHID 属性 (エントリー・スレッドの場合)、または
DB2CONN 定義の AUTHID 属性あるいは COMAUTHID 属性 (プール・スレ
ッドまたはコマンド・スレッドの場合) を使用して、1 次許可 ID を指定しま
す。例えば、AUTHID=test2 を定義できます。この場合、CICS Db2 接続機能
は、文字 TEST2 を 1 次許可 ID として Db2 に渡します。

AUTHID および COMAUTHID の使用は、2 次許可 ID の使用を許可するも
のではありません。さらにその使用は、Db2 アドレス・スペースのセキュリテ
ィー検査で、RACF または同等の外部セキュリティー・マネージャーの使用と
両立しません。

2. DB2ENTRY 定義の AUTHTYPE 属性 (エントリー・スレッドの場合)、または
DB2CONN 定義の AUTHTYPE 属性あるいは COMAUTHTYPE 属性 (プー
ル・スレッドまたはコマンド・スレッドの場合) を使用して、トランザクション
に関連する既存の ID を 1 次許可 ID として使用するように CICS に指示しま
す。この ID は、CICS ユーザー ID、オペレーター ID、端末 ID、またはトラ
ンザクション ID でも構いません。あるいは、CICS 領域の DB2CONN 定義で
指定した ID でも構いません。

AUTHTYPE または COMAUTHTYPE の使用は、USERID または GROUP オ
プションを使用する場合、Db2 アドレス・スペースのセキュリティー検査での
RACF (または同等の外部セキュリティー・マネージャー) の使用と両立しま
す。また、GROUP オプションを使用する場合、2 次許可 ID の使用と両立し
ます。

1 次許可 ID を決定する 2 とおりの方法は相互排他的です。AUTHID と
AUTHTYPE の両方、および COMAUTHID と COMAUTHTYPE の両方を同じリ
ソース定義で指定することはできません。

セキュリティー・マネージャーが Db2 サブシステムに対してアクティブである場
合、1 次許可 ID として選択したすべての ID は、RACF または同等の外部セキュ
リティー・マネージャーに対して定義する必要があることに注意してください。
RACF に対して、1 次許可 ID は、単に RESOURCE プロファイルとして (例え
ば、端末またはトランザクションとして) ではなく、RACF USER プロファイルと
して定義する必要があります。

DB2CONN リソースおよびDB2ENTRY リソースの説明に従って、DB2CONN 定
義および DB2ENTRY 定義をセットアップまたは変更します。 AUTHTYPE 属性ま
たは COMAUTHTYPE 属性を使用してスレッド・タイプのための 1 次許可 ID を
決定する場合は、 77 ページの表 3 を使用して、必要な許可 ID の提供と必要な機
能のサポートを行うオプションを特定します。考慮すべきキーポイントは、次のと
おりです。

v 1 次許可 ID だけでなく 2 次許可 ID も Db2 に提供する場合は、GROUP オ
プションを選択する必要があります。 GROUP オプションを指定すると、1 次
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許可 ID が CICS ユーザー ID として自動的に定義されますが、セキュリティ
ー検査は 2 次許可 ID に基づいたものにできます。

v Db2 アドレス・スペースでのセキュリティー検査に RACF を使用する場合、
GROUP オプションまたは USERID オプションのいずれかを選択する必要があ
ります。 RACF アクセス制御環境エレメント (ACEE) を Db2 に渡すことがで
きるのはこれらのオプションのみであり、セキュリティー検査に RACF を使用
する場合は必須になります。

v 許可 ID の選択による、パフォーマンスと保守への影響を考慮してください。こ
れについては、パフォーマンスおよびメンテナンスのための許可 ID の選択に概
説されています。 USERID、OPID、TERM、TX、または GROUP オプションを
使用すると、より多くの許可 ID にアクセス権を付与する必要があるため、サイ
ンオン処理がさらに頻繁に実行され、保守にもより多くの時間がかかります。
SIGN オプションを使用する場合、または AUTHTYPE 属性の代わりに
AUTHID 属性を使用する場合、サインオン処理は減り、保守の複雑さは低減さ
れます。ただし、標準許可 ID を使用すると、Db2 のセキュリティー検査の精度
は低下します。

v 許可 ID の選択による、アカウンティングへの影響を考慮してください。許可
ID は、各 Db2 アカウンティング・レコードで使用されます。アカウンティング
の観点から、最も詳細な情報は USERID、OPID、GROUP、または TERM を使
用する場合に取得されます。ただし、ACCOUNTREC の指定に応じて、どのよ
うなケースでも個別のユーザー・レベルでアカウンティングを行うということは
不可能である場合があります。 CICS Db2 環境でのアカウンティングの詳細に
ついては、『モニター』の『CICS Db2 環境のアカウンティングとモニター』を
参照してください。

表 3 は、AUTHTYPE 属性または COMAUTHTYPE 属性の各オプションを選択す
るときに CICS Db2 接続機能が Db2 に渡す、1 次許可 ID を示しています。

表 3. AUTHTYPE 属性および COMAUTHTYPE 属性で使用可能なオプション

オプショ
ン

Db2 に渡される 1 次許可 ID Db2 に対する
RACF 検査のサポ
ート

2 次許可 ID のサ
ポート

USERID RACF に定義されて CICS サインオン
で使用される、CICS トランザクショ
ンに関連付けられたユーザー ID

はい いいえ

OPID RACF ユーザー・プロファイルの
CICS セグメントで定義された、ユー
ザーの CICS オペレーター ID

いいえ いいえ

SIGN CICS 領域に対する DB2CONN 定義
の SIGNID 属性で指定された ID。デ
フォルトは CICS 領域のアプリケーシ
ョン ID

はい (DB2CONN
リソースの

SIGNID 属性が
CICS 領域ユーザ
ー ID と一致する

場合)。

いいえ

TERM トランザクションと関連付けられた端
末の端末 ID

いいえ いいえ

TX トランザクション ID いいえ いいえ
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表 3. AUTHTYPE 属性および COMAUTHTYPE 属性で使用可能なオプション (続き)

オプショ
ン

Db2 に渡される 1 次許可 ID Db2 に対する
RACF 検査のサポ
ート

2 次許可 ID のサ
ポート

GROUP CICS サインオンで使用される、ユー
ザーの CICS RACF ユーザー ID

はい はい

CICS トランザクションに 2 次許可 ID を提供する計画がない場合は、デフォルト
の Db2 サインオン出口ルーチン DSN3@SGN を置き換える必要はありません。デ
フォルトのサインオン出口ルーチンは、1 次許可 ID を処理します。ただし、接続
先の Db2 サブシステムは、他の何らかの理由で別のサインオン出口ルーチンを使
用する可能性があります。 Db2 サブシステムがサンプル・サインオン出口ルーチ
ン DSN3SSGN を使用する場合、以下のすべての条件が当てはまれば、DSN3SSGN
への変更が必要になる可能性があります。

v GROUP ではなく AUTHID オプションまたは AUTHTYPE オプションを選択
している。

v グループ処理の RACF リストがアクティブである。

v 1 次許可 ID が RACF に定義されていないトランザクションがある。

このような場合、サンプル・サインオン出口ルーチンに加える必要のある変更につ
いては、Db2 for z/OS 製品資料内の『Db2 の保護』を参照してください。

CICS トランザクション用に 2 次許可 ID を提供する
CICS トランザクションに属するスレッド TCB が Db2 にサインオンするときに、
1 次許可 ID に加えて、1 つ以上の 2 次許可 ID を Db2 に提供することができま
す。

このタスクについて

CICS ユーザーの RACF グループの名前、またはグループのリストを、2 次許可
ID として Db2 に提供できます。これには、個々の CICS ユーザーにそれぞれ
Db2 特権および権限を付与するよりも、RACF グループに権限付与できるという利
点があります。その後 CICS ユーザーを必要に応じて RACF グループに接続した
りグループから除去したりすることができます。 RACF グループ・プロファイルで
は、ユーザーを RACF グループに配置する方法を説明しています。

CICS トランザクション用の 2 次許可 ID を Db2 に提供できるのは、DB2ENTRY
定義内の AUTHTYPE 属性 (エントリー・スレッドの場合)、あるいは DB2CONN
定義内の AUTHTYPE または COMAUTHTYPE 属性 (プール・スレッドまたはコ
マンド・スレッドの場合) に GROUP オプションを指定した場合だけです。
AUTHTYPE または COMAUTHTYPE に他の何らかのオプションを指定した場合
は、2 次許可 ID はブランクに設定されます。 GROUP オプションを指定するとき
は、スレッド・タイプに 1 次許可 ID を選択することはできません。それは自動的
に、トランザクションに関連付けられた CICS ユーザーのユーザー ID として定義
されます。代わりに、2 次許可 ID をセキュリティー検査のベースにしてくださ
い。
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ユーザーの RACF グループの名前を Db2 に 2 次許可 ID として提供するには、
以下のステップ全体を実行します。

1. CICS が RACF を使用するようにするため、CICS 領域のシステム初期設定パ
ラメーターとして SEC=YES を指定します。 CICS トランザクション・プロフ
ァイル名が接頭部付きで定義されている場合は、システム初期設定パラメーター
SECPRFX=YES または SECPRFX=prefix も指定してください。

2. CICS 領域が MRO を使用している場合:

a. 接続されたそれぞれの CICS 領域も RACF セキュリティーを使用している
こと (SEC=YES) を確認します。

b. サインオン情報が TOR から AOR に伝搬されるようにするため、TOR の
CONNECTION 定義に ATTACHSEC=IDENTIFY を指定します。

3. デフォルトの Db2 サインオン出口ルーチンである DSN3@SGN を置き換えま
す。このサインオン出口ルーチンはサインオン処理中に駆動されます。デフォル
トのサインオン出口ルーチンは 2 次許可 IDをサポートしないので、それをサ
ンプルのサインオン出口ルーチンである DSN3SSGN に置き換える必要があり
ます。DSN3SSGN は Db2 に付属するものか、またはユーザー独自のルーチン
です。 DSN3SSGN は Db2 SDSNSAMP ライブラリー内のソースの形で出荷
されるもので、それをベースにして独自のルーチンを作成できます。サインオン
出口、および出口ルーチンの作成については、Db2 for z/OS 製品資料内の
『Db2 の保護』を参照してください。「RACF グループ・リスト」オプション
がアクティブでない場合、 DSN3SSGN は、現在接続されているグループの名
前を 2 次許可 ID として渡します。「RACF グループ・リスト」オプションが
アクティブである場合は、DSN3SSGN は、ユーザーが接続されているすべての
グループの名前を取得して、それらを 2 次許可 ID として Db2 に渡します。

4. DB2ENTRY 定義内の AUTHTYPE 属性 (エントリー・スレッドの場合)、また
は DB2CONN 定義の AUTHTYPE または COMAUTHTYPE 属性 (プール・
スレッドまたはコマンド・スレッドの場合) を使用して、 2 次許可 ID を提供
したいスレッドの各タイプごとに、GROUP オプションを許可タイプとして指
定します。 CICS 領域に対して代理ユーザー検査が強制される場合 (つまり、
システム初期設定パラメーター XUSER が YES に設定されている場合) には、
Db2 許可 ID が関係する操作を実行するための特殊権限を取得する必要があり
ます。これを行う方法については 66 ページの『代理セキュリティーおよび
AUTHTYPE セキュリティーを使用して、CICS が DB2 に提供する許可 ID へ
のアクセスを制御する』を参照してください。

上記にリストされているすべてのステップを正常に完了した場合は、 GROUP オプ
ションを付けて定義したスレッドのタイプを使って CICS トランザクションのスレ
ッド TCB が Db2 にサインオンするときに、CICS ユーザーのユーザー ID が 1
次 許可 ID として Db2 に渡され、ユーザーの RACF グループまたはグループ・
リストが 2 次許可 ID として Db2 に渡されます。すべてのステップを正常に完了
していない場合は、CICS Db2 接続機能は、許可の失敗メッセージを出します。

RACF グループの名前を 2 次許可 ID として Db2 に提供する代わりの方法とし
て、CICS トランザクションの 2 次許可 ID を設定する独自のサインオン出口ルー
チンを書くこともできます。 Db2 for z/OS 製品資料内の『Db2 の保護』を参照
してください。
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ユーザーに対する Db2 内のリソースへのアクセス許可
ユーザーが CICS トランザクションから Db2 アドレス・スペースにアクセスする
と、Db2 コマンドを発行したり計画を実行したりするための許可が必要になる場合
があります。

このタスクについて

CICS ユーザーが Db2 コマンド発行や計画実行の際に必要とする Db2 リソースへ
のアクセスは、Db2 のセキュリティー・メカニズムによるセキュリティー検査の対
象になります。このセキュリティー検査が以下によって実行されることを選択でき
ます。

v Db2 内部セキュリティー。

v RACF、または同等の外部セキュリティー・マネージャー。

v 一部は Db2、一部は RACF。

Db2 アドレス・スペースでセキュリティー検査を実行するための RACF のセット
アップについて詳しくは、Db2 for z/OS 製品資料内の『Db2 の保護』を参照して
ください。

Db2 アドレス・スペース内の一部またはすべてのセキュリティー検査に RACF を
使用している場合は、Db2 にサインオンする CICS トランザクションが許可 ID を
提供する必要があることに注意してください。詳細については、 74 ページの
『CICS トランザクション用の許可 ID を Db2 に提供する』を参照してください。
さらに、CICS は RACF を使用している必要もあります (SIT で SEC=YES を指定
する必要があります)。これは、RACF を Db2 アドレス・スペース内のセキュリテ
ィー検査に使用する場合、CICS は RACF アクセス制御環境エレメント (ACEE)
を Db2 に渡す必要があるためです。 CICS は RACF がアクティブである場合に
のみ ACEE を生成でき、GROUP、SIGN、または USERID の各オプションで定義
されたスレッドのみが ACEE を Db2 に渡すことができます。

ACEE は、Db2 に渡されると、Db2 出口の DSNX@XAC によって使用され、そこ
で RACF、IBM 以外の同等の外部セキュリティー・マネージャー、または Db2 内
部セキュリティーをセキュリティー検査に使用するかどうかが決定されます。
DSNX@XAC は、スレッドが Db2 にサインオンしているトランザクションが API
要求を発行すると駆動します。 DSNX@XAC を変更できます。詳しくは、Db2 for
z/OS 製品資料内の『Db2 の保護』を参照してください。

Db2 または外部セキュリティー・マネージャーは、CICS トランザクションが、使
用スレッドが Db2 にサインオンしたときに Db2 に提供した許可 ID を使用して、
セキュリティー検査を実行します。許可 ID は、個々の CICS ユーザー (例えば、
CICS ユーザーのユーザー ID や、ユーザーが接続されている RACF グループ) に
関連しているか、トランザクション (例えば、端末 ID やトランザクション ID) に
関連しているか、または CICS 領域全体に関連している場合があります。詳しく
は、 70 ページの『CICS 領域用および CICS トランザクション用に、許可 ID を
Db2 に提供する』を参照してください。

Db2 または外部セキュリティー・マネージャーは、Db2 内の関連アクションを実行
する権限を、ユーザーが許可 ID に付与済みであることを検査します。 Db2 で
GRANT ステートメントを使用することによって、この権限を許可 ID に付与でき
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ます。許可 ID に対する Db2 許可の付与、および取り消し方法については、Db2
for z/OS 製品資料内の『Db2 の保護』を参照してください。

Db2 コマンドへのユーザーのアクセスの制御
CICS ユーザーの場合、ユーザーが Db2 コマンドを発行する CICS トランザクシ
ョンにアクセスしようとすると、Db2 コマンドに関連する最初のセキュリティー検
査が CICS アドレス・スペースで実行されます。これは、DSNC トランザクショ
ン、または DFHD2CM1 を呼び出して個々の Db2 コマンドを実行するユーザー定
義のトランザクションである可能性があります。

このタスクについて

69 ページの『Db2 関連の CICS トランザクションへのユーザー・アクセスの制
御』では、CICS アドレス・スペースで Db2 コマンドを発行するトランザクション
に対するユーザーのアクセスを制御する方法を説明しています。

ユーザーが CICS トランザクションで Db2 コマンドを発行すると、そのユーザー
は Db2 のセキュリティー検査の対象にもなります。その検査で、Db2 でコマンド
を発行する許可があるかどうかが検証されます。このセキュリティー検査では、ト
ランザクションによって CICS から渡された許可 ID (1 次または 2 次) が使用さ
れます。 70 ページの『CICS 領域用および CICS トランザクション用に、許可
ID を Db2 に提供する』では、これらの許可 ID を選択して、Db2 に提供する方
法を説明しています。DFHD2CM1 を使用して Db2 コマンドを発行するトランザ
クションの場合、許可 ID は CICS 領域の DB2CONN 定義の COMAUTHID 属
性または COMAUTHTYPE 属性によって設定されます。 Db2 コマンドを発行する
その他のアプリケーションの場合、許可 ID は、トランザクションによって使用さ
れるスレッドのタイプ (プール・スレッドまたはエントリー・スレッド) に対する
CICS 領域のリソース定義の AUTHID 属性または AUTHTYPE 属性によって設定
されます。これらの属性は、そのタイプのスレッドを使用するトランザクションに
よって Db2 に渡される許可 ID (許可 ID のタイプ) を制御します。

したがって、Db2 コマンドは 2 つのセキュリティー検査の対象になります。1 つ
は CICS アドレス・スペース、もう 1 つは Db2 アドレス・スペースで行われま
す。 82 ページの図 24 は、このプロセスを示しています。
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ほとんどの場合、Db2 コマンドの実行が許可されているのは、限られた数のユーザ
ーだけです。有用な解決策は、DB2CONN 定義で COMAUTHTYPE(USERID) を
指定することです。そうすると、Db2 での許可 ID として 8 バイトの CICS ユー
ザー ID に解決されます。この方法を使用すると、異なる Db2 特権を CICS ユー
ザー ID に明示的に与えることができます。例えば、GRANT DISPLAY を使用し
て、-DIS コマンドのみを使用する権限を特定の CICS ユーザー ID に与えること
ができます。

ユーザーに Db2 コマンドを発行する権限を与えるには、GRANT コマンドを使用
して、トランザクションによって CICS から渡された許可 ID に Db2 コマンド特
権を付与します。許可 ID に対する Db2 許可の付与、および取り消し方法につい
ては、Db2 for z/OS 製品資料内の『Db2 の保護』を参照してください。

計画へのユーザー・アクセスの制御
ユーザーが Db2 の計画にアクセスする前に、いくつかの検査が行われます。この
検査は CICS アドレス・スペースで始まり、その後 Db2 に要求が渡されてさらに
検査が行われます。

このタスクについて

Db2 コマンドでは、CICS が、計画を実行するトランザクションへのアクセスがユ
ーザーに許可されているかどうか確認するときに、計画へのユーザー・アクセスに
対する最初のセキュリティー検査が CICS アドレス・スペースで行われます。 Db2
が、トランザクションによって提供される許可 ID に計画の実行許可があるかどう
か確認するときに、2 番目のセキュリティー検査が Db2 アドレス・スペースで行
われます。 83 ページの図 25はこの処理を示しています。

図 24. Db2 コマンドのセキュリティー・メカニズム
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ユーザーに計画の実行許可を与えるには、GRANT コマンドを使用して、トランザ
クションによって CICS から渡された許可 ID に Db2 コマンド特権を付与しま
す。許可 ID に対する Db2 許可の付与、および取り消し方法については、Db2 for
z/OS 製品資料内の『Db2 の保護』を参照してください。

計画に動的 SQL が含まれる場合
静的 SQL を使用する場合、計画のバインダーには、データへのアクセスに必要な
特権がなければなりません。CICS から Db2 に渡される許可 ID には、計画を実行
するための特権があれば十分です。

このタスクについて

ただし、計画に動的 SQL の使用が含まれている場合、CICS から Db2 へ渡される
許可 ID には、関係するすべての Db2 リソース (計画とデータの両方) にアクセス
するために必要な特権がなければなりません。例えば、AUTHTYPE(USERID) を指
定する場合、CICS ユーザー ID には、動的 SQL に関係する Db2 リソースに対す
る Db2 特権を付与する必要があります。このユーザー ID が TSO ユーザー ID
でもある場合は、SPUFI、QMF™、およびその他のユーティリティーから Db2 リソ
ースに直接アクセスできます。

動的 SQL の使用に関係する計画をトランザクションが実行する場合に、Db2 特権
の付与にあまり時間を費やしたくない場合は、以下の、許可 ID を Db2 に提供す
る方式のいずれかを使用することを検討してください。

v トランザクションによって使用されるスレッドの DB2ENTRY 定義の
AUTHTYPE 属性で、SIGN オプションを使用します。これにより、トランザク
ションは、CICS 領域の DB2CONN 定義の SIGNID 属性に指定された 1 次許
可 ID を持つことになります。 (この方式は、RACF が Db2 アドレス・スペー
スでのセキュリティー検査に使用される場合は適していません。)

図 25. 計画の実行におけるセキュリティー・メカニズム
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v トランザクションによって使用されるスレッドの DB2ENTRY 定義の AUTHID
属性を使用して、標準許可 ID を指定します。動的 SQL にアクセスする必要が
あるすべてのトランザクションに対して、同じ許可 ID を使用します。 (この方
式は、RACF が Db2 アドレス・スペースでのセキュリティー検査に使用される
場合は適していません。)

v RACF グループを作成し、CICS ユーザーをこの RACF グループに接続しま
す。トランザクションで使用されるスレッドの DB2ENTRY 定義の GROUP 属
性を使用して、RACF グループが Db2 に渡されるセカンダリー ID の 1 つに
なるようにします。

それぞれのケースで、すべての動的 SQL に関係する Db2 リソースに対する Db2
特権を、単一の ID (DB2CONN 定義または AUTHID 属性からの標準許可 ID で
あるか、あるいは RACF グループの名前のいずれか) に付与できます。 70 ペー
ジの『CICS 領域用および CICS トランザクション用に、許可 ID を Db2 に提供
する』は、これらのメソッドによって許可 ID を提供する方法を説明しています。

Db2 マルチレベル・セキュリティーおよび行レベル・セキュリティー
DB2 バージョン 8 では、マルチレベル・セキュリティーのサポートが導入されま
した。CICS はマルチレベル・セキュリティーのための固有のサポートを提供しませ
んが、構成が気になる場合には、マルチレベル・セキュリティー環境で CICS を使
用できます。

マルチレベル・セキュリティーについて詳しくは、以下の資料を参照してくださ
い。

v Db2 for z/OS 製品資料内の『Db2 の保護』

v z/OS マルチレベル・セキュリティーの計画および Common Criteria

v IBM Redbooks: z/OS での DB2 の保護と MLS の実装

DB2 バージョン 8 以降で、マルチレベル・セキュリティーがデータに対して行レ
ベル (行レベルのセキュリティー) で実装されている場合、RACF SECLABEL クラ
スがアクティブ化され、一連のセキュリティー・レベルがユーザーおよび Db2 表
の行に対して定義されます。RACF オプションである SETR MLS と MLACTIVE
は、アクティブである必要はありません。 Db2 行レベルのセキュリティーは、
MVS システムの残りの部分に影響を与えることなく使用できます。

CICS は、このような方法で保護された Db2 行にアクセスできます。CICS の場
合、Db2 行へのアクセスを必要とする CICS ユーザーの RACF ユーザー・プロフ
ァイルが、デフォルトの SECLABEL を含むように RACF に定義されていることを
確認する必要があります。詳しくは、z/OS Security Server RACF セキュリティー
管理者のガイドを参照してください。

CICS ユーザーが SIT に SEC=YES を指定して CICS 領域にサインオンすると、
RACF はデフォルトの SECLABEL をユーザーの RACF アクセス制御環境エレメ
ント (ACEE) に関連付けます。DB2ENTRY 定義 (プールが使用されている場合は
DB2CONN 定義) は、AUTHTYPE=USERID または AUTHTYPE=GROUP を指定
する必要があります。これにより、ACEE が今後のセキュリティー検査のために
Db2 に渡されます。そのため、個々の CICS ユーザーは、関連付けられた
SECLABEL を 1 つしか持つことができません。
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PLT プログラムなどの非端末タスクまたはプログラムの場合、 PLTPIUSR システ
ム初期設定パラメーターが指定されておらず、PLTPISEC=NONE システム初期設定
パラメーターが指定されている場合、PLT プログラムは CICS 領域ユーザー ID で
実行されます。この場合、デフォルトの SECLABEL を使用して CICS 領域ユーザ
ー ID を定義する必要があります。トランザクションにさまざまな SECLABEL を
定義する必要がある場合、異なる CICS 領域ユーザー ID および関連 SECLABEL
を持つ別個の CICS 領域で、それぞれのトランザクションを実行する必要がありま
す。
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第 5 章 CICS Db2 に関するアプリケーション設計と開発の考慮
事項

設計プロセス中

アプリケーション設計プロセス中に、行った決定が、現在開発中のアプリケーショ
ンや計画されている今後のアプリケーションに影響を与える場合があります。主な
設計上の考慮事項には以下のようなものがあります。

v CICS アプリケーションと、Db2 計画およびパッケージの間の関係。システム
のパフォーマンスと管理について最大の利点を得るには、Db2 計画、トランザク
ション、およびアプリケーション・プログラムの間の関係を、アプリケーション
の設計時に定義する必要があります。

v ロック戦略。ロックは、Db2 でのテーブル作成時に選択するオプション、アプ
リケーション・プログラムの設計、および計画のバインド時に選択するオプショ
ンから影響を受けるので、開発プロセス全体を通して考慮する必要があります。

v CICS Db2 テスト・システムと CICS Db2 実動システムの両方のセキュリティ
ー面を考慮します。

v コマンドとプログラミング手法の使用。これらはアプリケーションのパフォー
マンスを向上させ、潜在的な問題を回避することができます。修飾および非修飾
の SQL の使用が、CICS Db2 環境の他の面に影響する場合もあります。JVM
サーバー環境で Java™ アプリケーションを実行し、オープン・トランザクショ
ン環境 (OTE) のパフォーマンス上の利点を得るには、アプリケーション・プロ
グラムがスレッド・セーフである必要があります。詳しくは、 108 ページの
『CICS Db2 アプリケーションに関する SQL、スレッド・セーフ、その他のプ
ログラミング考慮事項』を参照してください。

v CICS Db2 環境内の Java プログラム。サポートおよびプログラミングの考慮事
項については、 123 ページの『第 6 章 Java プログラムから Db2 データにア
クセスするための JDBC および SQLJ の使用』を参照してください。

v アプリケーション開発の完了時およびアプリケーションの実稼働環境への移行時
に実行する追加ステップ。

v パフォーマンスの向上のために定義される接続。アプリケーションのパフォー
マンスが向上するような CICS Db2 接続を定義します。例えば、Db2 にアクセ
スするアプリケーション・プログラムの保護エントリー・スレッドを使用する
と、頻繁に使用されるアプリケーションのパフォーマンスが向上します。

設計から影響を受ける要因

実装する設計によって、以下のものが影響を受ける可能性があります。

v パフォーマンス

v 並行性

v 操作

v セキュリティー

v アカウンティング
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v 開発環境

アプリケーション・パフォーマンスに影響を与える要因

優れた設計の CICS Db2 アプリケーションは、実稼働環境への最初のデプロイ時に
適切に機能するはずです。ただし、以下のいくつかの要因が、優れた設計のアプリ
ケーションのパフォーマンスに影響を与える場合があります。

v トランザクション率の増大

v 既存アプリケーションの継続的な開発

v CICS Db2 アプリケーションの開発に関与する人の増加

v 新規アプリケーションで使用される既存のテーブル

v アプリケーションの統合

これらの要因により、CICS 環境での Db2 の使用に関する一貫性のある一連の標準
を作成することが重要です。

VSAM および DL/1 に保管されるデータを持つアプリケーション

VSAM または DL/I に保管されているデータがあるアプリケーションの場合、
CICS Db2 アプリケーションに比べ、一部のプロセスの処理方法が異なります。考
慮すべき相違点は以下のとおりです。

v ロック・メカニズム

v セキュリティー

v リカバリーと再始動

v バインド処理

v 操作手順

v パフォーマンス

v プログラミング手法

バッチ・プログラムとオンライン・プログラム設計の主な相違点の 1 つは、オンラ
イン・システムを高度な並行性に対応するように設計する必要があるという点で
す。同時に、データ保全性にいかなる妥協があってもなりません。また、ほとんど
のオンライン・システムにはパフォーマンスに関する設計基準があります。

追加情報

アプリケーション設計に関する以下の追加情報ソースを参照してください。

v Db2 for z/OS 製品資料内の『Db2 for z/OS のプログラミング』

v アプリケーションの設計

CICS アプリケーションと Db2 計画およびパッケージの間の関係の設計
CICS アプリケーションが Db2 データを使用するときには、アプリケーション・ア
ーキテクチャーでは CICS Db2 接続機能に関する設計面を考慮する必要がありま
す。考慮すべき最も重要な面の 1 つは、トランザクション ID、Db2 計画とパッケ
ージ、およびプログラム・モジュールの間の関係です。
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プログラム・モジュールのいずれかで SQL 呼び出しを使用する場合、対応する
Db2 計画またはパッケージが使用可能でなければなりません。トランザクション
ID に使用される計画は、トランザクションが Db2 へのアクセスに使用するスレッ
ドの DB2CONN または DB2ENTRY 定義に指定されます。この計画に明示的に名
前を付けることも、計画名を選択する計画出口ルーチンに名前を付けることもでき
ます。計画には、このトランザクション ID の下で実行する可能性のあるすべての
モジュール内の DBRM を含める必要があります。 DBRM を計画に直接バインド
することも、パッケージとしてバインドし、計画内のパッケージ・リストに指定す
ることもできます。

計画と CICS Db2 接続機能スレッドの特性を制御するには、トランザクション
ID、Db2 計画、およびプログラム・モジュールの間の関係を設計ステップで定義す
る必要があります。設計に依存するスレッド、環境記述マネージャー (EDM) プー
ル、および計画の特性のいくつかを以下にリストします。

v 計画のサイズ

v 同時に使用されているさまざまな計画の数

v 同時に使用されているスレッドの数

v スレッドの再使用の可能性

v EDM プールのサイズ

v EDM プールでの I/O アクティビティー

v システムの全体のページ率

v 許可の細分度

v Db2 パッケージの使用

CICS トランザクションと Db2 計画を組み合わせるための設計手法はさまざまです
が、推奨される手法はパッケージに基づいて計画を使用することです。

サンプル・アプリケーション
単純な例を使用して、さまざまなアプリケーション設計技法の結果について説明し
ます。

90 ページの図 26 は、CICS MAP とトランザクション ID がどのように相互に関
連付けられるか、トランザクションがどのように機能するかを Db2 については考
慮しないで示しています。
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この例では、次のようになっています。

v トランザクション ID の TRX0 は、プログラム (ここには示されていない) が
MAP0 を表示した後に制御を返すときに、EXEC CICS RETURN
TRANSID(TRX0) コマンドで指定されます。

v 次のトランザクションでは、端末ユーザーにより実行される内容とは関係なく、
トランザクション ID の TRX0 が使用されます。

v プログラム P0 はトランザクション TRX0 の初期プログラムです。

v 示されているすべてのプログラムが SQL 呼び出しを発行しているものと想定し
ます。

v 端末ユーザーにより選択されるオプションに応じて、プログラム P0 は、プロ
グラム P1、P2、または P3 のいずれかに対して CICS 制御権移動 (XCTL) を実
行します。

v いくつかの SQL 呼び出しを発行した後、これらのプログラムは、マップの
MAP1、MAP2、または MAP3 のいずれかを表示します。

v 図の右側に示している例も同様に機能します。

v 場合によっては、プログラム P3 がプログラム PB に制御を移動します。

Db2 パッケージの使用
CICS トランザクションと Db2 計画の間の関係を容易に管理する最良の方法は、パ
ッケージの使用です。

図 26. 標準的なアプリケーション設計の例
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パッケージが使用可能になる前の Db2 の初期リリースでは、特定の CICS トラン
ザクションの下で実行されるすべてのプログラムからの DBRM を単一の計画に直
接バインドする必要がありました。計画内の 1 つの DBRM を変更すると (そのプ
ログラムの SQL 呼び出しを変更したため)、計画内のすべての DBRM を再バイン
ドする必要がありました。大規模な計画をバインドすると非常に時間がかかる場合
があり、その操作中は、トランザクション全体の処理が使用不可になります。使用
頻度の高いアプリケーションの場合、アプリケーションを静止するだけでも容易で
はありませんが、再バインドのために長時間にわたって計画を使用不能のままにす
ることも通常、受け入れられません。

動的計画出口は、この問題に対処するために設計された暫定の解決策でした。動的
計画出口は、計画名を指定する代わりに、DB2CONN または DB2ENTRY 定義で
指定する出口プログラムです。いくつかのプログラムからの DBRM をそれぞれに
含む、CICS アプリケーションの多数の小規模な計画を作成して、各作業単位の開始
時に、出口プログラムで適切な計画を選択します。トランザクション内の計画を切
り替えるために動的計画出口を使用することもできます。ただし、いずれかのプロ
グラムで使用する SQL ステートメントが変更されるたびに、各小規模計画は再バ
インドする必要があり、使用不能となります。また、動的計画切り替えの使用で
は、計画の切り替えを許可するために、暗黙的または明示的に CICS SYNCPOINT が
必要になります。

現在では、Db2 でパッケージが使用可能になったため、それらを使用することが、
計画を管理する最良の方法です。パッケージを使用すると、プログラムをより小規
模な単位に分割でき、計画全体に影響を及ぼさずに、また再バインド中の特定のパ
ッケージの現行ユーザーにも影響を及ぼさずに、それらのプログラムを個別に再バ
インドできます。

計画の更新はパッケージを使用した方が容易なため、より大規模なアプリケーショ
ンを作成でき、Db2 のパフォーマンスや可用性に適応させるためにトランザクショ
ン、プログラム、または計画を切り替える必要もありません。このことはまた、多
数の RDO 定義を保守する必要がないことを意味します。プログラムの柔軟性を得
るために動的 SQL を使用するような状況も避けることができます。計画内で、ま
だ存在していないパッケージを指定することや、パッケージを追加できるパッケー
ジ・コレクションを指定することもできます。これは、既存の計画を全く妨げず
に、新規プログラムからの DBRM を追加できることを意味します。

異なるテーブル・セットを参照するための、パッケージや計画の修飾子オプション
によって、より多くの柔軟性を得ることができ、計画の切り替えを回避できます。

要約すると、パッケージは以下のとおりです。

v プログラムをバインドしている間の、計画の停止時間、プロセッサー時間、お
よびカタログ・テーブル・ロックを最小限にします。ここで示すプログラムと
は、START、LINK、または RETURN TRANSID で論理的にリンクされていて、
DB2ENTRY 定義を削減するためにバインド済みの DBRM を含んでいるもので
す。

v CICS START または出口を削減します。

v CICS 定義および DB2ENTRY 定義のクローン作成を防止します。

v 後で計画に組み込むために、ヌル・パッケージで計画をバインドする機能を提供
します。
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v SET CURRENT PACKAGESET=variable を使用して、実行時にコレクションを
指定することを可能にします。これは、QUALIFIER と共に使用すると強力な機能
となります。

v QUALIFIER パラメーターを指定します。これにより、以下に柔軟性が加わりま
す。

– 非修飾 SQL を使用して別のテーブル・セットを参照できるようにします。

– 同義語と別名の必要性を減らします。

– 動的 SQL の必要性を減らします。

CICS 環境内でパッケージを使用すると得られるその他の利点は以下のとおりです。

v 使用する計画の数を減らすことができます。

v 使用頻度の低いトランザクションを単一の計画にバインドできます。

v スレッド再使用の可能性が増えます。

エントリーを順番に配列するパッケージ・リストを使用して検索時間を削減する
か、パッケージ・リストのエントリーを最小に保持することによって、アプリケー
ションを最適化することもできます。

Db2 ではパッケージ・レベルでのアカウンティングも提供されます。パッケージに
ついて詳しくは、「Db2 for z/OS 製品資料内の『Db2 for z/OS のプログラミン
グ』」のバインドの計画および実行するアプリケーション・プログラムの準備につ
いての説明と、IBM Redbooks® 資料「Db2 9 for z/OS®: Packages Revisited」を
参照してください。

パッケージへの変換
動的計画出口または切り替え手法を使用しているトランザクションを、代わりにパ
ッケージを使用するように変換することができます。

このタスクについて

現在、動的計画出口または動的計画切り替え手法を使用しているトランザクション
を、以下のようにパッケージを使用するように変換することができます。

v トランザクションに関連付けられた計画に含まれるすべての DBRM を、単一コ
レクション内のパッケージにバインドする。

v このコレクションの単一ワイルドカード・エントリーを含む PKLIST を使用する
ように、新規計画をバインドする。

v 新規計画を使用するために、このトランザクションの DB2ENTRY 項目を変更す
る。保護スレッドは現在、スレッドの再使用を最適化するためにこのトランザク
ションで使用できます。

アプリケーション全体に対して単一の計画、またはトランザクションごとに 1 つの
計画を使用するように選択することができます。以下のセクションでは、この選択
に基づいて、トランザクションを変換する方法を詳しく説明します。

CICS アプリケーションで動的計画出口を使用しているかどうかに関係なく、すべて
の CICS アプリケーションの変換の際に同様の方法を使用できます。

使用率の高いパッケージは、RELEASE(COMMIT) でバインドされた使用率の低い
パッケージに、RELEASE(DEALLOCATE) でバインドできることに注意してくださ
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い。これにより、計画が割り振り解除されるまで使用率の高いパッケージが計画の
パッケージ・ディレクトリーで保持され、使用率の低いパッケージがディレクトリ
ーから削除され、EDM プール内のスペースが解放されます。この方法の欠点は、
RELEASE(DEALLOCATE) を使用して、頻繁に使用されるパッケージを再バインド
する必要がある場合に、パッケージが長期実行スレッドに割り振られている場合に
は、そのパッケージを強制的に割り振り解除するためにユーザー介入が必要になる
ことです。パッケージの再バインドは、それにかかる時間という意味で、プランの
再バインドより低コストである点を考慮してください。

アプリケーションに対して 1 つの計画の使用:

アプリケーションに対して 1 つの計画を使用することで、アプリケーションの
DB2ENTRY および DB2TRAN を定義する際に最高の柔軟性が得られます。これ
は、より効率的に保護スレッドを使用し、スレッドの再使用を最適化するために関
係するトランザクションをグループ化できるためです。この環境に変換するには、
以下の手順を実行します。

手順

1. COLLAPP1 などの単一のコレクションを使用して、アプリケーション内のトラ
ンザクションのすべての DBRM をパッケージにバインドします。

2. 単一項目 COLLAPP1.* で構成されるパッケージ・リストを使って、新規計画
PLANAPP1 をバインドします。

BIND PLAN (PLANAPP1) ..... PKLIST (COLLAPP1.*) ..

3. DB2ENTRY で、動的計画出口プログラム名をこの新規計画の名前に置き換えま
す。 例えば、次のように置き換えます。

PLANEXITNAME=DSNCUEXT

with

PLAN=PLANAPP1

トランザクションごとに 1 つの計画の使用:

個々のパッケージ・レベルでアカウンティングできなかった (そのため、強制的に
計画名でアカウンティングが行われていた) ため、DB2 バージョン 3 より前ではこ
の方法が推奨されました。しかし、現行リリースの Db2 ではパッケージ・レベル
でのアカウンティングが提供されるため、必要なアカウンティングの細分性を引き
続き提供しながら、計画を多数のパッケージで構成できます。

手順

1. トランザクション・グループまたはすべてのトランザクションの DBRM をパッ
ケージにバインドします。 使用されるコレクションは、TRAN1 などの変換さ
れるトランザクション、またはアプリケーションに基づくものにすることができ
ます。トランザクションに基づいてコレクションを作成および保守するために
は、特に共通ルーチンが多数ある場合、より一層の管理努力が必要になるため、
後者の方法をお勧めします。

2. 使用する方法によって異なる単一のワイルドカード・パッケージ・リスト項目を
参照するパッケージ・リストを使って、各トランザクションの新規計画をバイン
ドします。
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v コレクションがトランザクションに基づく場合は、TRAN1.* を使用します。

BIND PLAN (TRAN1) .... PKLIST (TRAN1.*) ...

v すべてのトランザクションに単一のコレクションがセットアップされている
場合は、COLLAPP1.* を使用します。

BIND PLAN (TRAN1) .... PKLIST (COLLAPP1.*) ...

3. DB2ENTRY 定義を変更して、動的計画出口をトランザクションに関連付けられ
ている計画名に置き換えます。

パッケージを使用してさらに動的計画切り替え技法を使用する場合
動的計画切り替えユーザーの場合、変更可能特殊レジスター (例えば、CURRENT
PACKAGESET レジスター) の値が、処理中に変更されてから、SYNCPOINT の前
に初期状態にリセットされないと、以下のようになります。

v スレッドが CICS Db2 接続機能によって解放されません。

v 同じ計画が割り振られて、タスクがこのスレッドを継続して使用するため、スレ
ッドの再使用が発生しません。

v 同じスレッドと計画が使用されるため、動的計画切り替えが発生しません。つま
り、SYNCPOINT に続いて発行される最初の SQL ステートメントで動的計画切
り替え出口が得られません。

したがって、動的計画切り替えを使用する場合は、SYNCPOINT の前に変更可能特
殊レジスターが確実に初期値にリセットされるように注意する必要があります。変
更可能特殊レジスターは、Db2 for z/OS 製品資料内の『SQL: Db2 の言語』にリ
ストされています。

すべてのトランザクションのために 1 つの大規模な計画を使用す
る

トランザクション中の計画切り替えを回避する簡単な方法は、SQL 呼び出しを発行
するすべての CICS トランザクションのために 1 つの大規模な計画を使用すること
です。

90 ページの図 26 の例の場合、以下のようになります。

v 1 つの計画 PLAN0 があり、P0、P1、P2、P3、PA、PB、PC、および PD から
の DBRM を使用します。

v CICS では、PLAN0 を指定する 1 つの DB2ENTRY と、必要なトランザクショ
ン ID ごとに DB2TRAN を定義します (ワイルドカード・トランザクション ID
を指定できる場合は除きます)。保護スレッドが使用されている場合、1 つの
DB2ENTRY によってスレッド全体の最良の使用効率が得られます。

利点
v 任意のトランザクション ID で実行できるプログラム・モジュールに関する制約

事項はありません。例えば、プログラム P3 からプログラム PB への制御移動が
可能です。この場合、CICS で計画または定義を変更する必要はありません。

v DBRM はそれぞれ 1 つの計画 (PLAN0) にのみ存在します。

v スレッドの再使用が簡単に行えます。すべてのトランザクションで同じ
DB2ENTRY を使用できます。
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欠点
すべてのトランザクションで単一の大きな計画を使用する場合にいくつかの欠点が
あります。

v どんな Db2 プログラムの変更に対しても、計画全体を再バインドする必要があ
ります。

v 大きな計画のバインドには時間がかかることがあります。

v 計画を使用している間はバインド処理を行うことはできません。実動システムで
はほとんどの時間に、通常のアクティビティーにより計画が使用されていると考
えられます。テスト環境では、通常、トランザクション率は低いですが、プログ
ラマーが使用できるデバッグ・ツールは、会話型プログラムでは応答時間が長く
なります。これにより、実質的にスレッドと計画がビジー状態のままになること
があります。

v Db2 によって呼び出される REBIND (計画の無効化による) では、Db2 トラン
ザクションでこの計画を実行できません。

v 計画が 1 つしかないため、計画名を示すメッセージや統計には実際の情報価値
はありません。

v EDMPOOL は DBD、SKCT、および CT に対応するために十分な大きさでなけ
ればならず、幾らかフラグメント化できる必要があります。計画セグメンテーシ
ョン機能では、Db2 は、実行されているアプリケーション計画部分を CT にし
かロードできないことに注意してください。ただし、アプリケーション計画のヘ
ッダーとディレクトリー部分は、SKCT にそのままロードされ (まだロードされ
ていない場合)、その後、SKCT から CT にコピーされます。これは、スレッド
の作成時に行われます。

アプリケーション計画のディレクトリー・サイズは計画内のセグメントの数に直
接依存しているため、大きな計画を使用すると、EDMPOOL サイズと、その制
御に必要な入出力操作の数に影響します。

多数の小規模な計画を使用する
多数の小規模な計画を使用すると、多数のトランザクション ID (それぞれに計画が
対応する) が必要になります。この技法によって、計画のサイズおよび計画のオー
バーラップが削減されます。

多数の小規模な計画を使用するよりも、パッケージを使用することをお勧めしま
す。

多数の小規模な計画を使用することは、プログラム・フローが、分岐の可能性が限
定的な狭いパスに従うことを意味するか、または計画切り替えが頻繁に発生するこ
とを意味します。

90 ページの図 26 の例では、プログラム P0 とすぐ下のレベルのプログラムとの
間、またはプログラム PA とすぐ下のレベルのプログラムとの間で切り替えが発生
する可能性があります。

v PLAN1 (TRX0) はプログラム P0、P1、P2、および P3 からの DBRM を使用し
ます。

v PLANA (TRXA) はプログラム PA、PB、PC、および PD からの DBRM を使
用します。
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ただし、プログラム P3 はプログラム PB に制御を移動できます (XCTL コマンド
を使用して)。このとき、計画切り替え技法を使用する必要があります。

小規模な計画を使用する特殊な場合があります。アプリケーションによっては、次
のトランザクションのために端末ユーザーがトランザクション ID を指定する方が
便利な場合があります。これは、通常、読み取り専用アプリケーションの場合で、
ユーザーが、システムで作成された 1 から 4 文字のトランザクション ID を入力
することによって、多数の異なる通知パネルの中から選択できます。ユーザーの利
点は、任意のパネルから他のパネルに、サブメニューの階層を通ることなくジャン
プできる点です。

Db2 計画が各トランザクション ID に関連付けられている場合、アプリケーション
は多数の小規模な計画になります。

利点
v 計画間のオーバーラップはわずかなので、計画保守は比較的簡単です。

v 計画名を示すメッセージや統計などの情報価値が高くなります。

注: パッケージにもこれらの利点があります。

欠点
v アプリケーション・フローが細いパスをたどる場合を除き、計画は頻繁に切り替

えられます。

v トランザクションがトランザクション ID、計画、およびスレッドの多数のセッ
トに分散しているため、保護スレッドの使用が困難です。

v 計画が切り替えられ、スレッドの再使用頻度が低いため、リソースの消費が高く
なる可能性があります。

注: パッケージではこれらの欠点は避けられます。

トランザクションのグループ化に基づく計画の使用
トランザクションのグループ化によって、多数の中規模の独立した計画が作成さ
れ、必要に応じて計画切り替えが発生する場合があります。

グループ内のプログラムが密接に関連するようなプログラム・グループを定義でき
る場合がしばしばあります。つまり、それらは、同じトランザクション内で、また
は連続して実行される異なるトランザクション内でしばしば実行されることを意味
します。グループごとに、1 つの別個の計画を使用する必要があります。

90 ページの図 26 の例では、2 つの計画が作成される可能性があります。

v PLAN1 (TRX0) はプログラム P0、P1、P2、および P3 からの DBRM を使用し
ます。

v PLANA (TRXA) はプログラム PA、PB、PC、および PD からの DBRM を使
用します。
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ただし、プログラム P3 はプログラム PB に制御を移動できます。このとき、計画
切り替え技法が使用される可能性があります。計画切り替えは例外であり、通常は
使用しないことをお勧めします。これは、主に、プロセッサーのオーバーヘッドが
追加されるためです。

この場合、トランザクションのグループ化技法の結果は、多数の小規模な計画を使
用する技法の結果と一致します。これは、使用している例が簡潔であるためです。
通常は、トランザクションのグループ化技法では、大規模な計画が作成されます。

利点
v 計画サイズと、異なる計画の数をユーザーが制御できます。

v グループ内のトランザクション率によっては、スレッドの再使用の可能性があり
ます。

欠点
v 計画がオーバーラップする可能性があります。

v 最適なグループ化は、時間の経過に伴って変化する可能性があります。

v 計画の切り替えが必要になることがあります。

v 計画の切り替えがアプリケーション・コードで処理されます。

動的計画出口
パッケージの利点を考慮し、動的計画出口ではなく、パッケージを使用するようお
勧めします。動的計画出口の使用は、パッケージが Db2 で使用できるようになる
前に、CICS Db2 環境で問題に対応するために設計された暫定ソリューションで
す。

多数の小さな計画用に CICS アプリケーションを設計し、実行時に計画を動的に選
択することができます。小さな計画は、データベース要求モジュール (DBRM) に厳
密に 1 対 1 で対応するパッケージと同じではありません。

通常、動的計画出口は、トランザクションの最初の作業単位 (UOW) の開始時に使
用する計画を決定するために駆動されます。これは、動的計画の選択 と呼ばれま
す。

動的計画出口は、次の UOW で使用する計画を決定するために (スレッドが同期点
で解放されたと想定)、後続の UOW の開始時に駆動することもできます。計画出
口は異なる計画を使用するように決定できます。これは、動的計画切り替え と呼ば
れます。

動的計画出口が使用されている場合、Db2 計画割り振りは、プログラム内の最初の
SQL ステートメントの実行時にのみ、またはプログラムが同期点を発行し、別個の
DBRM で別のプログラムに制御をリンクまたは転送した後にのみ、行われます。

これは、以下で指定された出口プログラムを使用して行われます。

v DB2ENTRY。キーワード PLANEXITNAME で指定された特定のトランザクシ
ョン・コードの出口。

v DB2CONN。キーワード PLANEXITNAME で指定されたプールを使用するトラ
ンザクションの出口。
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IBM は、ソースとオブジェクト・コード形式の両方で、サンプルとして 2 つのア
センブラー言語出口プログラム DSNCUEXT および DFHD2PXT を提供します。
他の出口プログラムを作成することもできます。

動的出口プログラム内での以下の項目の使用はサポートされていないことに注意し
てください。

v SQL コマンド。

v IFI 呼び出し。

v EXEC CICS SYNCPOINT コマンド。

サンプル出口プログラム DSNCUEXT および DFHD2PXT
サンプルとして 2 つのアセンブラー言語出口プログラム DSNCUEXT および
DFHD2PXT が、ソースとオブジェクト・コードの両方の形式で提供されていま
す。これらのプログラムは機能的には同一ですが、DSNCUEXT に対する CICS 提
供のプログラム定義は CONCURRENCY(QUASIRENT) を指定し、DFHD2PXT に
対する CICS 提供のプログラム定義は CONCURRENCY(THREADSAFE) を指定し
ます。

サンプル・プログラムが 2 つあるのは、CICS がオープン・トランザクション環境
(OTE) を活用する際に、CICS Db2 タスク関連ユーザー出口はスレッド・セーフ・
プログラムとして作動し、オープン TCB (L8 モード) で制御を受け取ることができ
るためです。詳細については、 108 ページの『スレッド・セーフ・プログラミング
により CICS Db2 アプリケーションが OTE を使用できるようにする』を参照して
ください。Db2 要求を行ったアプリケーション・プログラムがスレッド・セーフで
ある場合は、オープン TCB でも実行できます。この場合、TCB 切り替えは必要あ
りません。

ただし、DSNCUEXT のように、CONCURRENCY(QUASIRENT) で定義されてい
る動的計画出口を使用する場合、QR TCB にスイッチバックされ、追加のコストが
発生します。 DFHD2PXT のように、CONCURRENCY(THREADSAFE) で定義さ
れ、スレッド・セーフ標準に合わせてコーディングされている動的計画出口はオー
プン TCB で実行でき、追加のコストは発生しません。

したがって、CICS が Db2 に接続されている場合は、動的計画出口として、
DSNCUEXT ではなく、DFHD2PXT を使用します。提供されるサンプル・プログ
ラムにスレッド・セーフでないロジックを追加する場合、または出口で非スレッ
ド・セーフの CICS コマンドを発行する場合、QR TCB にスイッチバックされ、追
加のコストが発生することを覚えておいてください。 TCB 切り替えを回避してパ
フォーマンス上の利点を得るには、スレッド・セーフとして定義されている動的計
画出口を使用し、スレッド・セーフである論理コードを使用し、プログラムにスレ
ッド・セーフ・コマンドのみが含まれていることを確認します。

サンプル計画出口用のオブジェクト・コード (ロード・モジュール) は
SDFHLOAD ライブラリーに含まれています。 DSNCUEXT はデフォルトの動的計
画出口であり、CICS ユーザー置換可能プログラムとして呼び出されます。両方のサ
ンプル・プログラムのソース・コードはアセンブラー言語で作成され、SDFHSAMP
ライブラリーで提供されます。サンプル・プログラムによってパラメーター・リス
トの使用方法が示されますが、計画名は変更されません。
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パラメーター・リストは COMMAREA を介してサンプル・プログラムに渡されま
す。アセンブラー・バージョンでの形式は以下のとおりです。

表 4. COMMAREA を介して DSNCUEXT または DFHD2PXT サンプル・プログラムに渡
されるパラメーター・リストの例：

アセンブラー・バージョン形式

CPRMPLAN DS CL8 サンプル・プログラムへの最初の進入における SQL
ステートメントの DBRM/計画名。新規計画を設定す
るためにフィールドを変更することができます。

CPRMAUTH DS CL8 サインオン時に Db2 に渡される現行の許可 ID。これ
は単なる通知メッセージです。変更が行われてもすべ
て無視されます。

CPRMUSER DS CL4 サンプル・プログラムで使用するために予約されてい
るユーザー域。 CICS Db2 接続では、サンプル・プロ
グラムの呼び出し全体でこのフィールドが保持されま
す。

CPRMAPPL DS CL8 SQL 呼び出しを実行したアプリケーション・プログラ
ムの名前。

v パラメーター・リストのアセンブラー・バージョンは、SDFHMAC ライブラリ
ー内のメンバー DSNCPRMA として付属しています。

v COBOL バージョンは SDFHCOB ライブラリー内の DSNCPRMC です。

v PL/I バージョンは SDFHPLI ライブラリー内の DSNCPRMP です。

動的計画出口を呼び出す前に、CICS Db2 接続機能により、作業単位で実行される
最初の EXEC SQL ステートメントのパラメーター・リストに設定されている
DBRM の名前に CPRMPLAN が設定されます。 CICS によって提供される動的計
画出口 DSNCUEXT および DFHD2PXT は CICS Db2 接続機能による
CPRMPLAN の入力として計画名を変更せずに、即時に返すため、計画名は CICS
Db2 接続機能によって選択された名前のままになります。

CICS 用の Java アプリケーションの JDBC および SQLJ サポートを追加した結
果、CICS 提供の動的計画出口が変更されました。 SQLJ および JDBC では、分離
レベルの動的変更をサポートするためにアプリケーション・プログラムごとに 4 つ
の DBRM を生成する Db2 が必要です。 JDBC および SQLJ アプリケーションの
場合、DBRM 名は、8 番目の文字を 1、2、3、または 4 の接尾部として使用でき
るように、7 文字に制限されます。したがって、JDBC および SQLJ アプリケーシ
ョンの場合、DBRM 名の接尾部が 1、2、3、または 4 になるため、program name
= dbrm name = plan name というデフォルトの命名規則を使用することはできませ
ん。

JDBC アプリケーション、SQLJ アプリケーション、および JDBC と SQLJ の混合
アプリケーションの場合、Db2 JDBC ドライバーは JDBC プロファイルからの情報
を使用して、実行される最初の EXEC SQL ステートメントのパラメーター・リス
ト内の DBRM の名前を設定します。実行される最初の SQL では常に、DBRM 名
はデフォルトの分離レベルが付加された JDBC 基本プログラムに設定されたものに
なります (つまり、デフォルトで DSNJDBC2 に設定されます)。例えば、
pgmname=OTHER を使用して JDBC プロファイルが生成される場合、DBRM 名は
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OTHER2 になります。 動的計画出口が使用されていない場合、計画名は
DB2CONN または DB2ENTRY 定義から取得され、プロパティー・ファイル内の
計画名は無視されます。

IBM Data Server Driver for JDBC and SQLJ のデフォルトの命名規則をサポート
するために、CICS 提供の動的計画出口 DSNCUEXT および DFHD2PXT は、最初
の文字が SYSSTAT、SYSLH、または SYSLN である、入力された CPRMPLAN
名を検出できます。このような計画名が検出された場合、計画名は「DSNJCC 」(7
番目と 8 番目の文字はブランクに設定される) に変更されます。 CICS 用の Java
アプリケーションでデフォルトの動的計画出口を使用するには、DSNJCC という計
画に複数の DBRM をバインドします。

ユーザー独自の出口プログラムの作成
独自の出口プログラムをアセンブラー、COBOL、または PL/I で作成することがで
きます。

このタスクについて

出口プログラムは CICS プログラムです。つまり、以下を行う必要があります。

v 通常の CICS 規則に従う。

v CICS に定義する (プログラムの自動インストールが使用されていない場合)。

v CICS コマンド・レベル・ステートメントを使用する。

v EXEC CICS RETURN コマンドを使用して CICS に戻る。

CICS Db2 接続機能プログラムは、COMMAREA を使用して出口プログラムにパ
ラメーター・リストを渡します。出口プログラムは、最初の SQL ステートメント
が CICS Db2 接続機能により処理されたときに、パラメーター・リストに示されて
いるデフォルトの計画名 (DBRM 名) を変更できます。この名前は、トランザクシ
ョンのこの実行用の計画名を指定します。

CICS が DB2 バージョン 7 以降に接続されている場合は、 108 ページの『スレッ
ド・セーフ・プログラミングにより CICS Db2 アプリケーションが OTE を使用で
きるようにする』で説明されているように、動的計画出口のロジックがスレッド・
セーフ標準に合わせてコーディングされており、プログラムが (サンプル出口プロ
グラム DFHD2PXT のように) スレッド・セーフとして定義されていることを確認
する必要があります。このプログラムがスレッド・セーフとして定義されていない
場合は、プログラムが使用されるたびに QR TCB にスイッチバックされるので、
追加のコストが発生します。このプログラムがスレッド・セーフとして定義されて
いるものの、非スレッド・セーフ CICS コマンドを使用している場合は (これは許
可されている)、個々の非スレッド・セーフ・コマンドが実行されるたびに QR TCB
にスイッチバックされるので、追加のコストが発生します。

既に開発されているアプリケーション用に計画を作成する必要があ
る場合

Db2 計画の側面にほとんど注意を払わずにアプリケーションが開発された場合に、
この技法を使用します。アプリケーションの開発が完了した後に、トランザクショ
ンと一致するように計画を定義します。
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このタスクについて

通常、アプリケーションが開発された後に計画を定義することは推奨されません
が、この技法はアプリケーション設計を変更せずにアプリケーションで Db2 を使
用することになった場合の移行プロジェクト で役立ちます。

この技法の利点と欠点は、実際のアプリケーション設計とステップの結果に完全に
依存します。

手順

Db2 計画および DB2ENTRY 仕様を定義する際に、以下のステップを実行できま
す。

1. SQL 呼び出しを使用するプログラム・モジュールごとに、それらがどの CICS
トランザクション・コードの下で実行されるかを分析します。 特定のプログラ
ム・モジュールが複数の CICS トランザクション・コードの下で使用されてい
ると考えられます。

このステップの出力は、トランザクションごとの DBRM のリストです。

2. CICS トランザクション・コードごとに、使用する計画を決定します。 1 つの
CICS トランザクション・コードに対して DB2ENTRY で指定できる計画は 1
つのみです。複数のトランザクションで同じ計画を使用できます。

このステップでは、多くの選択肢があります。使用する計画の数は、1 からトラ
ンザクション ID の数までの間にすることができます。計画を管理する最良の
方法は、パッケージを使用することであり、すべての DBRM をパッケージにバ
インドし、それらパッケージを計画にリストします。詳しくは、 90 ページの
『Db2 パッケージの使用』を参照してください。

パッケージを使用しない場合の代わりの技法については、 94 ページの『すべて
のトランザクションのために 1 つの大規模な計画を使用する』、 95 ページの
『多数の小規模な計画を使用する』、および 96 ページの『トランザクション
のグループ化に基づく計画の使用』 で説明しています。

例

90 ページの図 26 の例に適用した場合、考えられるソリューションは以下のとお
りです。

v 1 つの計画 PLAN0 は、トランザクション ID TRX0 によって使用され、
P0、P1、P2、P3、および PB からの DBRM を使用します。

v 1 つの計画 PLANA は、トランザクション ID TRXA によって使用され、
PA、PB、PC、および PD からの DBRM を使用します。

v 2 つの DB2ENTRY 定義 (つまり計画ごとに 1 つ) を指定します。

トランザクション内で計画を切り替える必要がある場合
トランザクションが Db2 にアクセスするために使用する計画は、そのトランザク
ション ID の下で実行されるすべてのアプリケーション・プログラムからの DBRM
を含むか、または参照する必要があります。計画にすべての関連 DBMR が含まれ
ていない場合は、トランザクション内で計画を切り替えることを考慮できます。
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アプリケーションの設計が変更された場合、いくつかの古い計画にはすべての関連
DBRM が含まれていない可能性があります。このケースでは、現行の計画に含まれ
ていないプログラムの実行がトランザクションで必要な場合に、アプリケーション
設計により、トランザクションの過程で別の計画への切り替えが必要とされること
があります。この状態は、アプリケーションの設計中に、Db2 計画の構造について
の考慮が不完全であった場合にも発生する可能性があります。

この問題に対する最良の解決方法は、パッケージを使用することです。欠落してい
るプログラムからの DBRM をパッケージにバインドして、そのパッケージを既存
の計画のパッケージ・リストに追加できます。これで、トランザクションは欠落し
ているプログラムにアクセスでき、計画を切り替える必要もありません。この他に
も考えられる解決方法が 2 つあります。これについては、以下で説明します。

v 『動的計画切り替え』

v 103 ページの『計画を切り替えるためのトランザクション ID の切り替え』

動的計画切り替え
トランザクションで複数の計画を使用する場合は、動的計画切り替え (DPS) を使用
します。

動的計画切り替え (DPS) により、1 つのトランザクションで複数の計画を使用でき
ます。ただし、前述のように、CICS トランザクション・インスタンスではめったに
計画切り替えは行われません。動的計画出口は、トランザクションの開始時に動的
に計画を選択 (動的計画選択) するために設計されたものであり、トランザクション
内で計画を頻繁に変更するためのものではありません。

動的計画切り替えを行うには、スレッドを同期点で解放し、再取得して動的計画出
口を駆動する必要があります。その後、動的計画出口を使用して、実行する必要が
あるプログラムの計画を選択できます。これにより、トランザクション内のさまざ
まな UOW で異なる計画を使用できるようになります。

独自の動的計画出口をコーディングした場合は、ロジックによる同じタスクの後続
の呼び出しの処理を確認してください。出口の追加呼び出しの結果を許容するに
は、ユーザー・アプリケーションまたは動的計画出口を作成する必要があります。
動的計画出口が計画を不要なときに変更しようとしても、ユーザー・アプリケーシ
ョンは、スレッドが同期点で解放されないようにすることで、これを回避できま
す。スレッドが解放されている場合、可能であれば、動的計画出口の呼び出し時の
新しいケースのための適切な計画 (つまり、THREADLIMIT > 0 の DB2ENTRY)
を備える必要があります。

UOW の終了後に計画切り替えを行うために動的計画出口を呼び出すには、トラン
ザクションが同期点でスレッドを解放する必要があります。トランザクションが同
期点でスレッドを解放するのは、以下の場合のみです。

v 端末主導タスク、または非端末主導タスクであり、NONTERMREL=YES が
DB2CONN に設定されている。

v オープンしている保留カーソルがない。

v 変更されたすべての Db2 特殊レジスターが初期状態に戻されている。

v Db2 特殊レジスター CURRENT DEGREE がこのトランザクションによって変
更されたことがある。
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計画を切り替えるためのトランザクション ID の切り替え
トランザクションがいったん開始されると、トランザクション ID で使用される計
画を制御することはできませんが、トランザクション ID 自体を制御することはで
きます。したがって、トランザクション ID を切り替えることで、計画を切り替え
られます。ただし、これを行うことは推奨されていません。

このタスクについて

計画を切り替える場合、トランザクション ID を切り替えるのではなく、欠落して
いるプログラムからの DBRM をパッケージにバインドし、そのパッケージを既存
の計画のパッケージ・リストに追加することをお勧めします。

トランザクション ID を切り替える必要があるときは、多くの場合、最初のプログ
ラムが次のプログラムにデータを転送することに注意してください。これを行うた
めの推奨される方法は、EXEC CICS RETURN IMMEDIATE コマンドを使用する
ことです。あるいは、EXEC CICS START コマンドを使用するか、トリガー・レベ
ルが 1 の一時データ・キューを使用して、同じ端末に対して新しい CICS タスクを
開始できます。古いプログラムは、CICS に対して RETURN を発行し、新しいタ
スクを開始する必要があります。これらの切り替え手法の両方で、1 つのユーザ
ー・トランザクションで行われる作業が複数の UOW に分割されます。新しいタス
クがバックアウトされると、最初のタスクで行われた作業はコミットされたままに
なります。

計画を切り替えるためにトランザクション ID を切り替える場合、アプリケーショ
ン・プログラムにはトランザクション ID をいつ切り替えるかを決定するためのロ
ジックが含まれます。これは、計画構造を (パフォーマンス上の理由や操作上の理
由などで) 変更する場合は、アプリケーション・プログラムも変更する必要がある
ことを意味します。

別の手法として、いくつかのプログラムでこれを行うためのコードを用意する代わ
りに、プログラム・フローをテーブルで制御する手法があります。主旨は、ロジッ
クを実行する各アプリケーション・プログラムでコードを保守するより、テーブル
で計画、プログラム、およびトランザクション ID の間の関係を維持するほうが簡
単であるということです。標準インターフェースが提供されている場合は、アプリ
ケーション・プログラムの開発もより簡単になります。

プログラム・フローを制御するための制御テーブルの使用
プログラム・フローを制御する場合は、この手法の代わりにパッケージを使用する
ことをお勧めします。

示されている設計原理は、さまざまなタイプのアプリケーション設計を実装するた
めに使用できる標準的な方法の例です。これにより、プログラムを変更せずに 1 つ
の大きな計画や多数の小さな計画などを使用できるようになります。

104 ページの表 5 に、制御テーブルの内容例を示します。この例は、 90 ページ
の図 26 で説明されている設計シチュエーションに基づいています。
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表 5. サンプル・アプリケーションの制御テーブル

関数名 プログラム トランザクショ
ン

計画名 新規トランザク
ション ID

P0 TRX0 PLAN0 *

Sales P1 TRX0 PLAN0

Order P2 TRX0 PLAN0

Pay P3 TRX0 PLAN0

PA TRXA PLANA *

Price PB TRXA PLANA

Order PC TRXA PLANA

Parts PD TRXA PLANA

Price PB TEMP PLANX *

関数名
表の関数名フィールドはプログラム・フィールドを補足するものです。動作
はまったく同じです。端末ユーザーがコマンド・フィールドに関数名を入力
する場合に使用されます (最終的にはキーで指定)。 PFCP プログラムは関
数名またはプログラム名を受け入れることができます。

その後、PFCP は関数列を使用して、有効なトランザクションを検索しま
す。

この方法で、ユーザーの選択項目を解釈するためのロジックもプログラムか
ら除去され、保守が簡単なテーブルに配置されます。

プログラム
この行で説明されているプログラムの名前。

トランザクション
プログラム列のプログラムを実行できるトランザクション ID の名前。

計画名
計画名フィールドは使用されません。説明のみの目的で示されています。対
応するトランザクションで使用される計画名を表示します。

新規トランザクション ID
テーブルのこの列の * は、所定のプログラムを開始するために新規トラン
ザクション ID を検索するときに、対応する行を使用できることを意味して
います。

制御テーブルには以下の主な関係が反映されています。

v Db2 カタログ・テーブル SYSIBM.SYSDBRM で説明されている、計画とプログ
ラム/DBRM の間の関係

v DB2ENTRY および DB2TRAN CICS 定義を使用して説明されている、トランザ
クション・コードと計画の間の関係

制御テーブルはさまざまな方法で実装できます。最も有効な解決策はおそらく Db2
表または主記憶テーブルを使用することです。
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Db2 表 は開発と保守が最も簡単です。 PFCP の呼び出しごとに 1 つまたは 2 つ
の SELECT 呼び出しが必要です。これらの SELECT では 1 行のみを返す必要が
あり、索引を使用することができます。データと索引ページは頻繁に参照され、お
そらくバッファー・プールに保持されます。したがって、応答時間への影響は最小
限に抑えられます。

主記憶テーブル の場合、少なくともテーブル内の一定数の行に達するまでは、アク
セスがより速くなります。保守はより複雑になります。

プログラム・フローの原理は図 27 に示されています。

90 ページの図 26 で使用されるアプリケーション設計のフローは、以下のとおり
です。

1. 端末ユーザーはトランザクションを CICS に送信します。トランザクション
ID は TRX0 です。

2. トランザクション定義はプログラム P0 を指します。

3. プログラム P0 はマップを受け取り、何らかの処理を行って、プログラム P3
が必要であると判断します。

4. PO は、制御をプログラム P3 (P3 の DBRM は別の計画の一部である可能性
があります) に転送する代わりに、プログラム・フロー制御プログラム (この
例では PFCP) に転送します。 P0 は COMMAREA も渡します。

5. PFCP は、制御テーブルでテーブル検索を行い、現在使用中の計画 (PLAN0)
にプログラム P3 が含まれているかどうかを確認します。これは、現行のトラ
ンザクション ID (TRX0) と同じ行に P3 が指定されているかどうかを確認す
ることで行われます。この例ではこれが該当します (テーブルの 4 行目)。

6. 次に、PFCP は制御をプログラム P3 に転送します。 P0 から受け取った
COMMAREA も P3 に渡します。

図 27. テーブル制御プログラム・フロー
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7. P3 は必要な SQL 呼び出しを処理し、マップを端末に送信するか、別のプログ
ラムを実行するために制御を PFCP に転送して (図示なし)、作業を終了しま
す。

8. この別のプログラムが PB であると仮定した場合、PFCP は、PB が現行のト
ランザクション ID (まだ TRX0 である) で実行できるかどうかを再度確認し
ます。

テーブルには、PB を TRX0 で実行してはならないと示されています。したが
って、PFCP はテーブルを調べ、PB を実行できるトランザクション ID を探
します。例では、TRXA と TEMP の両方が有効なトランザクション ID で
す。ただし、TRXA はトランザクション定義内のプログラム PA を指してい
ます。テーブルの「新規トランザクション ID」列には、* が示されている行の
みが、所定のプログラムを開始するための新規トランザクション ID を検索す
るときに使用できることが示されています。この場合、TEMP トランザクショ
ンが該当します。

TEMP トランザクション ID の RDO トランザクション定義項目では、プロ
グラム名として以下の 2 つが考えられます。

v RDO トランザクション定義は新規プログラム (PB) を直接指すことができ
ます。この場合、この方法で開始できる各プログラムのトランザクション
ID がなければなりません。また、COMMAREA を使用するには、開始さ
れるプログラムに、そのプログラムが START で開始されるのか、XCTL
から制御を取得して開始されるのかを確認するためのロジックが含まれてい
なければなりません。

v RDO トランザクション定義は共通プログラム (ここでは RELAY プログ
ラムと呼ぶ) を指すことができます。この場合、1 つ以上のトランザクショ
ン ID を使用できます。それらはすべて、RDO トランザクション定義内の
RELAY プログラムを指します。 RELAY の目的は、適切なプログラムに制
御を転送することです。その後、これらすべてのプログラムが START で開
始されることはなく、この状態を処理する必要はありません。

RELAY プログラムによる解決策は 105 ページの図 27 に示されていま
す。

9. PFCP はトランザクション TEMP を開始し、COMMAREA を渡します。

10. RELAY プログラムが開始されます。 COMMAREA を取得するには、EXEC
CICS RETRIEVE コマンドを使用する必要があります。

11. RELAY は、COMMAREA からプログラム名 PB を取得します。

12. RELAY は制御を PB に転送し、COMMAREA を渡します。

13. これで計画の切り替えは完了です。

利点
v この方法では、さまざまなタイプのアプリケーション設計 (1 つの大きな計画ま

たは多数の小さな計画を使用するなど) を実装できます。

v 計画をいつ切り替えるかの決定は開発プロセスとは別に行われ、コーディングの
対象にはなりません。
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v 新しいプログラムを実動に移す際に更新する必要があるのは制御テーブルのみで
す。既存のプログラムは、新しい関数を呼び出す場合でも変更する必要はありま
せん。

v トランザクション ID、Db2 計画、およびプログラムの間の関係を、プログラム
を変更せずに変更することができます。ただし、制御テーブルは変更する必要が
あります。

v Db2 カタログ (SYSPLAN および SYSDBRM) からの情報を使用して、制御テー
ブルを作成することができます。

v あるいは、制御テーブルを使用して、計画の DBRM 構造に関する情報を生成で
きます。

v 制御テーブルには、CICS で DB2ENTRY および DB2TRAN を定義する際に役
立つ情報が含まれています (計画名の列が使用可能な場合)。

v 他の関数 (EXEC CICS RETURN コマンドの TRANSID オプションで使用され
るトランザクション ID に関する情報など) を制御テーブルの構造に組み込むこ
とができます。

欠点
計画を切り替えるためのトランザクション ID の切り替えにはいくつかの欠点があ
ります。

この手法の 2 つの主な欠点は、ソリューションの設計および開発にかかるコスト
と、実行時のオーバーヘッドです。

プログラム間の移行コストは約 2 倍になります。ただし、トランザクションのプロ
セッサー時間の増加率は、通常は数パーセントに過ぎません。このようなソリュー
ションを使用するかどうかを決定する場合は、これらの欠点と利点とのバランスを
考慮する必要があります。

CICS Db2 環境でのロック戦略の開発
Db2 はロック・メカニズムを使用して、データ保全性を維持しながら、並行性を可
能にします。

CICS 環境では、並行性が高くなる可能性があります。最大並行性を指定するには、
テーブル・スペース・ロックの代わりに、行レベル・ロックまたはページ・ロック
を使用する必要があります。これは、テーブル・スペースの作成時に
LOCKSIZE(PAGE)、LOCKSIZE(ROW)、または LOCKSIZE(ANY) を定義し、バイ
ンド時にカーソル固定として分離レベルを定義することで行うことができます。詳
しくは、 Db2 for z/OS 製品資料内の『Db2 のパフォーマンス管理』を参照して
ください。

LOCKSIZE(ANY) を指定することで、Db2 は、テーブル・スペースに対してロッ
ク・エスカレーションを行えるかどうかを決定できます。 Db2 パラメーター
NUMLKTS は、テーブル・スペースに対する並行ロックの数です。ロックの数が
NUMLKTS を超えると、ロック・エスカレーションが行われます。 そのため、ロ
ック・エスカレーションが通常の CICS 操作に対して行われないように、
NUMLKTS を十分高い値に設定する必要があります。
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テーブル・スペース・ロックが行われ、計画が RELEASE(DEALLOCATE) でバイ
ンドされた場合、ページ・ロックのみが解放されるため、テーブル・スペースはコ
ミット時に解放されません。これは、スレッドと計画がテーブル・スペースを独占
して使用していることを意味する場合があります。

PAGE の代わりに ANY を使用すると、Db2 には、コミットする前に多くのペー
ジ・ロックを必要とするプログラムに対してロック・エスカレーションを使用する
というオプションが生じます。通常、これはバッチ・プログラムの場合です。 Db2
では、ページやテーブル・スペース・レベルではなく、行レベルでロックすること
もできます。したがって、細分性が向上し、ロック競合が削減されます。

初期ロック属性を選択するための Db2 規則をオーバーライドできます。これは、
アプリケーション・プログラムで SQL ステートメント LOCK TABLE を使用して
行います。ただし、厳密には必要でない場合は、LOCK TABLE ステートメントの
使用は避けてください。 LOCK TABLE ステートメントをオンライン・プログラム
で使用すれば、RELEASE(DEALLOCATE) と保護スレッドの使用を避けることがで
きます。 LOCK TABLE ステートメントを使用する場合は、計画でバインド・オプ
ション RELEASE(COMMIT) を使用してください。

一般的には、以下のようにするために、CICS プログラムを設計することをお勧めし
ます。

v ロックの保持期間をできるだけ短くする。

v 並行ロックの数を最小化する。

v テーブルのアクセス順序をすべてのトランザクションに対して同じにする。

v テーブル内の行のアクセス順序をすべてのトランザクションに対して同じにす
る。

CICS Db2 アプリケーションに関する SQL、スレッド・セーフ、その他の
プログラミング考慮事項

アプリケーション・プログラムを開発するときには、アプリケーションのパフォー
マンスを向上させ、潜在的な問題を回避するための特定のプログラミング考慮事項
に注意する必要があります。修飾 SQL と非修飾 SQL のどちらを使用するかで、
CICS Db2 環境の他の多くの面が影響を受けます。オープン・トランザクション環
境 (OTE) のパフォーマンス上の利点を得るには、アプリケーション・プログラムが
スレッド・セーフである必要があります。

スレッド・セーフ・プログラミングにより CICS Db2 アプリケー
ションが OTE を使用できるようにする

CICS Db2 接続機能には、CICS Db2 タスク関連ユーザー出口
(TRUE)、DFHD2EX1 が含まれています。この出口は、アプリケーション・プログ
ラムが SQL 要求を行うときに呼び出されます。これは Db2 へのスレッド接続の獲
得プロセス、および Db2 処理の完了時にアプリケーション・プログラムに制御を
戻すプロセスを管理します。
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このタスクについて

CICS Db2 接続機能では、OTE を使用することによって、TCB を切り替えること
なく CICS Db2 TRUE を呼び出し、Db2 から戻ることができます。OTE では、
CICS Db2 TRUE はスレッド・セーフのオープン API TRUE プログラム (接続処
理中に ENABLE PROGRAM コマンドで OPENAPI オプションを使用して自動的
に使用可能になる) として作動します。これにより、この出口はオープン L8 モー
ド TCB で制御を受け取ることができます。Db2 に対する要求も L8 TCB で発行
されます。したがって、これはスレッド TCB として動作するため、サブタスク
TCB に切り替える必要がありません。

OTE では、TRUE を呼び出したユーザー・アプリケーション・プログラムがスレッ
ド・セーフ・コーディング規則に準拠し、CICS にスレッド・セーフとして定義され
ている場合、このプログラムは L8 TCB でも実行できます。最初の SQL 要求の前
は、アプリケーション・プログラムは CICS のメイン TCB である QR TCB で実
行されます。SQL 要求を行って TRUE を呼び出すと、制御が L8 TCB に渡され、
Db2 の処理が実行されます。Db2 から戻る際、アプリケーション・プログラムがス
レッド・セーフである場合は、引き続き L8 TCB で実行されます。

CONCURRENCY(REQUIRED) で定義されたプログラムは、プログラムの開始時か
らオープン TCB で実行されます。 CICSAPI プログラムの場合、CICS はプログラ
ムの実行キーに関係なく、L8 オープン TCB を使用します。 OPENAPI プログラ
ムの場合、CICS は EXECKEY(USER) が設定されるときは L9 TCB を使用し、
EXECKEY(CICS) が設定されるときは L8 TCB を使用します。

適切な条件が満たされるところでは、CICS Db2 アプリケーションに対してオープ
ン TCB を使用することで、QR TCB の使用が減り、TCB の切り替えが回避されま
す。 OTE における理想的な CICS Db2 アプリケーション・プログラムは、スレッ
ド・セーフ EXEC CICS コマンドのみを含み、スレッド・セーフ・ユーザー出口プ
ログラムのみを使用するスレッド・セーフ・プログラムです。このようなアプリケ
ーションは、最初に SQL 要求を出した際に L8 TCB に移動し、その後は TCB の
切り替えを必要とせずに、すべての Db2 要求およびアプリケーション・コードを
L8 TCB 上で実行し続けます。このような状態のためにアプリケーション・プログ
ラムは複数の SQL 呼び出しを発行することができ、大きなパフォーマンスの向上
につながります。 アプリケーション・プログラムがあまり多くの SQL 呼び出しを
発行しないという場合は、パフォーマンス上の利益があまり多くならないこともあ
ります。

プログラムの実行がスレッド・セーフでないアクションに関係している場合、CICS
はその時点で QR TCB にスイッチバックします。このようなアクションに該当す
るのは、プログラムがスレッド・セーフではない CICS 要求を発行すること、スレ
ッド・セーフではない動的計画出口を使用すること、スレッド・セーフではない
TRUE を使用すること、およびスレッド・セーフではないグローバル・ユーザー出
口 (GLUE) を関与させることです。オープン TCB と QR TCB の間での切り替え
は、アプリケーションのパフォーマンスに悪影響を及ぼします。

CICS Db2 アプリケーションに対する OTE のパフォーマンス上の利点を得るに
は、以下の条件を満たす必要があります。
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v CICS が、サポートされているバージョンの Db2 に接続すること。サポートさ
れている Db2 リリースおよび適用する必要がある APAR について詳しくは、
http://www.ibm.com/support/docview.wss?uid=swg27020857を参照してくだ
さい。

v システム初期設定パラメーター FORCEQR が YES に設定されていないこと。
FORCEQR を使用すると、スレッド・セーフとして定義されたプログラムが強制的
に QR TCB 上で実行されます。これは、スレッド・セーフとして定義されたプ
ログラムに関連する問題を調査して解決している間、一時的な手段として YES
に設定される場合があります。

v CICS Db2 アプリケーションはスレッド・セーフ・アプリケーション論理を持ち
(つまり、EXEC CICS コマンドの間のネイティブ言語コードがスレッド・セーフ
でなければならない)、スレッド・セーフ EXEC CICS コマンドのみを使用し、
CICS に対してスレッド・セーフとして定義される必要があります。スレッド・
セーフであると識別されたコードのみが、オープン TCB での実行を許可されま
す。ご使用の CICS Db2 アプリケーションがスレッド・セーフとして定義され
ていない場合や、スレッド・セーフでない EXEC CICS コマンドを使用する場合
には、TCB の切り替えが生じ、OTE の活用によって得られるパフォーマンス上
の利点の一部またはすべてが失われます。

v CICS Db2 接続機能で使用される動的計画出口が、スレッド・セーフ標準に従っ
てコーディングされていて、CICS にスレッド・セーフとして定義されているこ
と。デフォルトの動的計画出口 DSNCUEXT (CICS ユーザー置換可能プログラ
ムとして開始される) は、CICS にスレッド・セーフとして定義されていません
が、CICS 提供の代替サンプル動的計画出口 DFHD2PXT はスレッド・セーフと
して定義されています。詳しくは、 97 ページの『動的計画出口』を参照してく
ださい。

v アプリケーションが使用する実行パス上の GLUE が、スレッド・セーフ標準に
従ってコーディングされていて、CICS にスレッド・セーフとして定義されてい
ること (CICS Db2 アプリケーションの場合も。具体的には、XRMIIN と
XRMIOUT の 2 つの GLUE)。

v アプリケーションで使用されるその他の TRUE は、CICS に対してスレッド・セ
ーフ、または OPENAPI として定義されなければなりません。

アプリケーション・プログラムとユーザー出口プログラムをスレッド・セーフにす
る方法については、「スレッド・セーフ・プログラム」を参照してください。CICS
に対してプログラムをスレッド・セーフとして定義することは、アプリケーショ
ン・ロジックがスレッド・セーフであることを指定しているに過ぎず、プログラム
に含まれているすべての EXEC CICS コマンドがスレッド・セーフであることを指
定しているわけではありません。 CICS は、まだ変換されておらず、引き続き準再
入可能性に依存している EXEC CICS コマンドについて、QR TCB に切り替えるこ
とでそれらのコマンドを安全に処理できるようにします。プログラムをオープン
TCB 上で実行できるようにするために、アプリケーション・ロジックがスレッド・
セーフであることを CICS に保証することが必要です。

スレッド・セーフであり、TCB 切り替えを伴わない EXEC CICS コマンドは、API
および SPI コマンドの説明に記載されているコマンド構文図に示されています。

OTE のユーザー・アプリケーション・プログラムがスレッド・セーフとして定義さ
れていない場合、CICS Db2 TRUE は引き続き L8 TCB で実行されますが、アプ
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リケーション・プログラムはタスク全体を通して QR TCB で実行されます。プロ
グラムが SQL 要求を行うたびに、CICS は QR TCB から L8 TCB への切り替え
と、そのスイッチバックを行うため、OTE のパフォーマンス上の利益はなくなりま
す。CICS Db2 アプリケーションで TCB 切り替えの発生が最大になるのは、Db2
要求が行われるたびに、プログラムが非スレッド・セーフ・ユーザー出口プログラ
ムと非スレッド・セーフ EXEC CICS コマンドを使用した場合です。特に、
CICS-Db2 メインライン・パスで非スレッド・セーフ出口プログラム (例えば、
XRMIIN または XRMIOUT で使用可能になるプログラム) を使用すると、CICS が
旧バージョンの Db2 に接続されている場合よりも、多くの TCB 切り替えが発生し
ます。

CICS が Db2 の異なるバージョンに接続されている場合、アプリケーション・プロ
グラムによって呼び出される CICS Db2 TRUE の動作が、アプリケーションに設定
された並行性属性の違いによって、どのように影響されるのかを表で説明します。

表 6. アプリケーション・プログラムと CICS Db2 TRUE の組み合わせ

プログラムの並行性属
性

CICS Db2 TRUE の操
作 効果

QUASIRENT スレッド・セーフおよび
オープン API

アプリケーション・プログラムは CICS
QR TCB の下で実行されます。 TRUE
は L8 TCB で実行され、Db2 要求は L8
TCB で実行されます。CICS は、Db2 要
求ごとに CICS QR TCB と L8 TCB 間
の切り替えを行います。

THREADSAFE スレッド・セーフおよび
オープン API

OTE の活用。 TRUE は L8 TCB で実
行され、Db2 要求は L8 TCB で実行さ
れます。制御がアプリケーション・プロ
グラムに戻ると、アプリケーション・プ
ログラムも L8 TCB で稼働します。TCB
切り替えは、タスクが終了するまで必要
になりません。あるいは、タスクが非ス
レッド・セーフな CICS 要求を発行した
場合には、QR TCB へのスイッチバック
が強制されます。

REQUIRED および
API(CICSAPI)

スレッド・セーフおよび
オープン API

OTE の活用。 TRUE は L8 TCB で実
行され、Db2 要求は L8 TCB で実行さ
れます。アプリケーション・プログラム
は始めから L8 TCB で実行されます。プ
ログラムの実行キーに関わらず、プログ
ラムは常に L8 TCB を使用します。TCB
切り替えは、タスクが終了するまで必要
になりません。あるいは、タスクが非ス
レッド・セーフな CICS 要求を発行した
場合には、QR TCB へのスイッチバック
が強制された後、再び L8 TCB にスイッ
チバックします。
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表 6. アプリケーション・プログラムと CICS Db2 TRUE の組み合わせ (続き)

プログラムの並行性属
性

CICS Db2 TRUE の操
作 効果

REQUIRED および
API(OPENAPI)

スレッド・セーフおよび
オープン API

OTE の活用。 ユーザー・キー
CICS-Db2 アプリケーション (およびス
トレージ保護がアクティブの場合) には
推奨されません。この設定では、Db2 要
求が行われるたびに、L9 TCB から L8
TCB に切り替えられ、その後でスイッチ
バックが行われるためです。

要約すると、OTE のパフォーマンス上の利点を得るには、以下の条件が満たされて
いる必要があります。

v CICS が Db2 に接続されていること。

v FORCEQR が YES に設定されていないこと。

v CICS Db2 アプリケーションにスレッド・セーフ・アプリケーション論理がなけ
ればなりません (つまり、EXEC CICS コマンドの間のネイティブ言語コードが
スレッド・セーフでなければならない)。アプリケーション・ロジックがスレッ
ド・セーフでない場合は、プログラムを CONCURRENCY(QUASIRENT) とし
て定義し、CICS QR TCB で実行されるようにする必要があります。この場合、
TRUE がオープン TCB で実行されているとしても、Db2 要求が行われるたびに
TCB 切り替えが発生します。

v スレッド・セーフ・アプリケーションを CICS に対して CONCURRENCY
(THREADSAFE) API(CICSAPI) または CONCURRENCY(REQUIRED)
API(CICSAPI) として定義できます。使用する設定は、プログラムが使用する非
スレッド・セーフ EXEC コマンドの数によって異なります。多数の非スレッ
ド・セーフ CICS コマンドがある場合には、プログラムを CONCURRENCY
(THREADSAFE) として定義することが最善です。プログラムで使用する非スレ
ッド・セーフ CICS コマンドが少数であるか全くない場合は、
CONCURRENCY(REQUIRED) を使用できます。 CONCURRENCY
(REQUIRED) で定義されたプログラムは、L8 オープン TCB で開始されるとい
う利点がありますが、非スレッド・セーフな CICS コマンドが発行されるたび
に、2 回の TCB 切り替えが発生します。

v CICS Db2 アプリケーションが、スレッド・セーフまたはオープン API 動的計
画出口 (TRUE および GLUE) のみを使用すること。非スレッド・セーフ出口を
使用すると、QR TCB へのスイッチバックが強制的に行われます。

以上のすべての条件が満たされていれば、OTE のパフォーマンス上の利点を得られ
ます。

SQL 言語
CICS プログラマーは、少しの制限のみで完全な SQL 言語を使用できます。

CICS プログラム内での SQL 言語の使用について詳しくは、「Db2 for z/OS 製品
資料内の『Db2 for z/OS のプログラミング』」を参照してください。

CICS プログラムでは、以下を使用できます。
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v データ操作言語 (DML)

v データ記述言語 (DDL)

v GRANT ステートメントおよび REVOKE ステートメント

また、CICS では動的 SQL ステートメントと静的 SQL ステートメントの両方がサ
ポートされます。

ただし、パフォーマンスおよび並行性の理由から、通常は、CICS で DDL と
GRANT ステートメントおよび REVOKE ステートメントを発行しないことをお勧
めします。動的 SQL の使用も制限する必要があります。

これらのことを推奨する理由は、Db2 カタログ・ページがロックされて、その結
果、並行性レベルが低下する可能性があるためです。また、これらのタイプの SQL
ステートメントのリソース消費量は通常、静的 DML SQL ステートメントのリソー
ス消費量よりも多くなります。

修飾および非修飾 SQL の使用
CICS Db2 プログラムを作成するプログラマーは修飾または非修飾 SQL を使用で
きます。修飾 SQL では、作成者がテーブルまたはビュー名の前に指定されます。
非修飾 SQL では、作成者は指定されません。

プログラマーが CICS Db2 標準を開発する場合、修飾と非修飾のどちらの SQL を
使用するかを決定することは重要です。この決定は、Db2 環境の他の多くの面に影
響します。他の Db2 領域との主な関係および 2 つのタイプの SQL ステートメン
トのいくつかの結果が表 7 に示されています。

表 7. 修飾および非修飾 SQL

他の Db2 領域との関係 修飾 SQL 非修飾 SQL

シノニムの使用 不可 可

バインダー ID 任意 作成者と同じ

テーブルとテーブル・スペースに対する
作成者の数

任意 1

VALIDATE(RUN) の使用 修飾。 バインダーを使用して修
飾

動的 SQL の使用 修飾。 実行プログラムを使用し
て修飾

個別のテスト Db2 サブシステムが必要 はい いいえ

テスト Db2 および実動 Db2 で同じ作
成者が必要

はい いいえ

同じテスト Db2 サブシステムで複数の
バージョンのテスト・テーブルを使用す
る可能性

いいえ はい

Db2 プリコンパイラーを呼び出す前にソース・コードを変更するために独自のプリ
プロセッサーを開発する場合は、表 7に示されている制限の一部を迂回できます。
これにより、SQL ステートメントの作成者の変更などが可能になります。
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動的 SQL ステートメントでは、管理が簡単になるため、修飾 SQL を使用するこ
とをお勧めします。

非修飾 SQL を使用する場合は、テーブルやビューを完全に識別するための
CREATOR の指定方法を決定する必要があります。その場合、以下の 2 つの方法
が考えられます。

v シノニムを使用できます。シノニムは、DB2ENTRY および DB2CONN で指定
された許可 ID で作成する必要があります。シノニムは許可 ID 自体でのみ作成
可能です。これは、シノニムを作成するメソッドを開発する必要があることを意
味します。 DB2ENTRY または DB2CONN で指定された許可 ID と同じ ID
を持つ TSO ID を使用できます。別の可能性は、それ自体が CREATE
SYNONYM ステートメントを実行できる CICS トランザクション ID (同じ許
可 ID を使用) を設計することです。ただし、これらの方法はいずれも推奨され
ません。

v シノニムを使用しない場合、バインド処理で使用される CREATOR がバインダ
ーの許可 ID となります。そのため、動的 SQL で参照されるすべてのテーブル
とビューをこの ID で作成する必要があります。 Db2 リソースの共通セットへ
のアクセスに動的 SQL を使用するすべてのトランザクションには、DB2ENTRY
または DB2CONN で指定された同じ許可 ID が必要です。ほとんどの場合、こ
れは SIGNID、または文字ストリングでなければなりません。この制約は、通常
は受け入れられません。

このような理由から、動的 SQL ステートメントでの非修飾 SQL の使用は推奨さ
れません。

ビュー
一般的に、適切な場面でビューを使用することをお勧めします。一部のビューは更
新できないことに注意してください。

リアルタイムのオンライン・システムでは、しばしば、ビューを使用して取得した
行を更新する必要があります。ビュー更新の制約事項により、ベース・テーブルを
直接 (または別のビューを使用して) 更新することが強制される場合、更新可能なビ
ューについてのみ考慮してください。ほとんどの場合、これによって、プログラム
の読み取りと変更が容易になります。

索引列の更新
索引列を更新するときは、2 つのことを考慮する必要があります。

v テーブル内のフィールドを更新するときは、Db2 はこのフィールドを含む索引を
使用しないで行を受け取ります。これには、DECLARE CURSOR ステートメン
トの FOR UPDATE OF リストにリストされているフィールドが含まれます。
フィールドが更新されるかどうかは、無関係です。

v 現在区画化されていないテーブル・スペースは、複数の区画を使用して再作成で
きます。 SQL 更新は、区画化キー・フィールドに対して許可されていません。
つまり、これらのフィールドを更新するプログラムは、代わりに DELETE ステ
ートメントと INSERT ステートメントを使用するように変更する必要がありま
す。
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固有索引の依存関係
SELECT ステートメントで完全なキーが提供される場合、プログラマーは、Db2 が
固有索引を使用してテーブルから 1 行のみを返すという事実を利用できます。この
場合、カーソルは不要です。

索引が変更されて固有性がなくなった場合に、2 行以上が返されると、プログラム
は正常に実行されません。プログラムは SQL エラー・コードを受け取ります。

コミット処理
CICS では、アプリケーション・プログラム内の EXEC SQL COMMIT ステートメ
ントは無視されます。 Db2 コミットは CICS と同期が取られる必要があります。
つまり、プログラムで EXEC CICS SYNCPOINT コマンドを発行する必要がありま
す。そうすると、CICS が Db2 を使用してコミット処理を実行します。タスクの終
了時に EXEC CICS RETURN によって暗黙的な SYNCPOINT が常に呼び出され
ます。

SYNCPOINT で発生する以下のアクションに注意してください。

v UOW が完了します。つまり、すべての更新が CICS と Db2 の両方でコミット
されることを意味します。

v スレッドは端末向けトランザクション用に解放されます (保留カーソルが開いて
いる場合を除く)。スレッドが解放されて使用されない場合、それが保護スレッド
でない限り終了します。

v スレッドは非端末向けトランザクション用には解放されません。ただし、
DB2CONN で NONTERMREL=YES が指定されている場合を除きます。これ
は、トランザクションが終了したときに最初に発生します。

v すべてのオープン・カーソルが閉じられます。

v すべてのページ・ロックが解放されます。

v BIND 処理で RELEASE(COMMIT) が指定されている場合、以下のようになり
ます。

– テーブル・スペース・ロックが解放されます。

– EDM プール内の計画のカーソル・テーブル・セグメントが解放されます。

v 動的 SQL により取得されたテーブル・スペース・ロックが BIND パラメータ
ーとは関係なく解放されます。

トランザクションの直列化
1 つ以上のトランザクションの実行を直列化する必要があるかもしれません。通
常、これが必要になるのは、並行性を扱うようにアプリケーション・ロジックが設
計されておらず、デッドロックのリスクが高い場合です。

このタスクについて

直列化は、キューイング時間の可能性から、小規模のトランザクションでのみ許可
する必要があります。

以下の方式では、直列化の開始および終了の時点がそれぞれ異なります。
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CICS トランザクション・クラス
1 つの CLASS で一度に 1 つのトランザクションのみを実行するという
CICS 機能は、完全なトランザクションを直列化するために役立ちます。

Db2 スレッドの直列化
直列化が最初の SQL 呼び出しから同期点までの間隔に限られている場合
(端末向けトランザクション、および NONTERMREL=YES が定義されてい
る場合の非端末向けトランザクション)、DB2ENTRY 仕様を使用して、一度
に特定タイプのスレッド 1 つのみが作成されるようにできます。この技法
では、トランザクションの最初の部分の並行性が許可されます。この技法
は、最初の SQL 呼び出しがトランザクションの開始部分にない場合に役立
ちます。トランザクションが最初の SQL ステートメントを発行する前に、
他のリソースを更新している場合は、この技法を使用しないでください。

CICS エンキューおよびデキュー
必要な直列化期間がプログラムのわずかな部分である場合、CICS のエンキ
ューおよびデキューの技法は役立ちます。利点は、トランザクションの重要
な部分のみを直列化する点です。この部分は、SQL ステートメント 1 つに
まで小さくすることができます。これを使用すると、直列化を最小限に抑え
られるため、他の方式に比べて高いトランザクション率を得ることができま
す。

他の技法と比べた場合の欠点は、直列化がアプリケーション・コード内で行
われ、プログラムを変更する必要がある点です。

LOCK TABLE ステートメント
LOCK TABLE ステートメントは使用しない ことをお勧めします。

EXCLUSIVE モードが指定されている場合、LOCK TABLE ステートメント
は、CICS トランザクションと他のプログラムを直列化するために使用され
ることがあります。ロックされるのは、ステートメントで参照されるテーブ
ルではなく、テーブル・スペース全体であることに注意してください。

LOCK ステートメントが実行されると、直列化が開始されます。直列化の
終了時刻は、テーブル・スペース・ロックが解放されるときです。これは同
期点またはスレッドの割り振り解除時になる場合があります。

スレッドの割り振り解除時までテーブル・スペースがロックされるリスクが
あるため、この技法の使用には注意してください。ただし、この技法は、完
全な Db2 システム全体にわたって機能する唯一の技法です。他の技法は、
CICS トランザクションのみの直列化制御に限られます。

ページの競合
アプリケーションおよびデータベースを設計するときには、多数のトランザクショ
ンがテーブル・スペースの同じ部分にアクセスする際の影響について考慮してくだ
さい。用語「ホット・スポット」は、アクセス密度がテーブル・スペースの他の部
分のアクセス密度に比べて非常に高くなっている、テーブル・スペースの小さな部
分を表すためにしばしば使用されます。

ページが SELECT 処理にのみ使用される場合、並行性の問題は発生しません。ペー
ジはバッファー・プール内に留まる傾向があるため、入出力アクティビティーはわ
ずかしか行われません。ただし、ページが頻繁に更新される場合、最初の更新から
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同期点に至るまでページがロックされるため、並行性の問題が発生する可能性があ
ります。同じページを使用する他のトランザクションは待機する必要があります。
ホット・スポットに関連して、デッドロックおよびタイムアウトがしばしば発生し
ます。

ホット・スポットの 2 つの例は、順序番号の割り振りと挿入の順序に関するもので
す。

連番の割り振り
1 つ以上のカウンターを使用して、アプリケーションに新しい連番を付ける場合
は、以下の点を考慮してください。

v 各カウンターの更新頻度を計算する必要があります。また、カウンターの更新か
らコミットまで測定される、更新トランザクションの経過時間も計算する必要が
あります。 (更新頻度) × (計算された経過時間) がピーク時に約 0.5 を超えた場
合、キュー時間が受け入れられなくなります。

v 同じ表スペース内での複数のカウンターの使用を検討している場合は、カウンタ
ーの総ビジー時間を計算する必要があります。

v 複数のカウンターが同じ行に配置されている場合は、それらは常にまとめてロッ
クされます。

v 複数のカウンターが同じ表スペース内の別の行に配置されている場合、それらは
同じページにある可能性があります。ロックはページ・レベルで取得されるた
め、この場合、行も一緒にロックされます。

v 行が同じ表スペースの別のページに強制的に配置された場合 (フリー・スペース
を 99% にするなどして)、トランザクションがキューに入れられる可能性はまだ
あります。

例えば、2 ページ目の 2 行目にアクセスすると、表スペース・スキャンが行わ
れる場合があります。このページが別のトランザクションでロックされている場
合、スキャンは停止し、1 ページ目で待機します。したがって、表スペース・ス
キャンを避ける必要があります。

v 索引が表スペース・スキャンを避けるように定義されている場合は、使用できる
かどうかは不明です。表スペース内のページ数が少ない場合は、索引は使用され
ません。

v この場合の解決策は、各表スペース内のカウンターを 1 つだけにすることで
す。複数の CICS システムがカウンターにアクセスする場合は、この解決策をお
勧めします。

v カウンターにアクセスする CICS システムが 1 つだけの場合は、BDAM ファイ
ルを代替解決策として使用できます。ただし、後で CICS システムを 2 つ以上
の CICS システムに分割する可能性がある場合は、この解決策の有効性が低くな
る可能性があります。

順次挿入
多数のトランザクションが同じ表スペース内に行を挿入する場合、挿入される行の
順番を考慮してください。
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タイム・スタンプまたは連番の付いたフィールドに基づいてクラスタリング索引を
行う場合、Db2 は相互に隣接したすべての行を挿入しようとします。そのため、行
が挿入されるページをホット・スポットと見なすことができます。

クラスタリング索引では、一定期間内に、同じページですべての挿入も行われるこ
とに注意してください。

複数の索引がある状態で、非クラスタリング索引をデータ検索で使用する場合、索
引とデータ間のデッドロックのリスクが増加します。一般的には、INSERT は以下
の順序で X ロック (排他ロック) を取得します。

1. クラスタリング索引のリーフ・ページ

2. データ・ページ

3. 非クラスタリング索引のリーフ・ページ

SELECT ステートメントが非クラスタリング索引を使用すると、S ロック (共用ロ
ック) が以下の順序で取得されます。

1. 非クラスタリング索引のリーフ・ページ

2. データ・ページ

これは、INSERT ロックの順序と逆の順序です。多くの場合、新しい行の SELECT
率が高くなります。これは、データ・ページが INSERT および SELECT ステート
メントで共通であることを意味します。索引ページも同じである場合、デッドロッ
クが発生する可能性があります。

デッドロック・リスクに対する解決策は、別の索引をクラスタリングとして選択
し、行を分散することです。

デッドロック状態の一般的な処理方法については、CICS Db2 環境でのデッドロッ
クの処理を参照してください。

CICS と CURSOR WITH HOLD オプション
CICS プログラムで CURSOR WITH HOLD を使用すると、SYNCPOINT 処理中
にカーソルを一定の位置で開いたままの状態にします。

CICS プログラムの CURSOR 宣言で WITH HOLD オプションを使用すると、
SYNCPOINT 中に以下の作用が生じます。

v カーソルが開いたままになる。

v 取得された最後の行と結果テーブルの次の行の間にカーソルが置かれたままにな
る。

v 動的 SQL ステートメントが引き続き準備された状態になる。

カーソルの位置を維持するために必要なロック以外のすべてのロックが解除されま
す。排他的ページ・ロックは、共用ロックにダウングレードされます。

会話型 CICS アプリケーションでは、DECLARE CURSOR...WITH HOLD を使用
して、カーソルが同期点時に閉じられないように要求できます。ただし、すべての
カーソルは、タスクの終了 (EOT) 時および SYNCPOINT ROLLBACK では常に
閉じられます。すべての EOT 時に、WITH HOLD で宣言されたカーソルを
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WITH HOLD オプションが指定されなかった場合と同様に、再オープンして位置を
変更する必要があります。保留カーソルの有効範囲は単一のタスクです。

要約すると、以下のようになります。

v 同期点後の次の FETCH は、同じタスクから行われなければなりません。

v タスクの終了をまたいでカーソルを保留することはできません。

v したがって、カーソルは疑似会話型トランザクションの EOT 部分をまたいで
保留されません。

EOT をまたいでカーソルを保留しようとすると、カーソルは閉じられ、次の
FETCH の実行時に SQLCODE -501 を受け取ります。 これはプリコンパイラーで
は検出できないので、この状態を通知する警告メッセージは表示されません。

一般的には、スレッドが各同期点での再使用候補になることができます。 CICS ア
プリケーションで DECLARE CURSOR...WITH HOLD を使用する場合は、以下の
推奨事項を考慮してください。

v 保留カーソルは、不要になったらすぐに閉じる。すべての保留カーソルを閉じる
と、同期点で再使用するためにスレッドを解放することができます。

v 保留カーソルは、EOT の前に必ず閉じる。保留カーソルを閉じないと、CICS
Db2 接続機能により、サインオン時にスレッドが強制的に初期状態に復元される
ため、プロセッサー時間が長くなります。

EXEC CICS RETURN IMMEDIATE コマンド
TRANSID オプションが IMMEDIATE オプションと共に指定されている場合、
CICS は、RETURN コマンドを発行したトランザクションの終了時にブラケット終
了 (EB) が端末に送信されないようにして、TRANSID オプションで指定されたト
ランザクションを即時に開始します。 EB が端末に送信されないため、このトラン
ザクション中はキーボードがロックされたままになります。

新規トランザクションは、端末からの入力によって開始された場合と同様に動作し
ます。 COMMAREA を使用して、TRANSID オプションで指定されたトランザク
ションにデータを渡すことができます。選択によっては、RETURN コマンドを発行
するトランザクションで、INPUTMSG および INPUTMSGLEN オプションを使用
して端末入力メッセージを渡すこともできます。この機能により、端末入力の結果
として開始される必要があるトランザクションを即時に開始できます。

この機能では、TERMID(....) が EIBTRMID 値に設定された EXEC CICS START
TRANSID(....) を発行することで行われる機能と同じ一般機能が提供されますが、オ
ーバーヘッドはかなり少なく、一時的にキーボードがアンロックされることもあり
ません。 EXEC CICS RETURN TRANSID() IMMEDIATE コマンドにより、疑似
会話型トランザクションでのトランザクション・コードの切り替えが許可されま
す。これは、Db2 計画のサイズをより小さく維持する場合や、チャージバック目的
のアカウンティング統計を改善する場合などにお勧めします。

AEY9 異常終了の回避
AEY9 異常終了は、CICS Db2 接続機能が有効になっていない状態で、アプリケー
ションが EXEC SQL コマンドを発行した場合に発生します。
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このタスクについて

以下の CICS コマンドを使用して、CICS Db2 接続機能が有効かどうかを検出する
ことができます。

EXEC CICS EXTRACT EXIT PROGRAM('DFHD2EX1')
ENTRY('DSNCSQL')
GASET(name1)
GALENGTH(name2)

プログラム名として DSNCEXT1 または DSN2EXT1 を指定すると、CICS はそれ
を必要な名前である DFHD2EX1 に動的に変更します。 INVEXITREQ 状態が発生
した場合、CICS Db2 接続機能が有効ではありません。

CICS Db2 接続機能が有効な場合でも、Db2 に必ずしも接続されているわけではあ
りません。Db2 の初期化を待機している可能性があります。このような状態で、
CONNECTERROR=ABEND が DB2CONN に指定されている場合にアプリケーシ
ョンが EXEC SQL コマンドを発行すると、AEY9 異常終了になることがありま
す。 CONNECTERROR=SQLCODE が指定されている場合は、-923 SQL コードが
アプリケーションに返されます。

CICS が Db2 に接続されているかどうかを判別するためには、EXTRACT EXIT コ
マンドの代わりに、CONNECTST キーワード付きの INQUIRE EXITPROGRAM
コマンドを使用できます。

INQUIRE EXITPROGRAM コマンドの CONNECTST キーワードにより、以下の
値が返されます。

v CONNECTED。CICS Db2 接続機能が SQL 要求を受け入れる準備ができてい
る場合。

v NOTCONNECTED。CICS Db2 接続機能が SQL 要求を受け入れる準備ができ
ていない場合。

コマンドが PGMIDERR で失敗する場合は、NOTCONNECTED と同じ状態です。

図 28 に、INQUIRE EXITPROGRAM コマンドを使用するアセンブラー・コードの
例を示します。

プログラム名として DSN2EXT1 を指定すると、CICS はそれを必要な名前である
DFHD2EX1 に動的に変更します。

CSTAT DS F
ENTNAME DS CL8
EXITPROG DS CL8
...
MVC ENTNAME,=CL8'DSNCSQL'
MVC EXITPROG,=CL8'DFHD2EX1'
EXEC CICS INQUIRE EXITPROGRAM(EXITPROG) X
ENTRYNAME(ENTNAME) CONNECTST(CSTAT) NOHANDLE
CLC EIBRESP,DFHRESP(NORMAL)
BNE NOTREADY
CLC CSTAT,DFHVALUE(CONNECTED)
BNE NOTREADY

図 28. INQUIRE EXITPROGRAM コマンドの例
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z/OS ワークロード・マネージャー (WLM) を使用する動的ワークロード・バラン
シングが行われる環境での実行時には、アプリケーションによる EXTRACT EXIT
または INQUIRE EXITPROGRAM コマンドの使用についてさらに考慮する必要が
あります。

Db2 の可用性をテストすると「ストーム・ドレーン作用」になる可能性がありま
す。ワークロード・マネージャーへの接続が使用不能であるときにアプリケーショ
ンが正常に戻ると、ワークロード・マネージャーはだまされたような状態になって
良好な応答時間が達成されていると見なすので、より多くの作業を CICS 領域にル
ーティングすることがあります。ストーム・ドレーン作用の説明については、スト
ーム・ドレーン作用の回避を参照してください。したがって、以下のことを行うよ
うお勧めします。

v DB2CONN に STANDBYMODE=RECONNECT を指定します。これにより、
最初の接続試行時に Db2 がダウンしている場合に、CICS Db2 接続機能は (待
機モードで)、DB2 が自動的に初期化および接続するまで確実に待機するように
なります。また、その後、Db2 で障害が発生した場合、CICS Db2 接続機能が再
び待機モードに戻り、Db2 を待機します。その後、Db2 が正常な状態に戻った
ときに自動的に接続されます。

v アプリケーションが正しく -923 コードを処理する場合は、
CONNECTERROR=SQLCODE を使用します。

v CONNECTERROR=SQLCODE を使用できる場合は、EXTRACT EXIT や
INQUIRE EXITPROGRAM コマンドの使用を避けます。

v AEY9 異常終了が必要な場合は、CONNECTERROR=ABEND を使用します。
EXTRACT EXIT コマンドの代わりに、INQUIRE EXITPROGRAM コマンドを
使用してください。

v 次のような場合は、STANDBYMODE=RECONNECT と
CONNECTERROR=SQLCODE が指定されていても、AEY9 異常終了が依然とし
て発生する可能性があることに注意してください。

– CICS Db2 接続機能が全く開始されない場合。アプリケーションが EXEC
SQL コマンドを発行すると AEY9 が発生します。常に、SIT に
DB2CONN=YES を指定するか、PLTPI にプログラム DFHD2CM0 を指定す
る必要があります。したがって、CICS Db2 接続は少なくとも待機モードに
なります。

– CICS Db2 接続は、DSNC STOP または CEMT/EXEC CICS SET
DB2CONN NOTCONNECTED コマンドを使用してシャットダウンされま
す。

接続のシャットダウンを回避することをお勧めします。 CICS Db2 SPI コマンドを
使用すれば、接続をシャットダウンせずに環境の動的変更を行うことができます。
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第 6 章 Java プログラムから Db2 データにアクセスするための
JDBC および SQLJ の使用

CICS で実行される Java プログラムでは、Db2 データベースに保持されているデ
ータにアクセスするためにいくつかの方法を使用できます。

Java プログラムでは、以下のことが可能です。

v JCICS LINK コマンドを使用することにより、構造化照会言語 (SQL) コマンド
を使用してデータにアクセスする CICS プログラムにリンクする。

v Java Data Base Connectivity (JDBC) または Structured Query Language for
Java (SQLJ) アプリケーション・プログラミング・インターフェースを使用し
て、データに直接アクセスする。

IBM Data Server Driver for JDBC and SQLJ
CICS 用の Java アプリケーションで、IBM Db2 および Db2 for z/OS データベ
ース用のその他のプログラムに対してタイプ 2 接続またはタイプ 4 接続のいずれ
かの JDBC 要求と SQLJ 要求が行われると、要求は IBM Data Server Driver for
JDBC and SQLJ によって処理されます。

タイプ 2 接続を使用する CICS 環境では、IBM Data Server Driver for JDBC
and SQLJ によって、JDBC 要求または SQLJ 要求がそれらと同等の EXEC SQL
に変換されます。変換された要求は、非 Java プログラムからの EXEC SQL 要求
と同じ方法で、CICS Db2 接続機能に到着します。CICS Db2 接続機能のカスタマ
イズ・オプションおよびチューニング・オプションは、Java プログラムと非 Java
プログラムに同様に適用されます。

タイプ 2 接続を使用する場合、ClientUser 値や ClientHostName 値などの Db2
クライアント情報はサポートされず、無視されます。

Liberty JVM サーバーでは、Db2 サブシステムへの接続に CICS Db2 接続機能で
はなく TCP/IP を使用するタイプ 4 接続もサポートされます。CICS で IBM Data
Server Driver for JDBC and SQLJ を使用するには、適切なレベルのドライバー・
バージョンをサポートする Db2 サブシステムに接続している必要があります。

ご使用のバージョンの Db2 に適用される JDBC および SQLJ のアプリケーショ
ン・プログラミング・インターフェースを使用する Java アプリケーションのコー
ディングとビルドの方法について詳しくは、IBM データ・サーバー用の Java アプ
リケーション開発を参照してください。

Db2 をサポートするための JVM サーバーの構成
JVM サーバーは、Java アプリケーション用のランタイム環境です。JDBC および
SQLJ ベースのアプリケーションをサポートするように JVM サーバーを構成できま
す。
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始める前に

Db2 で JVM サーバーを使用するには、IBM Data Server Driver for JDBC and
SQLJ の最新バージョンをインストールするのがベスト・プラクティスです。Db2
SDSNLOD2 ライブラリーを CICS STEPLIB 連結に追加する必要があります。必要
な APAR について詳しくは、詳細なシステム要件を参照してください。

このタスクについて

以下の手順に従って、Db2 に付属の IBM Data Server Driver for JDBC and SQLJ
をアプリケーションで使用できるようにします。

手順
1. Liberty JVM サーバー用のドライバーをセットアップするには、Liberty JVM

サーバーの構成を参照してください。 OSGi JVM サーバーについては、OSGi
アプリケーションのための JVM サーバーの構成を参照してください。

2. Db2 環境変数 DB2SQLJPROPERTIES は、JVM サーバーではサポートされませ
ん。したがって、Db2 ドライバーに関連するプロパティーを JVM プロファイ
ルに直接設定する必要があります。使用可能なプロパティーについては、「Db2
for z/OS 製品資料内の『Db2 for z/OS のプログラミング』」を参照してくだ
さい。

3. オプション: JVMSERVER の Db2 トレースを生成する場合は、以下の JVM プ
ロファイル・プロパティーが役立ちます。

-Ddb2.jcc.traceDirectory=/u/<userID>/db2trace/
-Ddb2.jcc.traceFile=jccTrace.txt
-Ddb2.jcc.appendFile=true
-Ddb2.jcc.traceLevel=-1

重要: JVM プロファイルに Db2 プロパティーが設定されている場合、このプ
ロパティーが設定されていないすべての dataSource のデフォルトになります。

次のタスク

Java 2 セキュリティー・ポリシー・メカニズムがアクティブな OSGi JVM サーバ
ーで Java アプリケーションから JDBC または SQLJ を使用する場合は、Java セ
キュリティー・マネージャーの有効化を参照してください。

JVM サーバーでの Db2 スキーマの設定
さまざまな方法で Db2 にアクセスする JVM サーバー用の現行の Db2 スキーマを
設定できます。

デフォルトの Db2 スキーマが必要なスキーマではない場合、以下の 2 つのオプシ
ョンがあります。

v db2.jcc.currentSchema を、JVM プロファイルで必要なスキーマの名前に設定
できます。例えば、JVM プロファイルの
-Ddb2.jcc.currentSchema=CICSDB2Setting スキーマでは、JCC ドライバーを介
したすべての Db2 アクセスで、必ず選択したスキーマが尊重されます。Liberty
JVM サーバーの場合、dataSource 定義で指定変更されない限り、すべての
dataSource 定義でこの値が尊重されます。
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v Liberty JVM サーバーを使用している場合は、個々の dataSource にスキーマを
設定できます。以下に例を示します。

<dataSource id="ds1" jndiName="jdbc/ds1">
<jdbcDriver libraryRef="db2Lib"/>
<properties.db2.jcc currentSchema="TESTER"/>

</dataSource>

ヒント: CICS の (自動構成を使用して作成された) デフォルト dataSource を使用
する場合は、サーバーが始動されるたびに server.xml に設定されたすべての値が
上書きされます。CICS のデフォルト dataSource に更新されて値が上書きされる可
能性がないように、独自の dataSource を作成します。

JDBC および SQLJ API に対するプログラミング
CICS 用の Java プログラムでは、JDBC アプリケーション・プログラミング・イン
ターフェース (API) のプログラミング規則を順守する必要があります。この規則
は、一般的な CICS プログラミング・モデルよりも厳格な場合があります。

IBM Data Server Driver for JDBC and SQLJ では、JDBC 4.1 以前のバージョン
がサポートされます。

OSGi Java プログラムを DB2 に接続する場合は、バンドル・マニフェスト内の
Import-Package に com.ibm.db2.jcc;resolution:=optional を追加します。

注: Liberty JVM サーバーでは、タイプ 2 接続を使用する SQLJ がサポートされま
す。タイプ 4 接続を使用する SQLJ は、サポートされません。

JDBC API の詳細については、Oracle JDBC Web サイトを参照してください。
JDBC および SQLJ の API を使用する Java アプリケーションの開発方法について
は、を参照してください。

JVM サーバーへのシリアライズされた SQLJ プロファイルのデプ
ロイ

SQLJ は、Java アプリケーションの組み込み静的 SQL を使用できるようにするも
のです。JDBC アプリケーション・プログラミング・インターフェースを使用する
代わりの方法として、シリアライズされた SQLJ プロファイルを OSGi JVM サー
バーまたは Liberty JVM サーバーにデプロイできます。

始める前に

SQLJ プログラム用のプログラム準備の手順に従って、SQLJ プログラムの準備を行
う必要があります。

DBRM を作成したら、それらを Db2 プランまたはパッケージと、CICS に定義さ
れた Db2 プランを指定した Db2 Entry にバインドする必要があります。これに失
敗すると、SQL -805 エラーになるか、JDBC を使用するように SQLJ がデフォル
ト設定されます。バンドルを作成するワークステーションに、シリアライズされた
プロファイルのファイルをダウンロードします。コード・ページ変換の必要がない
ように、転送はバイナリー形式で行ってください。これにより、後で問題が発生す
ることを防止できます。
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次に、シリアライズされたプロファイルを配置する場所を選択する必要がありま
す。次の 2 つのシナリオがあります。

手順
1. シナリオ 1 - シリアライズされたプロファイルを、デプロイしたバンドル内に

保持します。

a. OSGI バンドルの場合、シリアライズされたプロファイルをバンドルのルー
ト・ディレクトリーまたはバンドル・クラス・ディレクトリーに保持するこ
とができます。Liberty バンドルの場合、他のクラスと共に bin ディレクト
リーに配置する必要があります。

2. シナリオ 2 - プロファイルを外部化します。

a. シリアライズされたプロファイルを、jar の中から USS ファイル・システ
ム内のディレクトリー (/usr/lpp/cicsts/dev/sqlj.profile.dir など) に移
動します。ファイルは、/usr/lpp/cicsts/dev/sqlj.profile.dir/com/ibm/

cics/test/sqlj/CurrentTimeStamp_SJProfile0.ser のように、同じパッケ
ージ構造のディレクトリーに配置する必要があります。

b. バンドル・マニフェストに項目を追加します。

Bundle-ClassPath: .,external:$sqlj.profile.dir$

「external」という文字列はバンドルの外部の場所を表し、$ で囲まれた文
字列は、Java システム・プロパティー sqlj.profile.dir の値に置き換え
られます。

c. JVM プロファイルに次の例のような Java システム・プロパティーを追加
します。

-Dsqlj.profile.dir=/usr/lpp/cicsts/dev/sqlj.profile.dir

タスクの結果

これで、シリアライズされた SQLJ プロファイルが正常にデプロイされました。

データベースへの接続の取得
SQL ステートメントを実行する前に、JDBC または SQLJ アプリケーションで、デ
ータベースへの接続を獲得する必要があります。アプリケーションは、2 つの Java
インターフェースのうちのいずれかを使用してターゲット・データ・ソースに接続
します。

このタスクについて

2 つの Java インターフェースとは、以下の Java クラスです。

v DriverManager: このクラスは、データベース URL で指定されたデータベース
にアプリケーションを接続します。

v DataSource: このインターフェースは、基礎データベースに関する詳細がアプリ
ケーションから認識されないようにします。これにより、アプリケーションの移
植性が高まるため、DriverManager よりも好まれます。 DataSource の実装は、
Java プログラムの外部で作成され、Java Naming and Directory Interface
(JNDI) の DataSource 名ルックアップを使用して取得されます。 DataSource
インターフェースは Liberty JVM サーバーでのみ使用可能です。
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OSGi JVM サーバーでは、Db2 で使用できるのは、DriverManager を使用するタ
イプ 2 接続のみです。

Liberty JVM サーバーでは、DriverManager インターフェースと DataSource イン
ターフェースのどちらを使用しても、Db2 にアクセスできます。

タイプ 2 接続の JDBC を使用する場合は、代わりに既存の CICS Db2 セキュリテ
ィー手順が使用されるため、ユーザー ID とパスワードを指定する必要はありませ
ん。また、デフォルト URL を使用することをお勧めします。作業単位のコミット
を参照してください。

IBM CICS SDK for Java には、OSGi と Liberty JVM サーバーの両方の JDBC
サンプルが用意されています。詳しくは、Liberty JVM サーバーで実行する Java
アプリケーションの開発を参照してください。

JDBC の DriverManager および DataSource インターフェースを使用して接続を
獲得する方法、およびアプリケーションで使用できるサンプル・コードについて詳
しくは、使用する Db2 バージョンに適した「Db2 for z/OS」の『Java 用プログラ
ミング』を参照してください。

データベースへの DriverManager 接続の取得
DriverManager クラスを使用する場合、データベースへの接続は、JDBC ドライバ
ーに渡されるデータベース URL (Uniform Resource Locator) によって識別されま
す。

このタスクについて

OSGi JVM サーバーで DriverManager 接続を構成するには、JVM プロファイルの
OSGI_BUNDLES および LIBPATH_SUFFIX に Db2 JDBC jar およびネイティブ DLL
を指定します。

Liberty JVM サーバーでは、DriverManager 構成は CICS JDBC Liberty 機能によ
って提供されます。

JDBC ドライバーは次の 2 つのタイプの URL を認識します。

デフォルト URL
デフォルト URL には、Db2 サブシステムのロケーション名は含まれませ
ん。 Db2 for z/OS のデフォルト URL は次の 2 つの形式のうちのいずれ
かで指定できます。

jdbc:db2os390sqlj:

jdbc:default:connection

デフォルト URL を指定すると、アプリケーションに、CICS の接続先のロ
ーカル Db2 への接続が指定されます。ご使用のシステムで Db2 データ共
用を使用している場合は、ローカル Db2 からシスプレックス内のすべての
データにアクセスできます。
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明示的 URL
明示的 URL には Db2 サブシステムのロケーション名が含まれます。
Db2 for z/OS の明示的 URL の基本構造は以下のとおりです。

jdbc:db2os390:<location-name>

jdbc:db2os390sqlj:<location-name>

通常、ロケーション名は、CICS の接続先のローカル Db2 の名前です。た
だし、アクセスするリモート Db2 の名前を指定することができます。この
場合、CICS はローカル Db2 をパススルーとして使用し、Db2 分散データ
機能を使用してリモート Db2 にアクセスします。

タイプ 2 接続の Db2 にアクセスする場合は、デフォルト URL を使用することを
お勧めします。明示的 URL を使用すると、同じアプリケーション・スイートで複
数のプログラムが使用されている場合に不都合となる可能性のある特定のアクショ
ンが、接続のクローズ時に実行される場合があります。また、デフォルト URL を
使用すれば、接続の動作が JDBC ドライバーのバージョンによって影響を受けるこ
とはありません。

接続を獲得するには、Java アプリケーションから、URL を指定して
getConnection() メソッドを呼び出す必要があります。例:

Connection connection =
DriverManager.getConnection("jdbc:default:connection");

OSGi Java プログラムを Db2 に接続する場合は、バンドル・マニフェスト内の
Import-Package に com.ibm.db2.jcc;resolution:=optional を追加します。

データベースへの DataSource 接続の取得
DataSource インターフェースを使用する場合、データベースへの接続は、Java
Naming and Directory Interface (JNDI) の DataSource 名ルックアップを使用し
て取得されます。 JDBC DataSource 実装は、<cicsts:jdbc-1.0> または Liberty
<jdbc-4.1> のいずれかのフィーチャーによって提供されます。

このタスクについて

データ・ソースという用語は、以下のように 2 つの異なるコンテキストで使用する
ことができますが、大文字化によって区別されるため、注意が必要です。

v データ・ソースは、データベースなどのデータのソースです。

v DataSource は、これによって表される実世界のデータ・ソースを識別および記
述するプロパティーのセットをカプセル化する Java EE の方法です。
DataSource オブジェクトは、それが表わす特定のデータ・ソースへの接続のフ
ァクトリーと考えることができます。

v DataSource オブジェクトが JNDI ネーミング・サービスに登録されると、アプ
リケーションで JNDI API を使用してその DataSource オブジェクトにアクセ
スできます。その後、このオブジェクトを使用して、これが表わすデータ・ソー
スに接続できます。
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v DataSource オブジェクトでは、接続プール (物理接続の一時論理表現のセット)
の実装を選択できます。アプリケーションでそのような接続が閉じられると、一
時的な接続 (JDBC 接続とも呼ばれる) は閉じられませんが、再利用のためにプ
ールに返されます。

タイプ 4 接続の JDBC を使用しているときに、CICS 作業単位で行われた更新によ
るデータベース更新を調整する場合は、CICS JTA 統合サポートを使用して、
UserTransaction の有効範囲内で更新を行います。詳しくは、Java Transaction API
(JTA) を参照してください。さらに、DataSource が XADataSource (要素
type="javax.sql.XADataSource" を定義に追加することで指定されます) であるこ
とを確認する必要があります。 Liberty のデフォルト DataSource である
<dataSource id="DefaultDataSource"> を使用する場合、これはデフォルトで
XADataSource になります。

DataSource が構成された後、アプリケーションは、Liberty サーバー構成の
cicsts_dataSource エレメントまたは dataSource エレメントのいずれかにそれぞ
れ指定された jndiName を使用して、JNDI ネーミング・サービスから該当する
DataSource クラスのインスタンスを取得できます。そして、その DataSource オブ
ジェクトの getConnection() メソッドを呼び出して接続を取得できます。例:

Context context = new InitialContext();
DataSource dataSource = (DataSource)
context.lookup("jdbc/defaultCICSDataSource");

Connection connection = dataSource.getConnection();

JDBC 接続と SQLJ 接続に関する考慮事項
CICS Java アプリケーションで IBM Data Server Driver for JDBC and SQLJ を
使用する場合は、以下の情報を考慮する必要があります。

タイプ 2 接続の IBM Data Server Driver for JDBC and SQLJ の
使用

タイプ 2 接続を使用する場合、CICS 用の Java アプリケーションでは、一度に開
くことができる JDBC 接続または SQLJ 接続は 1 つのみです。

JDBC では、アプリケーションは同時に複数の接続を行うことができますが、タイ
プ 2 接続を使用する場合は、これが 1 つに制限されます。ただし、アプリケーシ
ョンは、必要に応じて既存の接続を閉じ、新規の Db2 ロケーションへの接続を開
くことができます。

ガイドラインとして、接続が開いているアプリケーションは、JDBC または SQLJ
を使用する可能性がある別のアプリケーションにリンクする前に、その接続を閉じ
る必要があります。アプリケーション・スイートの一部である Java プログラムで
は、接続を閉じた場合の影響を考慮する必要があります。明示的 URL を使用して
いる場合、接続を閉じると同期点が取られる可能性があるからです。デフォルト
URL を使用する場合は、接続を閉じるときに同期点を取る必要はありません。

タイプ 2 接続について詳しくは、 130 ページの『作業単位のコミット』を参照し
てください。
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タイプ 4 接続の IBM Data Server Driver for JDBC and SQLJ の
使用 (Liberty JVM サーバーのみ)

タイプ 4 接続を使用する場合、CICS 用の Java アプリケーションでは、同時に複
数の JDBC 接続または複数の SQLJ 接続を行うことができます。データ保全性を維
持するためには注意が必要です。Java Transaction API を使用して、トランザクシ
ョン境界を明確に区切ることをお勧めします。

注:

JDBC 4.0 実装と JDBC 4.1 実装は、同じドライバー内にあります。

jdbc-4.1 機能を使用すると、RowSetFactory インターフェースと RowSetProvider
クラスは新規 JDBC 接続の作成を試みます。

データベースへの接続を閉じる
データベースへの接続を閉じると、JDBC と SQLJ のリソースが自動的に解放され
ます。通常、データベースへの接続はタスクの終了時に閉じられます。

パフォーマンス上の理由から、アプリケーションは、同じ JVM のユーザーが後で
使用できるように JDBC 接続を開いたままにする場合があります。 JDBC 接続が
開いたままになっている場合、アプリケーションは、JDBC リソースが時間の経過
に伴いリークしないようにする必要があります。

アプリケーションで JDBC または SQLJ 接続を開いたままにする場合は、そのアプ
リケーションで以下を行う必要があります。

v JDBC と SQLJ のリリースが解放されていることの確認。

v 基礎となる Db2 接続の Db2 SIGNON 後のリカバリー。

v キャッシュされた接続が無効になった場合 (例えば、StaleConnection,
SQLCODE=4499) の接続のリサイクル。

接続がキャッシュされている場合は、所定の数のトランザクション後に接続をリサ
イクルするロジックをアプリケーションに組み込むことをお勧めします。キャッシ
ュされた接続のリサイクルはリソースの漏えいを防ぎます。

作業単位のコミット
タイプ 2 接続を使用する場合は、JDBC アプリケーションと SQLJ アプリケーショ
ンで、JDBC と SQLJ のコミットおよびロールバックのメソッド呼び出しを発行で
きます。 IBM Data Server Driver for JDBC and SQLJ は、これらの呼び出しを
JCICS コミットまたは JCICS ロールバック呼び出しに変換し、その結果、CICS 同
期点が取られます。

このタスクについて

JDBC または SQLJ コミットでは、Db2 に対して行われた更新だけでなく、CICS
作業単位全体がコミットされます。 CICS では、残りの CICS 作業単位とは別個に
JDBC 接続を使用して行われた作業のコミットはサポートされません。
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JDBC または SQLJ アプリケーションでは JCICS コミットまたはロールバックを直
接実行することもでき、その結果は JDBC または SQLJ のコミットまたはロールバ
ック・メソッド呼び出しを実行した場合と同じになります。作業単位全体は、Db2
更新と CICS 制御リソースに対する更新の両方について、まとめてコミットまたは
ロールバックされます。

JDBC 接続で作業する場合、Db2 データベースへの接続のクローズ時に、同期点の
取得と作業単位のコミットを避けられないことがあります。これは、以下のいずれ
かの場合に当てはまります。

v JDBC 接続の自動コミット・プロパティーを使用した。

v 明示的な URL を使用して DriverManager 接続を取得した。

スタンドアロン・アプリケーションの場合、これらの規則が原因で問題が発生する
ことはありません。 CICS では、接続のクローズ時だけでなく、タスクの終了時に
も同期点が確実に取得されるためです。ただし、JDBC および SQLJ アプリケーシ
ョン・プログラミング・インターフェースでは、作業単位ごとの複数のアプリケー
ション・プログラムの概念はサポートされません。アプリケーションを構成する複
数のプログラムがある場合、1 つのプログラムが Db2 にアクセスしてから、単一
の作業単位の過程で、同様に Db2 へのアクセスを行う別のプログラムを呼び出す
可能性があります。これらのプログラムとして、JDBC または SQLJ を使用する
Java プログラムを指定する場合は、Db2 への接続のクローズ時に作業単位がコミッ
トされないようにする必要があります。そうしないと、アプリケーションは計画通
りに作動しません。既存のアプリケーションのプログラムを、JDBC または SQLJ
を使用する Java プログラムに置き換えて、プログラム間で同じ CICS-Db2 スレッ
ドを共用する場合は、特にこの要件に注意する必要があります。この問題に対処す
るには、デフォルトの URL で DriverManager を使用するか、DataSource 接続を
使用してください。

自動コミット
JDBC アプリケーションでは、JDBC 接続の自動コミット・プロパティーを使用で
きます。自動コミット・プロパティーによって、Db2 がそれぞれ更新された後に、
コミットが行われます。タイプ 2 接続を使用する場合、このコミットは CICS ® コ
ミットであり、結果として作業単位全体がコミットされます。

自動コミット・プロパティーを使用すると、接続が閉じられたときにもコミットさ
れます。タイプ 2 接続に自動コミットを使用することはお勧めしません。このた
め、IBM Data Server Driver for JDBC and SQLJ では、タイプ 2 接続の CICS
環境で実行される場合に、autocommit(false) のデフォルトが設定されます。タイ
プ 4 接続の場合、デフォルトは autocommit(true) です。

明示的 URL およびデフォルト URL での DriverManager の同期
点の問題

JDBC または SQLJ を使用する CICS 用の Java アプリケーションで、明示的
URL を使用して接続が獲得される場合、アプリケーションは、SYNCONRETURN
属性でリンクされている DPL サーバー・プログラムの環境に類似した環境で動作
します。
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JDBC または SQLJ を使用するアプリケーション・プログラムが明示的 URL 接続
を閉じるときに、CICS が IBM Data Server Driver for JDBC and SQLJ を使用し
ている場合、暗黙的な同期点は取られません。

ただし、明示的 URL 接続のクローズは、作業単位の境界にあるときにのみ成功し
ます。したがって、アプリケーションでは、接続を閉じる前に、JDBC または SQLJ
のコミット・メソッド呼び出しか JCICS コミットを発行して、同期点を取る必要が
あります。 (アプリケーションでは、確実に同期点を取るために autocommit(true)
を使用できますが、このプロパティーの使用は CICS 環境では推奨されません。)
アプリケーション・プログラムが明示的 URL 接続を閉じたときに、作業単位の終
了となります。

明示的 URL の代わりにデフォルト URL を使用して接続を獲得するか、デフォル
ト URL 接続を提供するデータ・ソースを使用することによって、この制限に対処
できます ( 126 ページの『データベースへの接続の取得』 を参照)。デフォルト
URL が使用される場合、Java アプリケーションでは、作業単位の境界で接続を閉
じる必要はなく、接続が閉じられるときに同期点は取られません (autocommit(true)
が指定されていないことを前提とします)。

DriverManager タイプ 2 接続を使用する場合は、常にデフォルト URL 接続を使
用することをお勧めします。

JDBC 要求または SQLJ 要求の間に CICS が異常終了する
IBM Data Server Driver for JDBC and SQLJ によって作成され、EXEC SQL 要
求の処理中に発行される CICS の異常終了は、Java 例外に変換されないため、
CICS 用の Java アプリケーションではキャッチされません。 CICS トランザクシ
ョンは異常終了して、最終同期点までロールバックされます。
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第 7 章 CICS Db2 プログラムの実行および実動の準備

このセクションでは、CICS Db2 環境でのプログラムの準備について説明します。

CICS Db2 環境での Java プログラムのサポートについては、Java プログラムから
Db2 データにアクセスするための JDBC および SQLJ の使用を参照してくださ
い。

以下のトピックには、診断、変更または調整に関する情報が含まれています。

CICS Db2 テスト環境
CICS Db2 テスト環境をセットアップするときには、いくつの CICS システムを
Db2 システムに接続させる必要があるかを考慮してください。

複数の CICS システムを同じ Db2 システムに接続することができます。ただし
CICS Db2 接続機能では、1 つの CICS システムを複数の Db2 システムに同時に
接続することはできません。

次のように、実動環境およびテスト環境をセットアップすることが可能です。

v 1 つの CICS システムを 1 つの Db2 システムに接続する

v 実動用とテスト用に複数の CICS システムを同じ Db2 システムに接続する

v 複数の CICS システムを、複数の異なる Db2 システムに接続する

最初の選択肢 (実動とテストに 1 つの CICS システムを使用すること) は推奨され
ません。テストのアプリケーションが実動システムのパフォーマンスに影響を与え
る可能性があるためです。

2 番目の選択肢 (ただ 1 つの Db2 システム) をテスト用および実動用に使用する
ことも可能です。これが適しているかどうかは、実際の開発環境と実動環境に応じ
て異なります。テスト CICS システムと実動 CICS システムを別個に実行すること
で、テストにおける障害が実動に影響するのを防ぐことができます。

3 番目の選択肢 (例えばテスト用と実動用にそれぞれ 1 つの Db2 システムを使用
すること) は最も柔軟です。 2 つの CICS サブシステムを 1 つ以上の Db2 シス
テムと共に実行することができます。複数の CICS システムが異なる Db2 システ
ムに接続される場合、

v ユーザー・データと Db2 カタログは共用されません。テスト・データを実動デ
ータから分離する必要がある場合には、これが利点となります。

v テスト対象アプリケーションにおける間違った設計やプログラム・エラーは、実
動システムのパフォーマンスに影響を与えません。

v 実動データが使用不可であるため、テスト・システムでの権限付与をそれほど厳
しくする必要がないかもしれません。 2 つの CICS システムが同じ Db2 シス
テムに接続される場合、プログラマーにとって使用可能な機能とデータに関連す
る権限を厳しく制御する必要があります。
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CICS Db2 プログラムの準備
Db2 Interactive (DB2I) インターフェースを使用して CICS Db2 プログラムを準備
することも、独自の JCL をバッチ処理のために実行依頼することもできます。

このタスクについて

図 29に示すステップは、アプリケーション・プログラム設計およびコーディングの
完了後に、プログラムを実行するための準備方法を要約しています。

このプロセスの各段階の概要については、Db2 にアクセスする CICS アプリケーシ
ョン・プログラムの準備を参照してください。

Db2 にアクセスする CICS アプリケーション・プログラムを準備するには、次のよ
うにします。

v Db2 プリコンパイラー (ステップ 1) では、プログラムの各 SQL ステートメン
トに関する情報を含む DBRM を作成します。また、プログラム内の SQL ステ

図 29. Db2 にアクセスする CICS アプリケーション・プログラムを準備するステップ
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ートメントを妥当性検査します。Db2 プリコンパイラーの使用について詳しく
は、「Db2 for z/OS 製品資料内の『Db2 for z/OS のプログラミング』」を参
照してください。

v ソース・プログラムが PL/I で作成される場合、ステップ 1 の Db2 プリコン
パイラーへの入力は、PL/I マクロ局面 (使用された場合) からの出力となりま
す。

v ステップ 1 の Db2 プリコンパイラー、およびステップ 2 の CICS コマンド言
語変換プログラムを、どちらの順序でも実行できます。示した順序は、推奨され
る方式であり、これは、DB2I プログラム準備パネルでサポートされている方式
です。CICS コマンド言語変換プログラムを最初に実行した場合、EXEC SQL ス
テートメントが検出されるたびに、警告メッセージが生成されますが、これらの
メッセージは結果に影響しません。

v CICS 変換プログラムを統合した、言語環境プログラム (Language
Environment) に準拠するコンパイラー (COBOL および PL/I) の 1 つを使用
する場合、EXEC CICS コマンド (ステップ 2) の変換は、プログラムのコンパ
イル (ステップ 3) 中に行われます。統合 CICS 変換プログラム、およびそれを
サポートするコンパイラーの詳細については、変換およびコンパイルを参照して
ください。

v DB2 バージョン 7 以上を実行しており、言語環境プログラム準拠の COBOL コ
ンパイラーまたは PL/I コンパイラーのいずれかを使用して、COBOL プログラ
ムまたは PL/I プログラムを準備する場合、コンパイラーが SQL ステートメン
ト・コプロセッサー (DBRM を生成する) も提供するので、独立した Db2 プリ
コンパイラー (ステップ 1) を使用する必要はありません。SQL ステートメン
ト・コプロセッサーの使用方法について詳しくは、「Db2 for z/OS 製品資料内
の『Db2 for z/OS のプログラミング』」を参照してください。

v DB2 バージョン 6 以前を実行しており、COBOL プログラムまたは PL/I プロ
グラムを準備している場合は、独立した Db2 プリコンパイラーを使用します。
COBOL プログラムの場合、Db2 プリコンパイラーおよび統合 CICS 変換プロ
グラムの場合と同様に、ストリング区切り文字を指定するようにしてください。
デフォルトの区切り文字は、互換性がありません。

v プログラムのリンク・エディット (ステップ 4) では、コーディングしている言
語に適した CICS EXEC インターフェース・モジュールまたはスタブと、CICS
Db2 言語インターフェース・モジュール DSNCLI の両方を組み込みます。CICS
EXEC インターフェース・モジュールを最初にロード・モジュールに組み込む必
要があります。24 ビット・アドレッシング・モードまたは 31 ビット・アドレ
ッシング・モード (AMODE=31) のいずれかで、DSNCLI をプログラムにリンク
できます。アプリケーション・プログラムが 31 ビット・アドレッシング・モー
ドで稼働する場合は、アプリケーションが 16MB より上で稼働できるように、
属性 AMODE=31 および RMODE=ANY を指定して DSNCLI スタブをアプリ
ケーションにリンク・エディットする必要があります。

v バインド・プロセス (ステップ 5) では、Db2 が必要です。バインド・プロセ
スでは、DBRM を使用して、プログラムによる Db2 データへのアクセスを可能
にするアプリケーション・プラン (多くの場合、単にプランと呼ばれる) を作成
します。バインド・プロセスの詳細については、バインド・プロセスを参照して
ください。同一のエントリー・スレッド (つまり、同一の DB2ENTRY で指定さ
れている) を使用するトランザクションのグループは、同一のアプリケーショ
ン・プランを使用しなければなりません。それらの DBRM は、同一のアプリケ
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ーション・プランにバインドするか、または後で同一のアプリケーション・プラ
ン内にリストされるパッケージにバインドする必要があります。

表 8 では、プログラムの言語および Db2 のバージョンに応じて、CICS Db2 プロ
グラムを準備するために必要となるタスクを示しています。

表 8. Db2 にアクセスする CICS プログラムを準備するタスク

Db2 バージョン
およびプログラ
ム言語

ステップ 1
(SQL ステ
ートメント
処理)

ステップ 2
(CICS コマン
ド変換)

ステップ 3
(プログラム・
コンパイル)

ステップ 4 (リ
ンク・エディッ
ト)

ステッ
プ 5 (バ
インド)

DB2 バージョン
6 およびアセン
ブラー

Db2 プリコ
ンパイラー

CICS 提供の
独立変換プロ
グラム

言語コンパイ
ラー

EXEC インター
フェースおよび
DSNCLI を使用
したリンク・エ
ディット

バイン
ド・プ
ロセス

DB2 バージョン
6 および PL/I

Db2 プリコ
ンパイラー

統合 CICS 変換プログラムを
サポートする言語コンパイラ
ー

EXEC インター
フェースおよび
DSNCLI を使用
したリンク・エ
ディット

バイン
ド・プ
ロセス

DB2 バージョン
6 および
COBOL

Db2 プリコ
ンパイラー

統合 CICS 変換プログラムを
サポートする言語コンパイラ
ー

EXEC インター
フェースおよび
DSNCLI を使用
したリンク・エ
ディット

バイン
ド・プ
ロセス

DB2 バージョン
6 およびその他
の言語

Db2 プリコ
ンパイラー

CICS 提供の
独立変換プロ
グラム

言語コンパイ
ラー

EXEC インター
フェースおよび
DSNCLI を使用
したリンク・エ
ディット

バイン
ド・プ
ロセス

DB2 バージョン
7 (またはそれ以
降) およびアセン
ブラー

Db2 プリコ
ンパイラー

CICS 提供の
独立変換プロ
グラム

言語コンパイ
ラー

EXEC インター
フェースおよび
DSNCLI を使用
したリンク・エ
ディット

バイン
ド・プ
ロセス

DB2 バージョン
7 (またはそれ以
降) および PL/I

統合 CICS 変換プログラムおよび SQL ス
テートメント・コプロセッサーをサポート
する言語コンパイラー

EXEC インター
フェースおよび
DSNCLI を使用
したリンク・エ
ディット

バイン
ド・プ
ロセス

DB2 バージョン
7 (またはそれ以
降) および
COBOL

統合 CICS 変換プログラムおよび SQL ス
テートメント・コプロセッサーをサポート
する言語コンパイラー

EXEC インター
フェースおよび
DSNCLI を使用
したリンク・エ
ディット

バイン
ド・プ
ロセス
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表 8. Db2 にアクセスする CICS プログラムを準備するタスク (続き)

Db2 バージョン
およびプログラ
ム言語

ステップ 1
(SQL ステ
ートメント
処理)

ステップ 2
(CICS コマン
ド変換)

ステップ 3
(プログラム・
コンパイル)

ステップ 4 (リ
ンク・エディッ
ト)

ステッ
プ 5 (バ
インド)

DB2 バージョン
7 (またはそれ以
降) および他の言
語

Db2 プリコ
ンパイラー

CICS 提供の
独立変換プロ
グラム

言語コンパイ
ラー

EXEC インター
フェースおよび
DSNCLI を使用
したリンク・エ
ディット

バイン
ド・プ
ロセス

CICS Db2 プログラムの準備は、Db2 Interactive (DB2I) インターフェースを使っ
て行うか、または独自の JCL をバッチ実行のために処理依頼して行います。

v Db2 Interactive (DB2I) インターフェース: DB2I は、プリコンパイル、コンパイ
ル、またはアセンブルするためのパネル、アプリケーション・プログラムをリン
ク・エディットするためのパネル、およびプランをバインドするためのパネルを
提供します。アプリケーション・プログラムの準備の詳細については、「Db2
for z/OS 製品資料内の『Db2 for z/OS のプログラミング』」を参照してくだ
さい。

v バッチ実行のために処理依頼されるユーザー JCL: Db2 ライブラリー
SDSNSAMP 内のメンバー DSNTEJ5C および DSNTEJ5P には、CICS 用の
COBOL プログラムおよび PL/I プログラムの準備に必要な JCL のサンプルが
含まれています。

CICS の稼働中にプログラムを実行のために準備する場合、プログラムの新しいバー
ジョンを CICS に認識させるために、CEMT NEWCOPY コマンドの実行が必要に
なることがあります。

CICS SQLCA フォーマット設定ルーチン
IBM 提供の SQLCODE メッセージ・フォーマット設定プロシージャーである
DSNTIAR を使用すると、アプリケーションに「SQL メッセージをオンラインで」
送信できます。

DB2 バージョン 3.1 では、DSNTIAR は 2 つのフロントエンド・モジュール
(DSNTIAC と DSNTIAR) および 1 つのランタイム・モジュール (DSNTIA1) に分
割されました。DSNTIAC は CICS アプリケーションに使用され、DSNTIAR はそ
の他の Db2 インターフェースに使用されます。DB2 バージョン 3.1 より前では、
(リリース変更またはメンテナンス適用によって) DSNTIAR が変更されるたびにア
プリケーション・モジュールを再リンク・エディットする必要がありましたが、上
記のような変更点により、その必要がなくなりました。以前に DSNTIAR でリン
ク・エディットされたアプリケーションが存在する場合、代わりに DSNTIAC を使
ってそれらを再びリンク・エディットすることを考慮してください。こうするとパ
フォーマンスが改善され、DSNTIAR の変更からそれらを分離することができま
す。

CICS フロントエンド部分である DSNTIAC は、Db2 ライブラリー SDSNSAMP
でソース・メンバーとして提供されます。
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DSNTIAC および DSNTIA1 に必要なプログラム定義は、CSD における IBM 提
供グループ DFHDB2 で提供されます。 DSNTIA1 をロード可能にするには、
SDSNLOAD ライブラリーを CICS DFHRPL 連結に追加する必要があります
(CICS ライブラリーの後)。

プログラム変更後に何をバインドするか
プログラムを変更した場合、そのプログラムを使用する前に、それを準備して再バ
インドする必要があります。

このタスクについて

バインド・プロセスの概要については、バインド・プロセスを参照してください。
プランとパッケージの概要については、計画、パッケージ、および動的計画出口を
参照してください。

4 つのプログラム・モジュールから成る CICS トランザクションがあるとします。
モジュール 1 がメイン・モジュールです。モジュール 1 がモジュール 2 を呼び出
します。モジュール 1 はモジュール 3 も呼び出し、モジュール 3 は モジュール
4 を呼び出します。実際のトランザクションでモジュールの数が多いのは珍しくあ
りません。モジュールの 1 つで少なくとも 1 つの SQL ステートメントが変更さ
れたとすると、次の手順を実行してプログラムを準備し、トランザクションを再度
実行可能にする必要があります。

手順
1. Db2 でプログラムをプリコンパイルします。

2. CICS 変換プログラムを使ってプログラムを変換します。

3. ホスト言語ソース・ステートメントをコンパイルします。

4. リンク・エディットします。

5. プログラム C 用の DBRM がパッケージの中にバインドされていた場合、新し
い DBRM を使ってそのパッケージをバインドすると、プログラム C を使用す
るすべてのアプリケーション・プランは新しいパッケージを自動的に見つけま
す。

6. プログラム C 用の DBRM がいずれかのアプリケーション・プランの中に直接
バインドされていた場合、プログラム C 用 DBRM を含むすべてのアプリケー
ション・プランを見つけます。直接バインドされた全プログラム用の DBRM を
使ってすべてのアプリケーション・プランを再びバインドして、新しいアプリケ
ーション・プランを獲得します。変更されなかったプログラムに関しては、古い
DBRM を使用します。 REBIND サブコマンドを使用できない ことに注意して
ください。 REBIND への入力は DBRM ではなく、プランであるためです。

注: 以前にパッケージを使用しなかった場合は、パッケージを使用すると再バイ
ンド・プロセスが簡単になります。それぞれ別個の DBRM を 1 つのパッケー
ジとしてバインドし、パッケージ・リストにそれらを含めることができます。パ
ッケージ・リストを PLAN の中に含めることができます。その後、(BIND
PLAN コマンドを使ってアプリケーション・プラン全体をバインドする代わり
に) BIND PACKAGE コマンドを使用して、変更済みプログラム用の DBRM
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をバインドできます。これによりトランザクションの可用性が高まり、パフォー
マンスが改善されます。パッケージの使用方法について詳しくは、Db2 パッケ
ージの使用を参照してください。

プログラムのバインド・オプションと考慮事項
複数のプログラムを 1 つのアプリケーション・プランにバインドするとき、Db2
でタイム・スタンプが使用される方法に注意してください。

各プログラムに関して、Db2 プリコンパイラーは以下のものを作成します。

v Db2 プリコンパイラーは、Tdx タイム・スタンプを持つ DBRM を作成しま
す。例えば、最初のプログラムには Td1、2 番目のプログラムには Td2 などと
なります。

v Db2 プリコンパイラーは、SQL パラメーター・リスト内で Tsx タイム・スタ
ンプを持つ変更されたソース・プログラムを作成します。例えば 2 つのプログ
ラムが処理に含まれる場合は Ts1 および Ts2 です。

バインド時に、各プログラム用の DBRM は、指定したパッケージまたはプランの
中にバインドされます。さらに、Db2 のカタログ・テーブル SYSIBM.SYSDBRM
が更新され、DBRM ごとに 1 行およびそれぞれのタイム・スタンプが含まれるよ
うになります。実行時に Db2 は各 SQL ステートメントのタイム・スタンプを検査
して、DBRM のタイム・スタンプとソース・プログラムで設定されたタイム・スタ
ンプが異なる場合には -818 SQL コードを返します (この例では Td1 と Ts1 が異
なるか、Td2 と Ts2 が異なる場合)。 -818 SQL コードを回避するには、以下のい
ずれかの方法を使用してください。

v すべてのプログラムをパッケージにバインドして、アプリケーション・プランで
これらのパッケージをリストします。 1 つのプログラムが変更された場合、そ
のプログラムをプリコンパイル、コンパイル、およびリンク・エディットして、
それを 1 つのパッケージに再びバインドします。

v いずれかのプログラムをアプリケーション・プランに直接バインドする場合は、
それぞれの新しいプログラムまたは変更済みプログラムを必ずプリコンパイル、
コンパイル、およびリンク・エディットした後、そのプログラムを含んでいるす
べてのアプリケーション・プランをバインドします。その際、これらのプランに
直接バインドされるすべてのプログラムからの DBRM を使用します。これを行
うには REBIND コマンドではなく、BIND コマンドを使用してください。

プランをバインドするときには多数のオプションを使用できます。ほとんどすべて
のバインド・オプションはアプリケーションに依存しているため、アプリケーショ
ン設計時にそれを考慮してください。異なるプランに対して異なる BIND オプショ
ンを扱うようプロシージャーを開発する必要があります。さらに、プロシージャー
は、時間の経過に伴う同じプランの BIND オプションの変化に対処できる必要があ
ります。

以下のセクションは、CICS での BIND オプションに関する具体的な推奨事項をい
くつか示しています。
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RETAIN
RETAIN は、古いプランからの BIND および EXECUTE 権限が変更されないこと
を意味します。

RETAIN オプションが使用されない場合、それより前の GRANT による権限はす
べて REVOKED (取り消し) になります。 BIND コマンドを実行しているユーザー
がプランの作成者になります。新しい GRANT コマンドによってすべての権限を再
び確立する必要があります。

このような理由で、CICS 環境でプランをバインドするときには RETAIN オプショ
ンを使用することをお勧めします。

分離レベル
完成したプランに関して、分離レベルが指定されます。反復可能読み取り (RR) を
使用する具体的な必要が生じない限り、カーソル固定 (CS) を使用することをお勧
めします。 CS を使用することで、ハイレベルな並行性が可能になり、デッドロッ
クのリスクが軽減されます。

分離レベルは、完成したプランに関して指定されることに注意してください。つま
り、CICS での特定のモジュール用に RR が必要な場合、プランに含まれるすべて
の DBRM も RR を使用する必要があります。

さらに、パフォーマンス上の理由で、同じ DB2ENTRY を使う目的で使用頻度の低
い多数のトランザクションを一緒にグループ化し、共通のプランを使用させるよう
にした場合、ただ 1 つのトランザクションだけが RR を必要とする場合でも、こ
の新しいプランもまた RR を使用する必要があります。

プラン検証時
プランは VALIDATE(RUN) または VALIDATE(BIND) でバインドされます。バイ
ンドできない SQL ステートメントの処理方法を決定するには VALIDATE(RUN)
を使用します。

あるステートメントを実行時にバインドする必要がある場合、それぞれの実行ごと
にそれが再バインドされます。つまり、新しい作業単位 (UOW) ごとにステートメ
ントが再バインドされます。

実行時にステートメントをバインドすると、パフォーマンスが影響を受ける可能性
があります。実行時にバインドされるステートメントは、実行ごとに再バインドさ
れます。つまり、それぞれの同期点の後でステートメントを再バインドする必要が
生じます。 CICS でこのオプションを使用することは推奨されません。

動的 SQL を使用するときには VALIDATE(RUN) が必要でないことに注意してく
ださい。それでも動的 SQL は、ステートメントが実行時にバインドされることを
暗黙に意味します。

CICS Db2 環境では VALIDATE(BIND) を使用すべきです。
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ACQUIRE および RELEASE
ACQUIRE および RELEASE パラメーターはトランザクション比率に関連している
ため、時間の経過と共にプランによって変化します。

これらのパラメーターに関する一般的な推奨事項については、最適なパフォーマン
スのための BIND オプションの選択で説明されています。

CICS Db2 プログラムのテストおよびデバッグ
Db2 にアクセスする CICS アプリケーション・プログラムをテストおよびデバッグ
するには、CICS 環境で通常使われるツールを使用することができます。これには実
行診断機能 (EDF)、CICS 補助トレース、トランザクション・ダンプが含まれま
す。

これらの問題判別プロセス、および他の問題判別プロセスについては、Db2 のトラ
ブルシューティングを参照してください。

実動への移行: CICS Db2 アプリケーションのチェックリスト
このチェックリストは、設計、開発、テストが終わった後のアプリケーションを実
動に移すために実行する必要のあるタスクを示しています。

このタスクについて

これらのタスクは、テスト・システムで使われた標準にかなり依存します。例えば
以下のような場合には、実行すべきタスクが異なります。

v テストと実動で別個の Db2 システムが存在する

v テストと実動で 1 つの Db2 だけが使用される。

以下の説明では、テストと実動で別個の Db2 および CICS サブシステムを使用す
ることを想定します。

実動への移行は、以下のアクティビティーを実行することを意味します。

DDL を使って実動データベースを準備する
テスト・システムからの DDL ステートメントを基礎として使用し、実動
Db2 システムに対してすべての DDL 操作が実行される必要があります。
いくつかの変更が必要になる可能性があります。例えば、1 次および 2 次
割り振りを増やすこと、他のボリューム通し番号の定義、CREATE
STOGROUP ステートメントでの新しい VCAT の定義などです。

DCLGEN の準備
COBOL および PL/I プログラムの場合、テスト Db2 システムからの
DCLGEN 入力を使用して、実動 Db2 システムに対する DCLGEN 操作を
実行する必要が生じることがあります。

コンパイルに関するオプションによっては (実動システムでコンパイルが実
行されない場合)、代わりの方法として、テスト・ライブラリーから実動ラ
イブラリーに DCLGEN 出力構造をコピーすることができます。これによ
り、テスト・システムと実動システムの間ですべての情報が分離されたまま
になります。
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実動システムのためのプリコンパイル
テスト・システムで既にプログラムをパッケージにバインドした場合は、こ
のステップを実行する必要はありません。パッケージを実動システムに直接
移すことができます。その方法について、詳しくは『実動システムのための
アプリケーション・プランの生成』を参照してください。ただし、プログラ
ムをアプリケーション・プランに直接バインドするか、実動システムでプロ
グラムをパッケージにバインドするためには、実動システムにプログラム用
の DBRM を配置する必要があります。以下のいずれかを行うことができま
す。

v 実動システムで、EXEC SQL ステートメントを含む CICS モジュールを
プリコンパイルする。または

v DBRM をテスト・システムから実動システム・ライブラリーにコピーす
る。

実動システムのためのコンパイルおよびリンク・エディット
ロード・モジュールを生成するには、次のようにします。

v 実動システムでのプリコンパイルによって DBRM が生成された場合
は、実動システムで CICS モジュールをコンパイルしてリンク・エディ
ットします。または、

v DBRM がコピーされた場合、またはテスト・システムから実動システム
にパッケージを移動しようとしている場合には、ロード・モジュールを
テスト・システムから実動システム・ライブラリーにコピーします。

表 9 に示されている手順に従って、変更後のロード・モジュールをテス
ト・システムから実動システム・ライブラリーにコピーし、古いバージョン
のロード・モジュールを置換することができます。

表 9. 変更されたプログラムをテスト環境から実稼働環境に移動する

テスト・システム 実動システム 注

USER.PROD.LOADLIB(PGM3) 元のロード・モジュール

USER.TEST.LOADLIB(PGM3) テスト・ロード・モジュール

USER.OLD.PROD.LOADLIB(PGM3) 古いバージョンのプログラムは別の
実動ライブラリーに配置されます

USER.PROD.LOADLIB(PGM3) 新しいバージョンのプログラムが実
動ライブラリーに配置されます

適切な JCL を使って実稼働ライブラリーを選択することにより、古いバー
ジョンまたは新しいバージョンのプログラムを実行できます。これにより、
プログラム・ロード・モジュールに組み込まれた整合性トークンによって判
別される正しいバージョンのパッケージが実行されます。

実動システムのためのアプリケーション・プランの生成
テスト・システムで既にプログラムをパッケージにバインドした場合は、パ
ッケージを実動システムにコピーして、アプリケーション・プランにリスト
される集合にそれらを含めることができます。パッケージを実動システムに
コピーするとき、アプリケーション・プランに既にリストされている集合に
そのパッケージが含まれている限り、実動システムでアプリケーション・プ
ランを再びバインドする必要はありません。
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表 10 に示されている手順に従って、変更後のパッケージをテスト・システ
ムから実動システム・ライブラリーにコピーし、古いバージョンのパッケー
ジを置換することができます。 この例では、異なるバージョンのパッケー
ジを識別するためにプリコンパイル時に VERSION キーワードを使用して
います。 VERSION キーワードに関する説明と使用法について詳しくは、
Db2 for z/OS 製品資料内の『Db2 for z/OS のプログラミング』を参照し
てください。

表 10. 変更されたパッケージをテスト環境から実稼働環境に移動する

テスト・システム 実動システム 注

location_name.
PROD_COLL.PRG3.VER1

古いバージョンのパッケージ

location_name. TEST_COLL.PRG3.VER2 新しいバージョンのパッケージ
がテスト・システムでバインド
された後、実動システムにコピ
ーされます

location_name.
PROD_COLL.PRG3.VER1

古いバージョンが引き続き実動
コレクションの中に残ります

location_name.
PROD_COLL.PRG3.VER2

新しいバージョンが実動コレク
ションに配置されます

プログラムをアプリケーション・プランに直接バインドする場合、または実
動システムでプログラムをパッケージにバインドする場合には、実動システ
ムに配置された DBRM に対してバインド・プロセスを実行する必要があり
ます。プログラムをアプリケーション・プランに直接バインドする場合に
は、それらのプログラムを含んでいる (実動システム上の) すべてのアプリ
ケーション・プランをバインドする必要があります。バインド・プロセスに
ついて詳しくは、バインド・プロセスを参照してください。なお、テーブル
や索引のサイズなどさまざまな要因のために、テスト・システムと実動シス
テムの間で EXPLAIN 出力を比較しても無意味である可能性があります。
それでも、Db2 最適化プログラムの決定を検査するために、実動システム
で最初にプランをバインドする時点で EXPLAIN を実行することをお勧め
します。

GRANT EXECUTE
実動システムで Db2 アプリケーション・プランに対する EXECUTE 権限
をユーザーに付与する必要があります。

テスト
この時点で、これ以上のテストは必要ありませんが、リソース競合、デッド
ロック、およびタイムアウトの発生を最小限に抑え、期待されるトランザク
ション応答時間が得られることを確認するうえで、ストレス・テストが役立
つので、それを行うことが推奨されます。

CICS 定義
新しいアプリケーション・プログラムの実行準備ができた状態にするには、
CICS 実動システムで以下の RDO 定義を更新します。

v 新しいトランザクション・コード用の RDO トランザクション定義

v 新しいアプリケーション・プログラムおよびマップに関する RDO プロ
グラム定義
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v 特定の Db2 要件に関する SIT (それが実動に移される最初の Db2 向け
アプリケーションである場合)

v アプリケーションに関する RDO DB2ENTRY および DB2TRAN 定義。
RDO DB2CONN 定義 (それが実動に移される最初の Db2 向けアプリ
ケーションである場合)。 DB2ENTRY で新しいトランザクションおよび
アプリケーション・プランを定義するとき、無保護スレッドを使用し
て、最初に詳細なアカウンティング情報とパフォーマンス情報を得るこ
とができます。その後、必要に応じて、保護されたスレッドを使用でき
ます。

加えて、RACF がインストールされている場合、新しいユーザーと Db2 オ
ブジェクトを定義する必要があります。

Db2 にアクセスする CICS アプリケーションのチューニング
Db2 にアクセスする CICS アプリケーションを実動に移す前に調整する必要があ
り、実動に移した後も定期的に調整する必要があります。

このタスクについて

Db2 にアクセスする CICS アプリケーションを実動に移すときには、CICS に対し
て既に行われている検査のほかに、以下の検査を追加してください。

v Db2 要求を出すすべてのアプリケーション・プログラムがスレッド・セーフであ
ることを確認します。そうである場合、オープン・トランザクション環境 (OTE)
を活用して、アプリケーションのパフォーマンスが改善されます。オープン・ト
ランザクション環境でアプリケーション・プログラムが作動する方法について
は、スレッド・セーフ・プログラミングにより CICS Db2 アプリケーションが
OTE を使用できるようにするの説明を参照してください。

v 使用する SQL ステートメントの数とタイプが、プログラム仕様に合致している
ことを確認します (Db2 アカウンティング機能を使用)。

v バッファー・プール内で取得および更新されたページの数が、予期した数よりも
多いかどうかを確認します (Db2 アカウンティング機能を使用)。

v 計画された索引が使用されていることを確認し (EXPLAIN を使用)、非効率的な
SQL ステートメントが使われていないことを確認します。

v DDL が使用されているかどうかを確認し、使用されている場合はその理由を確
認します (Db2 アカウンティング機能を使用)。

v 会話型トランザクションが使用されているかどうかを確認します。

疑似会話型トランザクションを代わりに使用できるかどうかを判別します。会話
型の設計が必要な場合は、複数の会話にわたってロックされる Db2 オブジェク
トを調べます。また、この会話型設計のために必要とされる新しいスレッドの数
が許容範囲内であることも確認します。

v 使用されるロックとそれらの継続期間を確認します。

例えば以下の項目の指定が間違っている (または最適なものではない) ことが原
因で、表スペース・ロックが使用されていないかどうか確認します。

– LOCK TABLE ステートメント

– LOCKSIZE=TS の指定
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– ISOLATION LEVEL(RR) の指定

– ロック・エスカレーション

この情報はカタログ表で入手可能です。ただしロック・エスカレーションは例外
で、これはインストール・パラメーター (DSNZPARM) です。

v 使用されるプランとそれらのサイズを確認します。アプリケーション・プランが
セグメント化されるとしても、プラン内でより多くの DBRM が使用されるほ
ど、プランの BIND および REBIND (変更の場合) に要する時間が長くなりま
す。可能なときには常に、パッケージの使用を試みてください。パッケージは以
下のような問題を解決するために設計されました。

– SQL アプリケーションを変更した後に、プラン全体を再びバインドする。
(これは動的プラン選択によって対処可能でしたが、パフォーマンスへの影響
がありました。)

– 変更された SQL アプリケーションが多数のアプリケーションによって使用さ
れる場合、各アプリケーション・プランをバインドする。

この調整が完了したら、想定されるトランザクション負荷を使用して、必要な
DB2ENTRY 定義と、必要なスレッド数を決めてください。また、これらのトランザ
クションが Db2 および CICS サブシステムに与える影響も確認してください。

実動時に Db2 にアクセスする CICS アプリケーションを調整する際には、

v バッファー・プールでの GET PAGES の数をモニターすることにより、計画さ
れた索引が CICS アプリケーションで使われることを確認します (Db2 アカウン
ティング機能を使用)。使用されていない索引がある場合、その理由はおそらく、
索引が既にドロップされたか、プランのバインド後に索引が作成されたためで
す。

v アカウンティング機能からのロック・マネージャー・データを使用して、サスペ
ンション、デッドロック、およびタイムアウトを検査します。
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第 8 章 Db2 のモニター

CICS Db2 環境のアカウンティングとモニター。

CICS 提供のアカウンティングおよびモニター情報
CICS には、アカウンティングおよびモニターを提供するいくつかの機能が含まれて
います。それらの機能を使用すると、CICS システムでのさまざまなリソースの使用
を計測しやすくなります。

最もよく使用されるツールは、以下のとおりです。

v 統計データ。

CICS 統計は、CICS システムをモニターするための最も単純なツールです。こ
れには、そのパフォーマンスやリソースの使用など、CICS システム全体の情報
が含まれます。 CICS 統計は、パフォーマンスの調整やキャパシティー・プラン
ニングに適しています。 CICS は、オンライン処理の際の統計を収集し、それを
後でオフラインで処理します。統計ドメインはこのデータを収集し、MVS によ
って提供されるシステム管理機能 (SMF) データ・セットにレコードを書き込み
ます。レコードは SMF のタイプ 110 から構成されます。 DFHSTUP プログラ
ムを使用してこれらのレコードをオフラインで処理することができます。

v モニター・データ。

CICS モニターは、後でオフライン分析を行うために、オンライン処理中にすべ
てのユーザーおよび CICS 提供トランザクションに関するデータを収集します。
CICS モニターによって生成されるレコードも SMF のタイプ 110 であり、SMF
データ・セットに書き込まれます。 CICS モニターによって提供されるデータ
は、パフォーマンスを調整する場合、およびユーザーが使用するリソース料金を
ユーザーに課金する場合に役立ちます。モニターは、以下のデータのクラスを提
供します。

– 詳しいトランザクション・レベルの情報に関するパフォーマンス・クラス

– トランザクションがアクセスした個々のリソースに関する、トランザクショ
ン・レベルの追加情報についてのトランザクション・リソース・データ

– 例外条件の例外クラス

CICS はマルチタスキングのアドレス・スペースであり、CICS モニター機能は一般
に、CICS によって実行される個々のトランザクションまたは機能によって消費され
るプロセッサー時間およびその他のリソースを判別するために使用されます。

CICS モニター機能に関する詳しい説明や、この情報を活動化、収集、および処理す
る方法について詳しくは、CICS モニター機能: パフォーマンスおよび調整を参照し
てください。

統計データとモニター・データのどちらについても、オフライン処理機能を使用で
きます。 CICS Performance Analyzer および Tivoli® Decision Support for z/OS
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はどちらも、 CICS およびその他の IBM システムおよび製品からのデータを収集
し、分析するツールです。これらを使用することで、以下の点で役立つレポートを
作成することができます。

v システム概要

v サービス・レベル

v 可用性

v パフォーマンスおよび調整

v キャパシティー・プランニング

詳しくは、CICS Performance Analyzer for z/OS (CICS PA)および「パフォーマ
ンスの改善」の『z/OS の Tivoli 決断サポート 』を参照してください。

Db2 提供のアカウンティングおよびモニター情報
Db2 の計測機能コンポーネントでは、6 つのタイプのトレースを使用することがで
きます。統計、アカウンティング、監査、パフォーマンス、モニター、グローバル
の 6 つです。各トレースのタイプでは、いくつかのトレース・クラスを活動化する
ことができます。

トレース出力の宛先として SMF を使用することができます。別の代替手段とし
て、トレース出力を GTF の制御下に外部化する方法があります。

統計 Db2 で実行される作業の合計を記述します。この情報は、いかなる特定ユ
ーザーとの関連性もありません。Db2 統計トレースの主な目的は、以下の
とおりです。

v Db2 キャパシティー・プランニングのためのデータを提供します。

v Db2 サブシステム・レベルでのモニターと調整を支援します。

v Db2 アクティビティーのアカウンティングを支援します。

統計レコードはユーザー定義の間隔で書き込まれます。 MODIFY TRACE
コマンドを使用することにより、トレースを停止して開始せずに統計収集間
隔および開始時刻をリセットすることができます。統計収集間隔での Db2
アクティビティーはすべてレコードに報告されます。これにより、アクティ
ビティーを特定ユーザーに直接関連付けることが難しくなります。

複数のクラスの Db2 統計トレースを活動化することができます。統計レコ
ードが SMF に書き込まれる場合、SMF タイプは 100 および 102 です。

アカウンティング
特定ユーザー (DB2CONN または DB2ENTRY からの許可 ID) のために実
行される作業について記述します。アカウンティング・レコードの主な目的
は、Db2 コストを許可 ID に課金し、プログラム・レベルでモニターおよ
び調整を実行することです。 Db2 はスレッドの終了時、またはトランザク
ションが新規許可 ID でスレッドを再利用するときにアカウンティング・レ
コードを生成します。つまり、スレッドが保護として定義され
(PROTECTNUM>0)、この DB2ENTRY の同じトランザクション・コード
を持つすべてのトランザクションが同じ許可 ID を使用する場合、アカウン
ティング・レコードは 1 つだけ生成され、スレッドで行われたすべてのア
クティビティーがそこに記述されます。さらに、DB2ENTRY 定義または
DB2CONN 定義の ACCOUNTREC を UOW、TASK、または TXID に設
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定する場合、アカウンティング・レコードが書き込まれます。
ACCOUNTREC をこれらのオプションに設定する場合、同じ許可 ID を使
用するとしても、サインオンと見なされます。

複数のクラスの Db2 アカウンティング・トレースを活動化することができ
ます。アカウンティング・レコードが SMF に書き込まれる場合、SMF タ
イプは 101 および 102 です。

監査 Db2 セキュリティー管理に関する情報を収集します。これを使用すること
で、許可された目的でのみデータ・アクセスが行われるようにします。監査
レコードが SMF に書き込まれる場合、SMF タイプは 102 です。

パフォーマンス
いくつかの異なるイベント・クラスに関する情報を記録します。この情報
は、以下の目的で提供されます。

v プログラム関連のモニターおよび調整

v リソース関連のモニターおよび調整

v ユーザー関連のモニターおよび調整

v システム関連のモニターおよび調整

v アカウンティング関連のプロファイルの作成

複数のクラスの Db2 パフォーマンス・トレースを活動化することができま
す。パフォーマンス・レコードが SMF に書き込まれる場合、SMF タイプ
は 102 です。

モニター
ユーザー作成のプログラムを使ってオンライン・モニターのデータを記録し
ます。

グローバル
保守を行いやすくします。グローバル・トレース・レコードが SMF に書き
込まれる場合、SMF タイプは 102 です。

CICS Db2 環境のモニター: 概要
CICS Db2 接続機能のモニターの目的は、アカウンティングおよび調整の基礎を提
供することにあります。

このタスクについて

モニターを使用して、以下のデータを入手できます。

v Db2 リソースにアクセスするトランザクションの数。

v トランザクションによって発行される SQL ステートメントの平均数。

v トランザクションの平均プロセッサー使用量。

v トランザクションの平均応答時間。

v 特定のトランザクションと関連付けられているコスト。

v トランザクションと関連付けられているバッファー・プール・アクティビティ
ー。
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v トランザクションと関連付けられているロック・アクティビティー。これには、
ページ・ロックの代わりにテーブル・スペース・ロックが使用されるかどうか、
また (例えば反復可能読み取りが原因で) ロック・エスカレーションが発生する
かどうかが含まれます。

v DB2ENTRY およびプールのスレッド使用量のレベル。

v DB2ENTRY の保護スレッドのスレッド再利用のレベル。

以下の目的で、テスト環境をモニターすることをお勧めします。

v 新規プログラムがテスト・データベースに対して正しく機能している (つまり、
正しい呼び出し順序を使用している) ことを確認する。

v 過剰な入出力操作または非効率的な SQL ステートメントが原因でパフォーマン
ス上の問題が生じている場合にそれを検出する。

v 設計プラクティスの問題 (画面対話をまたいで Db2 リソースを保持するなど)
を検出する。

v アプリケーション分離要件と既存のアプリケーション要件のバランスを取るため
に、最適なロック・プロトコルをセットアップする。

新規アプリケーションで受け入れられる手順の中に、モニターを含めてください。
テスト期間中に検出されなかった問題があれば、それを素早く特定して訂正できる
ようにするためです。

CICS Db2 接続機能および Db2 リソースにアクセスする CICS トランザクション
をモニターするため、以下のツールのうちのいくつか、またはすべてを使用できま
す。

v CICS Db2 接続機能をモニターする際に使用するツールは、以下のとおりです。

– CICS Db2 接続機能コマンド

– Db2 コマンド

– CICS Db2 統計

151 ページの『CICS Db2 接続機能のモニター』を参照してください。

v CICS トランザクションをモニターする際に使用するツールは、以下のとおりで
す。

– CICS モニター機能 (CMF)

– CICS 補助トレース

155 ページの『Db2 リソースにアクセスする CICS トランザクションのモニタ
ー』を参照してください。

v Db2 をモニターする際に使用するツールは、以下のとおりです。

– Db2 統計レコード

– Db2 アカウンティング・レコード

– Db2 パフォーマンス・レコード

156 ページの『CICS で使用されている場合の Db2 のモニター』を参照してく
ださい。

v CICS システム (例えば、ディスパッチャー) のモニターは、CICS 統計を使用し
て行います。 160 ページの『CICS Db2 環境での CICS システムのモニター』
を参照してください。
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CICS Db2 接続機能のモニター
Db2 と CICS Db2 接続機能自体の両方にアドレス指定したコマンドを使用して、
CICS Db2 接続機能をモニターします。

このタスクについて

CICS Db2 接続機能コマンドを使用した CICS Db2 接続機能のモ
ニター

CICS Db2 接続機能が提供する DSNC DISPLAY PLAN または TRAN コマンド
を使用して、CICS-Db2 スレッドの状況、およびこれらのスレッドを使用する CICS
トランザクションをモニターできます。

このタスクについて

詳細については、CICS Db2 用の CICS 提供トランザクションを参照してくださ
い。 DB2CONN、または個々の DB2ENTRY では、CICS が提供するコマンド
(CEMT または EXEC CICS INQUIRE コマンドなど) を使用することもできます。
これらのコマンドを DB2CONN で使用する場合、CICS と Db2 との間の全体的な
接続状況およびプールの使用状況をモニターできます。これらのコマンドを個々の
DB2ENTRY で使用する場合には、DB2ENTRY の使用をモニターできます。

Db2 コマンドを使用した CICS Db2 接続機能のモニター
CICS と Db2 との間の接続が確立した後は、CICS セキュリティーで許可された端
末ユーザーが DSNC トランザクションを使用して、コマンドを Db2 システムにル
ーティングできます。

このタスクについて

これらのコマンドの形式は、次のとおりです。

DSNC-DB2command

例えば、DSNC -DIS THREAD コマンドでは CICS Db2 スレッドを表示できま
す。

コマンドは、処理のために Db2 にルーティングされます。Db2 は、CICS から渡
された許可 ID が、入力されたコマンドの実行を許可されているかどうかをチェッ
クします。

応答は、送信側の CICS ユーザーにルーティングされます。Db2 コマンドを CICS
Db2 接続機能のコマンドから区別するために、コマンド認識文字 (CRC) としてハ
イフン (-) を使用する必要があります。CICS から発行される Db2 コマンドの場
合、サブシステム認識文字とは関係なく、CRC は常に - となります。

CICS 端末から Db2 コマンドを発行するには、CICS 許可と Db2 許可の両方が必
要です。

v CICS 許可は、DSNC トランザクションを使用するために必要です。

v Db2 許可は、Db2 コマンドを発行するために必要です。

詳しくは、CICS Db2 用の CICS 提供トランザクションを参照してください。
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CICS Db2 統計を使用した CICS Db2 接続機能のモニター
DSNC DISP STAT コマンドによる限られた統計出力、および接続機能終了時の
DB2CONN の STATSQUEUE 宛先への出力に加えて、標準の CICS 統計インター
フェースを使用して、以下のようなより包括的な CICS Db2 統計セットを収集でき
ます。

このタスクについて

CICS Db2 グローバル統計およびリソース統計については、『Reference』の『CICS
Db2 統計』で詳細を説明しています。

CICS Db2 統計は、すべてのタイプの CICS 統計に対してサポートされています。
具体的には以下のタイプの統計です。

v 要求統計 - CICS Db2 要求は、Db2 をキーワードとして指定した EXEC CICS
PERFORM STATISTICS RECORD コマンドの結果として書き込まれます。

v 要求されたリセット統計 - 要求統計の特殊ケースです。この場合、統計の収集後
に統計カウンターがリセットされます。

v 間隔統計 - 要求された間隔の満了時に、統計が書き込まれます。

v 終業時統計 - 間隔統計の特殊ケースです。

v 非送信請求統計 - 接続機能のシャットダウン時に、CICS が Db2 グローバル統
計およびリソース統計を SMF に書き込みます。また、DB2ENTRY が破棄され
ると、Db2 リソース統計を SMF に書き込みます。

手順
1. Db2 統計を収集するには、以下のいずれかの方法を使用します。

v CICS Db2 グローバル統計の収集を可能にする DB2CONN キーワードを指
定した EXEC CICS COLLECT 統計コマンドを使用します。CICS Db2 グローバ
ル統計は、DFHD2GDS DSECT によってマップされます。

v 特定の DB2ENTRY に関する CICS Db2 リソース統計の収集を可能にする
DB2ENTRY() キーワードを指定した EXEC CICS COLLECT 統計コマンドを使
用します。CICS Db2 リソース統計は、DFHD2RDS DSECT によってマッ
プされます。

v ユーザーによる SMF への CICS Db2 グローバル統計およびリソース統計の
書き出し要求を可能にする Db2 キーワードを指定した EXEC CICS PERFORM
STATISTICS コマンドを使用します。

あるいは、CICS サンプル統計プログラム DFH0STAT を使用して Db2 統計を
収集することもできます。このプログラムは、統計を収集するための
DB2CONN および DB2ENTRY キーワードを指定した EXEC CICS COLLECT
STATISTICS コマンドを使用します。また、データを収集する DB2CONN およ
び DB2ENTRY に対して EXEC CICS INQUIRE コマンドも使用します。 154 ペ
ージの図 30 に、DFH0STAT による出力例を記載します。

2. 統計を収集した後、パフォーマンスおよびチューニングに関して調べなければな
らない重要なフィールドには以下があります。

a. DB2ENTRY またはプールからのスレッドを使用して行われた呼び出しの数
(つまり、既存のスレッドが再利用された回数)。スレッドの再利用は、
DB2ENTRY ごと、および (Db2 接続統計で) プールごとに報告されます。
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スレッドを再利用すると、CICS トランザクションごと、または作業単位ご
とにスレッドを作成することによって発生するオーバーヘッドが回避される
ため、パフォーマンスに有利です。保護されたスレッドの使用によって、ス
レッドの再利用を増やすことができます。

b. THREADWAIT(YES) を指定した場合、readyq 上のスレッドを待機中のタ
スクのピーク数。トランザクションがキューに入ってスレッドを待機できる
ようにするよりも、トランザクション・クラスを使用してトランザクション
数を制限したほうが有利です。

c. Db2 接続統計で、「プール Readyq 上のタスクのピーク数」フィールド
と、「TCB Readyq 上のタスクのピーク数」フィールドを調べます。後者が
ゼロでない場合、タスクはスレッドを待機する代わりに、オープン TCB で
使用する Db2 接続を待機するためにキューに入れられたことになります。
タスクがキューに入れられた理由は、TCBLIMIT (Db2 に入るスレッドを制
御するために使用可能な TCB の最大数) に達したためです。これは、使用
可能なスレッドの数 (プール、コマンド・スレッド、およびすべての
DB2ENTRY の THREADLIMIT 値の合計) が、使用可能な TCB 数を超過
していることを示します。この場合、TCBLIMIT または THREADLIMIT
の値を調整する必要があります。
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例

Applid IYK2Z2G1 Sysid JOHN Jobname CI13JTD5 Date 09/09/2001 Time 10:38:50 CICS 6.2.0 PAGE 2

DB2 Connection

DB2 Connection Name. . . . . . . . . . . : RCTJT
DB2 Group ID . . . . . . . . . . . . . . : Resync Group Member. . . . . . . . . . . : N/A
DB2 Sysid. . . . . . . . . . . . . . . . : DE2D
DB2 Release. . . . . . . . . . . . . . . : 6.2.0

DB2 Connection Status. . . . . . . . . . : CONNECTED DB2 Connect Date and Time . . . : 09/09/2001 10:37:19.21354
DB2 Connection Error . . . . . . . . . . : SQLCODE
DB2 Standby Mode . . . . . . . . . . . . : RECONNECT

DB2 Pool Thread Plan Name. . . . . . . . :
DB2 Pool Thread Dynamic Plan Exit Name . : DSNCUEXT

Pool Thread Authtype . . . . . . . . . . : USERID Command Thread Authtype. . . . . . . . . : N/A
Pool Thread Authid . . . . . . . . . . . : Command Thread Authid. . . . . . . . . . : JTILLI1

Signid for Pool/Entry/Command Threads. . : SSSSSSSS

Create Thread Error. . . . . . . . . . . : ABEND Message TD Queue 1. . . . . . . . . . . : CDB2
Protected Thread Purge Cycle . . . . . . : 00.30 Message TD Queue 2. . . . . . . . . . . :
Deadlock Resolution. . . . . . . . . . . : ROLLBACK Message TD Queue 3. . . . . . . . . . . :
Non-Terminal Intermediate Syncpoint. . . : NORELEASE
Pool Thread Wait Setting . . . . . . . . : WAIT Statistics TD Queue . . . . . . . . . . : CDB2

Pool Thread Priority . . . . . . . . . . : HIGH DB2 Accounting records by . . . . . . . : NONE

Current TCB Limit. . . . . . . . . . . . : 100
Current number of TCBs . . . . . . . . . : 10
Peak number of TCBs. . . . . . . . . . . : 10

Current number of free TCBs. . . . . . . : 5

Current number of tasks on TCB Readyq. . : 0
Peak number of tasks on TCB Readyq . . . : 0

Pool Thread Limit. . . . . . . . . . . . : 3 Number of Calls using Pool Threads. . . . . : 0
Current number of Pool Threads . . . . . : 0 Number of Pool Thread Signons . . . . . . . : 0
Peak number of Pool Threads. . . . . . . : 2 Number of Pool Thread Partial Signons . . . : 0
Number of Pool Thread Waits. . . . . . . : 0 Number of Pool Thread Commits . . . . . . . : 0

Number of Pool Thread Aborts. . . . . . . . : 0
Current number of Pool Tasks . . . . . . : 0 Number of Pool Thread Single Phase. . . . . : 0
Peak number of Pool Tasks. . . . . . . . : 0 Number of Pool Thread Reuses. . . . . . . . : 0
Current Total number of Pool Tasks . . . : 0 Number of Pool Thread Terminates. . . . . . : 0

Current number of Tasks on Pool Readyq . : 0
Peak number of Tasks on Pool Readyq. . . : 0

Current number of DSNC Command threads . : 0 Number of DSNC Command Calls. . . . . . . . : 0
Peak number of DSNC Command threads. . . : 0 Number of DSNC Command Signons. . . . . . . : 0
DSNC Command Thread Limit. . . . . . . . : 2 Number of DSNC Command Thread Terminates. . : 0

Number of DSNC Command Thread Overflows . . : 0

図 30. DFH0STAT による出力例: Db2 接続レポート
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Db2 リソースにアクセスする CICS トランザクションのモニター
CICS は、CICS アドレス・スペース内の CICS トランザクションに必要なリソー
スを対象としたアカウンティングおよびモニター機能を提供しています。

このタスクについて

これらの CICS アカウンティング機能とモニター機能では、次の 3 つのタイプのレ
コードを生成できます。

v パフォーマンス・レコード。CICS アドレス・スペース内の各トランザクション
が使用したリソースを記録します。

v トランザクション・リソース・データ。トランザクションでアクセスされる個々
のリソースに関する追加情報を記録します。

v 例外レコード。リソースの不足を記録します。

CICS パフォーマンス・クラス・モニター・レコード内の DFHDATA グループに
は、以下の Db2 関連データ・フィールドが含まれています。

DB2REQCT (180)

トランザクションによって発行される Db2 EXEC SQL および
Instrumentation Facility Interface (IFI) 要求の総数

DB2RDYQW (187)
Db2 スレッドが使用可能になるまでトランザクションが待機した経過時間

DB2CONWT (188)
トランザクションのオープン TCB で Db2 接続が使用可能になるまで、ト
ランザクションが待機した経過時間。

Applid IYK2Z2G1 Sysid JOHN Jobname CI13JTD5 Date 09/09/2001 Time 10:38:50 CICS 6.2.0 PAGE 3

DB2 Entries

DB2Entry Name. . . . . . . . . . . . . . : XP05 DB2Entry Status . . . . . . . . . . . . : ENABLED
DB2Entry Static Plan Name. . . . . . . . : TESTP05 DB2Entry Disabled Action. . . . . . . . : POOL
DB2Entry Dynamic Plan Exit Name. . . . . : DB2Entry Deadlock Resolution. . . . . . : ROLLBACK

DB2Entry Authtype. . . . . . . . . . . . : N/A DB2Entry Accounting records by. . . . . : NONE
DB2Entry Authid. . . . . . . . . . . . . : JTILLI1

Number of Calls using DB2Entry. . . . . . . : 16,500
DB2Entry Thread Wait Setting . . . . . . : WAIT Number of DB2Entry Signons. . . . . . . . . : 10

Number of DB2Entry Partial Signons. . . . . : 0
DB2Entry Thread Priority . . . . . . . . : HIGH Number of DB2Entry Commits. . . . . . . . . : 0
DB2Entry Thread Limit. . . . . . . . . . : 10 Number of DB2Entry Aborts . . . . . . . . . : 0
Current number of DB2Entry Threads . . . : 0 Number of DB2Entry Single Phase . . . . . . : 5,500
Peak number of DB2Entry Threads. . . . . : 10 Number of DB2Entry Thread Reuses. . . . . . : 5,031

Number of DB2Entry Thread Terminates. . . . : 464
DB2Entry Protected Thread Limit. . . . . . . . . : 5 Number of DB2Entry Thread Waits/Overflows . : 306
Current number of DB2Entry Protected Threads . . : 5
Peak number of DB2Entry Protected Threads. . . . : 5

Current number of DB2Entry Tasks . . . . . . . . : 0
Peak number of DB2Entry Tasks. . . . . . . . . . : 28
Current Total number of DB2Entry Tasks . . . . . : 5,500

Current number of Tasks on DB2Entry Readyq . . . : 0
Peak number of Tasks on DB2Entry Readyq. . . . . : 18

図 31. DFH0STAT からの出力例: Db2 エントリー・レポート
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パフォーマンスをモニターし、アカウンティング情報を収集するために、Db2 アカ
ウンティング機能を持つ CICS Db2 環境で CICS モニターを使用します。

CICS パフォーマンス・クラス・レコードと Db2 アカウンティング・レコードの突
き合わせについて詳しくは、 165 ページの『Db2 アカウンティング・レコードと
CICS パフォーマンス・クラス・レコードとの関連付け』を参照してください。プロ
セッサー使用量の計算について詳しくは、 173 ページの『CICS Db2 環境でのプロ
セッサー使用量を考慮に入れる』を参照してください。

CICS アプリケーション・プログラムが発行する SQL 呼び出しを追跡するには、
CICS 補助トレース機能を使用できます。

CICS Db2 接続機能によるトレース出力について詳しくは、Db2 のトラブルシュー
ティングを参照してください。

CICS で使用されている場合の Db2 のモニター
CICS での Db2 使用量をモニターするには、Db2 によって生成される SMF また
は GTF レコードを使用します。

このタスクについて

Db2 Performance Monitor (DB2PM) プログラム製品は、以下に基づくレポートを
提供するのに役立ちます。

v 統計レコード

v アカウンティング・レコード

v Performance records (パフォーマンス・レコード数)

このトピックのレポートは、例として記載されています。レポートに関連するフィ
ールドの形式および意味については、ご使用の DB2PM リリースの資料を参照して
ください。

Db2 統計機能を使用した Db2 のモニター
Db2 は、インストール時に指定された時間間隔が終わるたびに、サブシステムごと
の統計データを生成します。このデータは、この統計機能がアクティブになってい
る場合にのみ、収集されて SMF および GTF データ・セットに書き込まれます。

このタスクについて

これらの機能をアクティブにして、出力を SMF および GTF に送信する方法につ
いて詳しくは、DSNC トランザクションの使用による Db2 へのコマンドの発行お
よびDb2 アカウンティング、統計、および調整のための GTF の開始を参照してく
ださい。

システム・サービスのアドレス・スペースに関するデータは、SMF 計測機能構成コ
ンポーネント ID (IFCID) 0001 レコードとして書き込まれます。データベース・サ
ービスのアドレス・スペースに関するデータは、SMF IFCID 0002 レコードとして
書き込まれます。これらのレコードの説明については、Db2 for z/OS 製品資料内
の『Db2 のパフォーマンス管理』を参照してください。
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これらの統計は、Db2 に接続されたすべてのサブシステムのアクティビティーを反
映することから、Db2 サブシステムをチューニングする際に役立ちます。

複数のサブシステムが Db2 に接続されている場合 (つまり、CICS と TSO の両方
が接続されている場合)、このデータを解釈するのは難しくなります。ただし、制御
された環境 (つまり、CICS が唯一のサブシステムとして接続されている環境、また
は TSO アクティビティーが制限されている環境) で CICS Db2 接続機能が実行さ
れている間に取得されたカウントが、大いに役立ちます。

Db2 for z/OS 製品資料内の『Db2 のパフォーマンス管理』では、データベース・
サービスおよびシステム・サービスのアドレス・スペースに関して報告される統計
データについて、Db2 の観点から記載および分析しています。ここでは、統計レポ
ートの短縮バージョンを記載します。このレポートを使用して、平均 CICS トラン
ザクションをモニターできます。 158 ページの図 32 に、DB2PM によって提供さ
れるレポートの一部を示します。これらのレポートについて詳しくは、Db2 for
z/OS 製品資料内の『Db2 のパフォーマンス管理』を参照してください。
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図 32 には、以下に関する情報が記載されています。

v SQL DML。この情報を使用して、発行された SQL 要求をモニターできます。

v SQL DCL。この情報を使用して、アプリケーションが LOCK ステートメントを
使用しているかどうかを確認できます。

LOCATION: DSN710P2 DB2 PERFORMANCE MONITOR (V7)
GROUP: DSN710P2 STATISTICS REPORT - LONG
MEMBER: DF2D

SUBSYSTEM: DF2D
DB2 VERSION: V7 SCOPE: MEMBER

SQL DML QUANTITY /SECOND /THREAD /COMMIT
--------------------------- -------- ------- ------- -------
SELECT 1.00 0.00 0.05 0.02
INSERT 9.00 0.00 0.41 0.21
UPDATE 0.00 0.00 0.00 0.00
DELETE 0.00 0.00 0.00 0.00

PREPARE 17.00 0.00 0.77 0.40
DESCRIBE 34.00 0.00 1.55 0.79
DESCRIBE TABLE 0.00 0.00 0.00 0.00
OPEN 31.00 0.00 1.41 0.72
CLOSE 26.00 0.00 1.18 0.60
FETCH 827.00 0.00 37.59 19.23

TOTAL 945.00 0.00 42.95 21.98

SQL DCL QUANTITY /SECOND /THREAD /COMMIT
--------------------------- -------- ------- ------- -------
LOCK TABLE 0.00 0.00 0.00 0.00
GRANT 0.00 0.00 0.00 0.00
REVOKE 0.00 0.00 0.00 0.00
SET HOST VARIABLE 0.00 0.00 0.00 0.00
SET CURRENT SQLID 0.00 0.00 0.00 0.00
SET CURRENT DEGREE 0.00 0.00 0.00 0.00
SET CURRENT RULES 0.00 0.00 0.00 0.00
SET CURRENT PATH 0.00 0.00 0.00 0.00
SET CURRENT PRECISION 0.00 0.00 0.00 0.00

CONNECT TYPE 1 0.00 0.00 0.00 0.00
CONNECT TYPE 2 29.00 0.00 1.32 0.67
RELEASE 0.00 0.00 0.00 0.00
SET CONNECTION 0.00 0.00 0.00 0.00

ASSOCIATE LOCATORS 0.00 0.00 0.00 0.00
ALLOCATE CURSOR 0.00 0.00 0.00 0.00

HOLD LOCATOR 0.00 0.00 0.00 0.00
FREE LOCATOR 0.00 0.00 0.00 0.00

TOTAL 29.00 0.00 1.32 0.67

SUBSYSTEM SERVICES QUANTITY /SECOND /THREAD /COMMIT
--------------------------- -------- ------- ------- -------
IDENTIFY 23.00 0.00 1.05 0.53
CREATE THREAD 22.00 0.00 1.00 0.51
SIGNON 39.00 0.00 1.77 0.91
TERMINATE 57.00 0.00 2.59 1.33
ROLLBACK 8.00 0.00 0.36 0.19

COMMIT PHASE 1 0.00 0.00 0.00 0.00
COMMIT PHASE 2 0.00 0.00 0.00 0.00
READ ONLY COMMIT 0.00 0.00 0.00 0.00

UNITS OF RECOVERY INDOUBT 0.00 0.00 0.00 0.00
UNITS OF REC.INDBT RESOLVED 0.00 0.00 0.00 0.00

SYNCHS(SINGLE PHASE COMMIT) 35.00 0.00 1.59 0.81
QUEUED AT CREATE THREAD 0.00 0.00 0.00 0.00
SUBSYSTEM ALLIED MEMORY EOT 0.00 0.00 0.00 0.00
SUBSYSTEM ALLIED MEMORY EOM 0.00 0.00 0.00 0.00
SYSTEM EVENT CHECKPOINT 3.00 0.00 0.14 0.07

CPU TIMES TCB TIME SRB TIME TOTAL TIME /THREAD /COMMIT
------------------------------- --------------- --------------- --------------- --------------- ---------------
SYSTEM SERVICES ADDRESS SPACE 17:40.602755 1:09.182200 18:49.784954 51.353862 26.274069
DATABASE SERVICES ADDRESS SPACE 6.100449 11.626277 17.726726 0.805760 0.412249
IRLM 0.051894 2:43.867972 2:43.919867 7.450903 3.812090
DDF ADDRESS SPACE 1.195607 0.212343 1.407950 0.063998 0.032743

TOTAL 17:47.950705 4:04.888792 21:52.839497 59.674523 30.531151

図 32. DB2PM からの統計レポートの例
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v サブシステム・サービス。このセクションは、スレッドの使用およびサインオ
ン・アクティビティーに関する情報を提供します。パフォーマンス上の理由か
ら、CICS トランザクションごとにスレッドを作成することによって発生するオ
ーバーヘッドを回避するために、CICS 環境ではスレッドの再利用が推奨されて
います。

158 ページの図 32 には記載されていませんが、統計レポートには、以下の有用な
情報も提供されます。

v ロック を使用して、タイムアウトおよびデッドロックの回数をモニターできま
す。デッドロックについて詳しくは、CICS Db2 環境でのデッドロックの処理を
参照してください。

v 「バッファー・プール」は、以下の情報を提供します。

– オープンされたデータ・セット数 (「オープンされたデータ・セット数」)

– 取得されたページ数 (「GETPAGE 要求数」)

– 入出力数 (「読み取り操作数」および「書き込み入出力操作数」)

この統計データは、チェックポイント対象ではないため、Db2 を再始動すると失わ
れます。

Db2 アカウンティング機能を使用した Db2 のモニター
単一のトランザクションに対する Db2 アカウンティング機能の出力は、モニター
および調整のために使用できます。

このタスクについて

Db2 アカウンティング機能の使用については、 164 ページの『Db2 アカウンティ
ング・レポート』を参照してください。

Db2 パフォーマンス機能を使用した Db2 のモニター
Db2 パフォーマンス機能のトレースは、Db2 内の制御フローに関する詳細な情報を
提供します。

このタスクについて

このトレースの主な目的は、デバッグ情報を提供することですが、各エントリーに
はタイミング・データが併せて提供されることから、このトレースをモニター・ツ
ールとして使用することもできます。

リソース消費量が高いことから、Db2 パフォーマンス・トレースは、他のツールを
使用して Db2 関連のトランザクションをモニターすることが困難な場合にのみ使
用してください。

使用する場合でも、時間を制限して使用し、慎重にモニターしなければならないト
ランザクションに対してのみ、パフォーマンス・トレースの必要なクラスだけを開
始してください。
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CICS Db2 環境での CICS システムのモニター
CICS ディスパッチャー統計を使用して、CICS Db2 TCB のアクティビティーをモ
ニターできます。

このタスクについて

CICS ディスパッチャーによって提供される統計の使用について詳しくは、CICS デ
ィスパッチャー: パフォーマンスおよびチューニングを参照してください。

例えば、ディスパッチャー統計のセクションにあるデータは、CICS TCB ごとの累
積時間を示します。「Accum/TCB」フィールドは、対応する TCB が使用したプロ
セッサー時間の合計です。CICS ディスパッチャー統計について詳しくは、ディスパ
ッチャー・ドメイン統計を参照してください。

CICS アドレス・スペースで使用された合計プロセッサー時間は、RMF™ モニター
II レポートから取得できます。この時間は、通常、すべての CICS タスク TCB の
合計より大きくなります。

RMF によってレポートされるプロセッサー時間と、CICS ディスパッチャー統計レ
ポートでの CICS TCB の合計との差は、他のすべてのサブタスク TCB によって消
費されたプロセッサー時間です。これらのサブタスクの使用は、以下に該当しま
す。

v DBCTL スレッドで消費されたプロセッサー時間

v IBM MQ スレッドで消費されたプロセッサー時間

これらのグローバル・パフォーマンス・レポートは、CICS によって使用されている
プロセッサー時間の量を判別するのに役立ちます。

CICS Db2 環境でのアカウンティング: 概要
CICS Db2 環境でのアカウンティングを使用して、システムで実行されているトラ
ンザクションを分析できます。また、特定のトランザクション一式のために消費さ
れたリソースの合計量を、明確に定義されたユーザーの集合に課金することもでき
ます。ユーザーは実ユーザー、ユーザーのグループ、トランザクション、またはリ
ソースを割り振る必要がある単位を示す他の任意の表現にすることができます。

通常、消費単位にはプロセッサー、入出力、および主記憶域が含まれ、これらの消
費単位の比率には何らかの重みが付けられます。Db2 にアクセスする標準的な
CICS トランザクションは、オペレーティング・システム、CICS システム、アプリ
ケーション・コード、および Db2 アドレス・スペースのリソースを消費します。
これらのコンポーネントのそれぞれがデータを生成でき、そのデータをアカウンテ
ィング処理への入力として使用できます。異なるソースからの出力を結合すること
で、トランザクションにおけるリソース使用量の全体像を把握することができま
す。

アカウンティング・プロシージャーの一般的要件は、計算された結果が反復可能で
あることです。これは、一連のデータにアクセスするトランザクションのコスト
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が、そのトランザクションが実行されるたびに同じであることを意味します。ほと
んどの場合、これはアカウンティング処理への入力データが反復可能でなければな
らないことも意味します。

CICS Db2 環境のアカウンティング方針を計画する際には、以下の必要事項があり
ます。

v アカウンティング処理で使用する Db2 アカウンティング・データのタイプ (プ
ロセッサー使用量、入出力、呼び出しの数など) を決定します。 『Db2 アカウ
ンティング機能によって提供されるアカウンティング情報』で、Db2 アカウンテ
ィング機能から取得できるアカウンティング・データについて説明しています。

v トランザクションのリソース使用量の全体像を把握するために、各トランザクシ
ョンに関する Db2 アカウンティング・レコードのデータを、そのトランザクシ
ョンの CICS パフォーマンス・クラス・データに関連付ける方法を決定します。
165 ページの『Db2 アカウンティング・レコードと CICS パフォーマンス・ク

ラス・レコードとの関連付け』で、この 2 つのタイプのデータを突き合わせる
方法を説明しています。

v トランザクションごとの CICS パフォーマンス・レコードと Db2 アカウンティ
ング・レコードを特定のユーザーに関連付けるか、またはいくつかのモデル・ト
ランザクションを定義して調整し、これらのトランザクションを制御された環境
で測定して、各ユーザーが実行したモデル・トランザクションの数だけをカウン
トするかどうかを決定します。 169 ページの『Db2 アカウンティング・レコー
ドと CICS パフォーマンス・クラス・レコードを突き合わせてユーザーにリソー
スを課金する場合の方針』では、どのような場合にそれぞれの方式が最も適して
いるか、提案が載せられています。

プロセッサー使用量をアカウンティングの基準として使用することにした場合、
Db2 アカウンティング・レコードにレポートされるプロセッサー時間のさまざまな
クラス、およびトランザクションで使用したプロセッサー時間の合計を計算する方
法について詳しくは、 173 ページの『CICS Db2 環境でのプロセッサー使用量を考
慮に入れる』を参照してください。

Db2 アカウンティング機能によって提供されるアカウンティング情報
Db2 アカウンティング機能は、CICS トランザクションによる Db2 リソースの使
用に関する詳しい統計を提供します。 Db2 アカウンティング・レコードを CICS
トランザクションによって使用される Db2 リソースのアカウンティングおよび調
整の基礎として使用することができます。

Db2 は、許可 ID のアカウンティング・データをスレッド単位で収集します。要求
されるとアカウンティング機能はこのデータを収集し、スレッドが終了した時か許
可 ID が変更された時に SMF、GTF、またはその両方に送ります。 Db2 アカウン
ティング機能の活動化および SMF および GTF への出力の送信について詳しく
は、Db2 アカウンティング、統計、および調整のための SMF の開始およびDb2 ア
カウンティング、統計、および調整のための GTF の開始を参照してください。
Db2 SMF および GTF レコードの一般的な構造について詳しくは、 Db2 for
z/OS 製品資料内の『Db2 のパフォーマンス管理』を参照してください。
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SMF および GTF に書き込まれる各 Db2 アカウンティング・レコードの ID セク
ションには、データをソートおよび要約する際に使用できるいくつかのキーがあり
ます。これには、許可 ID、トランザクション ID、計画名、およびパッケージ名が
含まれます。

Db2 Performance Monitor (DB2PM) プログラム製品は、Db2 アカウンティング・
レコードから取られたアカウンティング・レポートを提供します。

Db2 アカウンティング・レコードのデータ・タイプ
このセクションでは、Db2 アカウンティング・レコードのさまざまなデータ・タイ
プの概要を示します。

Db2 アカウンティング・レコードに基づくコストの公式を定義する場合、いくつか
の可能性があります。

v トランザクションの再現性と、トランザクションの複雑さに関するある程度の情
報を得ることを優先する場合は、プロセッサー使用量、GETPAGE カウント、お
よび Setwrite Intent カウントが有力な候補です。

v アカウンティング処理の目的が CICS トランザクションの動作を分析することで
あれば、Db2 アカウンティング・レコードのいずれかの情報を使用することがで
きます。

Db2 for z/OS 製品資料内の『Db2 のパフォーマンス管理』 では、Db2 アカウン
ティング・レコードの個々のフィールドについて詳しく説明されています。

プロセッサー使用量
通常、Db2 アカウンティング・レコードに示されるプロセッサー使用量の情報に
は、SQL 呼び出しに使用された合計プロセッサー時間の大半が含まれます。

Db2 統計レコードは、個々のスレッドに直接関連付けることができなかった Db2
アドレス・スペース内で使用されたプロセッサー時間を報告します。

Db2 統計レコードに報告されたプロセッサー時間を、Db2 サブシステムのすべての
ユーザー (トランザクション、バッチ・プログラム、TSO ユーザー) に均等に配分
することを検討してください。

Db2 アカウンティング・レコードに報告されるプロセッサー時間は、一定の期間で
(同じ処理に対して) 比較的反復可能です。

CICS Db2 環境でのプロセッサー使用量のレポートについて詳しくは、 173 ページ
の『CICS Db2 環境でのプロセッサー使用量を考慮に入れる』を参照してくださ
い。

入出力
Db2 システムでは、入出力を以下の 5 つのタイプに分類できます。

v 同期読み取り入出力

v 順次プリフェッチ (非同期読み取り)

v 非同期書き込み

v EDM プール読み取り (DBD および計画セグメント)
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v ログ入出力 (主に書き込み)

この 5 つの入出力タイプのうち、同期読み取り入出力だけは Db2 アカウンティン
グ・レコードに記録されます。

順次プリフェッチ読み取り要求の数も報告されますが、読み取り要求の数と入出力
の数は同じではありません。

いずれの入出力タイプも、一定の期間で反復可能であるとは見なさないでくださ
い。これらはすべて、バッファー・サイズおよびワークロード・アクティビティー
に依存します。

Db2 は、使用されているキャッシュを認識しません。つまり、キャッシュ・バッフ
ァーが要求を満たすとしても、Db2 は入出力の発生数を報告します。

GETPAGE
GETPAGE は、Db2 がバッファー・マネージャーにページを要求した回数を示しま
す。

GETPAGE が Db2 アカウンティング・レコード内で表す数は、同一のトランザク
ションに対しては、一定の期間にわたり、かなり一定しています。これは、Db2 が
バッファー・マネージャーにページを要求した回数を示します。Db2 がページのデ
ータを読み取るか、またはページにデータを書き込む必要があるときには、常にそ
のページを使用可能にする必要があります。この場合、そのページに対して、少な
くとも 1 つの GETPAGE がカウントされます。このことは、索引およびデータ・
ページの両方に当てはまります。複数回使用された特定のページに対して
GETPAGE カウンターがどれだけ増分されるかは、選択されたアクセス・パスに依
存します。ただし、同じデータにアクセスする同じトランザクションに対する
GETPAGE の数は一定の期間にわたってかなり一定していますが、Db2 のリリース
の間で、GETPAGE アルゴリズムが変わる可能性があります。

要求されたページがバッファー・プール内にある場合、入出力は発生しません。ペ
ージがバッファー内にない場合、バッファー・マネージャーはメディア・マネージ
ャーからのページを要求します。この場合には、入出力が発生します。

したがって、GETPAGE の数は、SQL 要求を実行するために必要な Db2 内のアク
ティビティーの指標となります。

書き込みインテント
設定されている書き込みインテントの数は、Db2 アカウンティング・レコードの
QBACSWS フィールドに保持されます。

設定されている書き込みインテントの数は、バッファー・プールの書き込み入出力
の実際の数とは関係しません。これは、ページに更新のマークが付けられた回数を
表します。読み取り専用トランザクションでも、この数値が存在する場合がありま
す。Db2 のソートで使用される一時作業ファイルを対象とした書き込み操作もカウ
ントされるためです。

典型的な事例は、設定されている書き込みインテントの数が、書き込み入出力の数
を遥かに上回っている場合です。この 2 つの数値の比率は、バッファー・プールの
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サイズとワークロードに依存します。書き込み入出力アクティビティーに有効な測
定ではありませんが、トランザクションの複雑さは、この値に示されます。

SQL 呼び出しアクティビティー
Db2 アカウンティング・レコードには、トランザクションで実行された SQL 呼び
出しの数およびタイプが報告されます。

複雑なプログラムによる多種多様なパスが考えられる場合、あるいはアクセス・パ
スが変更された場合を除き、SQL 呼び出しアクティビティーの値は反復可能です。
選択されるアクセス・パスは、時間が経つにつれ、変わる可能性があります (例: 索
引の追加)。

ある特定の SQL 呼び出しは、選択されたアクセス・パスや、要求に関連するテー
ブルおよび行の数などの要因によって、単純にも複雑にもなります。

GETPAGE の数は、ほとんどの場合、異なる SQL 呼び出しの数よりも正確な Db2
アクティビティーの指標となります。

トランザクションの発生
単純なアカウンティング方法は、実行されたトランザクションの数とタイプを追跡
することです。

ストレージ
Db2 アカウンティング・レコードには、トランザクションの実行に関連した実スト
レージや仮想ストレージに関する情報は含まれません。 Db2 サブシステムの目的
の 1 つは、ストレージの使用を最適化することです。この最適化は、トランザクシ
ョン・レベルではなく、Db2 レベルで行われます。

トランザクションは Db2 サービスを要求する際に、複数の場所にあるストレージ
を使用します。最も重要な場所は、スレッド、EDM プール、およびバッファー・
プールです。

Db2 アカウンティング・レコードには、ストレージ使用量に関する情報が提供され
ません。しかも、ストレージの使用はサブシステム・レベルで最適化されることか
ら、Db2 環境のストレージを把握するのは困難です。

Db2 アカウンティング・レポート
Db2 Performance Monitor (DB2PM) プログラム製品は、Db2 アカウンティング・
レコードから取られたアカウンティング・レポートを提供します。

165 ページの図 33 および 165 ページの図 34 に、DB2Db2 リソースにアクセス
する CICS トランザクションの長形式および短形式のアカウンティング・レポート
の例を記載します。

164 CICS TS for z/OS: Db2 ガイド



Db2 アカウンティング・レコードと CICS パフォーマンス・クラス・レコ
ードとの関連付け

CICS アドレス・スペースと Db2 アドレス・スペースの両方における各 CICS ト
ランザクションのリソース使用量の状況を把握するには、Db2 アカウンティング・
レコード内のデータを CICS パフォーマンス・クラス・レコード内のデータと突き
合わせる必要があります。

このタスクについて

リソース使用量の状況を把握すると、個々のトランザクションで使用されたリソー
スを分析できるだけでなく、コストの計算式に含めることにしたデータ型を使用し
て、特定のトランザクション一式に消費されたリソースの合計量をユーザーに課金
できます。

LOCATION: DSN710P2 DB2 PERFORMANCE MONITOR (V7) PAGE: 1-1
GROUP: DSN710P2 ACCOUNTING REPORT - LONG REQUESTED FROM: NOT SPECIFIED
MEMBER: DF2D TO: NOT SPECIFIED

SUBSYSTEM: DF2D ORDER: PRIMAUTH-PLANNAME INTERVAL FROM: 11/05/01 10:42:31.25
DB2 VERSION: V7 SCOPE: MEMBER TO: 11/05/01 10:51:03.70

PRIMAUTH: JTILLI1 PLANNAME: DSNJDBC

ELAPSED TIME DISTRIBUTION CLASS 2 TIME DISTRIBUTION
---------------------------------------------------------------- ----------------------------------------------------------------
APPL |=================================================> 98% CPU |=> 3%
DB2 | NOTACC |=> 2%
SUSP |=> 2% SUSP |===============================================> 95%

AVERAGE APPL(CL.1) DB2 (CL.2) IFI (CL.5) CLASS 3 SUSPENSIONS AVERAGE TIME AV.EVENT HIGHLIGHTS
------------ ---------- ---------- ---------- -------------------- ------------ -------- --------------------------
ELAPSED TIME 25.435644 0.504442 N/P LOCK/LATCH(DB2+IRLM) 0.000000 0.00 #OCCURRENCES : 2
NONNESTED 25.435644 0.504442 N/A SYNCHRON. I/O 0.085908 6.50 #ALLIEDS : 2
STORED PROC 0.000000 0.000000 N/A DATABASE I/O 0.085908 6.50 #ALLIEDS DISTRIB: 0
UDF 0.000000 0.000000 N/A LOG WRITE I/O 0.000000 0.00 #DBATS : 0
TRIGGER 0.000000 0.000000 N/A OTHER READ I/O 0.042337 1.00 #DBATS DISTRIB. : 0

OTHER WRTE I/O 0.000000 0.00 #NO PROGRAM DATA: 2
CPU TIME 0.016663 0.015404 N/P SER.TASK SWTCH 0.352902 4.00 #NORMAL TERMINAT: 2
AGENT 0.016663 0.015404 N/A UPDATE COMMIT 0.000000 0.00 #ABNORMAL TERMIN: 0
NONNESTED 0.016663 0.015404 N/P OPEN/CLOSE 0.206822 1.50 #CP/X PARALLEL. : 0
STORED PRC 0.000000 0.000000 N/A SYSLGRNG REC 0.024259 1.00 #IO PARALLELISM : 0
UDF 0.000000 0.000000 N/A EXT/DEL/DEF 0.121821 1.50 #INCREMENT. BIND: 0
TRIGGER 0.000000 0.000000 N/A OTHER SERVICE 0.000000 0.00 #COMMITS : 3
PAR.TASKS 0.000000 0.000000 N/A ARC.LOG(QUIES) 0.000000 0.00 #ROLLBACKS : 0

ARC.LOG READ 0.000000 0.00 #SVPT REQUESTS : 0
SUSPEND TIME N/A 0.481147 N/A STOR.PRC SCHED 0.000000 0.00 #SVPT RELEASE : 0
AGENT N/A 0.481147 N/A UDF SCHEDULE 0.000000 0.00 #SVPT ROLLBACK : 0
PAR.TASKS N/A 0.000000 N/A DRAIN LOCK 0.000000 0.00 MAX SQL CASC LVL: 0

CLAIM RELEASE 0.000000 0.00 UPDATE/COMMIT : 0.00
NOT ACCOUNT. N/A 0.007891 N/A PAGE LATCH 0.000000 0.00 SYNCH I/O AVG. : 0.013217
DB2 ENT/EXIT N/A 35.00 N/A NOTIFY MSGS 0.000000 0.00
EN/EX-STPROC N/A 0.00 N/A GLOBAL CONT. 0.000000 0.00
EN/EX-UDF N/A 0.00 N/A FORCE-AT-COMMIT 0.000000 0.00
DCAPT.DESCR. N/A N/A N/P ASYNCH IXL REQUESTS 0.000000 0.00
LOG EXTRACT. N/A N/A N/P TOTAL CLASS 3 0.481147 11.50

図 33. Db2 リソースにアクセスする CICS トランザクションの長形式のアカウンティング・レポート

LOCATION: DSN710P2 DB2 PERFORMANCE MONITOR (V7) PAGE: 1-1
GROUP: DSN710P2 ACCOUNTING REPORT - SHORT REQUESTED FROM: NOT SPECIFIED
MEMBER: DF2D TO: NOT SPECIFIED

SUBSYSTEM: DF2D ORDER: PLANNAME INTERVAL FROM: 11/05/01 10:42:31.25
DB2 VERSION: V7 SCOPE: MEMBER TO: 11/05/01 10:50:14.53

#OCCURS #ROLLBK SELECTS INSERTS UPDATES DELETES CLASS1 EL.TIME CLASS2 EL.TIME GETPAGES SYN.READ LOCK SUS
PLANNAME #DISTRS #COMMIT FETCHES OPENS CLOSES PREPARE CLASS1 CPUTIME CLASS2 CPUTIME BUF.UPDT TOT.PREF #LOCKOUT
--------------------------- ------- ------- ------- ------- ------- ------- -------------- -------------- -------- -------- --------

DSNJDBC 1 0 0.00 0.00 0.00 0.00 1.706541 1.003194 249.00 13.00 0.00
0 2 4.00 2.00 2.00 2.00 0.027471 0.025984 0.00 5.00 0

TESTP05 2 0 0.00 0.50 0.00 0.00 33.283119 0.215656 7.00 0.00 0.00
0 2 1.50 0.50 0.00 0.00 0.001908 0.001389 1.00 0.00 0

*** GRAND TOTAL ***
3 0 0.00 0.33 0.00 0.00 22.757593 0.478169 87.67 4.33 0.00
0 4 2.33 1.00 0.67 0.67 0.010429 0.009587 0.67 1.67 0

図 34. Db2 リソースにアクセスする CICS トランザクションの短形式のアカウンティング・レポート
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アカウンティングではなく、パフォーマンス分析を行うためにリソース使用量を調
べる場合には、必ず Db2 アカウンティング・レコードと CICS パフォーマンス・
クラス・レコードを突き合わせる必要があります。ただし、アカウンティングの目
的でリソース使用量を調べている場合には、Db2 アカウンティング・レコードと
CICS パフォーマンス・クラス・レコードを突き合わせる必要はありません。

アカウンティング基準としてプロセッサー時間の消費量を使用している場合、Db2
シスプレックス照会並列処理 (並列照会) を使用していなければ、レコードを突き合
わせる必要はありません。この場合、並列照会が使用されていなければ、Db2 で消
費されたプロセッサー時間が、CICS パフォーマンス・クラス・レコードならびに
Db2 アカウンティング・レコードで報告されます。したがって、CICS パフォーマ
ンス・クラス・レコードでトランザクションについて調べることで、そのトランザ
クションのリソースに対してユーザーに課金するために必要なプロセッサー時間に
関する情報のすべてが分かります。この状態に当てはまるとしたら、このセクショ
ンの残りの部分をスキップして、代わりに (プロセッサー時間消費量がどのように
報告されるのかを理解するには) 173 ページの『CICS Db2 環境でのプロセッサー
使用量を考慮に入れる』のセクション、および (入手可能なプロセッサー時間に関
する情報の利用方法を調べるには) 181 ページの『Db2 の CICS および Db2 プロ
セッサー時間の計算』のセクションを読んでください。

アカウンティングの基準として、プロセッサー時間消費量のデータも併せて使用す
ることにした場合、あるいはプロセッサー時間消費量以外のデータを使用すること
にした場合には、このセクションに関連する概念について読み、Db2 アカウンティ
ング・レコードと CICS パフォーマンス・クラス・レコードを突き合わせる方法を
調べてください。アカウンティングにプロセッサー時間消費量を使用している場合
には、対応する Db2 アカウンティング・レコードと CICS パフォーマンス・クラ
ス・レコードを使用してプロセッサー時間消費量を計算する方法について、 173 ペ
ージの『CICS Db2 環境でのプロセッサー使用量を考慮に入れる』のセクションを
読んでください。

Db2 アカウンティング・レコードと CICS パフォーマンス・レコ
ードを突き合わせる際の問題

CICS と Db2 のアカウンティングのニーズは異なるため、Db2 アカウンティン
グ・レコードと CICS パフォーマンス・クラス・レコードは、必ずしも簡単に突き
合わせられるわけではありません。

これらのレコードを突き合わせる際には、以下の 2 つの主要な問題があります。

1. Db2 アカウンティング・レコードと CICS パフォーマンス・クラス・レコード
は、必ずしも 1 対 1 の関係ではありません。Db2 アカウンティング・レコー
ドには、1 つの CICS トランザクション、複数の CICS トランザクション、あ
るいは CICS トランザクションの一部に関する情報が含まれる場合がありま
す。

2. Db2 アカウンティング・レコードのフィールドは、対応する CICS パフォーマ
ンス・レコードと完全に一致するわけではありません。

リソースに対してユーザーに課金する目的で、DB2ENTRY または DB2CONN の
AUTHTYPE パラメーターに OPID、USERID、GROUP、または TERM を指定し
て、ユーザーに Db2 の視点からは異なる許可 ID を割り当てることができます。
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この場合、生成される Db2 アカウンティング・レコードには、許可 ID に対応す
るデータだけが含まれます。したがって、許可 ID 別に Db2 アカウンティング・
レコードのすべてを収集し、消費されたリソースを直接そのユーザーに課金するこ
とができます。この方式は、Db2 アカウンティング・レコードと CICS パフォーマ
ンス・クラス・レコードを突き合わせる必要がないことを意味します。ただし、使
いやすさとパフォーマンスの観点からは、OPID、USERID、GROUP、および
TERM を使用するのは魅力的なソリューションではありません。その理由について
は、計画へのユーザー・アクセスの制御で説明されています。大規模ネットワーク
の場合、これらの許可 ID を指定すると、保守が複雑になり、パフォーマンス・オ
ーバーヘッドが発生する原因になります。許可 ID の使用についてはパフォーマン
スを考慮して計画し、Db2 アカウンティング・レコードをエンド・ユーザーに割り
当てるには、CICS パフォーマンス・クラス・レコードと突き合わせるという方法を
採るほうが推奨されます。

このセクションで説明する内容は以下のとおりです。

v Db2 アカウンティング・レコードと CICS パフォーマンス・クラス・レコード
との間の関係を単純化するための方法

v 対応する CICS パフォーマンス・クラス・レコードを識別するために使用できる
Db2 アカウンティング・レコード内の情報

v 4 つの代表的なシナリオで、Db2 アカウンティング・レコードと CICS パフォ
ーマンス・クラス・レコードを突き合わせるための方針

Db2 アカウンティング・レコードと CICS パフォーマンス・クラ
ス・レコードとの間の関係の制御

デフォルトでは、Db2 はそのアカウンティング・レコードを、スレッド終了時、ま
たはスレッドを再利用する新しい許可 ID のサインオン時に書き込みます。

このタスクについて

スレッドが、そのスレッドを使用した前のトランザクションと同じ CICS トランザ
クション ID および Db2 許可 ID を持つトランザクションによって再利用される
場合、Db2 は再利用時にアカウンティング・レコードを書き込みません。(CICS ト
ランザクション ID と Db2 許可 ID との間の関係については、CICS 領域用およ
び CICS トランザクション用に、許可 ID を DB2 に提供するを参照してくださ
い)。これは、スレッドに関する各 Db2 アカウンティング・レコードに、複数の
CICS トランザクションに関する情報が含まれる可能性があることを意味します。さ
らに、異なるタイプの CICS トランザクションが同じトランザクション ID を使用
して Db2 にアクセスした場合には、Db2 アカウンティング・レコードに、異なる
タイプの CICS トランザクションに関する情報が含まれることになります。

これらの問題に対処するために、Db2 アカウンティング・レコードと CICS パフォ
ーマンス・クラス・レコードとの間の関係を制御するには、以下の 3 つの方法があ
ります。

v CICS トランザクション ID と Db2 許可 ID のそれぞれが、常に、同じリソー
スを消費する同じ処理を表すように、CICS アプリケーションを設計するという
方法があります。これにより、各 Db2 アカウンティング・レコードに、単一の
処理、または同じ処理の複数のオカレンスが含まれ、異なる項目は含まれないこ
とが確実になります。そのような Db2 アカウンティング・レコードに複数の項
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目が含まれるとしても、これらの項目はまったく同じであるため、リソースの使
用量を項目間で均等に分けることができます。 ただし、アプリケーションをこ
のように設計するのは実際的でない場合もあります。例えば、端末ユーザーの端
末にメニューが表示され、次のトランザクションに (異なる処理が関連する) 異
なるオプションを選択できる場合を考えてください。EXEC CICS RETURN
TRANSID(zzzz) コマンドで CICS トランザクション ID をセットアップするこ
とによって前のトランザクションが終了した場合、端末ユーザーがどのような処
理を選択するかに関わらず、次のトランザクションはトランザクション ID zzzz
で実行されます。このようなアプリケーションをアカウンティングを目的に再設
計しようとは思わないはずです。

v スレッドが再利用されないようにするという方法があります。これによって確実
に、各タスクの終了後に、スレッドが終了し、Db2 がアカウンティング・レコー
ドを書き込みます。したがって、各 Db2 アカウンティング・レコードは確実に
単一のタスクを表すことになります。ただし、この方法を採ることにより、スレ
ッドの再利用がもたらす大きなパフォーマンス上の利点を失います。さらに、異
なるタイプのトランザクションが同じトランザクション ID を使用して Db2 に
アクセスした場合、各 Db2 アカウンティング・レコードは依然として、考えら
れる複数のタスクのいずれかを参照している可能性があります。

v DB2CONN または DB2ENTRY 定義に ACCOUNTREC(TASK) を指定して、
CICS タスクが Db2 リソースの使用を終了するたびに、Db2 にアカウンティン
グ・レコードを生成させることができます。ACCOUNTREC(UOW) ではなく、
ACCOUNTREC(TASK) を指定することをお勧めします。これにより、各タスク
に少なくとも 1 つの識別可能な Db2 アカウンティング・レコードが存在し、そ
の Db2 アカウンティング・レコードには複数のタスクが含まれていないことが
確実になります。また、同じトランザクション ID を使用した異なるタイプのト
ランザクションが Db2 にアクセスするという問題を解決するには、
ACCOUNTREC(TASK) を指定します。この場合、CICS は、アカウンティン
グ・レコードに含める LU6.2 トークンを Db2 に渡します。 このトークンを使
用して、各 Db2 アカウンティング・レコードを該当する CICS トランザクショ
ンと突き合わせることができます。通常、Db2 アカウンティング・レコードと
CICS パフォーマンス・クラス・レコードとの間の関係を制御するには、
ACCOUNTREC(TASK) が最も実際的かつ完全なソリューションです。これによ
り、各トランザクションにオーバーヘッドがもたらされますが、一般に、アカウ
ンティングのための有用性はこのオーバーヘッドを上回ります。

ACCOUNTREC(TASK) を指定したとしても、Db2 が単一の CICS タスクを認識で
きるのは、そのタスクが同じスレッドを使用し続けている場合に限ります。トラン
ザクションに複数の UOW が含まれる場合、UOW の終了時にトランザクションが
スレッドを解放するとすれば、トランザクションは UOW ごとに異なるスレッドを
使用する可能性があります。これは、複数の同期点 (コミットまたはロールバック)
を発行する端末向けトランザクションで起こり得ることです。また、非端末向けト
ランザクションでも、NONTERMREL(YES) が DB2CONN に設定されている場合
には、起こる可能性があります。このような場合、Db2 は複数の UOW を単一の
タスクとして認識しないため、UOW ごとにアカウンティング・レコードを生成し
ます。この類のトランザクションには、各 Db2 アカウンティング・レコードにト
ランザクションの一部に関する情報しか含まれない可能性があるため、トランザク
ションに関連するすべての Db2 アカウンティング・レコードを識別する必要があ
ります。
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Db2 アカウンティング・レコードのデータを使用した、対応する
CICS パフォーマンス・クラス・レコードの識別

Db2 アカウンティング・レコードのフィールドを使用して、対応する CICS パフォ
ーマンス・レコードを識別します。

このタスクについて

必要となる可能性がある Db2 アカウンティング・レコードのフィールドは、以下
のとおりです。

v CICS LU6.2 トークン。DB2ENTRY または DB2CONN に
ACCOUNTREC(TASK) または ACCOUNTREC(UOW) のいずれかを指定する
と、CICS はその LU6.2 トークンを Db2 に渡します。Db2 はそのトークンを
Db2 トレース・レコードに含めます。トークンは、相関ヘッダーの
QWHCTOKN に書き込まれます。このトークンの存在により、2 つのレコー
ド・セットの突き合わせが大幅に単純化されます。

v スレッド相関 ID。これには、4 文字の CICS トランザクション ID が含まれま
す。 ACCOUNTREC(TASK) または ACCOUNTREC(UOW) を指定していない
場合、Db2 アカウンティング・レコードには、この ID を使用した複数のトラン
ザクションに関する情報が含まれる可能性があることに注意してください。
ACCOUNTREC(TASK) または ACCOUNTREC(UOW) を指定すると、Db2 ア
カウンティング・レコードにトランザクションの一部 (単一の UOW) しか含ま
れない可能性があるため、トランザクションに関連するその他すべてのレコード
を見つける必要があります。 異なるタイプの CICS トランザクションが同じト
ランザクション ID を使用する場合、この項目だけで正しく識別することはでき
ません。

v 許可 ID フィールド。スレッド相関 ID の場合と同じように、Db2 アカウンテ
ィング・レコードには、この許可 ID を使用した複数のトランザクションに関す
る情報が含まれる可能性と、トランザクションの一部しか含まれない可能性の両
方があります。CICS トランザクションが使用する許可 ID は、DB2CONN また
は DB2ENTRY の AUTHID または AUTHTYPE パラメーターによって決定さ
れます。異なるタイプの CICS トランザクションが同じ許可 ID を使用する場
合、この項目だけで正しく識別することはできません。

v タイム・スタンプ・フィールド。スレッドの開始時刻と終了時刻により、Db2 ア
カウンティング・レコードで扱われている CICS トランザクションの範囲を識別
できます。

Db2 アカウンティング・レコードと CICS パフォーマンス・クラ
ス・レコードを突き合わせてユーザーにリソースを課金する場合の
方針

Db2 アカウンティング・レコードと CICS パフォーマンス・クラス・レコードを突
き合わせるのに最適な方法は 1 つだけではありません。場合によっては、トランザ
クションが同時に実行されているために、正しい突き合わせを行えない可能性もあ
ります。ただし、ほとんどの場合は、2 つのタイプのレコードをかなり正確に突き
合わせるための方針があります。
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個々のトランザクションで使用されるリソースがアカウンティングの基準である場
合には、CICS パフォーマンス・クラス・レコードと Db2 アカウンティング・レコ
ードを突き合わせてから、これらのレコードを特定のユーザーに関連付けることが
できます。あるいは、いくつかのモデル・トランザクションを定義して調整し、こ
れらのトランザクションを制御された環境で測定して、各ユーザーが実行したモデ
ル・トランザクションの数だけをカウントすることもできます。

使用すべき方針を決定する主な要因には、以下の 2 つがあります。

v 各 CICS トランザクション ID が 1 つの可能なトランザクション・パスだけを
表す (したがって、常に同じリソース消費量を表す) のか、あるいは多数のトラ
ンザクション・パスが同じ CICS トランザクション ID を共用する (したがっ
て、異なるリソース消費量を表す可能性がある) のかどうか。

v 各 Db2 アカウンティング・レコードが、( 167 ページの『Db2 アカウンティン
グ・レコードと CICS パフォーマンス・クラス・レコードとの間の関係の制御』
で説明したいずれかの措置を取ったために) 1 つのトランザクションまたは 1 つ
のトランザクションの一部にだけ関連するのか、あるいはそれぞれのそのアカウ
ンティング・レコードに複数のトランザクションに関する情報が含まれるのかど
うか。

図 35 に、これらの要因の組み合わせにより、Db2 アカウンティング・レコードと
CICS パフォーマンス・クラス・レコードを突き合わせる際に直面する可能性のある
4 つの標準的シナリオが作成される仕組みを示します。以降のセクションでは、そ
れぞれのケースでのレコードの突き合わせの方針と、使用したリソースに対してユ
ーザーに課金するための方針を提案します。

シナリオ A: Db2 アカウンティング・レコードごとに、固有のトラン
ザクション ID を持つ 1 つのトランザクションが含まれる場合
このシナリオでは、各 Db2 アカウンティング・レコードに、単一の識別可能な
CICS トランザクションに関する情報だけが含まれることが分かっています。トラン

図 35. さまざまなアカウンティング・シナリオ
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ザクションが Db2 リソースに複数回アクセスする場合、Db2 はそのトランザクシ
ョンに対して複数のアカウンティング・レコードを作成する可能性があります。そ
の場合、トランザクションに関連する複数の Db2 アカウンティング・レコード
を、そのトランザクションの CICS パフォーマンス・レコードに突き合わせる必要
があります。

トランザクションのユーザーは、CICS パフォーマンス・レコードから識別できま
す。このレコードには、当該トランザクションに関連する CICS アクティビティー
が記録されます。このトランザクションに適用する Db2 アカウンティング・レコ
ードを識別するには、 169 ページの『Db2 アカウンティング・レコードのデータ
を使用した、対応する CICS パフォーマンス・クラス・レコードの識別』にリスト
されているいずれかのデータ項目を使用します。

これらのトランザクションはすべて同一のものであるため、消費するリソース量は
同等であると見込むことができます。アカウンティングの目的で、トランザクショ
ン・タイプごとにモデル・トランザクションを作成することも可能です。どの Db2
アカウンティング・レコードがどの CICS トランザクションに該当するかを識別で
きるため、1 つのトランザクションに対する Db2 アカウンティング・レコードと
CICS パフォーマンス・レコードを突き合わせてから、これらのアカウンティング・
レコードでの Db2 リソース使用量を、以降の同じタイプのトランザクションに割
り当てることができます。リソースの使用量が変化した場合に備え、これらのモデ
ルの正当性を定期的に検証する必要があります。

シナリオ B: Db2 アカウンティング・レコードごとに複数のトランザ
クションが含まれる一方、各トランザクション・タイプに固有のトラ
ンザクション ID がある場合
このシナリオでは、各 Db2 アカウンティング・レコードに、複数のトランザクシ
ョンに関する情報が含まれる可能性があることから、各 Db2 アカウンティング・
レコードを、それに対応する CICS パフォーマンス・レコードに直接突き合わせる
ことができません。ただし、各トランザクション ID が参照するトランザクション
のタイプは 1 つしかないため、Db2 アカウンティング・レコードに記録されてい
るトランザクションのタイプを識別することは可能です。

特定の Db2 アカウンティング・レコードに記録されている CICS トランザクショ
ンのタイプが 1 つしかない場合は、アカウンティングを目的に、Db2 でのリソー
ス消費量を各トランザクションの間で均等に分けることができます。トランザクシ
ョンは (定義の上では) ほとんど同一であるため、これは妥当なことです。Db2 ア
カウンティング・レコードに記録されているコミット数とバックアウト数が、この
レコードで扱っている作業単位の数を示します。ただし、 167 ページの『Db2 ア
カウンティング・レコードと CICS パフォーマンス・クラス・レコードとの間の関
係の制御』で注意しているように、同じトランザクション内の作業単位が異なるス
レッドを使用した場合には、同じ Db2 アカウンティング・レコードにそのトラン
ザクションは記録されません。該当するすべての Db2 リソースを各トランザクシ
ョンに割り当てたことを確認してください。それには、複数の Db2 アカウンティ
ング・レコードの調査が含まれる場合があります。

特定の Db2 アカウンティング・レコードに複数の異なるタイプの CICS トランザ
クションが記録されている場合 (同じ DB2ENTRY を使用し、したがって同じスレ
ッドを使用するため)、リソースを均等に配分するという方法を使用することはでき
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ません。異なるタイプのトランザクションは、異なるリソースを使用する可能性が
あるためです。この場合、各タイプの CICS トランザクションによる Db2 リソー
スの使用量を定期的に測定することで、モデル・トランザクションを作成できま
す。これらの測定値を取るには、スレッドの再利用を一時的に無効にして、生成さ
れた Db2 アカウンティング・レコードを調べます。このレコードには、1 つのト
ランザクションに関する情報だけが含まれます。これらのモデル・トランザクショ
ンを使用して、リソースに対してユーザーに課金します。モデル・トランザクショ
ンの正当性は、定期的に検証する必要があります。

シナリオ C: Db2 アカウンティング・レコードごとに 1 つのトラン
ザクションが含まれる一方、複数のタイプのトランザクションが同じ
トランザクション ID を使用する場合
このシナリオでは、各 Db2 アカウンティング・レコードに、単一の CICS トラン
ザクションに関する情報だけが含まれることは分かっていますが、複数のタイプの
トランザクションが同じトランザクション ID を使用しているため、特定の Db2
アカウンティング・レコードがどのタイプのトランザクションを示しているのかを
特定できません。

シナリオ A でのように、トランザクションの 1 つのインスタンスに関するレコー
ドのセットを突き合わせて、これらの数値を再利用することはできません。個々の
CICS パフォーマンス・レコードのすべてを、それぞれに対応する Db2 アカウンテ
ィング・レコードに突き合わせる必要があります。この作業を行わない限り、各
Db2 レコードがどのタイプのトランザクションを示しているのかを判断することは
できません。

それぞれの Db2 アカウンティング・レコードと、それに対応する CICS パフォー
マンス・レコードを突き合わせるには、 169 ページの『Db2 アカウンティング・
レコードのデータを使用した、対応する CICS パフォーマンス・クラス・レコード
の識別』にリストされているデータ項目を使用できます。DB2ENTRY または
DB2CONN に ACCOUNTREC(TASK) または ACCOUNTREC(UOW) のいずれか
を指定した場合、CICS はその LU6.2 トークンを Db2 に渡すため、レコードを簡
単に突き合わせることができます。そうでない場合は、それぞれのタイム・スタン
プを基準にレコードを突き合わせる必要があります。この場合、トランザクション
が同時に実行されていると、正しい突き合わせにならない可能性があります。

突き合わせたレコードのセットを使用して、各トランザクションで使用されたリソ
ースに対して、CICS パフォーマンス・レコードで識別されるユーザーに課金できま
す。

シナリオ D: Db2 アカウンティング・レコードに複数のトランザクシ
ョンが含まれ、複数のトランザクション・タイプが同じトランザクシ
ョン ID を使用する場合
このシナリオでは、各 Db2 アカウンティング・レコードに、複数のトランザクシ
ョンに関する情報があり得るだけでなく、トランザクション ID を使用して、アカ
ウンティング・レコードに記録されているトランザクションのタイプを識別するこ
ともできません。

この場合、おそらくレコードを正確に突き合わせることは不可能であるため、この
ような状況にならないようにすることが最善です。この状況にあることが分かった

172 CICS TS for z/OS: Db2 ガイド



場合の最善のソリューションとしては、まず、シナリオ B で説明したようにモデ
ル・トランザクションを作成します。次に、CICS パフォーマンス・レコードに、各
トランザクションに固有の ID でマークを付ける方法を見つけます。例えば、ユー
ザーが、実行中のトランザクションを識別する情報をパフォーマンス・レコードの
ユーザー・フィールドに提供するという方法が考えられます。このフィールドを使
用すれば、この場合のアカウンティングのために使用するモデル・トランザクショ
ンを識別できます。

CICS Db2 環境でのプロセッサー使用量を考慮に入れる
Db2 アカウンティングおよび統計トレース・レコードに、プロセッサー時間の使用
量に関する情報が提供されます。これらのレコードを使用して、CICS および Db2
で使用される合計プロセッサー時間を計算することができます。

Db2 アカウンティング・トレース は、CLASS 1、CLASS 2、または CLASS 3 で
開始できます。ただし、CLASS 2、CLASS 3、またはそれら両方のクラスの活動化
によって収集される情報を外部化するために、CLASS 1 を常にアクティブにしてお
く必要があります。

Db2 アカウンティング・レコードに報告されるプロセッサー時間は、仮想記憶間サ
ービスを使用する、CICS または Db2 アドレス・スペース内のスレッド TCB 実行
コードのための TCB 時間と、CICS 内でスケジュールに入れられる作業のための
SRB 時間です。

CLASS 1 (デフォルト) の結果は、通常の実行中にいくつかの Db2 コンポーネント
によって累積されるアカウンティング・データになります。次いでこのデータは収
集されて Db2 アカウンティング・レコードに書き込まれます。データ収集には、
個々のイベント・トレースのオーバーヘッドは関わりがありません。

CLASS 2 および CLASS 3 は、多くの追加のトレース・ポイントを活動化します。
これらのイベントの出現はそれぞれ内部的にトレースされますが、外部の宛先には
書き込まれません。むしろ、アカウンティング機構がこれらのトレースを使用し
て、CLASS 2 または CLASS 3 が活動化されるときにアカウンティング・レコード
に現れる追加の合計統計を計算します。その情報を外部化するためには、アカウン
ティング CLASS 1 がアクティブでなければなりません。

CLASS 2 は、'IN DB2' で費やされたデルタ経過時間およびプロセッサー時間を収
集し、これをアカウンティング・レコードに記録します。

CLASS 3 は、'IN DB2' で費やされた、I/O 経過時間とロックおよびラッチ中断時
間を収集し、これをアカウンティング・レコードに記録します。

Db2 内の CLASS 7 および CLASS 8 は、Db2 でのパッケージ・レベル・アカウ
ンティングと、Db2 でのパッケージ・レベル・アカウンティング待機を収集しま
す。パッケージ・レベル・アカウンティングについては、Db2 for z/OS 製品資料
内の『Db2 のパフォーマンス管理』を参照してください。

統計トレース は、プロセッサー時間を統計レコードに報告します。報告されるプロ
セッサー時間は以下のとおりです。
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v CICS アドレス・スペースとは非同期で実行している Db2 アドレス・スペース
TCB の下での時間。この例として、Db2 ログと、バッファー・プールからの書
き込みがあります。

v Db2 アドレス・スペースのもとでスケジュールに入れられた SRB の下での時
間。この例として、順次プリフェッチのための非同期読み取りエンジンがありま
す。

統計レコードで報告される Db2 アドレス・スペースは以下のとおりです。

v データベース・マネージャーのアドレス・スペース

v システム・サービスのアドレス・スペース

v IRLM

CICS Db2 環境では、Db2 アカウンティング・レコードからのプロセッサー時間は
大抵、 Db2 統計レコードで報告されるプロセッサー時間よりもずっと大きくなり
ます。そのようになるのは、使用されるプロセッサー時間の大半が、スレッド TCB
自体の中で、また仮想記憶間サービスを使用して Db2 アドレス・スペースの中で
費やされるからです。

Db2 アカウンティング・レコードが生成されるのは、スレッドが終了したときか、
サインオンが発生したときです。つまり、Db2 アカウンティング・レコード内で報
告される期間は、スレッド開始またはユーザー・サインオン (以前に別のユーザー
によって使用されたスレッドを再利用する場合) と、スレッド終了または別のサイ
ンオンとの間の時間であるということです。同じ DB2ENTRY にいくつかの異なる
トランザクションが指定され、それらが同じ CICS トランザクション ID および同
じ Db2 許可 ID を使用してスレッドにサインオンする場合には、このスレッドの
ための Db2 アカウンティング・レコードは、複数のトランザクション用のデータ
を含むことができます。また、トランザクションがその Db2 スレッドを同期点で
解放し、スレッドが終了するか、別のトランザクションによって再使用される場合
は、元のトランザクションは別のスレッドを使用する必要があります。したがっ
て、単一トランザクションをその実行期間中に、複数の Db2 スレッドに関連付け
ることができます。つまり、Db2 がそれぞれのスレッドごとにアカウンティング・
レコードを生成していく際に、複数のアカウンティング・レコードがトランザクシ
ョンに対して生成されることがあります。各 Db2 アカウンティング・レコードに
組み込まれるトランザクションを判別する方法の詳細については、 167 ページの
『Db2 アカウンティング・レコードと CICS パフォーマンス・クラス・レコードと
の間の関係の制御』を参照してください。

プロセッサー時間は、トランザクション内の許可 ID ごとに、正確に取得すること
ができます。そのためには、この許可 ID およびトランザクションについて、すべ
てのアカウンティング・レコードを集約します。ただし、アカウンティング・レコ
ードに関連付けられた経過時間は、このケースではわずかな値にしかならないと考
えられます。なぜなら、経過時間の合計には、1 つのコミット点から次の UOW 内
の最初の SQL 呼び出しまでの時間は含まれないからです。スレッドの経過時間は
スレッドに関連付けられますが、トランザクションには関連付けられません。

175 ページの図 36 および 177 ページの図 37 は、CICS および Db2 によって
報告されるプロセッサー時間の各期間と、それがどこで発生するかを示していま
す。処理の場所は、Db2 にアクセスしているアプリケーションがスレッド・セーフ
かどうかによって異なります。その理由は、CICS が Db2 に接続されており、オー

174 CICS TS for z/OS: Db2 ガイド



プン・トランザクション環境を活用している場合、CICS Db2 接続機能は、CICS
Db2 サブタスク TCB ではなく、CICS 管理のオープン TCB を使用するからで
す。

図 36 は、CICS が Db2 に接続されていて、Db2 にアクセスしているアプリケー
ションが非スレッド・セーフの場合の状態を示しています。

CICS が Db2 に接続されているものの、Db2 にアクセスするアプリケーションが
非スレッド・セーフの場合は、CICS はオープン TCB を使用してスレッドを実行し
て Db2 に入れますが、それはサブタスク TCB を使用するのと同じ方法でオープン
TCB を使用します。スレッドを実行して Db2 に入れるために CICS が使用する
TCB を、スレッド TCB といいます。

図に示されているプロセッサー時間の期間は次のとおりです。

この図は、CICS が Db2 に接続されており、Db2 に
アクセスしているアプリケーションが非スレッド・セーフの場合の
環境を示しています。

Time 3 + 6 + 9 が、CLASS 1 プロセッサー時間として報告される
(スレッド TCB の下で費やされた時間)

Time 2 + 5 + 8 が、CLASS 2 プロセッサー時間として報告される
(DB2 で費やされた時間)

Time 1 + 4 + 7 + 10 が、CICS プロセッサー時間として報告される
(CICS メイン TCB で費やされた時間)

図 36. Db2 と非スレッド・セーフのアプリケーションを伴う CICS: 記録されるプロセッサー時間

第 8 章 Db2 のモニター 175



v Time 1: アプリケーションが CICS メイン TCB で開始します。 Time 1 の終
わりに、アプリケーションは EXEC SQL 要求を出します。

v Time 2: Db2 がアプリケーションの要求を果たします。このプロセッサー時間
は、Db2 アドレス・スペースで費やされます。 Time 2 の終わりに、Db2 はそ
の応答を CICS Db2 接続機能に渡します。

v Time 3: CICS Db2 接続機能がスレッド TCB 上で処理を遂行します。これによ
って、アプリケーションが Db2 にアクセスするために必要な処理と、Db2 応答
をアプリケーションに戻すために必要な処理の両方が網羅されます。またそれに
は、Db2 が要求と応答を果たすために要したプロセッサー時間も含まれます。し
たがって Time 2 は Time 3 の中にネストされます。 Time 3 の終わりには、
Db2 からの応答がアプリケーションに渡され、Db2 へのアクセスが完了しま
す。

v Time 4: アプリケーションは、当面の Db2 との作業を完了しました。アプリケ
ーションが再び Db2 へのアクセスを必要とするようになるまでは、アプリケー
ション・コードは CICS メイン TCB 上で実行します。 Time 4 の終わりに、
アプリケーションは 2 番目の EXEC SQL 要求を出します。

v Time 5: Time 2 の場合と同様に、Db2 がアプリケーションからの 2 番目の要
求を果たします。

v Time 6: CICS Db2 接続機能が、この 2 番目の要求に関連したスレッド TCB
上で処理を遂行するか、または Db2 からの応答を待ちます。

v Time 7: アプリケーション・コードが再び CICS メイン TCB 上で実行します。
それは 3 番目の EXEC SQL 要求を出します。

v Time 8: Time 2 の場合と同様に、Db2 がアプリケーションからの 3 番目の要
求を果たします。

v Time 9: CICS Db2 接続機能が、この 3 番目の要求に関連したスレッド TCB
上で処理を遂行するか、または Db2 からの応答を待ちます。

v Time 10: これで、アプリケーションはすべての EXEC SQL 要求を行いまし
た。アプリケーション・コードは引き続き、終了まで CICS メイン TCB 上で実
行します。

177 ページの図 37 は、CICS が Db2 に接続されていて、Db2 にアクセスしてい
るアプリケーションがスレッド・セーフである場合の状態を示しています。
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ここでは、CICS はオープン TCB を使用してスレッドを実行し、Db2 に入れま
す。アプリケーションがスレッド・セーフなので、アプリケーション・コードもオ
ープン TCB 上で実行できます。図に示されているプロセッサー時間の期間は次の
とおりです。

v Time 1: アプリケーションが CICS メイン TCB で開始します。 Time 1 の終
わりに、アプリケーションは EXEC SQL 要求を出します。

v Time 2: Db2 がアプリケーションの要求を果たします。このプロセッサー時間
は、Db2 アドレス・スペースで費やされます。 Time 2 の終わりに、Db2 はそ
の応答を CICS Db2 接続機能に渡します。

v Time 3: CICS Db2 接続機能がスレッド TCB 上で処理を遂行します。これによ
って、アプリケーションが Db2 にアクセスするために必要な処理と、 Db2 か
らの応答をアプリケーションに返すために必要な処理の両方が網羅されます。ま

この図は、CICS が Db2 に接続されており、Db2 にアクセスしている
アプリケーションがスレッド・セーフである場合の環境を示しています。

Time 3 + 4 + 6 + 7 + 9 + 10 が、CLASS 1 プロセッサー時間として報告される
(オープン TCB の下で DB2 へのアクセスの処理とアプリケーション・コードの
実行に費やされた時間)

Time 2 + 5 + 8 が、CLASS 2 プロセッサー時間として報告される
(DB2 で費やされた時間)

Time 1 + 11 が、CICS プロセッサー時間として報告される
(CICS メイン TCB で費やされた時間)

図 37. Db2 とスレッド・セーフのアプリケーションを伴う CICS : 記録されるプロセッサー時間
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たそれには、Db2 が要求と応答を果たすために取られるプロセッサー時間が含ま
れます。したがって Time 2 は Time 3 の中にネストされます。 Time 3 の終
わりには、Db2 応答がアプリケーションに渡され、Db2 へのアクセスが完了し
ます。

v Time 4: アプリケーションは、当面の Db2 との作業を完了しました。アプリケ
ーションがスレッド・セーフなので、アプリケーション・コードは今度はスレッ
ド TCB (オープン TCB) 上で実行します。 Time 4 の終わりに、アプリケーシ
ョンは 2 番目の EXEC SQL 要求を出します。

v Time 5: Time 2 の場合と同様に、Db2 がアプリケーションからの 2 番目の要
求を果たします。

v Time 6: CICS Db2 接続機能が、この 2 番目の要求に関連したスレッド TCB
上で処理を遂行するか、または Db2 からの応答を待ちます。

v Time 7: アプリケーション・コードが再びスレッド TCB 上で実行します。それ
は 3 番目の EXEC SQL 要求を出します。

v Time 8: Time 2 の場合と同様に、Db2 がアプリケーションからの 3 番目の要
求を果たします。

v Time 9: CICS Db2 接続機能が、この 3 番目の要求に関連したスレッド TCB
上で処理を遂行するか、または Db2 からの応答を待ちます。

v Time 10: これで、アプリケーションはすべての EXEC SQL 要求を行いまし
た。アプリケーション・コードが再びスレッド TCB 上で実行します。

v Time 11: アプリケーションがその処理を完了しました。アプリケーションは終
了し、処理は CICS メイン TCB に戻ります。

スレッド・セーフとして定義されているアプリケーション (つまり、アプリケーシ
ョン・コードがスレッド・セーフであることを CICS に伝えたもの) は、依然とし
てスレッド・セーフではない CICS コマンドを発行できることに注意してくださ
い。それらのコマンドは強制的に CICS メイン TCB に戻し、アプリケーションが
次の EXEC SQL 要求を行うまで、アプリケーション・コードは引き続き、CICS メ
イン TCB 上で実行します。非スレッド・セーフの CICS コマンドに関連付けられ
たアクティビティー、および CICS メイン TCB で実行するアプリケーション・コ
ードに関連付けられたアクティビティーは、CLASS 1 プロセッサー時間としてでは
なく、CICS プロセッサー時間として報告されます。いったん EXEC SQL 要求が出
されると、アプリケーション・コードは再びオープン TCB 上で実行でき、そのと
きから CLASS 1 プロセッサー時間として報告されます。

アカウンティング CLASS 1 プロセッサー時間
CLASS 1 の場合、TCB が接続された時点で、タスクのプロセッサー・タイマーが
作成されます。Db2 へのスレッドが開始されると、タイマー値が保管されます。ス
レッドが終了された場合や、許可 ID が変更された場合は、タイマーが再検査され
て、タイマーの開始値と終了値の両方が SMF タイプ 101 レコードに記録されま
す。

175 ページの図 36 では、CLASS 1 は時間 3、6、および 9 の合計です。 177 ペ
ージの図 37 では、CLASS 1 は時間 3、4、6、7、9、および 10 の合計です。

CLASS 1 プロセッサー時間のアカウンティングに使用される SMF タイプ 101 レ
コード (Db2 アカウンティング・レコード) の各フィールドは次のとおりです。
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v 開始スレッド TCB 時間の QWACBJST

v 終了スレッド TCB 時間の QWACEJST

v 開始 ASCB SRB 時間の QWACBSRB

v 終了 ASCB SRB 時間の QWACESRB

Db2 アカウンティング・レコードの内容についての説明は、Db2 for z/OS 製品資
料内の『Db2 のパフォーマンス管理』に記載されています。 SDSNSAMP に付属
のメンバー DSNWMSGS のアカウンティング・レコードのフィールドについての
説明も記載されています。

CLASS 1 記録がスレッドに対してアクティブになると、L8 オープン TCB で費や
された時間が記録されます。L8 TCB は CICS アクティビティーと Db2 アクティ
ビティーの両方に使用されるため、これには、トレース呼び出しを含めた
CICS-Db2 接続機能で費やされたプロセッサー時間が含まれます。さらに、オープ
ン TCB でアプリケーション・コード (アプリケーションがスレッド・セーフの場
合) とスレッド・セーフ CICS コマンドの実行に費やされたプロセッサー時間も含
まれます。スレッドが再使用された場合、スレッド・ハウスキーピング・プロセッ
サー時間も CLASS 1 プロセッサー時間に含められます。 前のリリースと同様、
CLASS 1 の時間で収集されない、ある比率のスレッド作成処理とスレッド終了処理
があります。 以下の場合、CLASS 1 プロセッサー時間には、QR TCB でアプリケ
ーション・コードの実行に費やした時間は含まれません。

v アプリケーションがその最初の EXEC SQL 要求を発行して、オープン TCB に
移動する前の初期期間 (図中の時間 1)。この初期アプリケーション・コードは、
CICS メイン TCB で実行され、Db2 アカウンティングでは確認されません。

v アプリケーションが、スレッド・セーフではない CICS コマンドを発行した場
合。これにより、処理は強制的に CICS メイン TCB に戻ります。その後、アプ
リケーション・コードの実行は、CICS メイン TCB で続行され、Db2 アカウン
ティングでは確認されません。この状態は、アプリケーションが次の EXEC
SQL 要求を発行するまで続きます。この時点で、処理はオープン TCB に戻るこ
とができます。

Db2 シスプレックス照会並列処理 (並列照会) を使用している場合を除き、アカウ
ンティング目的で Db2 CLASS 1 プロセッサー時間を使用する必要はありません。
アプリケーションで消費されたプロセッサー時間の完全なアカウンティングに必要
なのは、CICS SMF タイプ 110 レコードに記録されたプロセッサー時間だけで
す。このレコードには、アプリケーション・コードで費やされた時間、スレッドの
作成および終了のコスト、そして Db2 CLASS 1 プロセッサー時間で対象とされて
いる時間が記載されます。詳しくは、 181 ページの『Db2 の CICS および Db2
プロセッサー時間の計算』を参照してください。

アカウンティング CLASS 2 プロセッサー時間
アカウンティング CLASS 2 の場合、Db2 への出入りのたびにタイマーが検査さ
れ、SMF タイプ 101 レコードに「DB2 内」での時間が記録されます。この場合、
この時間はレコードに保管されている時間とは異なります。CLASS 2 プロセッサー
時間のアカウンティングに使用される SMF タイプ 101 レコードのフィールドは、
QWACAJST です。
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175 ページの図 36 および 177 ページの図 37 では、CLASS 2 は時間 2、5、お
よび 8 の合計です。

Db2 統計レコードの内容の説明については、Db2 for z/OS 製品資料内の『Db2 の
パフォーマンス管理』を参照してください。

経過時間 (定義された時点を範囲とする開始時刻と終了時刻) もまた、SMF タイプ
101 レコードで報告されます (QWACASC)。

CICS が Db2 に接続されている場合、IMS と TSO の間で大きな違いが生じるよ
うに、CLASS 1 と CLASS 2 のプロセッサー時間にも顕著な違いが生じる可能性が
あります。 これは、CICS が Db2 に接続されている場合には、CLASS 1 プロセッ
サー時間には、トレース呼び出しを含めた CICS-Db2 接続機能で費やされたプロセ
ッサー時間が含まれるだけでなく、さらにオープン TCB でスレッド・セーフなア
プリケーション・コードとスレッド・セーフな CICS コマンドの実行に費やされた
プロセッサー時間も含まれるためです。このプロセッサー時間はすべて CICS アド
レス・スペース内で発生するため、アカウンティング CLASS 2 にはレポートされ
ません。CLASS 2 プロセッサー時間自体は、オープン・トランザクション環境に影
響されません。

アカウンティング CLASS 1 とは異なり、CLASS 2 経過時間およびプロセッサー時
間は、「DB2 内」で費やされた経過時間とプロセッサー時間を正確に反映します。
したがって、アカウンティング CLASS 2 情報は、SQL 実行のパフォーマンスをモ
ニターする上で非常に役立ちます。ただし、クラス・アカウンティングには、かな
りのプロセッサー・オーバーヘッドが伴います。

オーバーヘッドを削減するために、通常は CLASS 2 トレースを、特定の許可 ID
の計画およびロケーションに関するデータのトレースに制限するように推奨されて
いました。プロセッサー・オーバーヘッドは 0 から 5% の範囲で、通常は 2% で
す。

Db2 以前の CICS および DB2 バージョン 5 プロセッサー時間
の計算

CICS システムが DB2 バージョン 5 以前に接続されている場合、CICS パフォー
マンス・クラス・レコードには、Db2 で消費されるプロセッサー時間は含まれませ
ん。単一トランザクションの合計プロセッサー時間を見積もるには、対応する CICS
パフォーマンス・レコードと Db2 アカウンティング・レコード (SMF タイプ 101
レコード) からの情報を加算します。

このタスクについて

CICS パフォーマンス・レコードと Db2 アカウンティング・レコードのマッチング
について詳しくは、 165 ページの『Db2 アカウンティング・レコードと CICS パ
フォーマンス・クラス・レコードとの関連付け』を参照してください。

CICS パフォーマンス・クラス・レコードの CPU フィールドを使用します。 Db2
アカウンティング・レコードを使用して、Db2 スレッド・プロセッサー時間 (T1)
を次のように計算することができます。

T1 = QWACEJST - QWACBJST
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これにより、CLASS 1 TCB プロセッサー時間が計算されます。 CICS CPU フィ
ールドからのプロセッサー時間と T1 の計算値の合計が、CICS と Db2 で費やされ
たプロセッサー時間の式です。

注:

v CLASS 2 プロセッサー時間は CLASS 1 プロセッサー時間の一部であるため、
合計に加算すべきではありません。

v CLASS 1 プロセッサー時間から CLASS 2 プロセッサー時間を減算すると、
CICS Db2 接続機能の CPU 利用の近似値になります。これは、調整を行う際の
参考になります。

v Db2 アドレス・スペースで使用され、Db2 統計レコードに記録されるプロセッ
サー時間は、いかなる特定スレッドとの関連性もありません。これは、Db2 アカ
ウンティング・レコードに記録される CPU 時間に比例して配分することができ
ます。

v CICS アドレス・スペースのサブタスク TCB の下で使用されるプロセッサー時
間を CICS パフォーマンス・レコードに簡単に配分することはできません。これ
には Db2 サブタスクのプロセッサー時間が含まれているからです。これは既に
計算値 T1 に含まれています。これは、スレッドのサブタスク以外のサブタスク
で使用されるプロセッサー時間は加算に含まれないことを意味します。

v スレッドを作成するためにスレッド TCB で使用されるプロセッサー時間のほと
んどは、このスレッドに関連付けられている Db2 アカウンティング・レコード
に含まれていません。このプロセッサー時間は、スレッドが作成される前に費や
されるからです。

v CICS および Db2 のキャプチャー率を考慮に入れる必要があります。キャプチ
ャー率とは、CPU 使用時間合計に対する、報告された CPU 時間の比率のこと
です (詳しくは、z/OS Resource Measurement Facility™ (RMF) パフォーマンス管
理ガイド (SC88-6666) を参照してください)。

Db2 の CICS および Db2 プロセッサー時間の計算
CICS が Db2 に接続されていて、オープン・トランザクション環境を利用している
場合、CICS Db2 接続機能は CICS Db2 サブタスク TCB ではなく、CICS 管理オ
ープン TCB を使用します。

このタスクについて

CICS 管理オープン TCB を使用するということは、CICS モニター機能が、以前は
Db2 アカウンティング・レコード (SMF タイプ 101 レコード) でしか報告されて
いなかったアクティビティーを測定できることを意味します。例えば現在の CICS
では、Db2 スレッドで消費されたプロセッサー時間と、Db2 で消費されたプロセッ
サー時間 (CLASS 1 および CLASS 2 の CPU 時間) の測定を行えるようになりま
した。 CICS が L8 オープン TCB を使用している場合、CICS モニター機能によ
ってこれらの TCB に対して報告される CPU 時間には、Db2 CLASS 1 のプロセ
ッサー時間が含まれます。

オープン・トランザクション環境では、CICS L8 タスク・プロセッサー時間に Db2
スレッドの作成にかかるコストも含めることができます。
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Db2 並列照会を使用しているのでない限り、単一トランザクションの合計プロセッ
サー時間を計算する際に、CICS レコード (SMF タイプ 110 レコード) からのプロ
セッサー時間と Db2 アカウンティング・レコード (SMF タイプ 101 レコード) か
らのプロセッサー時間を加算しないでください。Db2 プロセッサー時間を 2 回足
してしまうことになるためです。単一トランザクションの合計プロセッサー時間
は、CICS レコードの USRCPUT フィールド (DFHTASK グループの 008 パフォ
ーマンス・クラス・データ・フィールド) に記録されます。 このフィールドには、
CICS ディスパッチャーが管理する TCB 上で実行されていたトランザクションの使
用したすべてのプロセッサー時間が含まれます。 CICS 管理の TCB には、
QR、RO、CO、および L8 モードの TCB が含まれています。

Db2 並列照会を使用している場合、Db2 アカウンティング・レコードの一部のプロ
セッサー時間を追加する必要があります。Db2 シスプレックス照会並列処理では、
Db2 が Db2 アドレス・スペース内の複数の TCB を使用して照会に対応する可能
性があります。この目的で使用される TCB は、非 CICS TCB であるため、これら
の TCB が消費するプロセッサー時間は、CICS SMF タイプ 110 レコードでは考慮
されません。したがって、並列照会に使用された合計プロセッサー時間を取得する
には、トランザクションに適用される Db2 SMF タイプ 101 レコードに記録され
た PAR.TASKS プロセッサー時間を、CICS SMF タイプ 110 レコードの
USRCPUT フィールドに記録されたプロセッサー時間に加算する必要があります。
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第 9 章 Db2 のトラブルシューティング

このセクションでは、CICS Db2 の問題判別について説明します。

このトピックには、診断、変更、または調整に関する情報が含まれています。

スレッド TCB (タスク制御ブロック)
CICS Db2 環境では、Db2 への各スレッドは、スレッド・タスク制御ブロック
(TCB) 下で実行されます。このセクションでは、問題判別を支援するために、スレ
ッド TCB に関する詳しいテクニカル情報を提供します。

スレッド TCB の概要については、概要: スレッドの動作方法を参照してください。

スレッド TCB は、オープン L8 モード TCB です。オープン TCB は、メイン
CICS TCB (QR TCB) の「ドーター」です。CICS Db2 タスク関連ユーザー出口自
体がオープン TCB 上で実行され、さらにそれを使用して、スレッドが実行されま
す。タスク関連ユーザー出口は、スレッドを獲得する必要がある場合、CICS Db2
接続モジュール DFHD2D2 を使用して Db2 を呼び出します。異なる TCB 上で実
行されている別のモジュール DFHD2CO が、Db2 への識別や Db2 からの CICS
の切断など、全体的な CICS Db2 接続のさまざまな側面に対応します。

常時 Db2 へのスレッドを実行できるオープン TCB の最大数は、DB2CONN の
TCBLIMIT パラメーターを使用して制御されます。スレッドを実行しているオープ
ン TCB は、スレッドが終了する時点では終了しません。オープン TCB が終了す
る可能性があるのは、以下の場合です。

v CICS トランザクションが CICS から強制パージされ、スレッドが Db2 内でま
だアクティブである。この場合、要求を Db2 からフラッシュする手段として、
TCB が終了されます。Db2 内の現在の UOW はバックアウトされます。

v コーディネーターとの接続が失われたため、CICS が UOW の結果に関して未確
定である。TCB を終了すると、Db2 はスレッドを解放しますが、UOW は未確
定として維持し、そのロックを維持します。後に CICS がコーディネーターとの
接続を再確立したときに、UOW は再同期によって完了します。

v CICS ディスパッチャー (CICS Db2 接続機能で使用されていない場合に、オー
プン TCB が返される場所) が、30 分後に、未使用のオープン TCB をクリーン
アップする。

CICS Db2 の待機タイプ
CICS Db2 タスク関連ユーザー出口 DFHD2EX1 は、さまざまな目的で WAIT_MVS
呼び出しを発行します。このような呼び出しは、リソース名とリソース・タイプの
値によって区別されます。リソース名とリソース・タイプの値は、CICS システム・
ダンプのディスパッチャー・セクションに表示されます。また、CEMT INQUIRE TASK
パネルにもそれぞれ Hty と Hva の値で表示されます。
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CICS Db2 タスク関連ユーザー出口および Db2 への要求は、L8 オープン TCB 上
で実行されます。CICS タスクは、Db2 内でアクティブなときは CICS ディスパッ
チャー待機状態に置かれることはないため、CICS システム・ダンプのディスパッチ
ャー・セクションに関連情報はありません。CEMT INQUIRE TASK パネルに、オープ
ン TCB 上で CICS Db2 タスクが実行中であることが表示されます。Db2 内でタ
スクがアクティブかどうかを調べるには、DSNC DISPLAY TRAN コマンドを使用しま
す。このコマンドは、現在使用中のすべてのスレッドと、各スレッドに関連付けら
れているタスクを表示します。このコマンドの出力例については、DISPLAY PLAN
または TRAN 出力を参照してください。タスクに関連付けられているスレッドの
状況が「S」フィールドに「*」で示されている場合、そのスレッドは Db2 内で現在
アクティブであることを示しています。したがって、そのタスクは Db2 内で実行
中であるか、待機中であるかのいずれかです。

CICS Db2 タスク関連ユーザー出口 DFHD2EX1 によって発行される WAIT、その
意味、およびタスクをパージまたは強制パージしてこの待機を除去できるかどうか
を示す完全なリストが表 11 に示されています。表の後に、各待機の詳しい説明が
あります。

表 11. CICS Db2 TRUE から発行される WAIT

リソース・タイ
プまたは Hty 値

リソース名また
は Hva 値

意味 パージおよび
強制パージ

DB2 LOT_ECB CICS タスクは Db2 を待っています。
つまり、CICS Db2 タスクが要求を完
了するのを待っています。CICS が
DB2 バージョン 5 以前に接続されてい
る場合に使用されます。

パージ: いい
え、強制パー
ジ: はい

CDB2RDYQ DB2ENTRY の
名前または
*POOL

CICS タスクは、スレッドが使用可能に
なるのを待っています。 DB2ENTRY
またはプールのスレッドが不足している
リソース名の詳細。

いいえ

CDB2CONN CICS タスクにはオープン TCB があり
ますが、このタスクは、Db2 接続がそ
のオープン TCB で使用できるようにな
るのを待機しています。これは、
TCBLIMIT に達しており、オープン
TCB (従って、接続) の最大許容数が
Db2 へのアクセスに使用中であること
を示しています。

いいえ

CDB2RDYQ は、DB2ENTRY またはプールの THREADLIMIT 値を超過してお
り、THREADWAIT が YES に設定されているため、タスクは待機する必要がある
ことを示しています。この状態のタスクのパージは許可されません。タスクの強制
パージを試みると、コンソールにメッセージ DFHAP0604 が出され、スレッドが獲
得されてタスクがキュー上でスレッドを待っていない状態になるまで、強制パージ
は据え置かれます。タスクをパージする代わりに、DB2ENTRY に使用可能なスレッ
ドの数を増やすために、SET DB2ENTRY() THREADLIMIT(n) コマンド、またはプ
ールの場合は SET DB2CONN THREADLIMIT(n) コマンドを使用できます。
threadlimit を増やすと、CICS はタスクを通知し、スレッドの獲得を再試行しま
す。
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CDB2CONN は、CICS タスクが L8 および L9 モードのオープン TCB のプール
からオープン TCB を取得しましたが、そのオープン TCB で使用するために、Db2
接続が使用可能になるのを待っていることを示します。これは、DB2CONN で指定
された TCBLIMIT 値 (Db2 へのアクセスに使用できるオープン TCB (従って、接
続) の数を制限する) に達したことを示しています。TCBLIMIT に達した場合、
CICS Db2 タスク関連ユーザー出口は、L8 および L9 モードのオープン TCB のプ
ールから TCB を取得することは可能ですが、TCB を使用して Db2 へのスレッド
を実行できるようになるまで待機する必要があります。別のタスクが Db2 へのス
レッドを実行するための L8 または L9 モード TCB の使用を停止すると、スレッ
ドの実行に使用中の TCB の数が TCBLIMIT を下回り、待機しているタスクは独自
の L8 または L9 モード TCB を使用して、Db2 へのスレッドを実行できるように
なります。

CDB2CONN 待機の場合、タスクのパージは許可されません。タスクの強制パージ
を試みると、コンソールにメッセージ DFHAP0604 が出され、Db2 接続が獲得さ
れるまで、強制パージは据え置かれます。タスクをパージする代わりに、SET
DB2CONN TCBLIMIT コマンドを使用して TCBLIMIT を増やすことができます。
これにより、Db2 へのアクセスを許可されるオープン TCB の数が増えます。
TCBLIMIT を増やすと、CICS はタスクを通知し、Db2 接続の獲得を再試行しま
す。

L8 および L9 モードのオープン TCB の数に関して CICS によって自動的に設定
された制限に達した場合、それ以上のオープン TCB を作成できず、タスクは
HTYPE(DISPATCH) および HVALUE(OPEN_TCB) で中断されます。CICS は、
CICS 領域の MXT 値または MAXTASKS 値を使用し、公式 (2 * MXT 値) + 32

を使用して、この制限を設定します。この制限は超えていないが、TCBLIMIT を超
えた場合、タスクは HTYPE(CDB2CONN) で中断されます。

表 12 は、ECB が手動で通知された場合に WAIT_OLDC ディスパッチャー呼び出
しを使用して発行された WAIT の詳細を示しています。

表 12. WAIT_OLDC ディスパッチャー呼び出しを使用して発行された WAIT

リソース・タイ
プまたは Hty 値

リソース名また
は Hva 値

意味 パージおよび
強制パージ

DB2_INIT CICS Db2 初期設定プログラム
DFHD2IN1 は、プログラム
DFHD2IN2 を実行している CICS 初期
設定タスクが完了するのを待つために
WAIT を発行します。

はい

DB2CDISC DB2CONN の
名前

SET DB2CONN NOTCONNECTED コ
マンドが、WAIT または FORCE のオ
プションを指定して発行されました。
DFHD2TM は、Db2 を使用しているタ
スクの数がゼロに達するのを待機しま
す。

はい
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表 12. WAIT_OLDC ディスパッチャー呼び出しを使用して発行された WAIT (続き)

リソース・タイ
プまたは Hty 値

リソース名また
は Hva 値

意味 パージおよび
強制パージ

DB2EDISA DB2ENTRY の
名前

SET DB2ENTRY DISABLED コマンド
が、WAIT または FORCE のオプショ
ンを指定して発行されました。
DFHD2TM は、DB2ENTRY を使用し
ているタスクの数がゼロになるのを待ち
ます。

はい

表 13 は、CICS Db2 接続機能によって出された EXEC CICS WAIT EXTERNAL
要求の詳細を示しています。

表 13. 接続機能によって出された EXEC CICS WAIT EXTERNAL 要求

リソース・タイ
プまたは Hty 値

リソース名また
は Hva 値

意味 パージおよび
強制パージ

USERWAIT CDB2TIME CICS Db2 サービス・タスク・プログ
ラム DFHD2EX2 は、タイマー待機サ
イクル状態にあり、保護スレッド・パー
ジ・サイクルがポップするのを待ってい
るか、別のイベントのために通知される
のを待っています。

はい

USERWAIT DB2START CICS Db2 サービス・プログラム
DFHD2EX2 は、Db2 がアクティブにな
ったときに通知するのを待っています。

はい

表 14 は、CICS Db2 接続機能によって出された EXEC CICS WAIT EVENT 要求
の詳細を示しています。

表 14. EXEC CICS WAIT EVENT 要求

Module (モジ
ュール)

リソース名 意味

DFHD2EX2 PROTTERM 保護スレッド・パージ・サイクル中に、保護スレッド
に対して TERM 呼び出しが発行されました。

DFHD2STR ATCHMSUB CICS Db2 開始プログラム DFHD2STR は、マスタ
ー・サブタスク・プログラム DFHD2MSB を接続し、
Db2 に識別されるのを待っています。(CICS が DB2
バージョン 5 以前に接続されている場合にのみ、適用
されます。)

DFHD2STR DTCHMSUB CICS Db2 開始プログラムは、マスター・サブタス
ク・プログラム DFHD2MSB が終了するのを待ってい
ます。(CICS が DB2 バージョン 5 以前に接続されて
いる場合にのみ、適用されます。)

DFHD2STP MSBRETRN CICS Db2 シャットダウン・プログラムは、マスタ
ー・サブタスク・プログラム DFHD2MSB が終了する
のを待っています。(CICS が DB2 バージョン 5 以前
に接続されている場合にのみ、適用されます。)
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表 14. EXEC CICS WAIT EVENT 要求 (続き)

Module (モジ
ュール)

リソース名 意味

DFHD2STP CEX2TERM CICS Db2 シャットダウン・プログラムは、CICS Db2
サービス・タスク CEX2 実行プログラム DFHD2EX2
がすべてのサブタスクを終了し、それ自体が終了する
のを待っています。

CICS Db2 のメッセージ
CICS Db2 接続機能によって発行されるメッセージは、DFHDB 接頭部を使用しま
す (この接頭部は、CICS DBCTL メッセージにも使用されます)。メッセージ番号は
2000 から 2999 までの範囲で、CICS Db2 用に予約済みです。したがって、CICS
Db2 接続機能メッセージの形式は、DFHDB2xxx となります。

可能な場合、メッセージ番号は、前のリリースの接続機能から維持されます。例え
ば、メッセージ DFHDB2023 は、旧メッセージ DSN2023 または DSNC023 と同
じ条件を文書化します。ただし、メッセージの内容は変更されています。例えば、
すべてのメッセージに日付、時刻、およびアプリケーション ID が含まれていま
す。

CICS Db2 接続機能による一時データ・メッセージ出力の宛先は、DB2CONN 定義
の MSGQUEUE1、MSGQUEUE2 および MSGQUEUE3 パラメーターによって制
御されます。同じメッセージを 3 つの一時データ・キューにルーティングできま
す。デフォルトでは、メッセージは、キュー CSSL に対して間接として定義されて
いる、CDB2 と呼ばれる単一のキューに送信されます。

すべてのメッセージが CICS メッセージ に文書化されており、CMAC CICS 提供
のトランザクションを使用して入手できます。

CICS Db2 のトレース
CICS Db2 接続機能は、3100 から 33FF までの範囲の AP ドメイン・トレース・
ポイントを使用します。

CICS Db2 接続機能によって発行されるすべてのトレース・ポイントの内容が、
CICS Db2 トレース・ポイント に文書化されています。

CICS Db2 接続機能によって実行される標準トレースは、RA (リソース・マネージ
ャー・アダプター) および RI (RMI) のトレース・フラグによって制御されます。
RMI トレースは、以下を制御します。

v CICS Db2 タスク関連ユーザー出口 DFHD2EX1 からのトレース出力

v CICS Db2 接続モジュール DFHD2D2 からのトレース出力 (CICS が DB2 バー
ジョン 6 以降に接続されている場合)

v CICS Db2 サブタスク・プログラム DFHD2EX3 からの GTF トレース (CICS
が DB2 バージョン 5 以前に接続されている場合)。
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接続機能からのその他の標準トレースはすべて「リソース・マネージャー・アダプ
ター」トレースを使用して制御されます。CICS Db2 接続機能から発行される可能
性のあるトレースの大部分は、例外トレースです。これは RI または RA のトレー
スがアクティブになっているかどうかに関係なく出力され、独立して発行されま
す。必要な RA および RI トレースのレベルは、CICS 提供のトランザクション
CETR を使用するか、または SIT パラメーター STNTRRA= および STNTRRI= を使用
して設定できます。

『RMI および CICS Db2 TRUE からのサンプル・トレース出力 — CICS が DB2
バージョン 5 以前に接続されている場合』 および 191 ページの『RMI および
CICS Db2 TRUE からのサンプル・トレース出力 — CICS が DB2 バージョン 6
以降に接続されている場合』 は、レベル 1 とレベル 2 の RI トレースがアクティ
ブになっている場合の、RMI および CICS Db2 タスク関連ユーザー出口
DFHD2EX1 からのトレース出力の例を示しています。どちらの例も、トレースは、
実行中の 1 つの SQL ステートメントを示しています。 『RMI および CICS Db2
TRUE からのサンプル・トレース出力 — CICS が DB2 バージョン 5 以前に接続
されている場合』 のサンプル・トレースは、CICS が DB2 バージョン 5 以前に接
続されていたときの出力です。この環境では、CICS Db2 タスク関連ユーザー出口
は、CICS QR TCB (メイン TCB) 上で実行され、サブタスク TCB を作成して、
Db2 へのスレッドを実行します。 191 ページの『RMI および CICS Db2 TRUE
からのサンプル・トレース出力 — CICS が DB2 バージョン 6 以降に接続されて
いる場合』 のサンプル・トレースは、CICS が DB2 バージョン 6 に接続され、オ
ープン・トランザクション環境を使用していたときの出力です。この環境では、
CICS Db2 タスク関連ユーザー出口は、オープン L8 モード TCB 上で実行され、
その同じ TCB を使用して、Db2 へのスレッドを実行します。

CICS Db2 トレース出力は、CICS 内部トレース・テーブル、補助トレース、GTF
トレース宛先 (アクティブな場合) に書き込まれます。

RMI および CICS Db2 TRUE からのサンプル・トレース出力 —
CICS が DB2 バージョン 5 以前に接続されている場合

AP 2520 ERM ENTRY PLI-APPLICATION-CALL-TO-TRUE(DSNCSQL )

TASK-00041 KE_NUM-003F TCB-QR /007C5B60 RET-99902F92 TIME-08:39:21.5717947197 INTERVAL-00.0000141562 =000166=
1-0000 01 *. *
2-0000 C4E2D5C3 E2D8D340 *DSNCSQL *
3-0000 B60AF1D6 427901C0 *..10...{ *
4-0000 E3C5E2E3 D7F0F540 00000001 00100000 19900000 999000E0 000114E0 00000000 *TESTP05 ............r..\...\....*
0020 00000020 00007BB0 00000000 98400000 0040000A 00101100 00000000 00000000 *.....#.....q ... ..............*
0040 00000000 00000000 00000000 *............ *

AP 2522 ERM EVENT PASSING-CONTROL-TO-QR-TRUE(DSNCSQL )

TASK-00041 KE_NUM-003F TCB-QR /007C5B60 RET-99902F92 TIME-08:39:21.5718005166 INTERVAL-00.0000057968 =000167=
1-0000 01 *. *
2-0000 C4E2D5C3 E2D8D340 *DSNCSQL *
3-0000 B60AF1D6 427901C0 *..1O...{ *
4-0000 18CCB654 00042004 19044204 00000000 007A8000 007A8000 18F0005C 18F0CCD0 *.................:...:...0.*.0.}*
0020 190441C0 19044210 19044206 18F000D0 19044200 18CCB490 190441C8 190441B0 *...{.........0.}...........H....*
0040 190441AC 190441EC 18CCB5F3 190441FD 18CCB5F4 190441B4 190441B2 00020000 *...........3.......4............*

5-0000 D8D9 *QR *

AP 3180 D2EX1 ENTRY - APPLICATION REQUEST - EXEC SQL FETCH

TASK-00041 KE_NUM-003F TCB-QR /007C5B60 RET-8009E4D0 TIME-08:39:21.5718055947 INTERVAL-00.0000050781 =000168=
1-0000 02000000 00280800 001EE3C5 E2E3D7F0 F5401663 1BA501CD D1DC0002 18F0BA40 *..........TESTP05 ...v..J....0. *
0020 00000000 18F0CDB0 018D0004 *.....0...... *

2-0000 00DE6EC4 C6C8C4F2 D3D6E340 40404040 E7D7F0F5 184AA680 18DF2D78 18DCD030 *..>DFHD2LOT XP05.$w.......}.*
0020 00000000 00041FF0 00000000 18DF2E0C 18F0CDE0 00000000 00000000 FF6CD800 *.......0.........0.\.........%Q.*
0040 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 E3C5E2E3 D7F0F540 000C010C *....................TESTP05 ....*
0060 A000C000 00000000 00000000 00000000 C9E8D2F2 E9F2C7F1 B60AF1D6 427901C0 *..{.............IYK2Z2G1..1O...{*
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0080 D1E3C9D3 D3C9F140 40404040 40404040 00000000 00000000 C7C2C9C2 D4C9E8C1 *JTILLI1 ........GBIBMIYA*
00A0 C9E8C1D8 E3C3F0F3 0AF1D642 7901C6D9 C2400003 000118F0 CD680000 00000000 *IYAQTC03.1O...FRB .....0........*
00C0 00000000 00000000 30050001 04000000 00000000 00000000 00000000 0000 *.............................. *

AP 3182 D2EX1 EVENT - POST D2EX3 THREAD TCB FOR DB2ENTRY XP05 USING PLAN TESTP05

TASK-00041 KE_NUM-003F TCB-QR /007C5B60 RET-8009E4D0 TIME-08:39:21.5719012041 INTERVAL-00.0000956093 =000169=
1-0000 010C010C A000C000 00000000 *......{..... *
2-0000 E3C5E2E3 D7F0F540 *TESTP05 *
3-0000 00DE6EC4 C6C8C4F2 D3D6E340 40404040 E7D7F0F5 184AA680 18DF2D78 18DCD030 *..>DFHD2LOT XP05.$w.......}.*
0020 00000000 00041FF0 00000000 18DF2E0C 18F0CDE0 00000000 00000000 FF6CD800 *.......0.........0.\.........%Q.*
0040 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 E3C5E2E3 D7F0F540 010C010C *....................TESTP05 ....*
0060 A000C000 00000000 00000000 00000000 C9E8D2F2 E9F2C7F1 B60AF1D6 427901C0 *..{.............IYK2Z2G1..1O...{*
0080 D1E3C9D3 D3C9F140 40404040 40404040 00000000 00000000 C7C2C9C2 D4C9E8C1 *JTILLI1 ........GBIBMIYA*
00A0 C9E8C1D8 E3C3F0F3 0AF1D642 7901C6D9 C2400003 000118F0 CD680000 00000000 *IYAQTC03.1O...FRB .....0........*
00C0 00000000 00000000 30050001 04000000 00000000 00000000 00000000 0000 *.............................. *

4-0000 00C86EC4 C6C8C4F2 C5D5E340 40404040 E7D7F0F5 40404040 B60AF017 63D17AC6 *.H>DFHD2ENT XP05 ..0..J:F*
0020 E3C5E2E3 D7F0F540 00000000 00000000 00000000 00000000 D1E3C9D3 D3C9F140 *TESTP05 ................JTILLI1 *
0040 00808080 80000000 67E939C4 B0188B86 B60AF017 63D17AC6 0000000C 00000003 *.........Z.D...f..0..J:F........*
0060 00000001 00000001 00000000 00000000 00000001 00000001 00000000 00000000 *................................*
0080 00000000 00000002 00000001 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
00A0 00000000 00000000 00000000 00000000 18DCD030 00000000 00000000 19044210 *..................}.............*
00C0 00000000 00000000 *........ *

5-0000 03006EC4 C6C8C4F2 C3E2C240 40404040 B60AF1D7 B18F4081 18D305E0 18DF2D78 *..>DFHD2CSB ..1P.. a.L.\....*
0020 19044210 007C6420 00000000 00000000 00000000 00000000 807A7858 00000000 *.....@...................:......*
0040 18DF2DE4 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *...U............................*
0060 00000000 00000000 00000000 E3C5E2E3 D7F0F540 D1E3C9D3 D3C9F140 40404040 *............TESTP05 JTILLI1 *
0080 40404040 C5D5E3D9 E7D7F0F5 F0F0F0F1 00000000 B60AF1D7 C3208E08 C7C2C9C2 * ENTRXP050001......1PC...GBIB*
00A0 D4C9E8C1 C9E8C1D8 E3C3F0F3 0AF1D642 79010020 44000000 003C0001 00000000 *MIYAIYAQTC03.1O.................*
00C0 00000000 00000000 00000000 40404040 40404040 40404040 40404040 FF6CD800 *............ .%Q.*
00E0 C6D9C240 00030001 18F0CD68 00000000 00000000 00000000 00003005 00010400 *FRB .....0......................*
0100 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00010320 00010250 9838A2F2 *...........................&q.s2*
0120 8000A118 18DCD110 18DCD188 18F0CD68 1838AEA2 18D305F8 18DCD110 19044210 *......J...Jh.0.....s.L.8..J.....*
0140 18D305E0 18DF2D78 18DCD030 98389A78 1838AA78 9838A0C2 98389E62 00000000 *.L.\......}.q.......q..Bq.......*
0160 C1D7C940 184AA680 003400EF 18DCD1A0 4C6E0034 00103220 6BC4C2F2 00000000 *API .$w.......J.<>......,DB2....*
0180 0028C4F0 F0F0F180 007C6420 1838AE4A B60AF1D7 C330BB88 00040000 041C0004 *..D0001..@.....$..1PC..h........*
01A0 19044244 00000000 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 *........ *
01C0 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 00000000 * ....*
01E0 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
0200 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
0220 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000004 18DCD2B0 *..............................K.*
0240 6E6EE399 81838540 E2A38199 A3406E6E 0100041C C9C4C5D5 00000000 00000000 *>>Trace Start >>....IDEN........*
0260 0200041C E2C9C7D5 00000000 00000000 0300041C C3E3C8C4 00000000 00000000 *....SIGN............CTHD........*
0280 0400041C C1D7C940 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *....API ........................*
02A0 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
02C0 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
02E0 00000000 00000000 00000000 00000000 4C4CE399 81838540 C5958440 40404C4C *................<<Trace End <<*

DS 0004 DSSR ENTRY - FUNCTION(WAIT_MVS) RESOURCE_TYPE(DB2) ECB_ADDRESS(19044244) PURGEABLE(YES) WLM_WAIT_TYPE(OTHER_PRODUCT)
RESOURCE_NAME(LOT_ECB)

TASK-00041 KE_NUM-003F TCB-QR /007C5B60 RET-98E36990 TIME-08:39:21.5719126416 INTERVAL-00.0000114375 =000170=
1-0000 00680000 00000014 00000001 00000000 B1242040 00000000 060A0160 18DCD030 *................... .......-..}.*
0020 C4F2C3E2 18DCD030 180864CE 180874CD C4C2F240 40404040 00000028 00000000 *D2CS..}.........DB2 ........*
0040 19044244 A5200000 00010000 01000A00 00000000 18CCBB19 D3D6E36D C5C3C240 *....v...................LOT_ECB *
0060 40404040 40404040 * *

DS 0005 DSSR EXIT - FUNCTION(WAIT_MVS) RESPONSE(OK)

TASK-00041 KE_NUM-003F TCB-QR /007C5B60 RET-98E36990 TIME-08:39:22.4099274553 INTERVAL-00.2535246579* =000175=
1-0000 00680000 00000014 00000001 00000000 B1242040 00000000 060A0160 18DCD030 *................... .......-..}.*
0020 C4F2C3E2 18DCD030 180864CE 180874CD C4C2F240 40404040 00000028 00000000 *D2CS..}.........DB2 ........*
0040 19044244 A5200000 00010000 01000A00 00000000 18CCBB19 D3D6E36D C5C3C240 *....V...................LOT_ECB *
0060 40404040 40404040 * *

AP 3183 D2EX1 EVENT - AWOKEN BY D2EX3 THREAD TCB FOR DB2ENTRY XP05 USING PLAN TESTP05

TASK-00041 KE_NUM-003F TCB-QR /007C5B60 RET-8009E4D0 TIME-08:39:22.4099330334 INTERVAL-00.0000055781 =000176=
1-0000 010C010C A000C000 00000000 00000000 00000000 *......{............. *
2-0000 E3C5E2E3 D7F0F540 *TESTP05 *
3-0000 00DE6EC4 C6C8C4F2 D3D6E340 40404040 E7D7F0F5 184AA680 18DF2D78 18DCD030 *..>DFHD2LOT XP05.$w.......}.*
0020 00000000 00041FF0 00000000 18DF2E0C 18F0CDE0 00000000 00000000 FF6CD800 *.......0.........0.\.........%Q.*
0040 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 E3C5E2E3 D7F0F540 010C010C *....................TESTP05 ....*
0060 A000C000 00000000 00000000 00000000 C9E8D2F2 E9F2C7F1 B60AF1D6 427901C0 *..{.............IYK2Z2G1..1O...{*
0080 D1E3C9D3 D3C9F140 40404040 40404040 00000000 00000000 C7C2C9C2 D4C9E8C1 *JTILLI1 ........GBIBMIYA*
00A0 C9E8C1D8 E3C3F0F3 0AF1D642 7901C6D9 C2400003 000118F0 CDE00000 00000000 *IYAQTC03.1O...FRB .....0.\......*
00C0 00000000 00000000 30050001 04000000 00000000 00000000 00000000 0000 *.............................. *

4-0000 00C86EC4 C6C8C4F2 C5D5E340 40404040 E7D7F0F5 40404040 B60AF017 63D17AC6 *.H>DFHD2ENT XP05 ..0..J:F*
0020 E3C5E2E3 D7F0F540 00000000 00000000 00000000 00000000 D1E3C9D3 D3C9F140 *TESTP05 ................JTILLI1 *
0040 00808080 80000000 67E939C4 B0188B86 B60AF017 63D17AC6 0000000C 00000003 *.........Z.D...f..0..J:F........*
0060 00000001 00000001 00000000 00000000 00000001 00000001 00000000 00000000 *................................*
0080 00000000 00000002 00000001 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
00A0 00000000 00000000 00000000 00000000 18DCD030 00000000 00000000 19044210 *..................}.............*
00C0 00000000 00000000 *........ *

5-0000 03006EC4 C6C8C4F2 C3E2C240 40404040 B60AF1D7 B18F4081 18D305E0 18DF2D78 *..>DFHD2CSB ..1P.. a.L.\....*
0020 19044210 007C6420 00000000 00000000 00000000 00000000 807A7858 00000000 *.....@...................:......*
0040 18DF2DE4 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *...U............................*
0060 00000000 00000000 00000000 E3C5E2E3 D7F0F540 D1E3C9D3 D3C9F140 40404040 *............TESTP05 JTILLI1 *
0080 40404040 C5D5E3D9 E7D7F0F5 F0F0F0F1 00000000 B60AF1D7 C3208E08 C7C2C9C2 * ENTRXP050001......1PC...GBIB*
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00A0 D4C9E8C1 C9E8C1D8 E3C3F0F3 0AF1D642 79010020 44000000 003C0001 00000000 *MIYAIYAQTC03.1O.................*
00C0 00000000 00000000 00000000 40404040 40404040 40404040 40404040 FF6CD800 *............ .%Q.*
00E0 C6D9C240 00030001 18F0CDE0 00000000 00000000 00000000 00003005 00010400 *FRB .....0.\....................*
0100 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00010320 00010250 9838A2F2 *...........................&q.s2*
0120 8000A118 18DCD110 18DCD188 18F0CDE0 1838AEA2 18D305F8 18DCD110 19044210 *......J...Jh.0.\...s.L.8..J.....*
0140 18D305E0 18DF2D78 18DCD030 98389A78 1838AA78 9838A0C2 98389E62 00000000 *.L.\......}.q.......q..Bq.......*
0160 C1D7C940 184AA680 003400EF 18DCD1A0 4C6E0034 00103220 6BC4C2F2 00000000 *API .$w.......J.<>......,DB2....*
0180 0028C4F0 F0F0F180 007C6420 1838AE4A B60AF1DF BEC73D08 00040000 041C0004 *..D0001..@.....$..1..G..........*
01A0 19044244 00000000 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 *........ *
01C0 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 00000000 * ....*
01E0 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
0200 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
0220 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000005 18DCD2C0 *..............................K{*
0240 6E6EE399 81838540 E2A38199 A3406E6E 0100041C C9C4C5D5 00000000 00000000 *>>Trace Start >>....IDEN........*
0260 0200041C E2C9C7D5 00000000 00000000 0300041C C3E3C8C4 00000000 00000000 *....SIGN............CTHD........*
0280 0400041C C1D7C940 00000000 00000000 0500041C C1D7C940 00000000 00000000 *....API ............API ........*
02A0 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
02C0 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
02E0 00000000 00000000 00000000 00000000 4C4CE399 81838540 C5958440 40404C4C *................<<Trace End <<*

AP 3181 D2EX1 EXIT - APPLICATION REQUEST - EXEC SQL FETCH

TASK-00041 KE_NUM-003F TCB-QR /007C5B60 RET-8009E4D0 TIME-08:39:22.4100164084 INTERVAL-00.0000833750 =000177=
1-0000 02000000 00280800 001EE3C5 E2E3D7F0 F5401663 1BA501CD D1DC0002 18F0BA40 *..........TESTP05 ...v..J....0. *
0020 00000000 18F0CDB0 018D0004 *.....0...... *

2-0000 00DE6EC4 C6C8C4F2 D3D6E340 40404040 E7D7F0F5 184AA680 18DF2D78 18DCD030 *..>DFHD2LOT XP05.$w.......}.*
0020 00000000 00041FF0 00000000 18DF2E0C 18F0CDE0 00000000 00000000 FF6CD800 *.......0.........0.\.........%Q.*
0040 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 E3C5E2E3 D7F0F540 010C010C *....................TESTP05 ....*
0060 A000C000 00000000 00000000 00000000 C9E8D2F2 E9F2C7F1 B60AF1D6 427901C0 *..{.............IYK2Z2G1..1O...{*
0080 D1E3C9D3 D3C9F140 40404040 40404040 00000000 00000000 C7C2C9C2 D4C9E8C1 *JTILLI1 ........GBIBMIYA*
00A0 C9E8C1D8 E3C3F0F3 0AF1D642 7901C6D9 C2400003 000118F0 CDE00000 00000000 *IYAQTC03.1O...FRB .....0.\......*
00C0 00000000 00000000 30050001 04000000 00000000 00000000 00000000 0000 *.............................. *

3-0000 00 *. *
4-0000 E2D8D3C3 C1404040 00000088 00000000 00004040 40404040 40404040 40404040 *SQLCA ...h...... *
0020 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 * *
0040 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 C4E2D540 40404040 * DSN *
0060 00000000 00000000 00000000 FFFFFFFF 00000000 00000000 40404040 40404040 *........................ *
0080 404040F0 F0F0F0F0 * 00000 *

5-0000 00C86EC4 C6C8C4F2 C5D5E340 40404040 E7D7F0F5 40404040 B60AF017 63D17AC6 *.H>DFHD2ENT XP05 ..0..J:F*
0020 E3C5E2E3 D7F0F540 00000000 00000000 00000000 00000000 D1E3C9D3 D3C9F140 *TESTP05 ................JTILLI1 *
0040 00808080 80000000 67E939C4 B0188B86 B60AF017 63D17AC6 0000000C 00000003 *.........Z.D...f..0..J:F........*
0060 00000001 00000001 00000000 00000000 00000001 00000001 00000000 00000000 *................................*
0080 00000000 00000002 00000001 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
00A0 00000000 00000000 00000000 00000000 18DCD030 00000000 00000000 19044210 *..................}.............*
00C0 00000000 00000000 *........ *

6-0000 03006EC4 C6C8C4F2 C3E2C240 40404040 B60AF1D7 B18F4081 18D305E0 18DF2D78 *..>DFHD2CSB ..1P.. a.L.\....*
0020 19044210 007C6420 00000000 00000000 00000000 00000000 807A7858 00000000 *.....@...................:......*
0040 18DF2DE4 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *...U............................*
0060 00000000 00000000 00000000 E3C5E2E3 D7F0F540 D1E3C9D3 D3C9F140 40404040 *............TESTP05 JTILLI1 *
0080 40404040 C5D5E3D9 E7D7F0F5 F0F0F0F1 00000000 B60AF1D7 C3208E08 C7C2C9C2 * ENTRXP050001......1PC...GBIB*
00A0 D4C9E8C1 C9E8C1D8 E3C3F0F3 0AF1D642 79010020 44000000 003C0001 00000000 *MIYAIYAQTC03.1O.................*
00C0 00000000 00000000 00000000 40404040 40404040 40404040 40404040 FF6CD800 *............ .%Q.*
00E0 C6D9C240 00030001 18F0CDE0 00000000 00000000 00000000 00003005 00010400 *FRB .....0.\....................*
0100 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00010320 00010250 9838A2F2 *...........................&q.s2*
0120 8000A118 18DCD110 18DCD188 18F0CDE0 1838AEA2 18D305F8 18DCD110 19044210 *......J...Jh.0.\...s.L.8..J.....*
0140 18D305E0 18DF2D78 18DCD030 98389A78 1838AA78 9838A0C2 98389E62 00000000 *.L.\......}.q.......q..Bq.......*
0160 C1D7C940 184AA680 003400EF 18DCD1A0 4C6E0034 00103220 6BC4C2F2 00000000 *API .$w.......J.<>......,DB2....*
0180 0028C4F0 F0F0F180 007C6420 1838AE4A B60AF1DF BEC73D08 00040000 041C0004 *..D0001..@.....$..1..G..........*
01A0 19044244 00000000 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 *........ *
01C0 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 00000000 * ....*
01E0 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
0200 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
0220 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000005 18DCD2C0 *..............................K{*
0240 6E6EE399 81838540 E2A38199 A3406E6E 0100041C C9C4C5D5 00000000 00000000 *>>Trace Start >>....IDEN........*
0260 0200041C E2C9C7D5 00000000 00000000 0300041C C3E3C8C4 00000000 00000000 *....SIGN............CTHD........*
0280 0400041C C1D7C940 00000000 00000000 0500041C C1D7C940 00000000 00000000 *....API ............API ........*
02A0 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
02C0 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
02E0 00000000 00000000 00000000 00000000 4C4CE399 81838540 C5958440 40404C4C *................<<Trace End <<*

AP 2523 ERM EVENT REGAINING-CONTROL-FROM-QR-TRUE(DSNCSQL )

TASK-00041 KE_NUM-003F TCB-QR /007C5B60 RET-99902F92 TIME-08:39:22.4100237365 INTERVAL-00.0000073281 =000178=
1-0000 01 *. *
2-0000 C4E2D5C3 E2D8D340 *DSNCSQL *
3-0000 B60AF1D6 427901C0 *..1O...{ *
4-0000 18CCB654 00042004 19044204 00000000 007A8000 007A8000 18F0005C 18F0CCD0 *.................:...:...0.*.0.}*
0020 190441C0 19044210 19044206 18F000D0 19044200 18CCBCA0 190441C8 190441B0 *...{.........0.}...........H....*
0040 190441AC 190441EC 18CCB5F3 190441FD 18CCB5F4 190441B4 190441B2 00020000 *...........3.......4............*

5-0000 D8D9 *QR *

AP 2521 ERM EXIT PLI-APPLICATION-CALL-TO-TRUE(DSNCSQL )

TASK-00041 KE_NUM-003F TCB-QR /007C5B60 RET-99902F92 TIME-08:39:22.4100312365 INTERVAL-00.0000075000 =000179=
1-0000 01 *. *
2-0000 C4E2D5C3 E2D8D340 *DSNCSQL *
3-0000 B60AF1D6 427901C0 *..1O...{ *
4-0000 E3C5E2E3 D7F0F540 00000001 00100000 19900000 999000E0 000114E0 00000000 *TESTP05 ............r..\...\....*
0020 00000020 00007BB0 00000000 98400000 0040000A 00101100 00000000 00000000 *......#.....q ... ..............*
0040 00000000 00000000 00000000 *............ *
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RMI および CICS Db2 TRUE からのサンプル・トレース出力 —
CICS が DB2 バージョン 6 以降に接続されている場合

このサンプル・トレースは、CICS が DB2 バージョン 6 に接続されていたときに
生成されたものです。

AP 2520 ERM ENTRY PLI-APPLICATION-CALL-TO-TRUE(DSNCSQL )

TASK-00035 KE_NUM-003F TCB-QR /007C5B60 RET-99902F92 TIME-08:32:00.7673270795 INTERVAL-00.0000135312 =000162=
1-0000 01 *. *
2-0000 C4E2D5C3 E2D8D340 *DSNCSQL *
3-0000 B60AF030 A54A8EC0 *..0.v$.{ *
4-0000 E3C5E2E3 D7F0F540 00000001 00100000 19900000 999000E0 000114E0 00000000 *TESTP05 ............r..\...\....*
0020 00000020 00007BB0 00000000 98400000 0040000A 00101100 00000000 00000000 *......#.....q ... ..............*
0040 00000000 00000000 00000000 *............ *

DS 0002 DSAT ENTRY - FUNCTION(CHANGE_MODE) MODENAME(L8)

TASK-00035 KE_NUM-003F TCB-QR /007C5B60 RET-8009E318 TIME-08:32:00.7673341108 INTERVAL-00.0000070312 =000163=
1-0000 00980000 00000003 00000001 00000000 A0000040 00000000 05000102 01000002 *.q................. ............*
0020 01007450 00000000 000002B0 18CCB490 18CCB6D8 9801014C 01031498 18220F30 *...&...............Qq..<...q....*
0040 18CCBB70 1833E000 9800E8F0 00007000 190441EC 18CCBB70 00000008 D3F8D8D9 *......\.q.Y0................L8QR*
0060 18CCB638 FFFFFFFF 18CB4B00 987D9520 00000001 18DEA4A0 18DEA010 00000001 *............q'n.......u.........*
0080 00007550 18CCB776 00000000 0000E8F0 18CCBA28 18CCBA28 *...&..........Y0........ *

DS 0003 DSAT EXIT - FUNCTION(CHANGE_MODE) RESPONSE(OK)

TASK-00035 KE_NUM-003F TCB-L8000/007C6B90 RET-8009E318 TIME-08:32:00.7673710483 INTERVAL-00.0000369375 =000164=
1-0000 00980000 00000003 00000001 00000000 A0000040 00000000 05000102 01000002 *.q................. ............*
0020 01007450 00000000 000002B0 18CCB490 18CCB6D8 9801014C 01031498 18220F30 *...&...............Qq..<...q....*
0040 18CCBB70 1833E000 9800E8F0 00007000 190441EC 18CCBB70 00000001 D3F8D8D9 *......\.q.Y0................L8QR*
0060 18CCB638 FFFFFFFF 18CB4B00 987D9520 00000001 18DEA4A0 18DEA010 00000001 *............q'n.......u.........*
0080 00007550 18CCB776 00000000 0000E8F0 18CCBA28 18CCBA28 *...&..........Y0........ *

AP 2522 ERM EVENT PASSING-CONTROL-TO-OPENAPI-TRUE(DSNCSQL )

TASK-00035 KE_NUM-003F TCB-L8000/007C6B90 RET-99902F92 TIME-08:32:00.7673729077 INTERVAL-00.0000018593 =000165=
1-0000 01 *. *
2-0000 C4E2D5C3 E2D8D340 *DSNCSQL *
3-0000 B60AF030 A54A8EC0 *..0.v$.{ *
4-0000 18CCB654 0006F004 19044204 00000000 007A8000 007A8000 18F0005C 18F0CCD0 *......0..........:...:...0.*.0.}*
0020 190441C0 19044210 19044206 18F000D0 19044200 18CCB490 190441C8 190441B0 *...{.........0.}...........H....*
0040 190441AC 190441EC 18CCB5F3 190441FD 18CCB5F4 190441B4 190441B2 00020000 *...........3.......4............*

5-0000 D3F8 *L8 *

AP 3180 D2EX1 ENTRY - APPLICATION REQUEST - EXEC SQL FETCH

TASK-00035 KE_NUM-003F TCB-L8000/007C6B90 RET-8009E4D0 TIME-08:32:00.7673780483 INTERVAL-00.0000051406 =000166=
1-0000 02000000 00280800 001EE3C5 E2E3D7F0 F5401663 1BA501CD D1DC0002 18F0BA40 *..........TESTP05 ...v..J....0. *
0020 00000000 18F0CDB0 018D0004 *.....0...... *

2-0000 00DE6EC4 C6C8C4F2 D3D6E340 40404040 E7D7F0F5 184AC080 18DF2D78 18DCD030 *..>DFHD2LOT XP05.${.......}.*
0020 00000000 0006EFF0 00000000 18DF2E0C 18F0CDE0 00000000 00000000 FF6CD800 *.......0.........0.\.........%Q.*
0040 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 E3C5E2E3 D7F0F540 000C010C *....................TESTP05 ....*
0060 A000C000 00000000 00000000 00000000 C9E8D2F2 E9F2C7F1 B60AF030 A54A8EC0 *..{.............IYK2Z2G1..0.v$.{*
0080 D1E3C9D3 D3C9F140 40404040 40404040 00000000 00000000 C7C2C9C2 D4C9E8C1 *JTILLI1 ........GBIBMIYA*
00A0 C9E8C1D8 E3C3F0F3 0AF030A5 4A8EC6D9 C2400003 000118F0 CD680000 00000000 *IYAQTC03.0.v$.FRB .....0........*
00C0 00000000 00000000 39050001 04000000 00000000 00000000 00000000 0000 *.............................. *

AP 3250 D2D2 ENTRY - FUNCTION(DB2_API_CALL) CSUB_TOKEN(18DCD030)

TASK-00035 KE_NUM-003F TCB-L8000/007C6B90 RET-98E3321C TIME-08:32:00.7674652827 INTERVAL-00.0000872343 =000167=
1-0000 00200000 00000034 00000000 00000000 B8000000 00000000 03000100 18DCD030 *..............................}.*
2-0000 03006EC4 C6C8C4F2 C3E2C240 40404040 B60AF031 FAD0CB43 18D305E0 18DF2D78 *..>DFHD2CSB ..0..}...L.\....*
0020 19044210 007C6B90 00000000 00000000 B60AF030 A54A8EC0 00000000 00000000 *.....@,...........0.v$.{........*
0040 18DF2DE4 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *...U............................*
0060 00000000 00000000 00000000 E3C5E2E3 D7F0F540 D1E3C9D3 D3C9F140 40404040 *............TESTP05 JTILLI1 *
0080 40404040 C5D5E3D9 E7D7F0F5 F0F0F0F1 00000000 B60AF032 01359743 C7C2C9C2 * ENTRXP050001......0...p.GBIB*
00A0 D4C9E8C1 C9E8C1D8 E3C3F0F3 0AF030A5 4A8E0000 44800000 00000001 00000000 *MIYAIYAQTC03.0.v$...............*
00C0 00000000 00000000 00000000 40404040 40404040 40404040 40404040 FF6CD800 *............ .%Q.*
00E0 C6D9C240 00030001 18F0CD68 00000000 00000000 00000000 00003905 00010400 *FRB .....0......................*
0100 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
0120 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
0140 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 98DCD110 00000000 *........................q.J.....*
0160 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
0180 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
01A0 00000000 00000000 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 *........ *
01C0 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 00000000 * ....*
01E0 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
0200 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
0220 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000004 18DCD2B0 *..............................K.*
0240 6E6EE399 81838540 E2A38199 A3406E6E 0100035C C9C4C5D5 00000000 00000000 *>>Trace Start >>...*IDEN........*
0260 0200035C E2C9C7D5 00000000 00000000 0300035C C3E3C8C4 00000000 00000000 *...*SIGN...........*CTHD........*
0280 0400035C C1D7C940 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *...*API ........................*
02A0 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
02C0 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
02E0 00000000 00000000 00000000 00000000 4C4CE399 81838540 C5958440 40404C4C *................<<Trace End <<*

3-0000 00DE6EC4 C6C8C4F2 D3D6E340 40404040 E7D7F0F5 184AC080 18DF2D78 18DCD030 *..>DFHD2LOT XP05.${.......}.*
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0020 00000000 0006EFF0 00000000 18DF2E0C 18F0CDE0 00000000 00000000 FF6CD800 *.......0.........0.\.........%Q.*
0040 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 E3C5E2E3 D7F0F540 010C010C *....................TESTP05 ....*
0060 A000C000 00000000 00000000 00000000 C9E8D2F2 E9F2C7F1 B60AF030 A54A8EC0 *..{.............IYK2Z2G1..0.v$.{*
0080 D1E3C9D3 D3C9F140 40404040 40404040 00000000 00000000 C7C2C9C2 D4C9E8C1 *JTILLI1 ........GBIBMIYA*
00A0 C9E8C1D8 E3C3F0F3 0AF030A5 4A8EC6D9 C2400003 000118F0 CD680000 00000000 *IYAQTC03.0.v$.FRB .....0........*
00C0 00000000 00000000 39050001 04000000 00000000 00000000 00000000 0000 *.............................. *

AP 326C D2D2 EVENT - ABOUT_TO_ISSUE_DB2_API_REQUEST

TASK-00035 KE_NUM-003F TCB-L8000/007C6B90 RET-98E3321C TIME-08:32:00.7674700952 INTERVAL-00.0000048125 =000168=
1-0000 98DCD110 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *q.J.............................*
2-0000 C6D9C240 00030001 18F0CDE0 00000000 00000000 00000000 00003905 00010400 *FRB .....0.\....................*
0020 00000000 00000000 00000000 00000000 *................ *

3-0000 E3C5E2E3 D7F0F540 *TESTP05 *
4-0000 03006EC4 C6C8C4F2 C3E2C240 40404040 B60AF031 FAD0CB43 18D305E0 18DF2D78 *..>DFHD2CSB ..0..}...L.\....*
0020 19044210 007C6B90 00000000 00000000 B60AF030 A54A8EC0 00000000 00000000 *.....@,...........0.v$.{........*
0040 18DF2DE4 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *...U............................*
0060 00000000 00000000 00000000 E3C5E2E3 D7F0F540 D1E3C9D3 D3C9F140 40404040 *............TESTP05 JTILLI1 *
0080 40404040 C5D5E3D9 E7D7F0F5 F0F0F0F1 00000000 B60AF032 01359743 C7C2C9C2 * ENTRXP050001......0...p.GBIB*
00A0 D4C9E8C1 C9E8C1D8 E3C3F0F3 0AF030A5 4A8E0000 44800000 00000001 00000000 *MIYAIYAQTC03.0.v$...............*
00C0 00000000 00000000 00000000 40404040 40404040 40404040 40404040 FF6CD800 *............ .%Q.*
00E0 C6D9C240 00030001 18F0CDE0 00000000 00000000 00000000 00003905 00010400 *FRB .....0.\....................*
0100 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
0120 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
0140 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 98DCD110 00000000 *........................q.J.....*
0160 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
0180 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
01A0 00000000 00000000 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 *........ *
01C0 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 00000000 * ....*
01E0 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
0200 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
0220 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000004 18DCD2B0 *..............................K.*
0240 6E6EE399 81838540 E2A38199 A3406E6E 0100035C C9C4C5D5 00000000 00000000 *>>Trace Start >>...*IDEN........*
0260 0200035C E2C9C7D5 00000000 00000000 0300035C C3E3C8C4 00000000 00000000 *...*SIGN...........*CTHD........*
0280 0400035C C1D7C940 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *...*API ........................*
02A0 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
02C0 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
02E0 00000000 00000000 00000000 00000000 4C4CE399 81838540 C5958440 40404C4C *................<<Trace End <<*

5-0000 00DE6EC4 C6C8C4F2 D3D6E340 40404040 E7D7F0F5 184AC080 18DF2D78 18DCD030 *..>DFHD2LOT XP05.${.......}.*
0020 00000000 0006EFF0 00000000 18DF2E0C 18F0CDE0 00000000 00000000 FF6CD800 *.......0.........0.\.........%Q.*
0040 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 E3C5E2E3 D7F0F540 010C010C *....................TESTP05 ....*
0060 A000C000 00000000 00000000 00000000 C9E8D2F2 E9F2C7F1 B60AF030 A54A8EC0 *..{.............IYK2Z2G1..0.v$.{*
0080 D1E3C9D3 D3C9F140 40404040 40404040 00000000 00000000 C7C2C9C2 D4C9E8C1 *JTILLI1 ........GBIBMIYA*
00A0 C9E8C1D8 E3C3F0F3 0AF030A5 4A8EC6D9 C2400003 000118F0 CD680000 00000000 *IYAQTC03.0.v$.FRB .....0........*
00C0 00000000 00000000 39050001 04000000 00000000 00000000 00000000 0000 *.............................. *

AP 326D D2D2 EVENT - RETURN_FROM_DB2_API_REQUEST

TASK-00035 KE_NUM-003F TCB-L8000/007C6B90 RET-98E3321C TIME-08:32:00.7678738139 INTERVAL-00.0004037187 =000169=
1-0000 98DCD110 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *q.J.............................*
2-0000 C6D9C240 00030001 18F0CDE0 00000000 00000000 00000000 00003905 00010400 *FRB .....0.\....................*
0020 00000000 00000000 00000000 00000000 *................ *

3-0000 E3C5E2E3 D7F0F540 *TESTP05 *
4-0000 03006EC4 C6C8C4F2 C3E2C240 40404040 B60AF031 FAD0CB43 18D305E0 18DF2D78 *..>DFHD2CSB ..0..}...L.\....*
0020 19044210 007C6B90 00000000 00000000 B60AF030 A54A8EC0 00000000 00000000 *.....@,...........0.v$.{........*
0040 18DF2DE4 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *...U............................*
0060 00000000 00000000 00000000 E3C5E2E3 D7F0F540 D1E3C9D3 D3C9F140 40404040 *............TESTP05 JTILLI1 *
0080 40404040 C5D5E3D9 E7D7F0F5 F0F0F0F1 00000000 B60AF032 01359743 C7C2C9C2 * ENTRXP050001......0...p.GBIB*
00A0 D4C9E8C1 C9E8C1D8 E3C3F0F3 0AF030A5 4A8E0000 44800000 00000001 00000000 *MIYAIYAQTC03.0.v$...............*
00C0 00000000 00000000 00000000 40404040 40404040 40404040 40404040 FF6CD800 *............ .%Q.*
00E0 C6D9C240 00030001 18F0CDE0 00000000 00000000 00000000 00003905 00010400 *FRB .....0.\....................*
0100 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
0120 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
0140 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 98DCD110 00000000 *........................q.J.....*
0160 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
0180 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
01A0 00000000 00000000 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 *........ *
01C0 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 00000000 * ....*
01E0 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
0200 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
0220 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000005 18DCD2C0 *..............................K{*
0240 6E6EE399 81838540 E2A38199 A3406E6E 0100035C C9C4C5D5 00000000 00000000 *>>Trace Start >>...*IDEN........*
0260 0200035C E2C9C7D5 00000000 00000000 0300035C C3E3C8C4 00000000 00000000 *...*SIGN...........*CTHD........*
0280 0400035C C1D7C940 00000000 00000000 0500035C C1D7C940 00000000 00000000 *...*API ...........*API ........*
02A0 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
02C0 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
02E0 00000000 00000000 00000000 00000000 4C4CE399 81838540 C5958440 40404C4C *................<<Trace End <<*

5-0000 00DE6EC4 C6C8C4F2 D3D6E340 40404040 E7D7F0F5 184AC080 18DF2D78 18DCD030 *..>DFHD2LOT XP05.${.......}.*
0020 00000000 0006EFF0 00000000 18DF2E0C 18F0CDE0 00000000 00000000 FF6CD800 *.......0.........0.\.........%Q.*
0040 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 E3C5E2E3 D7F0F540 010C010C *....................TESTP05 ....*
0060 A000C000 00000000 00000000 00000000 C9E8D2F2 E9F2C7F1 B60AF030 A54A8EC0 *..{.............IYK2Z2G1..0.v$.{*
0080 D1E3C9D3 D3C9F140 40404040 40404040 00000000 00000000 C7C2C9C2 D4C9E8C1 *JTILLI1 ........GBIBMIYA*
00A0 C9E8C1D8 E3C3F0F3 0AF030A5 4A8EC6D9 C2400003 000118F0 CD680000 00000000 *IYAQTC03.0.v$.FRB .....0........*
00C0 00000000 00000000 39050001 04000000 00000000 00000000 00000000 0000 *.............................. *

AP 3251 D2D2 EXIT - FUNCTION(DB2_API_CALL) RESPONSE(OK)

TASK-00035 KE_NUM-003F TCB-L8000/007C6B90 RET-98E3321C TIME-08:32:00.7697274233 INTERVAL-00.0018536093 =000170=
1-0000 00200000 00000034 00000000 00000000 B8000000 00000000 03000100 18DCD030 *..............................}.*

192 CICS TS for z/OS: Db2 ガイド



2-0000 03006EC4 C6C8C4F2 C3E2C240 40404040 B60AF031 FAD0CB43 18D305E0 18DF2D78 *..>DFHD2CSB ..0..}...L.\....*
0020 19044210 007C6B90 00000000 00000000 B60AF030 A54A8EC0 00000000 00000000 *.....@,...........0.v$.{........*
0040 18DF2DE4 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *...U............................*
0060 00000000 00000000 00000000 E3C5E2E3 D7F0F540 D1E3C9D3 D3C9F140 40404040 *............TESTP05 JTILLI1 *
0080 40404040 C5D5E3D9 E7D7F0F5 F0F0F0F1 00000000 B60AF032 01359743 C7C2C9C2 * ENTRXP050001......0...p.GBIB*
00A0 D4C9E8C1 C9E8C1D8 E3C3F0F3 0AF030A5 4A8E0000 44800000 00000001 00000000 *MIYAIYAQTC03.0.v$...............*
00C0 00000000 00000000 00000000 40404040 40404040 40404040 40404040 FF6CD800 *............ .%Q.*
00E0 C6D9C240 00030001 18F0CDE0 00000000 00000000 00000000 00003905 00010400 *FRB .....0.\....................*
0100 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
0120 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
0140 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 98DCD110 00000000 *........................q.J.....*
0160 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
0180 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
01A0 00000000 00000000 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 *........ *
01C0 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 00000000 * ....*
01E0 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
0200 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
0220 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000005 18DCD2C0 *..............................K{*
0240 6E6EE399 81838540 E2A38199 A3406E6E 0100035C C9C4C5D5 00000000 00000000 *>>Trace Start >>...*IDEN........*
0260 0200035C E2C9C7D5 00000000 00000000 0300035C C3E3C8C4 00000000 00000000 *...*SIGN...........*CTHD........*
0280 0400035C C1D7C940 00000000 00000000 0500035C C1D7C940 00000000 00000000 *...*API ...........*API ........*
02A0 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
02C0 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
02E0 00000000 00000000 00000000 00000000 4C4CE399 81838540 C5958440 40404C4C *................<<Trace End <<*

3-0000 00DE6EC4 C6C8C4F2 D3D6E340 40404040 E7D7F0F5 184AC080 18DF2D78 18DCD030 *..>DFHD2LOT XP05.${.......}.*
0020 00000000 0006EFF0 00000000 18DF2E0C 18F0CDE0 00000000 00000000 FF6CD800 *.......0.........0.\.........%Q.*
0040 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 E3C5E2E3 D7F0F540 010C010C *....................TESTP05 ....*
0060 A000C000 00000000 00000000 00000000 C9E8D2F2 E9F2C7F1 B60AF030 A54A8EC0 *..{.............IYK2Z2G1..0.v$.{*
0080 D1E3C9D3 D3C9F140 40404040 40404040 00000000 00000000 C7C2C9C2 D4C9E8C1 *JTILLI1 ........GBIBMIYA*
00A0 C9E8C1D8 E3C3F0F3 0AF030A5 4A8EC6D9 C2400003 000118F0 CDE00000 00000000 *IYAQTC03.0.v$.FRB .....0.\......*
00C0 00000000 00000000 39050001 04000000 00000000 00000000 00000000 0000 *.............................. *

AP 3181 D2EX1 EXIT - APPLICATION REQUEST - EXEC SQL FETCH

TASK-00035 KE_NUM-003F TCB-L8000/007C6B90 RET-8009E4D0 TIME-08:32:00.7697348608 INTERVAL-00.0000074375 =000171=
1-0000 02000000 00280800 001EE3C5 E2E3D7F0 F5401663 1BA501CD D1DC0002 18F0BA40 *..........TESTP05 ...v..J....0. *
0020 00000000 18F0CDB0 018D0004 *.....0...... *

2-0000 00DE6EC4 C6C8C4F2 D3D6E340 40404040 E7D7F0F5 184AC080 18DF2D78 18DCD030 *..>DFHD2LOT XP05.${.......}.*
0020 00000000 0006EFF0 00000000 18DF2E0C 18F0CDE0 00000000 00000000 FF6CD800 *.......0.........0.\.........%Q.*
0040 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 E3C5E2E3 D7F0F540 010C010C *....................TESTP05 ....*
0060 A000C000 00000000 00000000 00000000 C9E8D2F2 E9F2C7F1 B60AF030 A54A8EC0 *..{.............IYK2Z2G1..0.v$.{*
0080 D1E3C9D3 D3C9F140 40404040 40404040 00000000 00000000 C7C2C9C2 D4C9E8C1 *JTILLI1 ........GBIBMIYA*
00A0 C9E8C1D8 E3C3F0F3 0AF030A5 4A8EC6D9 C2400003 000118F0 CDE00000 00000000 *IYAQTC03.0.v$.FRB .....0.\......*
00C0 00000000 00000000 39050001 04000000 00000000 00000000 00000000 0000 *.............................. *

3-0000 00 *. *
4-0000 E2D8D3C3 C1404040 00000088 00000000 00004040 40404040 40404040 40404040 *SQLCA ...h...... *
0020 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 * *
0040 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 C4E2D540 40404040 * DSN *
0060 00000000 00000000 00000000 FFFFFFFF 00000000 00000000 40404040 40404040 *........................ *
0080 404040F0 F0F0F0F0 * 00000 *

5-0000 00C86EC4 C6C8C4F2 C5D5E340 40404040 E7D7F0F5 40404040 B60AF017 63D17AC6 *.H>DFHD2ENT XP05 ..0..J:F*
0020 E3C5E2E3 D7F0F540 00000000 00000000 00000000 00000000 D1E3C9D3 D3C9F140 *TESTP05 ................JTILLI1 *
0040 00808080 80000000 67E939C4 B0188B86 B60AF017 63D17AC6 0000000C 00000003 *.........Z.D...f..0..J:F........*
0060 00000001 00000001 00000000 00000000 00000001 00000001 00000000 00000000 *................................*
0080 00000000 00000002 00000001 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
00A0 00000000 00000000 00000000 00000000 18DCD030 00000000 00000000 19044210 *..................}.............*
00C0 00000000 00000000 *........ *

6-0000 03006EC4 C6C8C4F2 C3E2C240 40404040 B60AF031 FAD0CB43 18D305E0 18DF2D78 *..>DFHD2CSB ..0..}...L.\....*
0020 19044210 007C6B90 00000000 00000000 B60AF030 A54A8EC0 00000000 00000000 *.....@,...........0.v$.{........*
0040 18DF2DE4 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *...U............................*
0060 00000000 00000000 00000000 E3C5E2E3 D7F0F540 D1E3C9D3 D3C9F140 40404040 *............TESTP05 JTILLI1 *
0080 40404040 C5D5E3D9 E7D7F0F5 F0F0F0F1 00000000 B60AF032 01359743 C7C2C9C2 * ENTRXP050001......0...p.GBIB*
00A0 D4C9E8C1 C9E8C1D8 E3C3F0F3 0AF030A5 4A8E0000 44800000 00000001 00000000 *MIYAIYAQTC03.0.v$...............*
00C0 00000000 00000000 00000000 40404040 40404040 40404040 40404040 FF6CD800 *............ .%Q.*
00E0 C6D9C240 00030001 18F0CDE0 00000000 00000000 00000000 00003905 00010400 *FRB .....0.\....................*
0100 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
0120 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
0140 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 98DCD110 00000000 *........................q.J.....*
0160 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
0180 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
01A0 00000000 00000000 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 *........ *
01C0 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 00000000 * ....*
01E0 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
0200 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
0220 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000005 18DCD2C0 *..............................K{*
0240 6E6EE399 81838540 E2A38199 A3406E6E 0100035C C9C4C5D5 00000000 00000000 *>>Trace Start >>...*IDEN........*
0260 0200035C E2C9C7D5 00000000 00000000 0300035C C3E3C8C4 00000000 00000000 *...*SIGN...........*CTHD........*
0280 0400035C C1D7C940 00000000 00000000 0500035C C1D7C940 00000000 00000000 *...*API ...........*API ........*
02A0 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
02C0 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
02E0 00000000 00000000 00000000 00000000 4C4CE399 81838540 C5958440 40404C4C *................<<Trace End <<*

AP 2523 ERM EVENT REGAINING-CONTROL-FROM-OPENAPI-TRUE(DSNCSQL )

TASK-00035 KE_NUM-003F TCB-L8000/007C6B90 RET-99902F92 TIME-08:32:00.7697405327 INTERVAL-00.0000056718 =000172=
1-0000 01 *. *
2-0000 C4E2D5C3 E2D8D340 *DSNCSQL *
3-0000 B60AF030 A54A8EC0 *..0.v$.{ *
4-0000 18CCB654 0006F004 19044204 00000000 007A8000 007A8000 18F0005C 18F0CCD0 *......0..........:...:...0.*.0.}*
0020 190441C0 19044210 19044206 18F000D0 19044200 18CCBCA0 190441C8 190441B0 *...{.........0.}...........H....*
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0040 190441AC 190441EC 18CCB5F3 190441FD 18CCB5F4 190441B4 190441B2 00020000 *...........3.......4............*
5-0000 D3F8 *L8 *

AP 2521 ERM EXIT PLI-APPLICATION-CALL-TO-TRUE(DSNCSQL )

TASK-00035 KE_NUM-003F TCB-L8000/007C6B90 RET-99902F92 TIME-08:32:00.7697463608 INTERVAL-00.0000058281 =000173=
1-0000 01 *. *
2-0000 C4E2D5C3 E2D8D340 *DSNCSQL *
3-0000 B60AF030 A54A8EC0 *..0.v$.{ *
4-0000 E3C5E2E3 D7F0F540 00000001 00100000 19900000 999000E0 000114E0 00000000 *TESTP05 ............r..\...\....*
0020 00000020 00007BB0 00000000 98400000 0040000A 00101100 00000000 00000000 *......#.....q ... ..............*
0040 00000000 00000000 00000000 *............ *

CSUB トレース
CSUB は、CICS が Db2 へのスレッドを管理し、情報を交換するために使用する、
接続制御ブロックです。これは、CICS の Db2 接続制御ブロックに相当するもので
す。CSUB は、CICS がスレッドを実行するために使用するスレッド TCB にリン
クされます。

CSUB、Db2 接続制御ブロック、およびスレッド TCB の間の関係についての詳し
い説明は、概要: Db2 に CICS を接続する方法を参照してください。

CICS が Db2 に接続されていて、オープン・トランザクション環境を使用している
場合、スレッド TCB は、CICS ディスパッチャーとカーネルに認識されるオープン
TCB です。したがって、CICS Db2 スレッド・プロセッサー DFHD2D2 (オープ
ン・トランザクション環境の DFHD2EX3 に代わる) は、CICS トレースを使用で
きます。DFHD2D2 は、CICS トレースを使用するほかに、DFHD2EX3 と同様に、
CSUB 制御ブロックの最後にトレース・テーブルを維持し、Db2 に対して行った要
求とその要求に対する応答を記録します。

CSUB トレース・テーブルは 160 バイトの長さで、16 バイトのエントリーを 10
個書き込めます。10 個のエントリーがすべて使用されると、トレース・テーブルは
折り返します。各トレース項目のフォーマットを表 15 に示します。

表 15. CSUB トレース・テーブル・エントリーのレイアウト

バイト コンテンツ 情報

バイト 0 から 3 トレース要求番号 書き込まれたトレース項目のフルワード番号。この番号は、書き込ま
れた最新のエントリーを見つけるために使用されます。
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表 15. CSUB トレース・テーブル・エントリーのレイアウト (続き)

バイト コンテンツ 情報

バイト 4 から 7 トレース要求 発行された 4 文字表記の Db2 要求。可能な値は以下のとおりで
す。

ABRT - 異常終了要求
API - SQL または IFI 要求
ASSO - 関連付け要求
COMM - コミット要求
CTHD - スレッド作成要求
DISS - 切り離し要求
ERRH - エラー・ハンドラー要求
IDEN - ID 要求
PREP - 準備要求
PSGN - 部分的サインオン要求
SIGN - 完全サインオン要求
SYNC - 単一フェーズ要求
TERM - スレッド終了要求
TIDN - 端末 ID 要求
TSGN - サインオン終了要求
*REC - リカバリー・ルーチン開始

バイト 8 から 9 予約済み

バイト 10 から 11 frb または ifc 戻りコ
ード

2 バイトの戻りコード

バイト 12 から 15 frb または ifc 理由コ
ード

4 バイトの理由コード

CSUB 制御ブロックは、フォーマット設定されて CICS システム・ダンプに出力さ
れます。また、RI (RMI) レベル 2 トレースがアクティブな場合、CICS タスク関
連ユーザー出口 DFHD2EX1 からのトレース出力、および DFHD2EX1 からのすべ
ての例外トレースにも出力されます。

196 ページの図 38 は、CICS が DB2 バージョン 6 以降に接続されている場合の
同じ状況を示しています。この例では、ID、サインオン、およびスレッド作成が
Db2 に対して発行されていることが分かります。API 要求があり、その後に同期点
および切り離し (Db2 接続制御ブロックを L8 TCB から切り離す) が出されていま
す。次に、トランザクションは、別の API 要求を行ない、別の作業単位を開始し
て、Db2 接続制御ブロックが L8 TCB と再関連付け (ASSO) されます。前の作業
単位のアカウンティング・レコードを作成するために、部分的サインオンが発生し
ます。ここで、Db2 に対して API 要求が出されています。
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CSUB 異常終了情報
CICS-Db2 サブタスクが異常終了した場合、リカバリー処理の一環として、CICS は
CSUB 制御ブロック内の MVS SDWA から情報を保管します。

例えば、CSB_SDWA_REGS (レジスター 0 から 15) および CSB_SDWA_PSW の
各フィールドから入手します。CSB_SDWA_REGS は、SDWA 目印の後の 16 ワー
ドです。CSB_SDWA_PSW フィールドは、CSB_SDWA_REGS フィールドの後の 2
ワードです。CSUB は通常、障害後に FREEMAIN 機能によってクリアされます
が、障害の時点で書き込まれた例外トレース AP 319D に、SDWA 情報を含む
CSUB 制御ブロックがキャプチャーされています。

CICS Db2 のダンプ
CICS Db2 接続機能からの制御ブロックは、CICS IPCS verbexit の Db2 キーワー
ドの制御下で、CICS システム・ダンプに定様式で出力されます。

Db2 キーワードには、以下の値を指定できます。

v 0 - Db2 出力なし

v 1 - 要約情報のみ

v 2 - 制御ブロックのみ

v 3 - 要約および制御ブロック

CICS トランザクション・ダンプには、要約情報も制御ブロックも表示されません
が、トレース・テーブルに CICS Db2 トレース項目が入っています。

CICS システム・ダンプからの CICS Db2 要約情報を示すサンプルが、 197 ペー
ジの図 39 に表示されています。このサンプルでは、CICS Db2 接続のグローバル
な状態に関する情報と、トランザクションの要約 (見出し「Tran id」、「Task
num」、「TcaAddr」、「TieAddr」、「LotAddr」、「Rctename」、「RcteAddr」、「CsubAddr」、「Correlation

6-0000 03206EC4 C6C8C4F2 C3E2C240 40404040 CFE6D380 716D6B32 2B0A1300 2B0D36C0 *..>DFHD2CSB .WL.._,........{*
0020 2C6A8370 0098DC88 00000000 00000000 CFE6D381 5F3C62FE 00000000 00000000 *..c..q.h.........WLa¬...........*
0040 2B0D372C 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
0060 00000000 00000000 00000000 E3C5E2E3 D7F0F540 C3C9C3E2 E4E2C5D9 40404040 *............TESTP05 CICSUSER *
0080 40404040 C5D5E3D9 E7D7F0F5 F0F0F0F1 00000000 CFE6D380 742927E2 C7C2C9C2 * ENTRXP050001.....WL....SGBIB*
00A0 D4C9E8C1 C9E8C3E6 E3F1F5F0 E6D37E22 16AC8000 44A00000 00000001 C3C9C3E2 *MIYAIYCWT150WL=.............CICS*
00C0 E4E2C5D9 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 FF4EA000 *USER .+..*
00E0 C6D9C240 00030001 2AF0DCB0 00000000 00000000 00000000 00180A05 00010000 *FRB .....0......................*
0100 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
0120 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
0140 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 ACB8C110 00000000 *..........................A.....*
0160 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
0180 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
01A0 00000000 00000000 00000000 00000000 40404040 40404040 40404040 40404040 *................ *
01C0 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 40404040 * *
01E0 40404040 00000001 00000048 42600048 2C6511B8 00000000 00000000 00000000 * .........-..................*
0200 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
0220 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 *................................*
0240 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 0000000C 2CB8C2B0 *..............................B.*
0260 6E6EE399 81838540 E2A38199 A3406E6E 0100067C C9C4C5D5 00000000 00000000 *>>Trace Start >>....IDEN........*
0280 0200067C E2C9C7D5 00000000 00000000 0300067C C3E3C8C4 00000000 00000000 *....SIGN............CTHD........*
02A0 0400067C C1D7C940 00000000 00000000 0500067C E2E8D5C3 00000000 00000000 *....API ............SYNC........*
02C0 0600067C C4C9E2E2 00000000 00000000 0700067C C1E2E2D6 00000000 00000000 *....DISS............ASSO........*
02E0 0800067C D7E2C7D5 00000000 00000000 0900067C C1D7C940 00000000 00000000 *....PSGN............API ........*
0300 00000000 00000000 00000000 00000000 4C4CE399 81838540 C5958440 40404C4C *................<

図 38. サンプル CSUB トレース — Db2 に接続された CICS
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id」、「Uowid」、「Subtask running」、および「TCB in DB2」の下) が提供さ
れています。このサンプルは、CICS が、オープン・トランザクション環境を使用し
て DB2 バージョン 6 に接続されていたときの出力です。

Db2 スレッド ID
CICS トランザクションの代わりに Db2 内で実行されているスレッドは、CICS
Db2 接続機能によって設定される相関 ID によって識別されます。

Db2 では、相関 ID に最大 12 バイトを使用できます。

12 バイトの相関 ID のフォーマットは、eeeettttnnnn として構成されます。ここ
で、eeee は、COMD、POOL、または ENTR (コマンド、プール、または
DB2ENTRY スレッドのいずれであるかを示す)、tttt はトランザクション ID、nnnn
は固有の番号です。

注: Db2 に渡される相関 ID は、CICS 接続機能が Db2 にサインオンを発行するこ
とによってのみ変更されます。複数のトランザクションにわたって一定のままであ
る 1 次許可 ID を使用して、スレッドによってサインオンの再使用が行われた場合
(例えば、AUTHID(name) を使用して)、1 つだけのサインオンが発生します。この
インスタンスで、相関 ID 内の tttt は、実行中のトランザクション ID と一致しま
せん。これは、最初のサインオンが発生したときのトランザクションの ID です。

CICS Db2 のトランザクション異常終了コード
CICS Db2 接続機能では、複数の異常終了コードが使用され、それぞれ特定のエラ
ーに固有です。

トランザクション異常終了コードは AD2x または AD3x です。これらは、トラン
ザクション異常終了コード に文書化されており、CICS 提供のトランザクション
CMAC を使用して入手できます。

===DB2: CICS/DB2 - SUMMARY
==DB2: GLOBAL STATE SUMMARY

Db2conn name: RCTJT
Connection status: Connected
In standby mode: No
DB2 id: DE2D
DB2 Group id:
DB2 release: 0610
Operating in OpenAPI mode: Yes
Service task started: Yes
Master subtask started: No - not required
Tcb limit: 12
Currently active tcbs: 2
Message Queue1: CDB2
Message Queue2:
Message Queue3:
Statistics Queue: CDB2
Standbymode: Reconnect
Connecterror: Sqlcode

==DB2: TRANSACTION SUMMARY
Tran Task TcaAddr TieAddr LotAddr Rctename RcteAddr CsubAddr Correlation Uowid Subtask TCB
id num id running in DB2
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------
XP05 00050 184AB680 190442F0 19044370 XP05 18DF2D78 18D10330 ENTRXP050002 B60A17A16316E1C7 N/A Yes
XP05 00048 184AC680 19044190 19044210 XP05 18DF2D78 18D10030 ENTRXP050001 B60A1794A7A9E7C4 N/A No

図 39. ダンプの例
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CICS Db2 の実行診断機能 (EDF)
CICS Db2 タスク関連ユーザー出口 DFHD2EX1 は、FORMATEDF キーワードで
使用可能にされ、トランザクションが EDF 下で実行されているときに、SQL API
要求の画面をフォーマット設定するために CICS によって呼び出されます。

EDF モードでは、CICS Db2 接続機能は、以下のことを行います。

v EXEC SQL コマンドごとに停止し、SQL ステートメントを暗号解読して、パネ
ル上のファイルに表示します。

v SQL 呼び出しの処理の前と後に結果を表示します。

v 以下の情報を表示します。

– SQL ステートメントのタイプ。

– 入出力変数。

– SQLCA の内容。

– 1 次および 2 次の許可 ID。(これは、SQLCODE -922 の診断に役立ちま
す。)

1 つの EDF パネルに最大 55 個の変数が表示されます。これは、およそ 10 画面
です。各 EDF SQL セッションに 12KB の CICS 一時ストレージが必要です。こ
のストレージは、EDF から出ると解放されます。

SQL ステートメントの EDF 画面を図 40 と 199 ページの図 41 に示します。

TRANSACTION: XC05 PROGRAM: TESTC05 TASK:0000097 APPLID: CICS41 DISPLAY:00
STATUS: ABOUT TO EXECUTE COMMAND

EXEC SQL OPEN
DBRM=TESTC05, STMT=00221, SECT=00001

OFFSET: X'001692' LINE: UNKNOWN EIBFN=X'0E0E'

ENTER:
PF1 : UNDEFINED PF2 : UNDEFINED PF3 : UNDEFINED
PF4 : PF5 : PF6 :
PF7 : PF8 : PF9 :
PF10: PF11: UNDEFINED PF12:

図 40. 「処理前」の SQL EXEC パネルの EDF の例
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CICS Db2 環境でのデッドロックの処理
CICS Db2 システムでは、複数のトランザクション間、または 1 つのトランザクシ
ョンと別の Db2 ユーザーとの間でデッドロックが発生する場合があります。デッ
ドロックには 1 つまたは 2 つのリソースが関係する場合があります。

このタスクについて

このセクションでは Db2 内のみのデッドロックについて説明します。 Db2 リソー
スがこのタイプのデッドロックに関係している場合、デッドロック状態のいずれか
のパートナーはユーザー定義の IRLM パラメーターに応じてタイムアウトになりま
す。 Db2 外部のリソースが関係している場合は、他のデッドロックが発生する可
能性があります。

デッドロックの発生は予期すべきものですが、それほど頻繁ではないはずです。以
下の状態でのデッドロックには特に注意してください。

v 他のトランザクションがデッドロック状態のパートナーが保持しているリソース
にアクセスするため、頻繁に遅れが生じる。これにより、これらのトランザクシ
ョンの応答時間が長くなり、カスケードが発生する可能性があります。

v デッドロックに関係しているリソースは今後さらに集中的に使用されることが予
想されます。これは、デッドロックに関係するトランザクションまたは他のトラ
ンザクションのトランザクション率が増えるためです。

Db2 サブシステムの IRLM コンポーネントは、ユーザー定義の間隔でデッドロッ
ク検出を行います。デッドロック状態のいずれかのパートナーが犠牲となり、Db2
から -911 または -913 戻りコードを受け取ります。実際の戻りコードは
DB2CONN の DROLLBACK パラメーター (トランザクションでプール・スレッド

TRANSACTION: XC05 PROGRAM: TESTC05 TASK:0000097 APPLID: CICS41 DISPLAY:00
STATUS: COMMAND EXECUTION COMPLETE
CALL TO RESOURCE MANAGER DSNCSQL
EXEC SQL OPEN P.AUTH=SYSADM , S.AUTH=
PLAN=TESTC05, DBRM=TESTC05, STMT=00221, SECT=00001
SQL COMMUNICATION AREA:
SQLCABC = 136 AT X'03907C00'
SQLCODE = -923 AT X'03907C04'
SQLERRML = 070 AT X'03907C08'
SQLERRMC = ' ACCESS,00000000,00000000, '... AT X'03907C0A'
SQLERRP = 'DSNAET03' AT X'03907C50'
SQLERRD(1-6) = 000, 000, 00000, 0000000000, 00000, 000 AT X'03907C58'
SQLWARN(0-A) = '_ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _' AT X'03907C70'
SQLSTATE = 57015 AT X'03907C7B'

OFFSET: X'001692' LINE: UNKNOWN EIBFN=X'0E0E'

ENTER: CONTINUE
PF1 : UNDEFINED PF2 : UNDEFINED PF3 : END EDF SESSION
PF4 : SUPPRESS DISPLAYS PF5 : WORKING STORAGE PF6 : USER DISPLAY
PF7 : SCROLL BACK PF8 : SCROLL FORWARD PF9 : STOP CONDITIONS
PF10: PREVIOUS DISPLAY PF11: UNDEFINED PF12: ABEND USER TASK

図 41. 「処理後」の SQL EXEC パネルの EDF の例
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を使用している場合) またはトランザクションで使用される DB2ENTRY によって
決まります。犠牲となるパートナーがロールバックされた後、他方のパートナーは
処理を続行します。

デッドロック状態を解決するには、いくつかのアクティビティーを実行する必要が
あります。デッドロックの解決とは、システム内のどこかで変更を適用し、デッド
ロックの可能性を減らすことを意味します。

多くの場合、以下のステップがデッドロック状態の解決に必要になります。

1. デッドロックを検出します。

2. 関係するリソースを見つけます。

3. 関係する SQL ステートメントを見つけます。

4. 使用されたアクセス・パスを見つけます。

5. デッドロックの発生理由を判別します。

6. 回避するために変更を加えます。

関連概念

183 ページの『第 9 章 Db2 のトラブルシューティング』
このセクションでは、CICS Db2 の問題判別について説明します。

183 ページの『スレッド TCB (タスク制御ブロック)』
CICS Db2 環境では、Db2 への各スレッドは、スレッド・タスク制御ブロック
(TCB) 下で実行されます。このセクションでは、問題判別を支援するために、ス
レッド TCB に関する詳しいテクニカル情報を提供します。

183 ページの『CICS Db2 の待機タイプ』
CICS Db2 タスク関連ユーザー出口 DFHD2EX1 は、さまざまな目的で
WAIT_MVS 呼び出しを発行します。このような呼び出しは、リソース名とリソー
ス・タイプの値によって区別されます。リソース名とリソース・タイプの値は、
CICS システム・ダンプのディスパッチャー・セクションに表示されます。また、
CEMT INQUIRE TASK パネルにもそれぞれ Hty と Hva の値で表示されます。

187 ページの『CICS Db2 のメッセージ』
CICS Db2 接続機能によって発行されるメッセージは、DFHDB 接頭部を使用し
ます (この接頭部は、CICS DBCTL メッセージにも使用されます)。メッセージ番
号は 2000 から 2999 までの範囲で、CICS Db2 用に予約済みです。したがっ
て、CICS Db2 接続機能メッセージの形式は、DFHDB2xxx となります。

187 ページの『CICS Db2 のトレース』
CICS Db2 接続機能は、3100 から 33FF までの範囲の AP ドメイン・トレー
ス・ポイントを使用します。

196 ページの『CICS Db2 のダンプ』
CICS Db2 接続機能からの制御ブロックは、CICS IPCS verbexit の Db2 キーワ
ードの制御下で、CICS システム・ダンプに定様式で出力されます。

197 ページの『Db2 スレッド ID』
CICS トランザクションの代わりに Db2 内で実行されているスレッドは、CICS
Db2 接続機能によって設定される相関 ID によって識別されます。

197 ページの『CICS Db2 のトランザクション異常終了コード』
CICS Db2 接続機能では、複数の異常終了コードが使用され、それぞれ特定のエ
ラーに固有です。
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198 ページの『CICS Db2 の実行診断機能 (EDF)』
CICS Db2 タスク関連ユーザー出口 DFHD2EX1 は、FORMATEDF キーワード
で使用可能にされ、トランザクションが EDF 下で実行されているときに、SQL
API 要求の画面をフォーマット設定するために CICS によって呼び出されます。

2 つのタイプのデッドロック
Db2 内のデッドロックは、2 つのトランザクションの双方が相手のトランザクショ
ンが必要とするロックを保持している場合に発生する可能性あります。

Db2 環境では、以下の場合に、2 つのタイプのデッドロックが発生する可能性があ
ります。

v 2 つのリソースが関与している。各トランザクションが 1 つのリソースをロッ
クしており、非互換モードで他方のリソースを必要としています。リソースは、
通常、索引ページおよびデータ・ページです。これは、従来のデッドロック状態
です。

v 1 つだけのリソースが関与している。更新 (U) ロックの主な目的は、ロック・プ
ロモーション に起因するデッドロックが発生する状況の数を減らすことです。U
ロックは、こうした状況の大部分を解決しましたが、依然として特定の状況で
は、1 つだけのリソースが関与するデッドロックが発生する可能性があります。
これは、リソースが複数の方法でロックされる可能性があるためです。

この代表的な例は、トランザクションが ORDER BY オプションを指定してカー
ソルを開き、ソートを避けるために索引を使用する場合です。ページ内の行を取
り出すときに、Db2 はそのページに共用 (S) ロックを取得します。その後、最
後に取り出された行に対して、トランザクションがカーソルを使用せずに更新を
発行した場合、S ロックは排他的 (X) ロックにプロモートされます。

このようなトランザクションの 2 つが同時に実行され、両方が X ロックを取得
する前に同じページで S ロックを取得した場合、デッドロックが発生します。

デッドロックの検出
デッドロックに関する情報は、MVS ログ内の Db2 パフォーマンス・トレースで入
手できます。

このタスクについて

Db2 パフォーマンス・トレースをアクティブにせずに実行されている通常の実稼働
環境では、デッドロックに関する情報を入手する最も簡単な方法は、MVS ログをス
キャンして、 202 ページの図 42 に示されているようなメッセージを見つけること
です。
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これらのメッセージから、デッドロックの双方のパートナーを特定できます。パー
トナーは、計画名と相関 ID の両方で示されています。

また、2 番目のメッセージは、犠牲になったパートナーが取得できなかったリソー
スを識別しています。他方のリソースは (同じものであるかどうかに関係なく)、メ
ッセージには表示されません。

関与するリソースの検出
デッドロックに関与している他方のリソースを見つけるには、Db2 パフォーマン
ス・トレースをアクティブにして、デッドロックを再作成することが必要になる場
合があります。

デッドロックを解決するための理由が、デッドロックの数が多すぎることであると
仮定します。通常は、トレースが開始された後にデッドロックを再作成するのは、
マイナーな問題です。

Db2 パフォーマンス・トレースの対象を、MVS ログ・メッセージに示された 2 つ
の計画に制限します。トレースの対象を、関与する 2 つの CICS トランザクション
ID (許可 ID) に制限するのも合理的な場合があります。パフォーマンス・トレース
には、汎用ロック・イベントの class(06) と、SQL イベントの class(03) を含め
ます。Db2 パフォーマンス・モニター (DB2PM) は、トレース出力をフォーマット
設定するのに便利なツールです。DB2PM ロック競合レポートとロック中断レポー
トは、デッドロックに関与するリソースを判別するのに役立つことがあります。

DB2PM レポートの出力が大き過ぎる場合は、トレースの出力を分析するためのユ
ーザー・プログラムを作成できます。目標は、デッドロックに関与するリソース
と、関与するすべての SQL ステートメントを見つけることです。

関与する SQL ステートメントの検出
デッドロックには多数の SQL ステートメントが関与している可能性があります。
多くの場合、デッドロックを解決するには、すべての SQL ステートメントを見つ
ける必要があります。

このタスクについて

ロック・トレースから関与するリソースが特定された場合、SQL トレース・レポー
ト内の関与する SQL ステートメントを、両方のトレースのタイム・スタンプを比
較することで検出できます。

DSNT375I PLAN p1 WITH CORRELATION ID id1
AND CONNECTION ID id2 IS DEADLOCKED with
PLAN p2 WITH CORRELATION ID id3
AND CONNECTION ID id4.

DSNT501I DSNILMCL RESOURCE UNAVAILABLE
CORRELATION-ID=id1,CONNECTION-ID=id2
REASON=r-code
TYPE name
NAME name

図 42. デッドロック・メッセージ
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使用されたアクセス・パスの検出
デッドロックに関与する SQL ステートメントが使用したアクセス・パスを検出す
るには、対応する計画を対象にして Db2 の EXPLAIN オプションを使用します。

デッドロックが発生した理由の判別
デッドロックに関与する SQL ステートメントとリソースを識別し、アクセス・パ
スを見つけると、通常はデッドロックが発生した理由が示されます。デッドロック
が発生した理由が分かると、解決策を開発するのに役立ちます。ただし、このプロ
セスには時間がかかることがあります。

デッドロックの解決
デッドロックを解決するための適切なアクションを選択できるように、デッドロッ
クが発生した理由を理解することが必要です。

このタスクについて

一般に、デッドロックが発生する原因は、2 つ以上のトランザクションの双方が、
競合するモードで、同時に反対の順序で同じリソースを必要することにあります。
デッドロックを防止するために取るアクションは、こうした特性に対処する必要が
あります。

表 16 は、予防的処置とそれに対応する主な影響を示しています。

表 16. デッドロックの回避

アクション リソースの拡
張

ロック順序の
変更

競合の削減 ロック・モー
ドの変更

索引のフリー・スペースの
増加

X

索引のサブページ・サイズ
の増加

X

TS フリー・スペースの増加 X

クラスター化索引の変更 X X

表スペースの再編成 X X X

索引の追加 X X (1)

索引の除去 X

トランザクションの直列化 X

追加 COMMIT の使用 X

応答時間の最小化 X

分離レベルの変更 (2) X X

アプリケーションの再設計 X X X X

データベースの再設計 X X X X

注:

1. アクセス・パスの変更に起因する。

2. 通常は、カーソル固定が、反復可能読み取りよりも適切です。
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適切なアクションを選択するには、まずデッドロックが発生した理由を理解する必
要があります。それにより、選択するアクションを評価できます。こうしたアクシ
ョンは、いくつかの影響を与える可能性があります。以下のものが考えられます。

v デッドロック問題を解決する

v 他のトランザクションのアクセス・パスを強制的に変更して、新たなデッドロッ
クを引き起こす

v システム内に新たなデッドロックを引き起こす

そのため、影響を受けるトランザクション (例えば、Db2 内の EXPLAIN 機能) が
使用するアクセス・パスを注意深くモニターすることが重要です。多くの場合、デ
ッドロックの解決は反復プロセスです。
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バージョン 5 リリース 5 のサービスを取得するプログラムをお客様が作成するた
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客様が作成するためのプログラミング・インターフェースが以下のマニュアルに含
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v アプリケーション・プログラミング・ガイドおよびアプリケーション・プログラ
ミング・リファレンス

v Business Transaction Services

v Customization Guide

v C++ OO Class Libraries

v Debugging Tools Interfaces Reference
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v External Interfaces Guide

v Front End Programming Interface Guide

v IMS Database Control Guide

v インストール・ガイド

v セキュリティー・ガイド

v Supplied Transactions

v CICSPlex® SM Managing Workloads

v CICSPlex SM Managing Resource Usage

v CICSPlex SM アプリケーション・プログラミング・ガイドおよび CICSPlex SM
アプリケーション・プログラミング・リファレンス

v Java Applications in CICS

PDF 形式のマニュアルで CICS 資料にアクセスする場合は、CICS Transaction
Server for z/OS, バージョン 5 リリース 5 のプログラミング・インターフェース
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として意図されていない (プログラミング・インターフェースと誤解される可能性
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ド・ユーザーの使用感の向上、エンド・ユーザーとの対話またはその他の目的のた
めに、Cookie はじめさまざまなテクノロジーを使用することがあります。多くの場
合、ソフトウェア・オファリングにより個人情報が収集されることはありません。
IBM の「ソフトウェア・オファリング」の一部には、個人情報を収集できる機能を
持つものがあります。ご使用の「ソフトウェア・オファリング」が、これらの
Cookie およびそれに類するテクノロジーを通じてお客様による個人情報の収集を可
能にする場合、以下の具体的事項をご確認ください。

CICSPlex SM Web ユーザー・インターフェース (メイン・インターフェース) の
場合: このソフトウェア・オファリングは、展開される構成に応じて、セッション

管理、認証、お客様の利便性の向上、または利用の追跡または機能上の目的
のために、それぞれのお客様のユーザー名、およびその他の個人情報を、セ
ッションごとの Cookie および持続的な Cookie を使用して収集する場合
があります。これらの Cookie を無効にすることはできません。

CICSPlex SM Web ユーザー・インターフェース (データ・インターフェース) の
場合: このソフトウェア・オファリングは、展開される構成に応じて、セッション

管理、認証、または利用の追跡または機能上の目的のために、それぞれのお
客様のユーザー名またはその他の個人情報を、セッションごとの Cookie を
使用して収集する場合があります。これらの Cookie を無効にすることはで
きません。

CICSPlex SM Web ユーザー・インターフェース (「Hello World」ページ) の場
合: このソフトウェア・オファリングは、展開される構成に応じて、個人情報を

収集しないセッションごとの Cookie を使用する場合があります。これらの
Cookie を無効にすることはできません。
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CICS Explorer の場合:
このソフトウェア・オファリングは、展開される構成に応じて、セッション
管理、お客様の利便性の向上、または利用の追跡または機能上の目的のため
に、それぞれのお客様のユーザー名、およびその他の個人情報を、セッショ
ンごとの設定および持続的な設定を使用して収集する場合があります。これ
らの設定を無効にすることはできませんが、ユーザー・パスワードの暗号化
形式でのディスクへの保管は、サインオン中にチェック・ボックスにチェッ
ク・マークを付けることによるユーザーの明示的な操作によってのみ有効化
することができます。

この「ソフトウェア・オファリング」が Cookie およびさまざまなテクノロジーを
使用してエンド・ユーザーから個人を特定できる情報を収集する機能を提供する場
合、 お客様は、このような情報を収集するにあたって適用される法律、ガイドライ
ン等を遵守する必要があります。これには、エンドユーザーへの通知や同意の要求
も含まれますがそれらには限られません。

このような目的での Cookie を含む様々なテクノロジーの使用の詳細については、
『IBM オンラインでのプライバシー・ステートメント』(http://www.ibm.com/
privacy/details/jp/ja/) の『クッキー、ウェブ・ビーコン、その他のテクノロジ
ー』および「IBM Software Products and Software-as-a-Service Privacy
Statement」(http://www.ibm.com/software/info/product-privacy) を参照してく
ださい。
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報
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順次挿入 118
セキュリティー 87
テーブル制御プログラム・フロー 103
出口プログラム 100
動的計画出口 97
トランザクションのグループ化 96
パッケージ 91
パッケージの使用 91
プログラム・フローのテーブル制御手

法 103
ページの競合 116
保留カーソル 118
ロック戦略 107
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BIND オプション 139
CICS Db2 設計基準 87
CICS アプリケーションの変換 92
CICS トランザクション・コードの切

り替え 102
RETURN IMMEDIATE コマンド 119
SQL 言語 108
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移行プロジェクト 101
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トランザクション異常終了コード 197
AD2x および AD3x 197
AEY9 120
AEY9 異常終了の回避 120

エンキューおよびデキュー 115
エントリー・スレッド 4
オープン TCB

アカウンティング 181
スレッド TCB として 5, 183
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アプリケーション・プログラム 109

オープン・トランザクション環境 (OTE)
およびアプリケーション・プログラム

109
スレッド TCB 5, 183
スレッド・セーフ・アプリケーション

109
トランザクションのプロセッサー時間

181
CICS DB2 タスク関連ユーザー出口

109
MAXOPENTCBS システム初期設定パ

ラメーター設定 18
TCBLIMIT 設定 18

［カ行］
カーソル表 (CT) 19
書き込みインテント 163
カスタマイズ

動的計画切り替え 102
許可 ID、1 次 75
許可 ID、2 次 78
グループ接続 17

および未確定 UOW 35
DB2GROUPID 属性 17
RESYNCMEMBER 35

グローバル・トレース・レコード 149
計画

概要 9

検証 140
更新の頻度 117
コマンド権限

Db2 81
コマンド認識文字 38
コマンド・スレッド 4
コミット処理 20
固有索引 115

［サ行］
再同期情報 37
サインオン出口ルーチン 79
索引列の更新 114
サンプルのサインオン出口ルーチン

(DSN3SSGN) 79
システム初期設定パラメーター

PROTECTNUM 23
THREADLIMIT 23
THREADWAIT 21

システム定義パラメーター

PROTECTNUM 26
THREADLIMIT 26
THREADWAIT 26

実動の手順 141
順次挿入 118
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スケルトン・パッケージ表 (SKPT) 19
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解放 21
作成、使用、および終了 21
パフォーマンスへの影響 27
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ランザクションの 24
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ド・トランザクションの 26
スレッド ID、Db2 197
スレッド TCB 4, 183

オープン・トランザクション環境内 5,
183

CSUB — CICS 接続制御ブロック 4
Db2 接続制御ブロック 4
DFHD2CO モジュール 183
DFHD2D2 モジュール 183

スレッド解放 20
スレッドの再利用

セキュリティー 28
スレッドの作成 19
スレッド・タイプ 3

エントリー・スレッド 4
コマンド・スレッド 4
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スレッド・タイプ (続き)

プール・スレッド 4
セキュリティー

コマンド・セキュリティー 61
代理ユーザー検査 66
リソース・セキュリティー 62
AUTHTYPE 66
DB2TRAN リソース・セキュリティー

63
RACF 59
RACF クラス、DSNR 72
RACF プロファイルの定義 63
SASS 72

セキュリティー、代理 66
設計基準 87
接続機能のモニター

機能 37
ツール 150
パフォーマンス 151
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CICS トランザクション 151, 155
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接続許可 71
接続コマンド 1
接続出口ルーチン 73
接続出口ルーチン (DSN3SATH) の例 73
相関 ID 48, 197
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待機タイプ 184
タイム・スタンプ 139
タスク関連ユーザー出口 (TRUE) 2
チューニング

CICS アプリケーション 144
直列化 115
テーブル制御プログラム・フロー 103
デッドロック 199
デッドロック検出 201
デッドロックの処理 199
デッドロック・タイプ 201
統計データ 147
統計要約レポート 152
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概要 9
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カーソル固定 140
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分離レベル 140
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バインド・プロセス
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概要 9
プログラムの変更後 138
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概要 9
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動的計画切り替えの利点 91
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モニター 149
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パフォーマンスの統計モニター 156
反復可能読み取り 140
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プール・スレッド 4, 26
プロセッサー時間

クラス 1 173
クラス 2 180
使用量 173
Db2 バージョン 6 以降の場合の計算

181
プロセッサー使用量 173
分離レベル 140
ページの競合 116
保護スレッド 23, 28
補助トレース機能 155
ホット・スポット、例 117
保留カーソル 21, 118

［マ行］
マルチスレッド接続 3
未確定 UOW

解決 34
モニター・データ 147
問題判別

待機タイプ 183
ダンプ 196
トレース 187
メッセージ 187
CSUB トレース 194

問題判別における CICS システム・ダン

プ 196

問題判別におけるメッセージ 187

［ラ行］
連番の割り振り 117
ロック戦略 107
ロック・エスカレーション 107
ロック・メカニズム、Db2 107

［数字］
2 フェーズ・コミット 50

A
ADDMEM オペランド 65
AEY9 120
AUTHTYPE 値、セキュリティー用

許可 ID 70
グループ ID 70
端末 ID 70
トランザクション ID 70
ユーザー ID 70
DB2CONN からのサイン ID 70

AUTHTYPE セキュリティー 66

B
BIND オプション

アプリケーション設計での 139
プログラム準備での 139
RETAIN 140

BIND タイム・スタンプ 139
BMS (基本マッピング・サポート) 43

C
CEMT INQUIRE コマンド 37
CEMT SET コマンド 37
CEMT を使用するシステム・プログラミ

ング機能 41
CICS command security 61

VCICSCMD 一般リソース・クラス 65
CICS DB2

サンプル・グループ DFH$DB2 42
自動接続 33
操作 33
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準備 134
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